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1 序論 
1.1 研究背景 
1.1.1 公共図書館における地方行政資料サービス 
地方行政は、地方分権の理念のもと国から独立した地方公共団体が担っており、
また地域住⺠にとってはより身近な課題解決の場として主体的に参加しうるもの
である。 
2012 年公示の文部科学省「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成 24
年 12 月 19 日文部科学省告示第 172 号）1⁾においても、市町村立図書館について
以下のように基準を設けており、地域の課題に対応したサービスとして、「地方公
共団体の政策決定、行政事務の執行・改善及びこれらに関する理解に必要な資料
及び情報の整備・提供」2⁾の実施に努めることで、利用者及び住⺠の課題解決の
支援をすることを定めている。このことからも、公共図書館における課題解決支
援サービスへの意識は強く、またその一主題として地方行政活動に関する課題解
決も少なからぬ存在感を表している。 
地方行政は地方自治法の元に行われているが、その根拠となる日本国憲法第 92
条-95 条「地方自治の本旨」の通説においては、地方自治とは地方における政治
と行政を、①地域住⺠の意思に基づき（住⺠自治）②国から独立した地方公共団
体がその権限と責任において自主的に処理する(団体自治)ことであるとされてい
る。3⁾これを公共図書館が地方自治体の一行政機関として負うべき役割として用
いるならば、住⺠自治については、「地域住⺠に対して意思決定に必要な地域に関
する情報を提供すること」であり、団体自治については、「地方自治の遂行に要す
る情報を地域住⺠に提供する責任を、他の自治体から独立して担うこと」である
と捉えられる。 
よって、地方行政活動において地域課題の解決や政策立案決定等に必要な情報
は、行政活動の主体たる地方自治体だけでなく、その意思決定を担う地域住⺠に
も同様に提供されるべきものである。そして、公共図書館においては地方行政資
料サービスが主となって、利用者の情報要求に応えることが求められているので
ある。この関係性について表したものが図１となる。 
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地方行政資料サービスとは、地方公共図書館においてその所在する地域の行政
に関する資料や情報について収集・整理・保存を行い、利用者に対して提供する
ことである。 
地方行政資料サービスの対象となる主たる利用者は、行政と地域住⺠（図書館
の利用対象者）である。行政（自治体）に対しては行政支援サービスとして、地
域課題の解決や政策立案決定に必要な情報収集・提供を行っている。4⁾一方、地
域住⺠に対しても、地域資料サービスの一環として住⺠からの情報要求に応えて
行政情報を提供すべく、資料の提供やレファレンス等を実施している。 
そして、レファレンスサービスにおける直接的サービスの側面としては公共図
書館に対する利用者の情報要求が顕在化したものであり、また間接的サービスは
図書館が利用者の情報要求をどのように捉え提供に反映しているかを示すもので
ある。レファレンス事例の公開は、直接サービスの記録でありながら、同時に同
様の質問を見越して情報整備を行っているという点で、間接的サービスとしても
機能しているといえる。提供した資料の情報のみでは限定的な把握になりがちな
利用者の疑問や課題がより明確であることから、図書館運営において重要な情報
となるものである。 
 地方行政資料の蔵書構成において、コアコレクションとなるのは行政刊行物で
ある。地方行政刊行物については、国立国会図書館への納本制度があるものの、
国立国会図書館の調査によればその納入率はばらつきがある5)とされる。そのた
図１ 地方公共団体・図書館・地域住⺠の関係性 
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め、地方公共図書館においては、より地域性の高い図書館として自館の所在する
地域の地方行政資料を収集することは、他館と代替のできない重要な使命の一つ
という認識が主たるものであり、所在地域の自治体や近隣地域の自治体等から収
集を行うなど、積極的な収集と蔵書構築を行っている。 
地方行政資料サービスについては、他館に代替のできない性質を持つものであ
ることから、その収集と保存についてまず求められがちである。しかし図書館資
料の趣旨は利用者の利用にあるのであり、地方行政資料であれば主たる利用者で
ある地域住⺠の利用に供されることが重要である。地域の状況に応じたサービス
展開のためにもその実態の把握が常に求められているが、一方で地方行政資料サ
ービスとは具体的にどのようなものを指すのかについては、地方行政資料を始め
とした地域に関する資料を表す用語の変容の中で、不明瞭なものとなっていると
いう問題点が指摘されよう。 
 
1.1.2 地方行政資料の定義と意義 
地方行政資料の用語は、図書館法第 3 条第 1 号において図書館奉仕のために実
施すべき事項として以下のように述べられている。 
 
〈図書館法第 3 条第 1 号（図書館奉仕）〉 
郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード及びフィルムの収集にも十分留
意して、図書、記録、視聴覚教育の資料その他必要な資料（電磁的記録（電子
的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で
作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資料」という。）を収集し、一般
公衆の利用に供すること。6⁾（下線は筆者による） 
 
この条文において、地方行政資料は公共図書館における図書館資料の一角とし
て明白に位置づけられている。また、図書館法の立案者である文部省社会教育局
⻑の⻄崎(1950)は、郷土資料とは「その図書館の所在する地域に関連を持つ文献
とか、考古学的または⺠俗学的資料」であり、地方行政資料とは、「その図書館の
所在する地方公共団体の行政に関する資料」であると解説している。7⁾よって立
案当初においては、郷土資料は歴史的資料、地方行政資料は現代的資料を示し、
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それぞれ区別された概念として定義されたものであった。 
その他の地方行政資料の定義について、沓掛（1966）は狭義に解すると「地方
公共団体の行政に関する資料」であり、広義に解すると「地方公共団体、国の地
方行政機関で刊行する資料、政府刊行物中の当該地域の行政に関する資料および
住⺠の地方行政に関する資料等の総称である」と述べる。8⁾また、塩見（1967）
は「住⺠が地方自治の現状を知りたいという時に、必要な資料を網羅的に、その
地域性において責任をもってこたえるところにその意義を見出す」ならば、地方
行政資料とは、「その図書館の所在する地域についてなされる行政に関する一切
の資料」であると定義づけた。9⁾いずれの見解においても、地方行政資料とは「地
方行政」に関する資料である点については一致しており、その含む範囲は狭義に
おいて行政刊行物を指し、より広義なものとして刊行元に関わらずより多様な地
方行政に関する資料であるとされている。 
しかし、現在の公共図書館で「郷土資料」と「地方行政資料」といった語句は、
必ずしも当初意図された歴史的資料と現代的資料の意味で用いられていない。根
本(1999)は『地域資料入門』において、「郷土資料が⺠間の出版社や団体が作成し
た資料であるのに対して、地方行政資料は行政機関によって作成される資料であ
る」ことを意味していたと述べている。10⁾このような資料の作成元による分類は、
郷土資料が歴史や文学、地方行政資料は行政・財政にかかわるものであるという
観念と反することが混乱を生じさせたため、主題・作成者等を問わず「当該地域
を総合的かつ相対的に把握するための資料群」を表す概念として「地域資料」の
語を用いるとしている。11⁾ 
 地域資料サービスに関する用語やその解釈の変遷については、湯本(2017)12⁾が
まとめている。この論考によると、1960 年頃を機に、『中小都市における公共図
書館の運営』13⁾においてそれまでの歴史的な分野を主とした郷土資料サービスへ
の批判を上げたことなど、 郷土「史料」としての「郷土資料」からその意はより
同時代的な地域の情報源としての「地方行政資料」を含めた包括的な概念へと移
行していくこととなった。 
しかし、用語として新たに提唱された「地域資料」を用いるか、その意義を拡
張した上で「郷土資料」の語を用いるかは、現在においても意見が分かれている
ところである。湯本の分析においても、図書館情報学の用語集を比較した際に、
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『図書館ハンドブック』で第 5 版(1990)を境に「地域資料」の語が出現したこと
に対し、『図書館情報学用語辞典』は 1997 年の初版より「郷土資料」「地域資料」
のいずれも一貫して同一の説明文を掲載しており、また『図書館用語集』はその
他の用語については参照のみ表記した上で「郷土資料」のみ項目を立てていたと
いうような差異が現れた。14⁾ 
 地域に関する資料を歴史的・今日的なものを問わず包括された資料群として捉
えたうえで収集するという点については概ね解釈が固まっているとして、その呼
称については国立国会図書館が行った『地域資料に関する調査研究』における「地
域や郷土に関する資料コレクションの名称」の結果からは、「郷土資料」が 73.2％
と最多となり、「地域資料」9.4％、「郷土行政資料（行政郷土資料を含む）」8.4％、
「地域行政資料（行政地域資料を含む）」3.3％となっている。15⁾このデータから
は、用語としての地域資料の存在感に対し、現場では従来通りに郷土資料を用い
ることがより一般的であるといえる。 
 また「地方行政資料」は「地域資料」あるいは「郷土資料」に含まれるものと
され、図書館の用語としては限定的な用いられ方をしている。つまり「郷土資料」
も「地方行政資料」も、図書館法制定当時の条文の意義と実際の使用が一致しな
い状況のまま法規が運用されている状態である。 
 
1.1.3 本研究における地方行政資料の定義 
 地方行政資料が実務において地域資料や郷土資料に含まれるものと捉えられ、
概念上「地方行政」という言葉が用いられなくなることは、地方行政に関する資
料及び情報提供を担うという、当初企図されていたはずの図書館の役割に対する
関心を薄れさせていくことになる可能性を孕んでいる。しかしながら、地方行政
資料を定義する図書館法の条文が現行のまま運用されていることは、地方行政資
料サービスは公共図書館に関する最高法規によって定められた、図書館事業にお
いて提供されるべきサービスの一つであることを示している。 
地方行政資料サービスについて各自治体及び図書館が自らで定めた規定から見
えるその理解について、また、レファレンスサービスなどの利用者の情報要求に
資するサービスの実践について、実態をそれぞれ明らかにする必要がある。そし
て、明らかにされた現状に対して、本旨である地方自治・地方行政に関する情報
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資源としての観点から、地方行政資料サービスの再評価を行うことで、現在提供
されている地方行政資料サービスの有効性と、その解釈の変遷を踏まえた今後の
サービス展開の検討が可能となるものと思われる。 
よって、本研究における地方行政資料の「公共図書館における地方自治及び地
方行政に関わる地域住⺠の情報資源」と定義する。そしてその対象は地方自治体
や関連組織が発行する行政刊行物や行政文書、その他地方行政に関するあらゆる
資料が含まれるものとする。 
 
1.2 先行研究 
地方公共団体条例以下の図書館に関する法規等についてまとめた研究としては、
徐(2015)16⁾が都道府県の規定から行政刊行物の管理に関する条項の整理を行っ
ている。本研究においては基礎自治体の規定を対象としているが、規定の構成内
容を整理する分析手法については上記研究の方法を一部用いた。また、その他市
町村単位で地方行政資料に類するものに関する規定を焦点として行われた研究は
管見の限り行われていない。 
 地域資料に関するレファレンス事例の分析については、本研究と同じ地域のレ
ファレンス事例集を分析した蛭田(1982) 17⁾の論考がある。三多摩郷土資料研究
会編『三多摩郷土関係レファレンス事例集』を対象データとし、質問者・質問内
容・資料種別等からの分析を行っており、特に質問内容の分析は地域レファレン
スにおける典型的な主題を体系的にまとめられたものとなっているが、一方で質
問及び分析の観点は歴史的主題に偏っており、行政資料への言及も課題点として
指摘するにとどまっている。 
その他個別の図書館のレファレンスサービスの先行研究は、根本(2001)18⁾が日
野市立図書館において、行政および住⺠に対して行った行政レファレンスサービ
スの調査をもとに分析した論考などがある。そのほか、担当者の作成したレファ
レンス事例記録をもとに分析を行った中村(2006)19による立川市の事例、五十嵐
(2006)20⁾による調布市の事例、中山(2006)21による都立多摩図書館の事例がある。
特に中村の論考においては、特に行政情報に対する利用者からの情報要求を意識
してレファレンス事例の主題や回答に用いた資料、および職員からの聞き取り調
査から得られた結果を分析しており、本研究の志向に近しい分析となっている。 
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しかしこれらの調査は複数の地方自治体間での比較検討は行っておらず、地方
行政資料のレファレンスの実態を捉えつつも、そのサービスの根拠となる法規や
方針等との対応までは言及されていない。図書館運営において各自治体・館によ
り設定された理念に対して、実施されたサービスの実効性を計るためにも、本研
究においては、制度面と活動実態の比較から地方行政資料サービスの再検討を行
う視点が必要であると捉えている。 
 
1.3 研究目的・方法 
1.3.1 研究目的 
本研究は、地方自治及び地方行政に関わる地域住⺠の情報資源としての観点か
ら、公共図書館の地方行政資料サービスにおける活動方針と実践の実態を明らか
にする。そして、地方自治及び地方行政に関する情報源としての図書館機能の再
検討に資することを目的とする。 
 
1.3.2 研究方法 
本研究では、地方行政資料サービスについて、各自治体の法規や基準・方針等
の分析と、公共図書館における地方行政資料の利活用の一角としてレファレンス
事例の分析から、図書館における方針と実践の実態を探る。 
調査対象は東京都多摩地域の市町村立図書館とする。対象地域については、他
地域に比較して公共図書館における地域資料サービスの実績をより豊富に有する
と共に、先行研究が活発に行われており基礎的な調査が進んでいること、また近
隣地域での比較検討が可能なことから今回の調査対象として設定した。 
  
①地方行政資料に関する自治体・図書館の規定等の調査 
対象地域の各自治体ウェブサイトの例規集データベースで公開されている図書
館関連条例・規則等の自治体法規、そして図書館が自ら定めている方針・基準等
から、地方行政資料について規定された条文を抜き出し、規定上地方行政資料が
どのような位置づけをされており、利用に資することが想定されているかについ
て検討を行う。 
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１）各自治体の条例・規則・規程等 
対象地域の各自治体ウェブサイトの例規集データベースで公開されている図書
館関連条例・規則等の自治体の法規やその他の規定等から、地方行政資料につい
て規定された条文を抜き出して分析する。 
 なお、調査における参照年月日は 2018 年 11 月 30 日であり、その時点での例
規集の内容現在は表 1-1 の通りである。データベースに未掲載の状態で広報等に
より公布された規則等があった場合も想定されるが、いずれのデータベースも参
照日から半年前以内に更新されていることから、時間差についてはさほど大きく
ないと判断し、例規集データベースのみを用いることとする。 
 
表 1-1 東京都多摩地域の市区町村の例規集データベースの内容現在 
  
 
２）公共図書館の方針・基準等 
各公共図書館の内規である要綱及び方針・基準や計画等から、地方行政資料に
ついて述べられたものを抜き出し、図書館の実務を踏まえた規定として地方行政
資料がどのような位置づけをされているか検討を行う。 
 
②地方行政資料を用いたレファレンスの事例調査  
調査対象は、東京都における島嶼部を除く基礎自治体の図書館が、インターネ
ット公開しているレファレンス事例データとする。具体的には、各図書館のウェ
ブページと国立国会図書館によるレファレンス事例の共有データベースである
「レファレンス協同データベース」22⁾の二つの媒体を用いる。 
市区町村名 内容現在 市区町村名 内容現在 市区町村名 内容現在
昭島市 平成30年7月6日 立川市 平成30年10月31日 府中市 平成30年10月1日
あきる野市 平成30年10月1日 多摩市 平成30年10月15日 福生市 平成30年10月1日
稲城市 平成30年11月1日 調布市 平成30年10月10日 町田市 平成30年10月1日
⻘海市 平成30年8月1日 ⻄東京市 平成30年9月21日 三鷹市 平成30年10月18日
清瀬市 平成30年10月4日 八王子市 平成30年10月1日 武蔵野市 平成30年10月9日
国立市 平成30年10月1日 羽村市 平成30年10月19日 武蔵村山市 平成30年9月12日
小金井市 平成30年7月1日 東久留米市 平成30年9月30日 奥多摩町 平成30年9月5日
国分寺市 平成30年10月1日 東村山市 平成30年10月16日 日の出町 平成30年7月9日
小平市 平成30年10月5日 東大和市 平成30年10月1日 瑞穂町 平成30年9月28日
狛江市 平成30年9月28日 日野市 平成30年10月3日 檜原村 平成30年7月1日
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 これらの事例データは、一般公開にあたり担当者側のスクリーニングが行われ
ているものであり、今後も同様の質問を行う利用者が現れる可能性が高く、共有
する価値があると図書館側が認識している情報である点が特徴として挙がる。一
方で、このようなデータのみ用いる場合は、図書館に少なからず寄せられている
利用案内や所蔵確認等の簡易な質問等については見落とすこととなる。しかし、
今回の研究の趣旨においては、利用者の情報要求の顕在化と共有に焦点を当て、
情報の精度を優先するために公開された情報のみを用いることとする。 
 レファレンス事例データについては、表 1-2 の調査項目に従って各ウェブサイ
トより23⁾収集した。元データに記載がある項目については原則そのまま入力し、
記載のないものについては筆者が入力を行っている。 
 
表 1−2 レファレンス事例分析における調査項目  
 
 
また、本調査における独自の分類として、地域に関する情報を主題としている
事例には「地域情報」を、地域性の有無にかかわらず行政活動に関する情報を主
題としている事例には「行政情報」として分類をしている。地方行政資料は地域
と行政双方の主題を含む情報源であり、いずれかの主題を含む情報要求に応え得
項目名 内容・備考
事例作成日等 他に登録日などの場合があるが、各データに記載されている年月日の内、最も古いものを使用
質問内容 質問の本文を転記
主題 NDC分類に従う
NDC分類 あらかじめ付与されているものはそれに従う。ないものは*を付記したうえで筆者が付与
回答形態 所蔵確認・文献紹介・事実調査など 予め付与されていない場合は*を付記した上で筆者が付与
回答本文 回答の本文を転記
参照資料 参照資料の一覧を転記
発行種別 発行元が行政か⺠間かを筆者が付与
掲載場所 図書館ホームページ／レファレンス共同データベース
地域情報（自地域） その図書館の所在する市町村に関する内容
地域情報（三多摩） その図書館の所在地以外の三多摩地域の市町村に関する内容
地域情報（都・他） 上記以外の東京都や東京都外の地域に関する内容
行政情報 自治体の行政活動に関する内容
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る情報源であるとして、それぞれについて個別に分析を行った上で最終的に総括
した事例群について検討を行う。 
 
2 地方自治体・図書館の規定等からみる地方行政資料サービス 
 地方自治体の条例・規則その他の法規や、図書館が内規として定めた方針・基
準等は、図書館事業の実施にあたっての指針や目標等を定めているものである。
これらの規定等から、地方行政資料について公共図書館がどのように想定し、サ
ービスに臨んでいるかの実態を検討する。分析においては、自治体の法制度下に
あり行政機関を通して制定された条例・規則及び規程と、図書館側の内規である
方針・基準及び計画等に分けて行うことで、地方行政資料サービスが行政のどの
立場から検討されているかを明らかにすることを試みる。 
 
2.1 各自治体の規則等における地方行政資料 
 東京都多摩地域の市町村（自治体）における地方行政資料についての制度的根
拠について、自治体等の制定した条例・規則等(以下規則等)から検討する。 
 地方公共団体がその自治立法権に基づいて定める規則等のうち、条例はその制
定改廃に議会の議決が必要であり24⁾、規則は地方公共団体の⻑25⁾及び委員会26⁾
が定めることのできるものである。調査対象の公共図書館は各自治体の教育委員
会下に属することから、規則の制定は教育委員会であり、その権限は地方自治法
第 138 条の 4（委員会等、委員会等の規則等）に基づくものである。また、規程
は一定の目的の元に定められた一連の条項の総体であり27⁾、行政機関内の事務処
理にあたり必要な事項を定めたものである。規程は自治体の法体系下に必ずしも
位置付けられたものではないが、これらの規則等はいずれも、公共図書館の運営
にあたっての業務全般にかかる一般的な事項や事務的な手続きについて定めたも
のであり、その性格が類似しているものとして取り扱う。 
 
2.1.1 地方行政資料に関する規則等の制定状況 
表 2-1 は地方行政資料に関する規則等の制定状況についてまとめている。 
対象の自治体 30 市町村のうち、地方行政資料に具体的に関連する条項を有し
ている自治体は 18 市町である。その内、条例のある自治体は 3 市、規則につい
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ては 17 市町（1 市は条例と併置）、規程については 3 市(2 市は条例ないしは規則
と併置)となっている。東京都多摩地区の自治体において地方行政資料を法制度下
で言及する場合、多くは何らかの規則の段階から図書館事業としての位置付けを
行っているという一定の傾向があるといえる。 
なお、地方行政資料に関わらずに図書館関連規則等の制定状況について見た場
合、図書館（設置）条例については全市町村が定めているが、下位の規則等はそ
の名称や設置の有無・数ともに一定していない。地方分権の観点から、規則等の
構成についてもその制定状況は各自治体の方針や運用形態に委ねられるものであ
り、どのような規則等を置くかを統一するような規定は法律においてもない。し
かし、規則等の制定年をみると、1960 年代・1980 年代・1990 年代がいずれも 3、
2000 年代では４、2010 年代では 2 に対して、1970 年代には 9 の規則等が制定さ
れており、全体として他の年代に比べて制定が多かったことがわかる。1960 年代
頃より「地域資料」論が活発になったことを踏まえて、各自治体・図書館が地方
行政資料に関する規定の必要性を認識し、自治体の法制度上に定義づけようとい
う動きがあったことが窺える。 
 
表 2-1 各自治体の地方行政資料に関する規則等一覧 
市町村名 規則等の名称 制定年月 最終改正年月 
昭島市 昭島市市⺠図書館条例28⁾ 1973 年 4 月 5 日 2018 年 3 月 30 日 
あきる野市 
あきる野市図書館運営規則29⁾ 1995 年 9 月 1 日 2016 年 9 月 1 日 
あきる野市図書館処務規則30⁾ 1995 年 9 月 1 日 2013 年 4 月 1 日 
稲城市 
稲城市立図書館設置条例31⁾ 2007 年 6 月 29 日 2018 年 10 月 1 日 
稲城市立図書館処務規則32⁾ 1977 年 3 月 25 日 2014 年 4 月 1 日 
清瀬市 清瀬市立図書館運営規則33⁾ 1990 年 10 月 1 日 2013 年 3 月 29 日 
国立市 国立市図書館運営規則34⁾ 1974 年 4 月 1 日 2015 年 1 月 27 日 
小金井市 小金井市立図書館規則35⁾ 1965 年 6 月 3 日 2015 年 7 月 15 日 
国分寺市 国分寺市立図書館運営規則36⁾ 1973 年 4 月 3 日 2015 年 6 月 3 日 
小平市 
小平市立図書館条例施行規則37⁾ 2000 年 3 月 30 日 2015 年 11 月 1 日 
小平市立図書館処務規程38⁾ 1975 年 3 月 28 日 2017 年 4 月 1 日 
狛江市 狛江市立図書館運営規則39⁾ 2013 年 11 月 25 日 2018 年 2 月 9 日 
多摩市 多摩市立図書館処務規程40⁾ 1973 年 6 月 5 日 2016 年 12 月 26 日 
調布市 調布市立図書館条例41⁾ 2005 年 9 月 21 日 2012 年 3 月 26 日 
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調布市立図書館処務規程42⁾ 1989 年 3 月 8 日 2018 年 3 月 23 日 
⻄東京市 ⻄東京市図書館設置条例施行規則43⁾ 2001 年 1 月 21 日 2008 年 3 月 31 日 
東久留米市 東久留米市立図書館運営規則44⁾ 2012 年 6 月 28 日 2017 年 4 月 17 日 
東村山市 東村山市立図書館運営規則45⁾ 1974 年 5 月 24 日 2012 年 4 月 1 日 
日野市 
日野市立図書館運営規則46⁾ 1965 年 9 月 15 日 2010 年 4 月 1 日 
日野市立図書館処務規則47⁾ 1965 年 9 月 15 日 2016 年 4 月 1 日 
福生市 福生市立図書館運営規則48⁾ 1973 年 5 月 1 日 2012 年 6 月 30 日 
三鷹市 
三鷹市立図書館の管理運営に関
する規則49⁾ 1984 年 7 月 14 日 2017 年 3 月 6 日 
三鷹市立図書館処務規則50⁾ 1972 年 6 月 6 日 2017 年 3 月 6 日 
日の出町 日の出町立図書館処務規則51⁾ 1989 年 1 月 13 日 2008 年 4 月 1 日 
 
2.1.2 地方行政資料に関する規則等の制定内容 
地方行政資料について定めた規則等の実態について、具体的な条項の構成と制
定内容から分析を行う。 
 
表 2-2 地方行政資料に関する規則等の内容構成 
 
 
事業 定義 禁帯出
昭島市 昭島市市⺠図書館条例 ー ー 〇
あきる野市図書館運営規則 〇
あきる野市図書館処務規則 〇
稲城市立図書館設置条例 ー ー 〇
ー 稲城市立図書館処務規則 ー 〇
清瀬市 ー 清瀬市立図書館運営規則 ー 〇
国立市 ー 国立市図書館運営規則 ー 〇
小金井市 ー 小金井市立図書館規則 ー 〇
国分寺市 ー 国分寺市立図書館運営規則 ー 〇
小平市立図書館条例施行規則 ー 〇
ー 小平市立図書館処務規程 〇
狛江市 ー 狛江市立図書館運営規則 ー 〇 〇
多摩市 ー ー 多摩市立図書館処務規程 〇
調布市立図書館条例 ー ー 〇
ー ー 調布市立図書館処務規程 〇
⻄東京市 ー ⻄東京市図書館設置条例施行規則 ー 〇 〇
東久留米市 ー 東久留米市立図書館運営規則 ー 〇
東村山市 ー 東村山市立図書館運営規則 ー 〇
日野市立図書館運営規則 〇
日野市立図書館処務規則 〇
福生市 ー 福生市立図書館運営規則 ー 〇
三鷹市立図書館の管理運営に関す
る規則 〇
三鷹市立図書館処務規則 〇
日の出町 ー 日の出町立図書館処務規則 ー 〇
三鷹市 ー ー
調布市
事務分掌
条項内容
日野市 ー ー
市町村名 条例 規則 規程
あきる野市 ー ー
稲城市
小平市 ー
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表 2-2 より、地方行政資料に関する規定の具体的な内容としては、図書館の事
業内容の一環として定めた項目（「事業」）、条文中に用いられる用語として定義し
た項目（「定義」）、業務を担当する部署を定めた項目（「事務分掌」）、貸出をしな
い資料として定めた項目（「禁帯出」）で、地方行政資料についての言及が行われ
ている。 
条例においてはいずれの自治体も「事業」における言及がみられるが、規則・
規程においては規定内容が一定しておらずその種別による分担があるとは言えな
い。しかし、規則・規程のうち、運営規則は 10 のうち 9 が「事業」を定めてお
り、処務規則・処務規程は 8 つの全てが「事務分掌」を定めていることは、それ
ぞれの規則等の役割における特徴として挙げられる。 
 「事業」については、条例・規則に関わらず図書館法第 3 条（図書館奉仕）の
規定に基づき、図書館資料の一角として地方行政資料の収集・整理・保存を事業
として行うことを定めている。以下に条例と規則それぞれの例を示すが、条例と
規則の制定方法の違いによる内容の大きな差異は見られない。 
 
〈昭島市「昭島市市⺠図書館条例」〉 
（事業） 
第３条 図書館は、図書館法第３条の規定に基づき、次の事業を行う。 
(１) 図書、記録、視聴覚資料、地域資料その他必要な資料（電磁的記録（電子
的方式、磁気的方式その他人の知覚によつては認識することができない方式で
作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資料」という。）の収集、整理及び
保存52⁾（下線は筆者による） 
 
〈あきる野市「あきる野市図書館運営規則」〉 
(事業) 
第 2 条 図書館は、図書館法(昭和 25 年法律第 118 号)第 3 条の規定に基づき、
次の事業を行う。 
(12) 地域資料の収集及び提供53⁾（下線は筆者による） 
 
「定義」については、狛江市立図書館運営規則のみにみられる形式だが、図書
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館資料及び図書等に含まれるものとして地方行政資料を列挙している点から、実
態としてはその他の自治体規則で「事業」におけるその対象として図書館資料が
列挙されているものと同様の条文であるといえる。 
 
〈狛江市「狛江市立図書館運営規則」〉 
（定義） 
第２条 この規則において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定める
ところによる。 
(１) 図書館資料 図書等及び視聴覚資料をいう。 
(２) 図書等 図書，記録，郷土資料，地方行政資料，逐次刊行物，絵本，布の
絵本，紙芝居，録音資料，点字資料等をいう。54⁾（下線は筆者による） 
 
 「事務分掌」については、地方行政資料に関する業務を行う部署として、中央
図書館か分館か、あるいは係名などが規定されているが、部署の名称については
中央図書館係、奉仕係、地域資料係、等を館により各々異なるものを用いている。
一方で業務内容については、ほぼ全てが下記例と同様の、地方行政資料の収集保
存や提供を行うと定めている。 
 
〈あきる野市「あきる野市図書館処務規則」〉 
(事務分掌) 
第 5 条 図書館における事務の分掌は、次のとおりとする。 
中央図書館係 
(8) 地域資料の収集、保存及び活用に関すること。55⁾ 
 
 また、以上の検討において、条例・規則・規程等からは、地方自治や地方行政
を地方行政資料関連業務の目的とする旨の条項は現れていない。よって自治体の
法制度内では、地方行政資料の用途として住⺠自治の意図は規定されていないこ
とが明らかとなった。 
 次に、規則等において、地方行政資料を用語としてどのように捉えているかを
検討する。 
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表 2-3 各自治体の規則等における「地方行政資料」の名称 
 
 
 表 2-3 では、各規則等に用いられている「地方行政資料」を示す用語を整理し
ているが、自治体ごとの差異だけでなく、同じ自治体の規則等においても用語が
混在していることがわかる。全体を整理すると、以下の通りの用法が見受けられ
た。 
①「地域資料」（6 件） 
：昭島市、あきる野市、小平市、多摩市、調布市 
②「郷土資料」（2 件） 
  ：小金井市、小平市 
③「地方行政資料」（3 件） 
  ：東村山市、福生市 
④「地域行政資料」（2 件） 
  ：稲城市 
⑤「地域資料」と「行政資料」を併用（1 件） 
  ：日野市 
⑥「郷土資料」と「行政資料」を併用（3 件） 
  ：清瀬市、調布市、⻄東京市 
⑦「郷土資料」と「地方行政資料」を併用（7 件） 
  ：国立市、狛江市、⻄東京市、東久留⽶市、三鷹市、日の出町 
市町村名 規則等の名称 名称 名称 市町村名 規則等の名称 名称 名称
昭島市 昭島市市⺠図書館条例 地域資料 ①
あきる野市図書館運営規則 地域資料 ①
あきる野市図書館処務規則 地域資料 ①
稲城市立図書館設置条例 地域行政資料 ④
稲城市立図書館処務規則 地域行政資料 ④
東村山市 東村山市立図書館運営規則 地域資料 ①
日野市立図書館運営規則 地方行政資料 ③
小金井市 小金井市立図書館規則 郷土資料 ②
国分寺市 国分寺市立図書館運営規則 地方行政資料 ③ 福生市 福生市立図書館運営規則 地方行政資料 ③
小平市立図書館条例施行規則 地域資料 ①
小平市立図書館処務規程 郷土資料 ②
調布市立図書館処務規程 地域資料 ①
あきる野市
稲城市
小平市
郷土資料,
行政資料調布市立図書館条例
地域資料多摩市立図書館処務規程多摩市
調布市
郷土資料,
地方行政資料
郷土資料,
行政資料
地方行政資料,
郷土資料
狛江市立図書館運営規則狛江市
清瀬市立図書館運営規則清瀬市
国立市図書館運営規則国立市
⑦
①
⑥
⑦
⑦日の出町 日の出町立図書館処務規則 郷土資料,地方行政資料
三鷹市
三鷹市立図書館の管理運営に
関する規則
郷土資料,
地方行政資料
三鷹市立図書館処務規則 郷土資料,地方行政資料
⑥⑦
⑦
⑤
⑦
⑥
⑦ 日野市 日野市立図書館処務規則 地域資料,行政資料
郷土資料,
地方行政資料/
地域資料,
行政資料
⻄東京市図書館設置条例施行
規則⻄東京市
郷土資料,
地方行政資料東久留米市立図書館運営規則東久留米市
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 これらのうち、①から④までは、前述した図書館法第３条における当初の定義
における「郷土資料」と「地方行政資料」を区別して捉える定義に従わず、一つ
の用語に意義を内包する立場をとっており、⑤から⑦までは、同条文の本来の意
図に従い「郷土資料」と「地方行政資料」の用語を区別して捉えている立場であ
る。2 つの用語を併用している場合も、それぞれに異なる規定を設けられている
例はなく、常に併記され同一の項目内で扱われていることから、制度運用の実態
としては①から⑦の用法のすべてにおいて差異は見られず、地方行政資料は地域
に関する資料として包括的な資料群として扱われていることがわかる。 
 
2.2 公共図書館の基準等における地方行政資料 
東京都多摩地域の市町村（自治体）における地方行政資料についての制度的根
拠について、各図書館が内規として制定した要綱及び運営方針や計画、資料収集
に関する方針・基準（以下基準等）から検討する。 
要綱は、行政の執行について指針を定めた内部的規範56である。図書館の方針・
基準は必ずしも要綱として明示されていないこともあるが、図書館がその業務執
行にあたって自ら定めた内規であり指針としての性格を持つものであることから、
共にこの項で取り扱う。 
なお、これらの基準等の掲載場所は、要綱や方針・基準の一部については自治
体の例規集データベース、方針・基準や計画については個別の文書や図書館のウ
ェブサイトの他、事業報告等に掲載されている場合があり、公開体制が整ってい
ないものについては入手・把握できていないものがある。 
 
2.2.1 地方行政資料に関する基準等の制定状況 
 地方行政資料に関する基準等を大別すると、図書館サービス全般についての指
針を定める運営方針・基本方針、計画等と、図書館資料の収集や除籍について定
めた収集方針・基準等に分けられる。 
東京都多摩地域の自治体 30 市町村のうち、これらの基準等において地方行政
資料に関する具体的な記述が確認できたものが 23 市あった。策定・制定や実施
年月については、日付の確認できたもの 42 件のうち 36 件が 2000 年以降に策定
されたものであり、前述の規則等が 1970 年代に制定されたものが過半数であっ
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たことに比べて作成年代が新しい傾向にある。 
 
表 2-4 地方行政資料に関する図書館の方針・基準等一覧 
自治体 方針・基準等の名称 策定・実施年月 最終改正年月 
昭島市 昭島市⺠図書館基本方針・基本計画57⁾ 2017 年 3 月   
あきる野市 運営方針  『あきる野市の図書館 平成 29 年度』58⁾ 2018 年 8 月   
稲城市 稲城市立中央図書館基本方針59⁾ 2003 年 6 月   
⻘海市 
⻘梅市図書館基本計画 
（平成２８年度〜平成３２年度）60⁾ 2015 年 8 月   
⻘梅市図書館資料収集基準61⁾ 2008 年 3 月 1 日 2016 年 4 月 1 日 
⻘梅市図書館資料選定基準62⁾ 2008 年 3 月 1 日 2016 年 4 月 1 日 
⻘梅市図書館資料除籍基準63⁾ 2016 年 4 月 1 日   
清瀬市 清瀬市立図書館資料収集方針64⁾ 2011 年 3 月 22 日   
国立市 
くにたち図書館資料選定基準65⁾ 1990 年 3 月 27 日 2007 年 4 月 3 日 
くにたち図書館資料除籍基準66⁾ 2015 年 6 月 30 日   
小金井市 小金井市立図書館運営方針（改訂版）67⁾ 2018 年 11 月   
国分寺市 
国分寺市立図書館資料選定事務取扱い基
準68⁾ 2001 年 5 月 1 日   
国分寺市立図書館資料除籍事務取扱い基
準69⁾ 2001 年 5 月 1 日   
小平市 
図書館サ―ビス計画70⁾ 2004 年 7 月 22 日   
小平市立図書館資料選定基準71⁾ 2016 年 4 月 1 日   
小平市立図書館資料収集方針72⁾ 2014 年 4 月 1 日 2016 年 4 月 1 日 
狛江市 
狛江市立図書館資料収集に関する要綱73⁾ 2014 年 3 月 13 日   
狛江市立図書館資料除籍に関する要綱74⁾ 2014 年 3 月 13 日   
狛江市立図書館資料収集に関する基準75⁾ 2014 年 3 月 19 日   
狛江市立図書館資料除籍に関する基準76⁾ 2014 年 3 月 19 日   
立川市 
立川市第 2 次図書館基本計画77⁾ 2015 年 7 月 1 日   
立川市図書館資料収集基本方針78⁾ 1970 年 8 月 6 日 2015 年 9 月 1 日 
多摩市 
多摩市立図書館資料収集要綱79⁾ 2006 年 9 月 27 日 2017 年 3 月 23 日 
多摩市立図書館の基本方針・運営方針80⁾ 2011 年 4 月   
調布市 
調布市立図書館資料の収集・保存・除籍
に関する基本的方針81⁾ 1989 年 7 月 1 日 2012 年 3 月 31 日 
平成 30 年度 調布市立図書館事業計画82⁾ 2018 年度   
⻄東京市 ⻄東京市図書館資料収集基準83⁾ 2001 年 5 月 25 日   
八王子市 八王子市図書館資料収集要綱84⁾ 1994 年 4 月 1 日 2015 年 10 月１日 
羽村市 図書館資料選定方針85⁾     
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東久留米市 
今後の東久留米市立図書館の運営方針86⁾ 2017 年 1 月   
東久留米市立図書館資料収集方針87⁾   2018 年 4 月 1 日 
東久留米市立図書館資料選定基準88⁾ 2018 年 11 月 20 日   
東久留米市立図書館地域資料収集基準89⁾ 2018 年 11 月 20 日   
日野市 
第３次日野市立図書館基本計画90⁾ 2018 年 3 月 1 日   
日野市立図書館資料収集方針91⁾ 2018 年 3 月 1 日   
府中市 府中市立図書館資料選定基準92⁾ 2005 年 7 月 1 日 2017 年 4 月 1 日 
福生市 福生市立図書館基本計画93⁾ 2014 年 3 月   
町田市 
町田市立図書館資料収集方針94⁾     
図書館事業計画 
（2013 年度〜2017 年度）95⁾ 2013 年 ４月    
三鷹市 
三鷹市立図書館の基本的運営方針96⁾ 2017 年 12 月   
三鷹市立図書館資料収集方針97⁾ 1978 年 10 月 1 日 2018 年 11 月 1 日 
三鷹市立図書館資料収集基準98⁾ 2010 年 6 月 16 日 2018 年 11 月１日 
武蔵野市 
武蔵野市図書館基本計画99⁾ 2010 年 4 月   
資料別収集方針  
『平成 29 年度 武蔵野市の図書館』100⁾ 1992 年 7 月 16 日   
児童図書資料収集方針 
『平成 29 年度 武蔵野市の図書館』101⁾ 1992 年 7 月 16 日  
 
2.2.2 地方行政資料に関する基準等の制定内容 
 地方行政資料に関する基準等の内容について、図書館サービス全般に関する方
針・計画等と、資料収集に関する方針・基準等において定められている趣旨が異
なることから、それぞれについて順に検討する。 
 
運営方針・基本方針・計画等 
 表 2-5 は地方行政資料に関する基準等のうち、図書館サービス全般の指針とし
て定められた方針、計画について、その内容構成、及び該当する条項本文中に確
認できるサービス対象を整理したものである。 
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表 2-5 地方行政資料に関する図書館の運営・基本方針、計画等の内容構成 
 
 
「事業内容」中の「資料収集」「資料整理」「資料保存」「資料提供」は、図書館
法第 2 条（定義）に従った資料の取り扱いに関わる項目であり、「調査支援」は利
用者の調べものに対する支援サービス、「資料デジタル化」は地方行政資料のデジ
タル化及び電子での公開、「関連機関との連携」は他行政機関等との連携における
図書館の役割について述べた箇所が条項中にあるかを調べている。また、「対象」
については、条項中に「市⺠」あるいは「行政機関」がサービス対象として明記
されているかをまとめている。 
基本方針・計画を有する自治体 15 市のすべてが、地方行政資料の収集につい
て定めており、最も重要度の高い事業であることがわかる。地方行政資料収集し
た資料を整理・保存・公開することについては規定中に明確に述べられていない
場合もあり、それぞれ資料整理は 8 市、資料保存・資料提供はいずれも 11 市の
方針等で言及されており、その組み合わせは以下の 5 通りとなった。 
 収集・整理・保存・提供：6 市（稲城市、⻘海市、小平市、立川市、調布市、
日野市、武蔵野市） 
 収集・保存・提供：3 市（昭島市、あきる野市、町田市） 
 収集・整理：1 市（小金井市） 
 収集・提供：3 市（多摩市、東久留⽶市、福生市） 
資料収集 資料整理 資料保存 資料提供・情報発信 調査支援
資料デジ
タル化
関連機関
との連携 市⺠ 行政
昭島市 昭島市⺠図書館基本方針・基本計画 〇 〇 〇 〇 〇
あきる野市 運営方針『あきる野市の図書館 平成２９年度』 〇 〇 〇 〇 〇
稲城市 稲城市立中央図書館基本方針 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⻘海市 ⻘梅市図書館基本計画（平成２８年度〜平成３２年度） 〇 〇 〇 〇 〇 〇
小金井市 小金井市立図書館運営方針（改訂版） 〇 〇 〇 〇
小平市 図書館サ―ビス計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
立川市 立川市第2次図書館基本計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇
多摩市 多摩市立図書館の基本方針・運営方針 〇 〇 〇
調布市 平成３０年度 調布市立図書館事業計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東久留米市 今後の東久留米市立図書館の運営方針 〇 〇 〇 〇 〇 〇
日野市 第３次日野市立図書館基本計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
福生市 福生市立図書館基本計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町田市 図書館事業計画（2013 年度〜2017 年度） 〇 〇 〇 〇
三鷹市 三鷹市立図書館の基本的運営方針 〇 〇 〇 〇
武蔵野市 武蔵野市図書館基本計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
自治体 運営・基本方針、計画等
事業内容 対象
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 収集・保存：1 市（三鷹市） 
資料の収集に関する条項のうち、特に地方自治・地方行政をその目的として言
及しているものを以下に例として示す。 
 
〈稲城市『稲城市立中央図書館基本方針』〉 
I 中央図書館建設に向けての基本的視点 
２ 拡大する時代のニーズに対応して 
〇地方分権の推進にともなって、地域資料・行政資料を広く収集・提供し、行
政と市⺠の情報の共有化を進め、まちづくりを支援していく。102⁾ 
 
〈小平市『図書館サ―ビス計画』〉 
３．サービス計画  
３）資料・情報の収集 
（前略）また、地域の図書館の責務として小平市の政策決定や行政事務に必要
な資料及び市⺠生活に役立つ行政資料や情報を積極的に収集する。 
 
〈福生市『福生市立図書館基本計画』〉 
【基本目標５】 地域資料の充実を図り、地域文化の継承と創造に寄与する図
書館 
図書館の大切な仕事のひとつは、地域文化を後世に引き継ぐことです。また、
市⺠が地域のことを知り、地域のことを考えるための資料・情報の充実を図り、
住⺠自治の基盤となる資料・情報を提供することが大切です。103⁾  
 
また、蔵書構築以外の事業内容については、利用者に対する調査支援サービス
（「調査支援」）、地方行政資料のデジタル化及び電子媒体での公開（「資料のデジ
タル化」）、図書館以外の関連機関との連携（「関連機関連携」）の３つにおいて、
地方行政資料の活用が企図されている。 
「調査支援」については、4 市が地方行政資料の蔵書を整備したうえで、利用
者への調査支援サービスの提供をすることをサービス計画において策定していた。
調査支援サービスはレファレンスも含まれるものであり、本研究における調査対
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象であることから、以下に該当する記述部分を示す。 
 
〈調布市『平成３０年度 調布市立図書館事業計画』〉 
１ 方針（5） 調査支援サービスの充実 
市⺠の学習・調査活動への人的な個別支援に加えて，テーマ別調べ方案内，ホ
ームページでの調査事例の公開など ，市⺠が自身で資料や情報にアクセスで
きるよう多様な方法で支援する。また，地域資料収集・整理・保存体制の確立
を図り，資料提供，調査支援機能の充実を図る。映画のまち調布としての事業
を推進するため資料収集及び提供，展示等の充実を図る。104⁾（下線は筆者によ
る） 
 
〈日野市『第３次日野市立図書館基本計画』〉 
７ 市政図書室 ③めざすべき姿と具体的な取り組み ■わかりやすい市の施
策の発信 
・市⺠に市（各課）が取り組む施策をわかりやすく情報発信する窓口としての
役割を果たすとともに、行政に関する資料・情報の収集、提供、レファレンス
サービスを積極的に行います。105⁾（下線は筆者による） 
 
〈武蔵野市『武蔵野市図書館基本計画』〉 
第４章 実施計画 4 地域の情報拠点としての情報の蓄積 ①多様な情報資料
の蓄積 
子どもや郷土史の入門者を含めた幅広い利用者層に対して適切な郷土資料が
少ないことから、市⺠の生涯学習や学校での調べ学習等に活用出来る郷土資料
を、図書館において作成し、整備を進めます。106⁾（下線は筆者による） 
 
〈福生市『福生市立図書館基本計画』〉 
【基本目標５】 地域資料の充実を図り、地域文化の継承と創造に寄与する図
書館 
■ デジタル資料を含めた地域資料の収集と提供を進めます 
○ 地域資料の調査・研究の相談、支援の充実107⁾ （下線は筆者による） 
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 以上の 4 市においては、地方行政資料の収集等について定めた上で、構築した
地域資料コレクションの活用の方向性として、調査支援サービスを拡充すること
を企図した事業計画を定めている。調査支援の中にはレファレンスサービスやそ
の事例の公開なども含まれており、地域住⺠の課題解決において地域に関する資
料の収集及び活用が重要視されていることがわかる。また、日野市においては「行
政に関する」レファレンスサービス、福生市においては「住⺠自治の基盤となる
資料・情報を提供」といった、地方行政・地方自治における住⺠への資料・情報
提供を企図した記述がみられた。 
 また「資料のデジタル化」については 8 市が定めており、地方行政資料関連の
事業においても関心度の高いものであることがわかる。以下に例を示す。 
 
〈昭島市『昭島市⺠図書館基本方針・基本計画』〉 
第２章 基本的な考え方（基本方針）２ 基本目標（４）地域とつながる図書館
（４）地域とつながる図書館 
② 地域への関心を高め、地域の良さを知ることを通して愛着を育み、地域に
根ざした視点からの新たな「気づき」のきっかけとなるよう、郷土資料室との
連携を密にし、歴史的資料から現在の地域の情報まで、デジタル化して公開す
る等、積極的に発信していくことに努めます。108⁾（※下線は筆者追記） 
 
〈小平市「図書館サ―ビス計画」〉 
２．基本方針 
【小平市立図書館の基本方針】 
②地域の情報拠点としての役割を果たすために、インターネットを活用したシ
ステムの整備を行い、図書館ホームページに行政・生活・健康・医療・就職・
ビジネス・地域情報等のリンク集を構築し、地域資料のデジタル化を推進する。
109⁾ 
 
３．サービス計画 ６）地域資料サービス 
また、小平に関する新聞記事・郷土写真・古文書・こどもきょうどしりょう等
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のデジタル化を促進し、ホームページで情報発信を図り、行政情報や地域情報
等を必要な部署に選択して提供するＳＤＩサービスの導入について研究する。
110⁾（※下線は筆者による） 
 
 昭島市の「昭島市⺠図書館基本方針・基本計画」では、歴史的資料だけでな
く「現代的な地域の情報」もデジタル化及び公開をすると規定されている。また、
小平市の「図書館サ―ビス計画」においては、デジタル化の推進にあたりホーム
ページでの地域情報等のリンク集を構築することを定めており、地方行政資料の
デジタル化が、紙資料のデジタル化だけでなく地域情報へのアクセスの確保を企
図していることがわかる。 
「関連機関との連携」については 6 市が定めており、それぞれ以下のように連
携先を定めている。 
昭島市：郷土資料室111⁾ 
⻘海市：郷土博物館をはじめとする関係機関112⁾ 
小金井市：市内の関係機関113⁾ 
東久留⽶市：（地域の歴史や文化に関わる）関係機関114⁾ 
福生市：（公文書について）関係各課、議会図書室115⁾ 
武蔵野市：市の関係機関116⁾ 
具体的な機関としては郷土資料室・郷土博物館といった、文書資料・博物資料
的観点から図書館と同様に地域に関する資料を収集している機関が挙げられる他、
福生市については、議員の調査支援において議会図書室との連携を挙げている。
また、具体性はないものの「関係機関」という表現からは、地方行政資料収集に
おける他機関との連携の必要性を認識し、連携先の拡大を想定していることがわ
かる。 
 また、前述の各事業におけるサービス対象については、昭島市において具体的
な言及がないほかは、すべての自治体で市⺠を対象として掲げている。市⺠に加
えて行政をサービス対象にしている自治体は 6 市あり、地方行政資料の提供及び
活用については地域住⺠だけでなく、行政機関に向けた事業展開が企図されてい
る。 
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収集及び除籍方針・基準等 
 図書館の定めた方針・基準等のうち、資料の収集に関するものについて、その
規定の構成と収集範囲から検討する。 
 表 2-6 は資料収集に関する図書館の基準等について、地方行政資料についての
具体的な言及が規定中のどのような項目にあるかを整理している。これによると、
収集における基本的な方針や姿勢に関する項目（「基本姿勢」）、中央館や分館等ど
の図書館や部署が収集を担当するかに関する項目（「分担」）、収集する資料の種類
に関する項目（「種類」）、そして資料別の規定として地方行政資料が個別に有して
いる項目（「資料別」）、また資料収集の範囲についての項目（「範囲」）といった部
分に記述がみられた。 
 特に、地方行政資料に類するものについて収集方針ないしは基準中に個別の項
目で定めた自治体は 17 市あり、調査対象となった東京都多摩地域の自治体数 30
市町村からしても半数以上となっている。資料別の項目は資料形態や主題（NDC）
分類ごとに立てられているが、地方行政資料の項目はそれらにこだわらない個別
の資料群として捉えられており、一般の図書館資料とはその収集の趣旨を異にし
ていることがわかる。 
 以下より、資料収集に関する基準等における規定について具体的な内容を分析
していく。 
 表 2-6 は各図書館における収集方針・基準の中で、地方行政資料について具体
的に定めた規定がどのような項目にあるかを整理したものである。内容を大別す
ると、収集にあたっての全体的な方針や基本的な考え方、目的等についての項目
（「基本姿勢」）、収集担当館や部署をさだめた項目（「分担」）、収集する資料の種
類について定めた項目（「種類」）、また、地方行政資料について個別に収集方針を
定めている項目（「資料別」）となった。 
以上の結果から、地方行政資料について収集方針・基準を定めている自治体 18
市の全てが、その具体的な収集方針について個別に項目を立てて基準を定めてお
り、地方行政資料が一般の図書資料と同様の基準で収集・選定することはできな
いものであると認識されていることがわかる。 
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表 2-6 地方行政資料の収集に関する図書館の基準等の構成内容 
 
 
 
 
 
基本姿勢 分担 種類 資料別
⻘海市 ⻘梅市図書館資料収集基準 〇 〇 〇
⻘梅市図書館資料選定基準 〇
清瀬市 清瀬市立図書館資料収集方針 〇 〇
国立市 くにたち図書館資料選定基準 〇 〇
国分寺市 国分寺市立図書館資料選定事務取扱い基準 〇 〇
小平市 小平市立図書館資料収集方針 〇 〇 〇
小平市立図書館資料選定基準 〇
狛江市 狛江市立図書館資料収集に関する要綱 〇
狛江市立図書館資料収集に関する基準 〇
立川市 立川市図書館資料収集基本方針 〇 〇
多摩市 多摩市立図書館資料収集要綱 〇 〇
調布市 調布市立図書館資料の収集・保存・除籍に関する基本的方針 〇
⻄東京市 ⻄東京市図書館資料収集基準 〇
八王子市 八王子市図書館資料収集要綱 〇 〇
羽村市 図書館資料選定方針 〇 〇
東久留米市 東久留米市立図書館資料収集方針 〇
東久留米市立図書館資料選定基準 〇
東久留米市立図書館地域資料収集基準 〇 〇
日野市 日野市立図書館資料収集方針 〇 〇
府中市 府中市立図書館資料選定基準 〇
町田市 町田市立図書館資料収集方針
三鷹市 三鷹市立図書館資料収集方針 〇 〇 〇
三鷹市立図書館資料収集基準 〇
武蔵野市 資料別収集方針『平成２９年度「武蔵野市の図書館」』 〇
児童図書資料収集方針
『平成２９年度「武蔵野市の図書館」』 〇
自治体 要綱・基準・方針等
条項内容
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 地方行政資料に関する業務の基本的な方針については、基本方針や運営方針等
に定められているが、収集方針・基準においても、基本的な考え方を提示してい
る自治体は 3 市ある。以下にその事例を示す。 
 
〈⻘海市『⻘梅市図書館資料収集基準』〉 
２ 基本姿勢 
(３) 特殊な分野・領域に関するもので極めて専門性の高い資料あるいは高価な
資料は、国立国会図書館、都立図書館、他市区町村の公立図書館、大学図書館お
よび類縁機関と連携・協力し、利用者への資料の提供を図るものとする。ただし、
地域資料および図書館として必要と認めた資料は、この限りでない。117 
 
〈立川市『立川市図書館資料収集基本方針』〉 
２、基本方針  
（６）市⺠が地域社会の一員として、地域の行政や文化に関する理解を深めるこ
とに役立つ資料収集を行う。特に、立川市に関する資料は、すべて収集する。118 
 
〈東久留⽶市『東久留⽶市立図書館地域資料収集基準』〉 
（目的） 
地域資料は、その地域の公共図書館が収集しなければ散逸してしまう可能性が
高いため、東久留⽶市立図書館として資料や情報を継続して収集、整理、保存し
ていく必要がある。 
この基準は、地域資料の収集について、必要な事項を定めることを目的とする。
119 
 
 3 市の規定はそれぞれ書き方が異なってはいるが、いずれも図書館の所在地域
における地域資料の収集について必要性を認識し、その責任を負うことを定めて
いると読み取ることができる。立川市においては「地域の行政や文化に関する理
解を深める」資料と記述があり、地方行政資料の収集において地域住⺠が地方行
政に関わるために必要とする情報の提供を意識した収集を行おうとしていること
がわかる。 
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地方行政資料の収集を請け負う館や部署の分担について規定されている自治体
は 5 市だった。また、この 5 市のいずれもが中央館（⻘海市・小平市・東久留⽶
市）・本館（羽村市・三鷹市）で地方行政資料を収集することを定めている。 
図書館が収集すべき資料の種類を述べた項目で、その一つとして地方行政資料
について言及している基準等を有するのは 9 市だった。以下に方針・基準・要綱
でのそれぞれの事例を挙げる。 
 
〈清瀬市「清瀬市立図書館資料収集方針」〉 
（収集資料の種類） 
第３条 収集資料は、図書、新聞、雑誌、パンフレット、行政資料、郷土資料、
視聴覚資料及び障害者資料その他形態並びに媒体を問わず、必要な資料とする。
（下線は筆者による） 
 
〈国分寺市『国分寺市立図書館資料選定事務取扱い基準』〉 
【資料の種類・範囲】 
・図書資料（一般図書・児童図書・地域資料）（下線は筆者による） 
 
〈多摩市『多摩市立図書館資料収集要綱』〉 
（資料収集の種類） 
第４条 収集する資料の種類は、次のとおりとする。 
(４) 行政・郷土資料 （下線は筆者による） 
 
 種類の分け方については図書館ごとに独自で行っているが、収集資料の種類を
まず定めた上で、個別の収集方針の項目を立てるという構成がみられる。ただし、
東久留⽶市については、地域資料についてのみ個別に収集基準を作成しているこ
とから、「東久留⽶市立図書館地域資料収集基準」内の「種類」は資料の形態によ
る分類を行っており、他の自治体の内容構成とは異なる形式となっている。 
 次に、地方行政資料について規定されている具体的な資料の収集範囲とその程
度について、地域と網羅性の観点から内容を分析する。 
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 表 2−7 資料収集基準等における収集範囲と網羅性 
 
 表 2‐7 は、各図書館の資料収集に関する方針・基準における地方行政資料の
地域的な収集範囲と網羅性について整理している。地域的な収集範囲については、
図書館の所在する市町村（以下自地域）に関する資料、図書館の所在する市町村
の近隣市町村及び多摩地域（近隣市・多摩地域）に関する資料、東京都（都）に
関する資料、その他姉妹都市等の関連地域（その他関連地域）に関する資料につ
いて定めた条項があった。またこれらの地域ごとに、収集の網羅性について言及
されているものについては、以下の４通りに分類して示している。 
 網羅的収集を行うもの（規定中で「網羅的に」「すべて」収集すると述べ
られているもの） 
 積極的収集を行うもの（規定中で「積極的に」「幅広く」「可能な限り」収
集すると述べられているもの） 
 選択的収集を行うもの（規定中で「選択的に」「必要に応じて」「基本的な
資料を」収集する等と述べられているもの） 
 網羅性の言及がないものに分類して示している。 
自地域 近隣市・多摩地域 都
その他関連
地域
⻘海市 ◎ 〇 〇 〇
清瀬市 △ △ △ △
国立市 ◎ △ △ △
国分寺市 ◎ △ △
小平市 ◎ △ △ △
狛江市 〇
立川市 ◎
多摩市 〇 △ △ △
調布市 ◎ △
⻄東京市 〇 ● ●
羽村市 〇
東久留米市 ◎ △ △
日野市 ◎ 〇 〇
府中市 ◎ △ △ ●
町田市 ● △ △
三鷹市 〇 △
武蔵野市 ◎ ● ●
市町村名
収集範囲
凡例： 
◎網羅的収集 
〇積極的収集 
△選択的収集 
●網羅性の言及なし 
32 
 
 これによると、収集基準・方針を有する 17 市の全てが当然自地域の資料の収
集を定めているが、それらを網羅的に収集すると明言している自治体は 10 市に
留まり、積極的収集が 5 市、選択的収集が 1 市、網羅性の言及がないのが 1 市だ
った。また、自地域だけでなく、他の地域に関する資料をどこまで収集するかに
ついては、近隣市・多摩地域を対象としている自治体が 12 市、都を対象としてい
る自治体が 14 市、その他関連地域まで対象としている自治体が 6 市あった。い
ずれの場合も、自地域に比べて他地域の資料については網羅性についての要求水
準が下がっており、⻘海市が積極的収集を行うとしている他は、いずれの自治体
も選択的収集、あるいは網羅性について述べずに収集範囲として定めている。 
 以上のことから、多くの図書館において、地方行政資料の蔵書は自地域に関す
る資料だけで構成されるものではなく、自地域に関連する他の地域、特に近隣市
や東京都が収集範囲として認識されていることがわかる。また、収集の網羅性に
ついても、自地域には優先度が劣るとしながらも、必要に応じて収集を行うこと
を明記している。 
 
表 2-8 地方行政資料の除籍に関する図書館の基準等の構成内容 
 
 除籍に関する基準等については 4 市が策定しており、また 3 市が地方行政資料
を除籍の対象外とする規定を設けている。また、国立市においては、地域資料の
規定については一般書等と分けて個別の項目を立てており、以下のように定めて
いる。 
 
〈国立市『くにたち図書館資料除籍基準』〉 
４． 部門別除籍基準 ４．２ 地域資料 
（ア）原則として除籍しない。 
資料別 対象外 留意
⻘海市 ⻘梅市図書館資料除籍基準 〇
国立市 くにたち図書館資料除籍基準 〇 〇
国分寺市 国分寺市立図書館資料除籍事務取扱い基準 〇
狛江市 狛江市立図書館資料除籍に関する要綱 〇
狛江市立図書館資料除籍に関する基準 〇
条項内容
自治体 要綱・基準・方針等
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（イ）汚破損資料であっても、再入手不可能な資料は除籍しない。 
（ウ）その他個別条件は別に定める。120⁾ 
 
尚、国分寺市においては、除籍対象外の規定は置かれていないが、除籍にあた
り留意すべき資料として地域資料を挙げている。 
 
〈国分寺市『国分寺市立図書館資料除籍事務取扱い基準』〉 
3. 不用資料 
(5)除籍するにあたり、以下の資料について留意する。 
c.地域資料 
＊国分寺市に関する地域資料 
（汚損・破損資料は他に同じ資料があれば差し替える）121⁾ 
 
この規定によると、国分寺市の地域資料の除籍は「汚損・破損資料は他に同じ
資料があれば差し替える」と述べており、除籍の対象外とするとは述べていない
ものの、利用に供する資料を確保すべく複本の差し替えにより蔵書として維持し
続けることを企図しているといえる。よって、除籍に関する基準等においては、
地方行政資料は原則除籍を行わず、常に蔵書として配備しておくものとして扱わ
れていることがわかる。 
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基準等における地方行政資料の名称 
表 2-9 図書館の方針・基準等における「地方行政資料」の名称 
 
 表 2-9 より、各方針等に用いられている「地方行政資料」を示す用語を整理し
たところ、以下の通りの用法が見受けられた。なお、中点（・）の有無や用語の
順序については考慮せず同様のものとして分類している。 
①「地域資料」（18 件） 
：昭島市、⻘海市、国立市、国分寺市、小平市、多摩市、調布市、⻄東京市、
羽村市、東久留⽶市、福生市、日野市、町田市 
②「郷土資料」（4 件） 
  ：狛江市、八王子市、武蔵野市 
③「地方(・)行政資料」（0 件） 
④「地域(・)行政資料」（7 件） 
  ：小金井市、狛江市、立川市、三鷹市 
⑤「地域資料」と「行政資料」（9 件） 
  ：稲城市、⻘海市、狛江市、東久留⽶市、府中市、三鷹市 
自治体 方針・基準等 名称 分類 自治体 方針・基準等 名称 分類
昭島市 昭島市⺠図書館基本方針・基本計画 地域資料 ① 調布市 調布市立図書館資料の収集・保存・除籍に関する基本的方針
地域資料
/郷土資料,行政資料 ①⑥
あきる野市 運営方針『あきる野市の図書館 平成２９年度』 地域の資料,行政資料 ⑨ 平成３０年度 調布市立図書館事業計画 地域資料 ①
稲城市 稲城市立中央図書館基本方針 地域資料,行政資料 ⑤ ⻄東京市 ⻄東京市図書館資料収集基準 地域資料 ①
⻘海市 ⻘梅市図書館基本計画（平成２８年度〜平成３２年度） 地域資料,行政資料 ⑤ 八王子市 八王子市図書館資料収集要綱 郷土資料 ②
⻘梅市図書館資料収集基準 地域資料 ① 羽村市 図書館資料選定方針 地域資料 ①
⻘梅市図書館資料選定基準 地域資料 ① 東久留米市 今後の東久留米市立図書館の運営方針 地域資料,行政資料 ⑤
⻘梅市図書館資料除籍基準 地域資料 ① 東久留米市立図書館資料収集方針 地域資料,行政資料 ⑤
清瀬市 清瀬市立図書館資料収集方針 郷土資料,行政資料 ⑥ 東久留米市立図書館資料選定基準 地域資料,行政資料 ⑤
国立市 くにたち図書館資料選定基準 地域・行政資料 ④ 東久留米市立図書館地域資料収集基準 地域資料 ①
くにたち図書館資料除籍基準 地域資料 ① 日野市 第３次日野市立図書館基本計画 地域資料,行政資料 ⑤
小金井市 小金井市立図書館運営方針（改訂版） 地域・行政資料 ④ 日野市立図書館資料収集方針 地域資料 ①
国分寺市 国分寺市立図書館資料選定事務取扱い基準 地域資料 ① 府中市 府中市立図書館資料選定基準 地域資料,行政資料 ⑤
国分寺市立図書館資料除籍事務取扱い基準 地域資料 ① 福生市 福生市立図書館基本計画 地域資料 ①
小平市 図書館サ―ビス計画 地域資料 ① 町田市 町田市立図書館資料収集方針 地域資料 ①
小平市立図書館資料選定基準 地域資料 ① 図書館事業計画（2013 年度〜2017 年度） 地域資料,地方行政資料 ⑩
小平市立図書館資料収集方針 地域資料 ① 三鷹市 三鷹市立図書館の基本的運営方針 地域資料,行政資料 ⑤
狛江市 狛江市立図書館資料収集に関する要綱 地域・行政資料 ④ 三鷹市立図書館資料収集方針 地域・行政資料 ④
狛江市立図書館資料除籍に関する要綱 郷土資料 ② 三鷹市立図書館資料収集基準 地域・行政資料 ④
狛江市立図書館資料収集に関する基準 地域資料,行政資料 ⑤ 武蔵野市 武蔵野市図書館基本計画 郷土・行政資料 ⑧
狛江市立図書館資料除籍に関する基準 郷土資料 ② 資料別収集方針『平成２９年度「武蔵野市の図書館」』 郷土・行政資料 ⑧
立川市 立川市第2次図書館基本計画 地域・行政資料 ④ 児童図書資料収集方針『平成２９年度「武蔵野市の図書館」』 郷土資料 ②
立川市図書館資料収集基本方針 地域行政資料 ④
多摩市 多摩市立図書館資料収集要綱 行政・郷土資料 ⑧
多摩市立図書館の基本方針・運営方針 地域資料 ①
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⑥「郷土資料」と「行政資料」（1 件） 
  ：調布市 
⑦「郷土資料」と「地方行政資料」（0 件） 
⑧「郷土(・)行政資料」/「行政 (・)郷土資料」（3 件） 
  ：多摩市、武蔵野市 
⑨「地域の資料」と「行政資料」（１件） 
  ：あきる野市 
 ⑩「地域資料」と「地方行政資料」（1 件） 
  ：町田市 
 以上のうち、①から④、および⑧は、図書館法第３条における当初の定義にお
ける「郷土資料」と「地方行政資料」を区別せず一つの用語に意義を内包する立
場をとっており、⑤から⑦、⑨⑩は、同条文の本来の意図に従い「郷土資料」と
「地方行政資料」にあたる用語を区別して捉えている立場である。 
しかし同条文の語句をそのまま用いて「郷土資料」と「地方行政資料」として
規定している例はなく、上位となる法律で定められている語句が図書館業務の現
場で内規として定められた下位の規定に用いられておらず、実務における用語・
用例との乖離が生じていることが窺える。 
また、複数の用例がある自治体が 10 市であり、全体の 23 市中の半分近くとな
っている。このことからも、地方行政資料を表す用語は一図書館内ですら一定せ
ず用いられている状況が、多くの図書館で常態となっていることが示されている。 
  
2.3 自治体・図書館の規定等における地方行政資料サービスの実態 
 前項を踏まえ、東京都多摩地域の自治体及びその図書館において、地方行政資
料に関する規則等・基準等について総括する。そして、本研究の観点である地方
自治及び地方行政に関わる地域住⺠の情報資源としての観点から各自治体が規
則・基準等を策定しているかについて検討する。 
 
2.3.1 地方行政資料の規定等における呼称 
 自治体・図書館の規定において、地方行政資料サービスがどのように捉えられ
ているかについて、その呼称（用語）の点から検討を行う。 
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各規定における地方行政資料にあたる語句について、前項で規則等・基準等の
検討においてそれぞれ整理したものが表 2-11・12 である。 
表 2-10・11 各自治体の規定における「地方行政資料」の名称と分類 
 
 
 
地方行政資料を示す語句が確認できた規定が存在する自治体は 25 市町あり、
内その用例が一つのみの自治体は 8 市町、残りの 17 市はいずれも複数の用例が
あった。 
全体としては「地域資料」を用いた自治体数が 12 市となり、その他の用例に比
べて特に使用数が多く一般的なものであるといえる。なお、国立国会図書館が全
国の公共図書館を対象に実施した『地域資料に関する調査研究』における「地域
自治体 規則等 基準等 自治体 規則等 基準等
昭島市 ① ① ⻄東京市 ⑥⑦ ①
あきる野市 ① ⑨ 八王子市 ― ②
稲城市 ④ ⑤ 羽村市 ー ①
⻘海市 ー ①⑤ 東久留米市 ⑦ ①⑤
清瀬市 ⑥ ⑥ 東村山市 ① ー
国立市 ⑦ ①④ 日野市 ③⑤ ①⑤
小金井市 ② ④ 福生市 ③ ①
国分寺市 ③ ① 府中市 ー ⑤
小平市 ①② ① 町田市 ー ①⑩
狛江市 ⑦ ②④⑤ 三鷹市 ⑦ ④⑤
立川市 ー ④ 武蔵野市 ー ②⑧
多摩市 ① ①⑧ 日の出町 ⑦ ー
調布市 ①⑥ ①⑥
規則等 基準等
① 「地域資料」 12 6 12
② 「郷土資料」 5 2 2
③ 「地方(・)行政資料」 3 3 0
④ 「地域(・)行政資料」 6 1 5
⑤ 「地域資料」と「行政資料」 7 1 7
⑥ 「郷土資料」と「行政資料」 3 3 1
⑦ 「郷土資料」と「地方行政資料」 6 6 0
⑧ 郷土(・)行政資料 2 0 2
⑨ 「地域の資料」と「行政資料」 1 0 1
⑩ 「地域資料」と「地方行政資料」 1 0 1
使用自治体数自治体数名称分類
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や郷土に関する資料コレクションの名称」の調査結果では、地域資料に関する各
図書館が用いる用語としては「郷土資料」が 73.2％と最多となり、「地域資料」は
9.4％となっている。122⁾全国的な傾向と比較して、東京都多摩地域は「地域資料」
を用いる図書館の割合が高い（25 市町中 12 市＝48％）という独自性がみられた。 
自治体の法制度上に位置付けられている規則等と、図書館の内規である基準等
で用例を比較すると、③「地方（・）行政資料」と⑦「郷土資料」と「地方行政
資料」の用例については、規則等では使用がみられるが基準等では使用されてい
ない。図書館法第 3 条においては、地域に関する資料を示すにあたって「郷土資
料」と「地方行政資料」を列挙する形で用いており、上記 2 用例はより法律に準
ずる形式で語句を用いたものであるといえる。つまり、自治体の法制度内に位置
付けられている規則等では、国により制定された上位法である図書館法に従う形
で規定を作成している場合があるが、各図書館の現場においては「地方行政資料」
は常用の言葉ではなく、内規においては他の言葉で表しているということが示さ
れている。 
対して、基準等における用例の中で規則等よりも用いられている規定数が多い
ものは、①「地域資料」④「地域（・）行政資料」⑤「地域資料」と「行政資料」
などが挙がる。この結果からも、「地域資料」と「行政資料」を個別の概念として
扱うか、一つの用語に統一するかという解釈の差はあるものの、総じて「地方」
よりも「地域」に関する資料という表現が現場で常用されていることが読み取れ
る。 
 以上のことから、地方自治体及びその図書館の規定等において、地方行政資料
について表した用語からみるその理解は、地方行政に関する資料という図書館法
制定当初の解釈であり、行政資料に代わる形での『「地方行政」＋資料』という扱
いと、地域あるいは行政に関する資料をいずれも示すという解釈であり、「地域資
料」に代わる形での『「地域（地方）+資料」＋「行政+資料」』の大きく二つであ
るといえる。 
 
 
2.3.2 地方行政資料に関する規定等についての総括 
 自治体・図書館の規定において、地方行政資料サービスがどのように捉えられ
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ているかについて、制定・策定状況を鑑みながら検討を行う。 
 
表 2-12 各市区町村の地方行政資料に関する規定の制定・策定状況一覧 
 
 
表 2‐10 より、地方行政資料に関する具体的な規定を有するのは、30 市町村中
26 市町に及んでいた。また、規定の種別ごとの分布は、運営規則が 11 市町、基
本（運営）方針・計画等が 12 市、資料収集方針が 9 市、資料選定基準が 8 市と
なり、その他の規定に比べて制定・策定自治体数が多い傾向にあるため、これら
規程
条例施行
規則
運営
規則
処務
規則 処務規定 収集 除籍
基本(運営)方
針・計画
収集
方針
収集
基準
選定
基準
除籍
基準
昭島市 〇 〇
あきる野市 〇 〇 〇
稲城市 〇 〇 〇
⻘海市 〇 〇 〇 〇
清瀬市 〇 〇
国立市 〇 〇
小金井市 〇 〇
国分寺市 〇 〇 〇
小平市 〇 〇 〇 〇
狛江市 〇 〇 〇 〇 〇
立川市 〇 〇
多摩市 〇 〇 〇
調布市 〇 〇 〇 〇
⻄東京市 〇 〇
八王子市 〇 〇
羽村市 〇
東久留米市 〇 〇 〇 〇
東村山市 〇 〇
東大和市
日野市 〇 〇 〇 〇
府中市 〇
福生市 〇 〇 〇
町田市 〇
三鷹市 〇 〇 〇 〇
武蔵野市 〇
武蔵村山市
奥多摩町
日の出町 〇
瑞穂町
檜原村
設置数合計 3 2 11 5 3 3 1 12 9 5 8 3
基準
市町村名 条例
規則 方針要綱
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が地方行政資料に関する規定の主軸であるといえる。 
そして、以上の規定等の中で、本研究の本旨である「地方自治・地方行政に関
する地域住⺠の情報源」としての地方行政資料サービスについて言及があったの
は、いずれも基本（運営）方針、計画においてであった。 
各規定において、運営規則では自治体法制度上で事業内容としての位置づけが
行われ、基本方針は図書館業務における指針として地方行政資料サービスが実施
すべき事業内容であることを定めており、資料収集方針・資料選定基準はいずれ
も地方行政資料の収集にあたっての、より具体的な業務処理上の規定としておか
れている。この 4 種の規定をすべて設置している自治体はないが、運営規則と基
本方針は地方行政資料サービスの事業について、資料収集基準と選定基準は地方
行政資料の収集について主に定めたものであることから、その性格及び規定内容
が近しいためにいずれか一方のみ定めている場合があるものと考えられる。 
「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」においても、図書館の事業の実施
等について「基本的運営方針及び事業計画」を、そして「図書館資料の収集に関
する方針」の策定と公表を市町村立図書館に対して求めている。東京都多摩地域
における基礎自治体での制定・策定状況は、概ねこの基準を満たす方向に進んで
いると評価できる。また、「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」においては、
方針策定に関する条項のいずれも「地域の実情」といった文言によって、その規
定が地域に即したものとすることを言及している123⁾。 
「望ましい基準」において地方行政資料の整備について明記されており、その
実施が地域の実態に伴ったものであるべきとされる以上、自治体・図書館が基本
方針や収集方針等を策定する際は、地方行政資料に関する個別規定を設けること
が望ましい。しかし、これらの方針等を定めているものの地方行政資料について
の具体的な文言がなく、一般の図書館資料と一括りに扱われているのみとなる東
大和市などの自治体もあるため、規定等の構成において地方行政資料に関する条
項をおくことの必要性についてあらゆる自治体で認められているとは言い難い。 
 また、資料収集・提供の必要性については地方行政資料サービスについての規
定を有する地方自治体の殆どすべてが当然として認めているものの、提供の中で
もより高度な資料活用を行い、地域住⺠の情報要求に迫るサービスである調査支
援については一部の図書館のみが定めるにとどまっている。 
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3 レファレンス事例分析からみる地方行政資料サービス  
 本章では、各図書館の公開しているレファレンス事例の分析から、地方行政資
料の活用の実態について検討する。 
 
3.1 レファレンス事例の概況 
3.1.1 各図書館のレファレンス事例の公開状況 
表 3-1 は、事例の公開を行っている図書館について、公開媒体ごとの件数と事
例作成日の期間、及び今回の調査対象として抽出したデータ件数を整理したもの
である。 
東京都多摩地域の図書館において、レファレンス事例をウェブサイト等で公開
している館は 19 館であり、その内図書館のウェブページ（以下図書館 HP）にて
公開を行っている図書館は 10 館、レファレンス共同データベース（以下レファ
協）で全体に公開を行っている図書館は 15 館である。内 6 館はいずれの掲載媒
体も利用しているが、レファ協と図書館 HP のいずれにも掲載している事例と、
一方にしか掲載していない事例があるが、今回掲載元の重複について確認してい
るのは調査対象としたデータのみのため、全体の重複データ件数の把握はできて
いない。 
掲載場所の差異、あるいはいずれの掲載先も利用しているが公開件数が異なる
点については、図書館がレファレンス事例を管理するにあたって業務用データベ
ースとしてどちらを用いているかに関わるものと思われる。また、掲載媒体の性
格として、図書 HP は利用対象者として地域住⺠を意図して作成されているもの
であり、レファ協は図書館間あるいは閲覧者とのより幅広い情報共有を目的とし
て運営しているものであることから、いずれの媒体に掲載するかによって図書館
側が意図する情報提供の対象が異なっている可能性がある。 
いずれの媒体にも掲載を行っている館の中では、立川市図書館や八王子市図書
館は図書館 HP に比べてレファ協の掲載件数が著しく多くなっている。立川市図
書館においては、図書 HP に掲載している事例 8 件はすべて立川市及び近隣地域
に関するものであり、レファ協には地域に関連しない事例も含めて掲載をしてい
る。八王子市においては郷土に関する事例を 5 例、その他の事例を 5 件図書 HP
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に掲載しており、レファ協にも地域に関連しない事例を含めて掲載しているが、
その掲載場所の選定についての明確な基準を見出すことはできなかった。 
 一方、レファ協への掲載件数に比べて図書 HP への掲載件数が多い図書館は、
多摩市立図書館、調布市立図書館、⻄東京市図書館、日野市立図書館が挙がる。
いずれもこの数字からはどちらの媒体に掲載するかの傾向を掴むことが難しいが、
特に全国に向けて情報共有の有用性が高いと思われる事例を選択し、より細かな
地域に関する情報については、各図書館の直接の利用者である地域住⺠に向けた
媒体である図書館 HP に掲載するといった意図がある可能性がある。 
 また、事例の作成期間については 1983 年から現在に至るまで広がりがあるが、
都度更新ではなくある時期にまとめてデータを作成しているとみられるものが多
いため、質問の時事性については検討が難しい。図書館 HP に事例を掲載してい
る図書館の 10 館中 7 館が、事例作成日のデータを掲載していないことからも、
公開事例は時事に関わらない定番の質問を掲載していると捉えられる。 
 
表 3-1 レファレンス事例の公開状況 
 
 
図書館名 図書HP レファ協 調査データ件数 事例作成日
あきる野市図書館 12 - 12 記載なし
稲木市立図書館 12 - 9 記載なし
国分寺市立図書館 22 - 22 記載なし
小平市立図書館 24 - 24 記載なし
立川市図書館 8 90 24 協）1997-2005
多摩市立図書館 183 2 99 協）2004-2005　自）2005-2011
調布市立図書館 107 32 96 協）1988-2015　自）1996-2017
西東京市図書館 288 176 73 協）1988-2014　自）1998-2018
八王子市図書館 10 130 86 協）2014-2017
東久留米市立図書館 - 54 26 協）1983-2017
東村山市立図書館 - 1 1 協）2005
東大和市立図書館 6 - 2 記載なし
日野市立図書館 55 1 55 記載なし
府中市立図書館 - 5 4 協）2006-2010
福生市立図書館 40 - 40 記載なし
町田市立図書館 - 168 38 協）2003-2017
三鷹市立図書館 43 - 43 自）2015
武蔵野市立図書館 46 - 46 自）2007-2018
武蔵村山市立図書館 26 - 26 自）2008
合計 882 659 726
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3.1.2 分析対象としたレファレンス事例について 
今回の調査においては、図書館が公開している全レファレンス事例から、地域
に関する情報（以下地域情報）を主題としたもの、あるいは行政に関する情報（以
下行政情報）を主題としたものを抽出し、分析対象としている。なお、地域情報
については、図書館の所在する地域に関するもの、近隣地域（多摩地域）に関す
るもの、東京都やその他の関連地域に関するもののいずれかが含まれている。ま
た、行政情報については、厳密に行政機関の運営・実施についてのみの情報だけ
でなく、行政活動に関わるものを幅広く含んで選定している。 
 
図 2 は地域情報と行政情報の抽出及び分類を行った際の内訳を整理したもので
ある。調査対象となった地域情報又は行政情報を含む事例 726 件のうち、地域情
報を含む事例は 683 件、行政情報を含む事例は 195 件となった。また、地域情報
と行政情報のいずれも含む事例が 152 件、地域情報のみの事例が 531 件、行政情
報のみの事例が 43 件と細分される。つまり、地域に関するレファレンス事例の
うち 22.2%は行政情報に何らかの関連性があるものとなる。また、行政に関する
レファレンス事例のうち 77.9％は地域に関わるものであり、図書館において、行
政資料や行政情報を収集する際は、地域独立性の高い資料を構築していくことの
重要性が見て取れる。 
 
図２ 地域情報・行政情報レファレンス事例の件数内訳 
 
地域情報 又は 行政情報
（726件）
地域情報
＆
行政情報
（152件）
行政情報
のみ
（43件）
地域情報
のみ
（531件）
地域情報（683件）
行政情報（195件）
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狭義の「地方行政」に関わる事例は、地域情報と行政情報を共に含む 152 件の
事例であるといえるが、地方行政資料にあたる行政刊行物などの資料は、必ずし
も地方行政に関する質問ではないような地域情報レファレンスにおいても頻繁に
用いられる。そのためレファレンス事例の主題を行政情報に限定した場合、地方
行政資料の用途の範囲を見ていくことはできなくなるため、行政情報が主題であ
るかに関わらず、地域情報に関する事例は全般的に分析対象に含めている。 
 
3.2 地域に関する情報のレファレンス事例 
3.2.1 地域情報レファレンスの質問状況 
表 3-2 地域情報レファレンス事例の件数一覧 
 
 
 地域に関する情報レファレンスについては、レファレンス事例を公開している
全図書館（19 館）が掲載を行っている。各件数をみていくと、レファレンス調査
データの総数 726 件のうち地域情報が 683 件を占めていることから、地方行政資
料に関するレファレンスの大部分が地域性のある質問であった。 
自地域 三多摩 都・他 合計
あきる野市図書館 12 12 0 0 12 11
稲木市立図書館 9 8 0 1 9 8
国分寺市立図書館 22 22 2 0 22 20
小平市立図書館 24 24 3 0 24 24
立川市図書館 24 15 5 1 17 15
多摩市立図書館 99 91 0 1 92 49
調布市立図書館 96 90 3 3 91 71
西東京市図書館 73 48 5 11 58 38
八王子市図書館 86 79 5 1 85 79
東久留米市立図書館 26 19 3 5 22 16
東村山市立図書館 1 1 0 0 1 0
東大和市立図書館 2 1 0 0 1 1
日野市立図書館 55 55 4 0 55 39
府中市立図書館 4 1 3 0 4 4
福生市立図書館 40 40 12 0 40 32
町田市立図書館 38 28 1 9 35 30
三鷹市立図書館 43 43 1 0 43 36
武蔵野市立図書館 46 46 2 0 46 37
武蔵村山市立図書館 26 26 1 0 26 21
総数 726 649 50 32 683 531
図書館名
調査デー
タ総数
地域情報 地域
-行政
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全図書館が所在地域についてのレファレンスを公開しているとともに、その図
書館が所在する地域に関するものは 92.1％（649 件）であり、府中市以外の図書
館は他地域に比べて自地域に関する事例が多数である。このことからも、地方公
共図書館において公開すべきレファレンス事例はまず所在地域に関するものであ
るという認識があることがわかる。 
 
3.2.2 地域情報レファレンスの回答資料 
 地域情報レファレンスの回答に用いられた資料の発行元について、全てが行政
刊行物の事例（「行政」）、行政刊行物と⺠間出版物の両方を用いている事例（「行
政・⺠間」）、全てが⺠間出版物の事例（「⺠間」）を調べたところ、以下の図 3 の
通りの結果となった。 
 実際の件数は、全行政情報レファレンス事例 683 件のうち、「行政」のみが 253
件（37.0％）、「行政・⺠間」が 327 件（47.9％）、「⺠間」が 98 件（14.3%）、資
料提供を行わなかった、あるいは提供した具体的な資料が不明なため発行元がわ
からないものが 5 件(0.7％)である。 
 
図 3 地域情報レファレンスに用いた資料の発行元 
 
地域に関するレファレンスについて、行政刊行物が用いられる事例は 84.9％に
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及んでおり、地域情報レファレンスにおいて行政情報の含まれる割合は 22.2％で
あるにもかかわらず、実際の回答においては、大多数が地方行政資料の必要が何
らかの形で生じている。一方、⺠間発行物が回答に用いられる割合も 62.2％と半
数以上の質問に関して、行政刊行物のみでは対応できないことを示している。 
 回答に用いられる行政刊行物に散見されるのは地域史や統計、行政・議会の活
動報告等であり、あるいは会議録や例規集等については自治体のウェブサイトの
情報を案内することがある。 
 
3.2.3 地域情報レファレンスの質問内容 
 地域情報レファレンスの具体的な内容について、主題分類からみていく。図 4
は地域情報レファレンスの主題について、日本十進分類法（NDC）の第 1 次区分
表の類目ごとに割合を求めたものである。なお、一つの事例に複数の分類が付与
されている場合があるため、総数は分析対象の事例数と一致しない。 
 
 
図４ 地域情報レファレンス事例の主題分類 
 
 地域情報レファレンスの主題分類においては、「２．歴史」の 39.0％（318 件）
が最も高い比率となっている。かつての公共図書館において、地域に関する資料
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が歴史的資料としての意味合いの「郷土資料」であるという認識が主だっていた
ように、現在でも図書館の地域資料の認識において歴史的資料の比重は少なくな
いものであり、利用者からの認識を反映したものと言えるだろう。 
「２．歴史」の中でも、際立って多い要目は「210．日本史」「291. 地理．地誌．
紀行−日本」であり、地域の物事に関する由来や歴史、地名や地図、歴史的文化
財、地域に由来のある人物について等の質問が並ぶ。また、⺠謡や伝承、風俗に
ついての質問も含まれている。 
 次いで多いものが「３．社会科学」の 22.8％（187 件）であり、市区町村の人
口などの統計や学校教育（教科書・教員など）について、その他社会状況に関し
ての質問があった。 
地方行政資料を用いたレファレンスの中でも、特に地方自治・地方行政を主題
とした事例が分類される「318．地方自治・地方行政」（47 件）も「３．社会科学」
に含まれている。地方自治・地方行政を主題とする質問については、市町村の条
例・規則・木や花などのシンボル、行政発行の生活情報、行政議会の会議録・選
挙や議員についての情報などが挙がっており、利用者の地方行政に関する関心を
示す結果となっている。 
 その他の類目については、以下のような事例がみられた。 
 「０．総記」（21 件）：図書館サービスや図書館の行財政、詳細な分類が行
われず地域区分の「070．日本」のみ付与されたもの 
 「１．哲学」（32 件）：地域所在の寺社、教会 
 「４．自然科学」（43 件）：地域の動植物や自然環境 
 「５．科学技術」（60 件）：地域の都市計画・工学、製造業 
 「６．産業」（67 件）：地域の農業や商業等、運輸等の産業 
 「７．芸術」（64 件）：地域の文化財や市町村歌・音頭、（古）写真 
 「８．言語」（1 件）：地域の語学教室、方言 
 「９．文学」（21 件）：地域ゆかりの文学者や文学作品 
 
3.3 行政に関する情報のレファレンス事例 
3.3.1 行政情報レファレンスの質問状況 
 行政に関する情報レファレンスについては、表 3-3 より、レファレンス事例を
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公開している全図書館（19 館）のうち、小平市立図書館、府中市立図書館以外の
17 館が掲載を行っている。前項で述べた通り、地方公共図書館のレファレンス事
例の主となるものはその地域に関するものであり、上記 2 図書館においては地域
に関する事例の中でも、行政に関する質問は少ないか、公開する必要性がないと
判断されたものと思われる。 
レファレンス調査データの総数 726 件のうち行政情報に関するものは 195 件で
あり、内いずれの地域にも関連しない行政情報（政府に関連するもの）について
は 43 件となっている。このことから、地方公共図書館に寄せられる行政情報レ
ファレンスの多くは地域に関連するものである一方で、全国的な行政に関する質
問も少なからずあり、市町村立図書館であっても政府刊行物等の行政資料の収集
や情報アクセスの確保を行うことが求められていることがわかる。 
 
表 3-3 各図書館の公開している行政情報レファレンス事例件数 
 
 
3.3.2 行政情報レファレンスの回答資料 
 行政情報レファレンスの回答に用いられた資料の発行元について、全てが行政
あきる野市図書館 12 1 0
稲木市立図書館 9 1 0
国分寺市立図書館 22 2 0
小平市立図書館 24 0 0
立川市図書館 24 9 7
多摩市立図書館 99 50 7
調布市立図書館 96 25 5
西東京市図書館 73 35 15
八王子市図書館 86 7 1
東久留米市立図書館 26 10 4
東村山市立図書館 1 1 0
東大和市立図書館 2 1 1
日野市立図書館 55 16 0
府中市立図書館 4 0 0
福生市立図書館 40 8 0
町田市立図書館 38 8 3
三鷹市立図書館 43 7 0
武蔵野市立図書館 46 9 0
武蔵村山市立図書館 26 5 0
総数 726 195 43
行政
-地域
図書館名 調査デー
タ総数
行政情報
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刊行物の事例（「行政」）、行政刊行物と⺠間出版物の両方を用いている事例（「行
政・⺠間」）、全てが⺠間出版物の事例（「⺠間」）を調べたところ、以下の図５の
結果となった。 
 実際の件数は、全行政情報レファレンス事例 193 件のうち、「行政」のみが 128
件（65.6％）、「行政・⺠間」が 49 件（25.6％）、「⺠間」が 15 件（7.7%）、資料提
供を行わなかった、あるいは提供した具体的な資料が不明なため発行元がわから
ないものが２件(1.0％)だった。行政情報レファレンスに行政刊行物を用いた事例
は全体の 91.2％となることから、地方行政資料の構築にあたっては一般的な認識
の通り行政刊行物がその主軸であることがわかる。一方で、⺠間出版物について
は、行政刊行物と共に提供されている割合が高いことから、行政刊行物を補完す
る形で用いられていると捉えられる。 
 
 
図 5 行政情報レファレンスに用いた資料の発行元 
 
 行政情報レファレンスの中でも地域に関連しないものについては、図書館所在
の自治体等で発行された資料は用いることはできず、政府刊行物や⺠間発行物を
用いて回答を行っている。地方行政資料の定義が、厳密に地域に関する情報を含
んだ資料の一環としての行政資料、あるいは「地域かつ行政」に関する資料であ
るとするならば、これらのレファレンス事例は地方行政資料を用いたものではな
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いということになる。しかし、実態として地域住⺠が身近な図書館として行政情
報に関する課題解決を期待して質問をする事例が一定の数で生じている以上、公
共図書館における「行政資料」の位置づけは、資料や情報自体が特定の地域に関
わらないものも「地域住⺠の調査支援に資する」のであれば地域に関する資料と
して位置付けるということに、実際としてなっているといえよう。 
 
3.3.3 行政情報レファレンスの質問内容 
 行政情報レファレンスの具体的な内容について、主題分類からみていく。図 6
は行政情報レファレンスの主題について、日本十進分類法（NDC）の第 1 次区分
表の類目ごとに割合を求めたものである。なお、一つの事例に複数の分類が付与
されている場合があるため、総数は分析対象の事例数と一致しない。 
 
 
図 6 行政情報レファレンス事例の主題分類 
 
行政情報レファレンスの主題分類においては、「３．社会科学」の 60.5％（147
件）が最も高い比率となっている。質問内容には、自治体や国家の行政・財政、
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国会・法律、社会福祉・教育制度、統計や社会状況に関する事例などが見受けら
れた。 
「３．社会科学」の中でも、特に多い要目は「318．地方自治．地方行政」（50
件）であり、地方公共図書館の行政情報レファレンスにおいて、主要な質問は地
域に関するものであることがわかる。内容については前項の地域情報とほぼ同一
であり、市町村の条例・規則・木や花などのシンボル、行政発行の生活情報、行
政議会の会議録・選挙や議員についての情報などとなっている。 
 その他の類目については、以下のような事例がみられた。 
 「０．総記」（18 件）：図書館サービスや図書館の行財政 
 「２．歴史」（24 件）：地域の物事に関する由来や歴史 
 「４．自然科学」（5 件）：病院、公衆衛生、地域の地震 
 「５．科学技術」（25 件）都市計画、河川、水道 
 「６．産業」（9 件）：郵政、都市交通  
 「７．芸術」（14 件）：文化財政策 
 「８．言語」（1 件）：語学教室 
 以上のことからは、行政に関するレファレンスにおいても、その質問内容の分
野は社会科学の他に多様な広がりを見せており、地方行政資料の活用の可能性を
示していることがわかる。 
 
3.4 レファレンス事例における地方行政資料サービスの実態 
 前項を踏まえ、東京都多摩地域の自治体及びその図書館において、地方行政資
料に関する実践としてのレファレンス事例について総括する。そして、本研究の
観点である地方自治及び地方行政に関わる地域住⺠の情報資源としての観点から、
地方行政資料をレファレンスにおいて活用しているかについて検討する。 
 
3.4.1 地域情報・行政情報レファレンスの比較 
 前項の地域情報レファレンス・行政情報レファレンスの結果を比較検討し、地
方行政資料レファレンスの実態について検討する。 
地方行政資料の活用にあたり、行政刊行物がどの程度の比重を占めるかについ
て、レファレンス事例の回答にあたっての提供・参照資料の発行元から検討する。
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前掲の図３・図 5 を比較すると、行政刊行物のみを用いて単独で回答した事例の
割合が、地域情報は 37.0％、行政情報は 65.6％となり、28.6％の差が生じている。
この数値は、地域・行政に関する情報を得ようとする際、行政機関が発行した資
料にどの程度依存するかの差であると言い換えられるものであり、行政情報にお
いては行政自身が公開した情報の必要性が高く、⺠間発行物で補完できる情報に
限りがあるということになる。 
一方で、⺠間発行物の併用も含めた行政刊行物の利用の事例については、地域
情報の場合は 84.9％、行政情報の場合は 91.2％となり、その差は縮まっている。
いずれの場合も大半の事例において地域行政刊行物を用いており、地域情報のレ
ファレンスにおいても、⺠間発行物との併用は増えるものの、行政刊行物は回答
の主軸となる資料となる可能性が高いといえる。 
 
 次に、地方行政資料のレファレンスにおける活用にあたり、どのような主題の
事例について回答しているかの点から検討する。 
 前掲の図 4・図 6 を比較すると、地域情報と行政情報のレファレンスの間で大
きく比重が異なるのが「２．歴史」と「３．社会科学」の割合である。地域情報
のレファレンスにおいては地域の歴史等に関する質問が多く、行政情報のレファ
レンスにおいては歴史的・地理的主題が利用者の課題に関わることが少ないとい
うことである。この結果からは、図書館法の制定時に「郷土資料」と「地方行政
資料」として、地域に関する資料を歴史的資料と現代的資料に分けたことについ
ての一定の妥当性を確認できる。しかし、質問内容の主題については地域情報と
行政情報を分類できたとして、前述の行政刊行物のようにいずれの回答にも用い
られる資料があり、また地域情報と行政情報のいずれの主題も有する質問が多数
となっている以上、歴史的か否かによる地方に関する資料の分類は実用的ではな
いといえる。 
 
 また、類目ごとの事例の内容比較を行うと、以下の表 3-4 のようにまとめられ
る。地域情報にのみ現れた内容は、地域の産業などの⺠間活動や地理・風俗誌、
文化に関する内容であり、行政情報にのみ現れた内容は国政や社会全体に関わる
内容だった。また、地域情報であり行政情報でもある事例については、図書館サ
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ービス、自治体の行政活動やサービス、公衆衛生や地震について、都市計画、文
化財政策、語学に関するものがあった。 
 
表 3-4 地域情報・行政情報レファレンスの内容比較 
 
 
 これらのうち、地域情報と行政情報のいずれか、あるいはいずれも含んだ事例
が地方行政資料を用いたレファレンスであり、その中でも地域情報と行政情報の
いずれも含んだ事例が、「地方自治・地方行政」についての情報提供を行ったレフ
ァレンスの実態であるといえる。そして、地方行政資料とは、地方行政に関する
情報のみに用いられるだけでなく、その他地域あるいは行政に関する様々な情報
源として活用されていることがわかる。 
 また、表 3-5 は地域情報と行政情報レファレンス事例の件数をまとめたもので
ある。地域情報と行政情報のいずれも含む事例数は 152 件であり、レファレンス
事例を公開している自治体 19 市のうち、16 市が何らかの地方行政に関する事例
を公開している。 
元のレファレンス事例公開件数が多い市は、地方行政に関するレファレンスの
事例数も多い傾向にある。しかし、その割合について調査データ数が 60 件以上
の自治体で比較すると、多摩市が全 99 件中 43 件（43.4％）、調布市が全 96 件中
20 件（20.8％）、⻄東京市が全 73 件中 48 件（27.3％）であるのに対し、八王子
市は 86 件中 6 件（7.0％）に留まっており、地方行政の比重について異なる傾向
が現れている。この差については、実際に図書館が受けたレファレンス質問の偏
りによるというよりは、レファレンス事例を公開するにあたっての図書館による
類目 地域情報 地域＆行政 行政情報
0.総記 地域区分「070．日本」 図書館サービス・行財政
1.哲学 地域所在の寺社、教会
2.歴史 地名や地図、歴史的文化財、地域に由来のある人物、民謡や伝承、風俗 地域の物事に関する由来や歴史
3.社会科学
行政サービス、条例・規則・木や花などの
シンボル、行政発行の生活情報、議会の
会議録・選挙・議員、教育制度、統計
国政・法律、社会福祉、教育制度、社会
調査（全国）
4.自然科学 地域の動植物や自然環境 病院、公衆衛生、地域の地震
5.技術 工学、製造業 都市計画、河川、 水道
6.産業 農業や商業等、運輸等 郵政、都市交通
7.芸術 市町村歌・音頭、（古）写真 文化財政策
8.言語 方言 語学教室
9.文学 文学者や文学作品
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事例の選定方針によるものであると考えられるが、いずれにせよ当該市町村の地
域情報レファレンスにおいて、行政情報については優先度が低く扱われていると
捉えられる。 
 
表 3-5 地域情報・行政情報レファレンスの件数 
 
 
 
3.4.2 地方行政資料を用いたレファレンスについての総括 
 これまでの分析において、地方行政資料に関するレファレンス事例を地域情報
と行政情報の観点から概況し、いずれかの内容を主題に含む事例について地方行
政資料を用いて応え得るものであるとした。図 7 は、地方公共図書館のレファレ
ンスサービスと地方行政資料の関係性を表したものであり、受けた質問に対して
地域・行政のいずれかに関する情報源を地方行政資料として回答を行うことを、
地方行政資料に関するレファレンスサービスと捉えている。 
 その中でも、本研究の観点である「地方自治・地方行政に関する住⺠の情報
源」として機能しているのは、地域情報と行政情報のいずれも含んだ地方行政資
料レファレンスである。前項で挙げた事例においても、地方自治体の条例や規
則、市町村議会に関する情報、行政サービス全般に関する事例などは、地方自
治・地方行政についての地域住⺠の理解、あるいは課題解決に一定の寄与をして
いると評価できる。 
自地域 三多摩 都・他 合計 自地域 三多摩 都・他 合計
あきる野市図書館 12 12 0 0 12 1 1 0 0 1
稲木市立図書館 9 8 0 1 9 1 1 0 0 1
国分寺市立図書館 22 22 2 0 22 2 2 0 0 2
小平市立図書館 24 24 3 0 24 0 0 0 0 0
立川市図書館 24 15 5 1 17 9 1 0 1 2
多摩市立図書館 99 91 0 1 92 50 43 0 1 43
調布市立図書館 96 90 3 3 91 25 20 1 1 20
西東京市図書館 73 48 5 11 58 35 18 0 3 20
八王子市図書館 86 79 5 1 85 7 6 0 0 6
東久留米市立図書館 26 19 3 5 22 10 6 2 2 6
東村山市立図書館 1 1 0 0 1 1 1 0 0 1
東大和市立図書館 2 1 0 0 1 1 0 0 0 0
日野市立図書館 55 55 4 0 55 16 16 0 0 16
府中市立図書館 4 1 3 0 4 0 0 0 0 0
福生市立図書館 40 40 12 0 40 8 8 0 0 8
町田市立図書館 38 28 1 9 35 8 5 5 0 5
三鷹市立図書館 43 43 1 0 43 7 7 0 0 7
武蔵野市立図書館 46 46 2 0 46 9 9 0 0 9
武蔵村山市立図書館 26 26 1 0 26 5 5 0 0 5
合計 726 649 50 32 683 195 149 8 8 152
行政情報 地域情報＆行政情報図書館名 調査デー
タ総数
地域情報
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図 7 地方行政資料とレファレンスサービスの関係 
 
 
4 結論 
4.1 地方行政資料サービスの方針と実践の比較 
 ここまでの検討を通して、第 2 章では自治体及び図書館の規則等・基準等から
地方行政資料サービスの方針について、第 3 章ではレファレンス事例から地方行
政資料サービスの実践について、実態を明らかにするとともに、地方自治・地方
行政に関する地域住⺠の情報源としての観点から評価を行ってきた。 
第 2 章においては、地方行政資料について地方自治体の条例・規則・規程、及
び図書館の方針・基準・要綱・計画等を対象に、策定状況と内容、及び地方行政
資料にあたる資料の名称から、地方自治体及び図書館における地方行政資料サー
ビスの理解について実態を分析した。 
まず、規定等の中で地方行政資料を表す用語について整理したところ、「地方行
政資料」という名称は自治体法の中では使用がみられるものの、内規については
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一般的な用語ではなく、地域資料（・行政資料）に含まれるものとして扱われて
いる。また、その意味するものについては、「地方行政」に関する資料（地域資料
に含まれる「行政資料」の同義語」（「地方行政」＋資料）と、「地域あるいは行政」
に関する資料（「地域資料」の同義語）の大きく二つの用例があった。 
規定等の制定・策定状況からは、多くの図書館は運営に関する基本方針と、資
料収集方針・基準を主軸として地方行政資料サービスを定めていることがわかる。
また、内容について検討すると、これらの規定等の中で、本研究の本旨である「地
方自治・地方行政に関する地域住⺠の情報源」としての地方行政資料サービスに
ついては、運営方針・基本方針において言及している図書館が一部に存在してい
た。 
そして、地方行政資料サービスに関する規定を有するすべての図書館が、その
収集と提供については規定しているが、より地域住⺠の情報要求に深く関与する
調査支援について定めた図書館は一部に留まっている。 
  第 3 章においては、公共図書館に寄せられるレファレンス質問を、地域に関す
る情報と行政に関する情報に大別して、地方行政資料を用いたレファレンス事例
群としてその実践について実態を分析した。 
その結果、地域住⺠において地方行政に関する情報の入手手段の一つとして図
書館が利用されていること、そして図書館が地域住⺠の課題解決に資する情報提
供に実績があることが明らかになった。その実績は数件単位ではなく図書館のレ
ファレンス事例において一定の割合を占めていることからも、地方行政資料サー
ビスは地域に関する資料のサービスの中に取り込まれながらも、継続され発展し
てきたものであると評価できる。 
 以上の結果を踏まえ、「地方自治及び地方行政に関わる地域住⺠の情報資源」と
しての観点から、自治体の地方行政資料サービスの方針と実践について比較検討
を試みる。 
 まず、地域情報・行政情報レファレンス事例の公開状況と地方行政資料に関す
る規定等そのものの有無や数の関連性からみていく。地方行政資料に関する規定
が置かれていても、必ずしもレファレンス事例が公開されているというわけでは
なく、昭島市や⻘海市、清瀬市などはレファレンス事例の公開を行っていない。
また、武蔵村山市は地方行政資料に関する表立った規定がなくとも、レファレン
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ス事例を公開している。 
しかし、武蔵村山市を除いた多数のレファレンス事例を公開している図書館
（20 件以上）は、地方行政資料について言及のある資料収集規定のいずれかを少
なくとも一つは有していることから、規定の存在が実践に結び付く一定の傾向は
ある可能性があると見て取ってもよいだろう。 
 そして、規定等の内容からレファレンス事例の実績を検討する。そして、基本
方針等で地方行政資料に「調査支援」事業を関連付けた記述がある図書館におけ
る、地方行政資料に関するレファレンス事例の公開件数は、調布市で 96 件、日野
市で 55 件、福生市で 40 件、武蔵野市で 46 件となる。そのような規定のない図
書館でもレファレンス事例公開数の多いものは複数あることから、規定の有無が
サービス実態には関わらないものの、少なくとも調査支援を方針として規定づけ
た館については、その規定に従ったサービスに取り組んでおり、また実績がある
ものと評価することができる。 
また、基本方針等において地方分権や地方自治について言及した図書館におけ
る、地方行政資料に関するレファレンス事例の公開件数（括弧内は地域と行政い
ずれの主題も含む事例件数）は、稲城市が 9（1）件、小平市が 24（0）件、福生
市が 46（8）件と、他の館に比べて重点的に行っているとは評価できない。 
以上のことから、公共図書館において地方行政資料を活用した調査支援サービ
スについて、規則等の明確に定めている館は一部のみであるが、実態としては多
くの図書館がレファレンスサービスとして実施しているという、方針と実践の間
の格差があると結論付ける。 
 
4.2 地方行政資料サービスの展望 
公共図書館における地方行政資料サービスについては、その方針と実践が必ず
しも伴っていないことが明らかになった。この点については、規定が実態に即し
ていないものとなっている、あるいは定めた方針に対する事業の達成度が不足し
ているといった背景が考えられる。地方行政資料という用語の使用自体が法規上
と現場の間で乖離しつつあることからも、公共図書館においては規定等と現場の
実態のすり合わせが必要であり、図書館関連規定等が形骸化せず現場のサービス
実態に必要十分の指針を定めているのか、その実効性についての評価は今後検討
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するべき課題である。そして、実践としても更なる調査支援サービスにおける活
用を目指すことで、地方行政資料の概念とそのサービスについての再検討・再評
価が可能となると考えられる。 
本研究の課題としては、地方行政資料サービスにおいてレファレンス事例から
窺うことのできる範囲は限られた部分であり、その他のサービスからも複合的に
検討することができていないという点が挙げられる。しかし、今後レファレンス
サービスに限らない地方行政資料サービスの実態の検討にあたり、地方行政と図
書館サービスの関係性を捉える一観点及び一手法の提示に資することはできるも
のと願いたい。 
 以降、地方行政資料サービスの今後の展開を考察するにあたって、まずその用
語の是非について問い直す。 
序章及び 2 章において、「郷土資料」と「地方行政資料」の用語が、既に図書館
法制定当初の解釈から離れたものとして用いられている点について述べた。現在、
全国的には概ね「郷土資料」、東京都多摩地域においては特に「地域資料」などの
用語が地域に関する資料を包括的に表すものとして現場で使用されている。 
また、これらの「郷土資料」「地域資料」の中に「行政資料」を含むか、別の用
語として列記されるかといった差は、公共図書館において行政資料の収集範囲が
地域的なものか、国に関するものも含むかといった意味を含んでいるとも読み取
れる。 
「地方行政資料」という用語については、自治体法上において図書館法に沿っ
て使用することはあるものの、内規や実務においては一部の図書館が「地域資料」
や「行政資料」の言い換えとして用いる例の他、多くの図書館では使われていな
い。前述の通り、地域に関する資料の概念が統合されたものとして扱われるよう
になったことが主たる要因であり、この変遷には現場における資料の取り扱い上
一定の意義がある。 
しかし現状、地域に関する資料とそれに伴う行政に関する資料の用語は多様性
にあまりある。法と現場の間だけでなく、同自治体における各種規定内の用例に
おいても一貫性がないこと、そして地方分権における独自性ではあるとしても地
域間の用語の違いは、現場以前に最も尊重すべき利用者の認識や理解に支障を生
じかねないものである。図書館法の規定を地方の実態に即さないものとして改正
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することも考慮に入れるべきであるが、公共図書館間における一定程度の用語の
統一も今後必要な検討すべきものと思われる。 
最後に、公共図書館における地方行政資料サービスの実践の可能性について述
べる。レファレンス事例の内容からは、利用者に対し地方自治・地方行政につい
ての理解に寄与してきたことがわかった。しかし、その質問が地方自治への住⺠
参加を企図して発生したものであるか、あるいは回答を得ることで地方自治への
参加や行政の意思決定に繋がっていたのかについては、利用者に質問の意図や経
緯についてまで詳細に聞き出す必要がある。あるいは図書館に寄せられるレファ
レンス事例の状況と地域住⺠の地方行政への参加の度合いについての関連性を証
明しなければならず、今回の方法のような事例分析やその他の図書館が実施する
サービスの調査で明らかにするのは難しい側面がある。 
この点からも、図書館が地方自治・地方行政に寄与できるかについての評価
は、あくまで資料や情報提供においてどこまで地方自治・地方行政に関する資料
や情報を活用できたかという視点で行うことが妥当である。とはいえ、資料・情
報提供の機会は利用者からの要求に応じるだけでなく、図書館からの積極的な情
報発信やサービス提供においても発生しうるものである。 
今回分析した図書館の方針等においても、情報発信についての言及が散見され
ており、地方行政資料の収集・提供の双方において図書館側の積極性が求められ
るようになっている。そして、行政活動において地域住⺠への情報公開が求めら
れる時世であることからも、公共図書館が住⺠への情報提供機関としての役割を
更に担っていく可能性は示唆されている。その達成にあたり、地方自治・地方行
政の意思決定の場に、図書館のサービスがより深く関わっていくことによる地方
行政資料サービスの拡充も期待されるものであるだろう。 
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77 立川市「立川市第２次図書館基本計画」
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https://www.city.tachikawa.lg.jp/toshokan/kanko/shogaigakushu/toshokan/joho
/kobetsukekaku/documents/kihonkekaku-2.pdf（参照日：2018-12-1） 
78 立川市「立川市図書館資料収集基本方針」 
https://www.city.tachikawa.lg.jp/toshokan/kanko/shogaigakushu/toshokan/joho
/documents/shushuhoshin201509.pdf（参照日：2018-12-1） 
79 多摩市「多摩市立図書館の基本方針・運営方針」 
https://www.library.tama.tokyo.jp/contents;jsessionid=6F7E33BAFB6AC956DA
64818F76BF1135?0&pid=354（参照日：2018-12-1） 
80 多摩市「多摩市立図書館資料収集要綱（平成 18 年９月 27 日多摩市教育委員
会告示第 33 号）」 
http://www3.e-
reikinet.jp/tama/d1w_reiki/418920500033000000MH/418920500033000000MH
/418920500033000000MH.html 
81 調布市「調布市立図書館資料の収集・保存・除籍に関する基本的方針」 
https://www.lib.city.chofu.tokyo.jp/contents;jsessionid=18B3279B889DF9A809
2081365FF9ABC9?0&pid=132（参照日：2018-12-1） 
82 調布市「平成 30 年度 調布市立図書館事業計画」 
https://www.lib.city.chofu.tokyo.jp/contents;jsessionid=D88FD0B062FEFDB42
43D143092B6B3BB?0&pid=131（参照日：2018-12-1） 
83 八王子市図書館資料収集要綱 
https://www.library.city.hachioji.tokyo.jp/pdf/syuusyuuyoukou.pdf（参照日：
2018-12-1） 
84 ⻄東京市「⻄東京市図書館資料収集基準（平成１３⻄生図第１０８号）」 
https://www.library.city.nishitokyo.lg.jp/contents;jsessionid=E06BD6B58377C5
93D35E6C37CF7DA374?0&pid=150（参照日：2018-12-1） 
85 羽村市「図書館資料選定方針」 
http://hamura-library.tokyo.jp/activity/sentei.html（参照日：2018-12-1） 
86 東久留⽶市「今後の東久留⽶市立図書館の運営方針」 
https://www.lib.city.higashikurume.lg.jp/uploaded/attachment/1034.pdf（参照
日：2018-12-1） 
87 東久留⽶市「東久留⽶市立図書館地域資料収集基準」 
https://www.lib.city.higashikurume.lg.jp/uploaded/attachment/1385.pdf（参照
日：2018-12-1） 
88 東久留⽶市「東久留⽶市立図書館資料選定基準」 
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https://www.lib.city.higashikurume.lg.jp/uploaded/attachment/1384.pdf（参照
日：2018-12-1） 
89 東久留⽶市「東久留⽶市立図書館資料収集方針」 
https://www.lib.city.higashikurume.lg.jp/uploaded/attachment/1325.pdf（参照
日：2018-12-1） 
90 日野市「第 3 次日野市立図書館基本計画」 
http://www.city.hino.lg.jp/shisei/keikaku/kyoiku/shogai/1008003.html（参照
日：2018-12-1） 
91 日野市「日野市立図書館資料収集方針」 
https://www.lib.city.hino.lg.jp/library/syuusyuuhousin.html（参照日：2018-12-
1） 
92 府中市「府中市立図書館資料選定基準」 
https://library.city.fuchu.tokyo.jp/report/pdf/senteikijun.pdf（参照日：2018-
12-1） 
93 福生市「福生市立図書館基本計画」 
http://www.lib.fussa.tokyo.jp/operation/plan/post.html（参照日：2018-12-1） 
94 町田市「町田市立図書館資料収集方針」 
https://www.library.city.machida.tokyo.jp/outline/pdf/collection_policy.pdf（参
照日：2018-12-1） 
95 町田市「図書館事業計画 （2013 年度〜2017 年度）」 
https://www.library.city.machida.tokyo.jp/outline/pdf/jigyoukeikakukai.pdf（参
照日：2018-12-1） 
96 三鷹市「三鷹市立図書館の基本的運営方針」 
https://www.library.mitaka.tokyo.jp/policy/2018011900033/file_contents/kihont
ekiuneihousin.pdf（参照日：2018-12-1） 
97 三鷹市「三鷹市立図書館資料収集方針」 
https://www.library.mitaka.tokyo.jp/policy/2015022700102/file_contents/housi
n_20181101.pdf（参照日：2018-12-1） 
98 三鷹市「三鷹市立図書館資料収集基準」 
https://www.library.mitaka.tokyo.jp/policy/2015022700102/file_contents/kijun_
20181101.pdf（参照日：2018-12-1） 
99 武蔵野市「武蔵野市図書館基本計画」 
https://www.library.musashino.tokyo.jp/images/upload/kihonnkeikaku.pdf（参
照日：2018-12-1） 
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100 武蔵野市「資料別収集方針」（平成 29 年度「武蔵野市の図書館」） 
https://www.library.musashino.tokyo.jp/contents;jsessionid=E5B01F227A6F88E
87A69B133FB181F68?0&pid=325（参照日：2018-12-1） 
101 武蔵野市「児童図書資料収集方針」（平成 29 年度「武蔵野市の図書館」） 
https://www.library.musashino.tokyo.jp/contents;jsessionid=E5B01F227A6F88E
87A69B133FB181F68?0&pid=325（参照日：2018-12-1） 
102 前掲 58（参照日：2018-12-28） 
103 前掲 92（参照日：2018-12-28） 
104 前掲 81（参照日：2018-12-28） 
105 前掲 89（参照日：2018-12-28） 
106 前掲 98（参照日：2018-12-28） 
107 前掲 92（参照日：2018-12-28） 
108 前掲 56（参照日：2018-12-28） 
109 前掲 69（参照日：2018-12-28） 
110 前掲 69（参照日：2018-12-28） 
111 前掲 56（参照日：2018-12-28） 
112 前掲 59（参照日：2018-12-28） 
113 前掲 66（参照日：2018-12-28） 
114 前掲 86（参照日：2018-12-28） 
115 前掲 92（参照日：2018-12-28） 
116 前掲 98（参照日：2018-12-28） 
117 前掲 60（参照日：2018-12-28） 
118 前掲 77（参照日：2018-12-28） 
119 前掲 86（参照日：2018-12-28） 
120 前掲 65（参照日：2018-12-28） 
121 前掲 68（参照日：2018-12-28） 
122 前掲 15 
123 前掲 1 
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付録 
Ⅰ レファレンス事例のデータ参照元一覧 
図書館名 レファレンス共同データベース
参加館プロファイル 
図書館ウェブページ 
レファレンス事例掲載ページ 
あきる野市図書
館 
- https://www.library.akiruno.tokyo.jp/reference/refere
nce.html 
稲木市立図書館 - http://www.library.inagi.tokyo.jp/?page̲id=273 
国分寺市立図書
館 
- https://library.kokubunji.ed.jp/local̲faq.html 
小平市立図書館 - https://library.kodaira.ed.jp/local/ref̲case.html 
立川市図書館 http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310024 
https://www.city.tachikawa.lg.jp/toshokan/kanko/sho
gaigakushu/toshokan/reference.html 
多摩市立図書館 http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310261 
https://www.library.tama.tokyo.jp/referencesearch?3 
調布市立図書館 http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310065 
https://www.lib.city.chofu.tokyo.jp/referencesearch?6 
⻄東京市図書館 http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310078 
http://www.library.city.nishitokyo.lg.jp/referencesearc
h?66 
八王子市図書館 http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310074 
https://www.library.city.hachioji.tokyo.jp/reference 
東久留米市立図
書館 
http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310081 
- 
東村山市立図書
館 
http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310129 
- 
東大和市立図書
館 
- http://www.lib.higashiyamato.tokyo.jp/contents/shira
bemono/reference.html 
日野市立図書館 http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310045 
https://www.lib.city.hino.lg.jp/hnolib̲doc200801/date
base/electronic-file/reference-example/2013hino-
reference.htm 
72 
 
府中市立図書館 http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310232 
- 
福生市立図書館 - http://www.lib.fussa.tokyo.jp/reference/ 
町田市立図書館 http://crd.ndl.go.jp/reference/det
ail?page=pro̲view&id=2310058 
- 
三鷹市立図書館 - https://www.library.mitaka.tokyo.jp/categories/refere
nce/ 
武蔵野市立図書
館 
- https://www.library.musashino.tokyo.jp/contents?2&p
id=52#jirei 
武蔵村山市立図
書館 
- https://www.library.musashimurayama.tokyo.jp/conte
nts/referen.html 
※事例データが公開されている図書館のみ記載。（参照日：2018-11-30） 
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Ⅱ 自治体の規則等における地方行政資料に関する条項一覧・内容抜粋 
 
市町村名 条例・規則名 条文
昭島市 昭島市市民図書館条例
（事業）
第３条　図書館は、図書館法第３条の規定に基づき、次の事業を行う。
(１)　図書、記録、視聴覚資料、地域資料その他必要な資料（電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その
他人の知覚によつては認識することができない方式で作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資料」と
いう。）の収集、整理及び保存
あきる野市 あきる野市図書館運営規則
(事業)
第2条　図書館は、図書館法(昭和25年法律第118号)第3条の規定に基づき、次の事業を行う。
(12)　地域資料の収集及び提供
あきる野市 あきる野市図書館処務規則
(事務分掌)
第5条　図書館における事務の分掌は、次のとおりとする。
中央図書館係
(8)　地域資料の収集、保存及び活用に関すること。
稲城市 稲城市立図書館設置条例
(事業)
第5条　図書館は、第1条の設置目的を達成するため、図書館法第3条の規定に基づき、次に掲げる事業を
行う。
(1)　図書資料、視聴覚資料、電子資料、地域行政資料等(以下「図書館資料」という。)の収集、整理及び保
存並びにこれらを利用に供する事業
稲城市 稲城市立図書館処務規則
(事務分掌)
第4条　各係の事務分掌は、次のとおりとする。
奉仕係
(1)　図書資料、視聴覚資料、電子資料、地域行政資料等の収集、整理、保存及び利用に関すること。
清瀬市 清瀬市立図書館運営規則
（事業）
第２条　図書館は、図書館法（昭和25年法律第118号）第３条の規定に基づき、次の事業を行うものとす
る。
(１)　図書館資料（図書、新聞、雑誌、郷土資料、行政資料、視聴覚資料その他の記録等）の収集、整理及
び保存
国立市 国立市図書館運営規則
（事業）
第２条　図書館は、図書館法（昭和25年法律第118号）第３条の規定に基づき、次の事業を行う。
(４)　地方行政資料及び郷土資料の収集及び利用
小金井市 小金井市立図書館規則
（貸出禁止図書）
第６条　館長は、参考資料、郷土資料その他貸出しが不適当と認められる図書については、貸出しを禁止
することができる。ただし、当該貸出禁止図書についても、次の開館日の開館30分後までに返却できること
を条件に、閉館30分前から一夜貸しをすることができる。
国分寺市 国分寺市立図書館運営規則
(事業)
第2条　図書館は，図書館法(昭和25年法律第118号)第3条の規定に基づき，次の事業を行う。
(11)　地方行政資料の収集及び提供
小平市 小平市立図書館条例施行規則
(事業)
第2条　小平市立図書館は、図書館法(昭和25年法律第118号。以下「法」という。)第3条の規定により、次
に掲げる事業を行う。
(1)　図書、雑誌、新聞、記録、視聴覚資料、地域資料、点字資料、録音資料その他これらに類する物として
小平市教育委員会(以下「委員会」という。)が別に定めるもの(以下「図書館資料」という。)を収集し、又は
作成し、利用者の用に供すること。
小平市 小平市立図書館処務規程
(地区図書館の分掌事務)
第6条　地区図書館の分掌事務は、次のとおりとする。
(15)　郷土資料に関すること。
狛江市 狛江市立図書館運営規則
（定義）
第２条　この規則において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。
(１)　図書館資料　図書等及び視聴覚資料をいう。
(２)　図書等　図書，記録，郷土資料，地方行政資料，逐次刊行物，絵本，布の絵本，紙芝居，録音資料，
点字資料等をいう。
（貸出しをしない図書館資料）
第13条　次に掲げる図書館資料は，貸出しを行わないものとする。ただし，館長が特別の理由があると認
めたときは，この限りでない。
(１)　参考図書
(２)　郷土資料及び地方行政資料
多摩市 多摩市立図書館処務規程
（係の設置）
第２条　多摩市立図書館（以下「本館」という。）に総務係、企画運営担当２、地域資料係、子ども読書支援
係及びサービス係を置く。
（職の設置）
第３条
２　本館、分館及び多摩市立図書館行政資料室（以下「分室」という。）に主査を置くことができる。
（事務分掌）
第５条　係、担当及び分館の事務分掌は、次のとおりとする。
地域資料係
１　行政資料、記録その他必要な資料の収集、整理、保管及び利用に関すること。
２　行政資料室の運営に関すること。
３　行政資料に係る他の機関との連絡調整に関すること。
４　歴史公文書等の保存、整理に関する調査研究に関すること。
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市町村名 条例・規則名 条文
調布市 調布市立図書館条例
（事業）
第４条　図書館は、第１条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。
(１)　図書、記録、電子資料、郷土資料、行政資料その他必要な資料（以下「図書館資料」という。）を収集
し、利用に供すること。
調布市 調布市立図書館処務規程
（分掌事務）
第３条　図書館の主な分掌事務は，次の表に定めるところによる。
調査支援係
２　参考資料，地域資料及び映画資料の紹介並びに提供に関すること。
西東京市 西東京市図書館設置条例施行規則
（事業）
第２条　図書館は、図書館法（昭和25年法律第118号）第３条の規定に基づき、次に掲げる事業を行う。
(１)　図書資料、視聴覚資料、郷土資料、地方行政資料、障害者用資料及びその他必要な資料（以下これ
らを「図書館資料」という。）の収集、整理及び保存
（事務分掌）
第19条　図書館の事務分掌は、次のとおりとする。
(２)　奉仕係
サ　地域資料及び行政資料に関すること。
東久留米市 東久留米市立図書館運営規則
（事業）
第２条　図書館は、条例第４条の規定に基づき、次の事業を行う。
(１)　図書、新聞、雑誌、郷土資料、地方行政資料、視聴覚資料、その他の記録（以下「図書館の資料」とい
う。）の収集、整理及び保存
東村山市 東村山市立図書館運営規則
(事業)
第2条　図書館は、図書館法(昭和25年法律第118号)第3条の規定に基づき、次の事業を行う。
(1)　図書、逐次刊行物、地域資料その他必要な資料(以下「図書館資料」という。)を収集し、利用に供する
こと。
日野市 日野市立図書館運営規則
(事業)
第2条　図書館は、図書館法(昭和25年法律第118号)第3条の規定に基づき、次の事業を行う。
(12)　地方行政資料の収集及び提供
日野市 日野市立図書館処務規則
第3条　図書館における事務の分掌は、次のとおりとする。
中央図書館
業務係
(1)　中央図書館の館内業務に関すること。
エ　地域資料及び行政資料の収集及び保存に関すること。
奉仕係
(1)　移動図書館の館内業務に関すること。
エ　地域資料及び行政資料の収集及び保存に関すること。
分館(高幡図書館、日野図書館、平山図書館、多摩平図書館、市政図書室、百草図書館)
(1)　分館の館内業務に関すること。
エ　地域資料及び行政資料の収集及び保存に関すること。
福生市 福生市立図書館運営規則
（事業）
第２条　図書館は、図書館法（昭和25年法律第118号）第３条の規定により、次の事業を行う。
(11)　地方行政資料の収集及び貸出し
三鷹市 三鷹市立図書館の管理運営に関する規則
（事業）
第２条　図書館は、図書館法（昭和25年法律第118号）第３条の規定に基づき、次の事業を行う。
(３)　郷土資料、地方行政資料の収集、整理、保存及び利用
三鷹市 三鷹市立図書館処務規則
（事務分掌）
第３条　各係の事務分掌は、次のとおりとする。
図書サービス係
(９)　郷土資料、地方行政資料の収集、整理、保存及び利用に関すること。
(10)　郷土資料の調査及び研究に関すること。
(11)　郷土資料の展示及び閲覧に関すること。
(12)　郷土資料に係る各種行事に関すること。
日の出町 日の出町立図書館処務規則
(事務分掌)
第4条　図書館の事務分掌は、次のとおりとする。
図書館係
(18)　郷土資料、地方行政資料の収集及び提供に関すること。
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市町村名 方針・基準名 本文抜粋
昭島市 昭島市⺠図書館基本方針・基本計画
第２章 基本的な考え方（基本方針）２ 基本目標（４）地域とつながる図書館
（４）地域とつながる図書館
① 地域資料は、地域の歴史、現状、将来を知るために、また、地域の伝統的な習慣、風俗、文化などを継承し
ていくために欠かすことのできない資料です。
今後も継続して地域資料の収集・保存に努めてまいります。
② 地域への関心を高め、地域の良さを知ることを通して愛着を育み、地域に根ざした視点からの新たな「気づ
き」のきっかけとなるよう、郷土資料室との連携を密にし、歴史的資料から現在の地域の情報まで、デジタル化し
て公開する等、積極的に発信していくことに努めます。
あきる野市 あきる野市の図書館 平成２９年度 ２ 運営方針
施策目標
（５）地域の資料や行政資料を積極的に収集、保存し、市民に提供するとともに、行政運営に必要な資料も収集
し、情報を提供する。
稲城市 稲城市立中央図書館基本方針
I 中央図書館建設に向けての基本的視点
２ 拡大する時代のニーズに対応して
（中略）
〇地方分権の推進にともなって、地域資料・行政資料を広く収集・提供し、行政と市民の情報の共有化を進め、
まちづくりを支援していく。
III 中央図書館の基本方針
１ 地域の情報拠点 －図書館基本機能の充実－
＜基本的な機能＞
④ 地域資料・行政資料サービス
稲城市の地域資料、行政資料を広く収集し組織化して、利用者に提供する。稲城市の資料は、稲城市以外のと
ころでは得られないことから網羅的に収集し、永久保存にする。
地域に関する資料の収集とともにそこから市民の必要とする情報を発信し、まちづくりを支援する。地域の情報
サービスによって、地域を再発見し、それが地域に活力をもたらし、地域の活性化につながっていくような活動
に努める。
⻘海市
⻘梅市図書館基本計画
（平成２８年度〜平成３２年
度）
第３章 青梅市図書館の基本的な考え方
２ 基本方針
図書館は、幅広い分野の図書や視聴覚資料等の収集・整理・保存を行い、市民が必要とする資料や情報を提
供することにより、生涯学習をはじめとする情報交流拠点施設として、利用者に応じたサービスを提供します。
また、青梅市の歴史を未来に伝えるため、郷土博物館をはじめとする関係機関と連携し、地域資料や行政資料
の継続的整備を重点的に行います。
さらに、中央図書館と分館との役割を明確化し、一体的な運用を図るとともに、機能やサービス面で特色のある
図書館づくりを推進します。
⻘海市 ⻘梅市図書館資料収集基準
２ 基本姿勢
(３) 特殊な分野・領域に関するもので極めて専門性の高い資料あるいは高価な資料は、国立国会図書館、都
立図書館、他市区町村の公立図書館、大学図書館および類縁機関と連携・協力し、利用者への資料の提供を
図るものとする。ただし、地域資料および図書館として必要と認めた資料は、この限りでない。
４ 青梅市図書館の蔵書構成
(１) 中央図書館
エ 参考図書や地域資料は、積極的にそろえる。
５ 資料別収集基準
エ 参考図書
(エ) 青梅市の行政を支援するため、政府諸機関・地方公共団体およびその他の公的機関が発行する資料につ
いては、主要なものを収集する。
オ 地域資料
(ア) 青梅市に関する資料は、その形態にかかわらず、網羅的に収集する。なお、青梅市に関する資料とは、次
に掲げるものをいい、長期保存と情報発信に留意して収集する。
ａ 青梅市域に関する情報が記されているもの
ｂ 青梅市が発行しているもの
ｃ 青梅市民の作成した資料
ｄ 姉妹都市に関するもの
(イ) 東京都および市区町村に関する資料は、積極的に収集する。
(ウ) 東京都以外の地域資料は、青梅市に関係のある資料を積極的に収集する。
76 
 
 
市町村名 方針・基準名 本文抜粋
⻘海市 ⻘梅市図書館資料選定基準
３ 資料別選定基準
(５) 地域資料の選定基準
ア 図書・新聞・雑誌・行政資料・パンフレット・リーフレット・写真・地図など、多様な形態の資料を可能な限り選
定する。
イ 博物館的資料の収集については、博物館などの類縁機関との調整を図りながら選定する。古文書は市の郷
土博物館が収集しているので、内容を精査した上で慎重に選定する。
・青梅市
・青梅市について書かれた資料を積極的に選定する。
・青梅市に関する歴史・生活・自然・文化などの各分野について、網羅的に選定する。
・青梅マラソンや奥多摩駅伝など、青梅市で開催された行事について書かれた資料を選定する。
・青梅市が作成および発行する、統計書・要覧・目録・規則・名簿などの行政資料については、網羅的かつ継続
的に選定する。
・青梅市出身者および在住者が、著作または発行した資料は積極的に選定し、寄贈依頼にも留意する。
・青梅市ゆかりの人物の著作に留意して選定する。
・青梅市を題材としている資料については、地域資料のみでなく、一般書での利用も留意して選定する。
・青梅の地域生活に結びつく情報が掲載されている資料を選定する。
・青梅市に所在する教育機関・会社・諸団体が発行した資料・記録を選定する。
・青梅市に所在する国および東京都の機関またはこれに準ずる機関の発行した資料については、青梅市に関
連するものを選定する。
・多摩川について書かれた資料は、積極的に選定する。
・西多摩郡地区
・青梅市と密接な関わりを持つ地域なので、発行される資料には特に注意し、寄贈依頼にも留意する。
・統計書・要覧などの行政資料を積極的に選定する。
・歴史・生活・自然・文化などの各分野について書かれた資料を積極的に選定する。
・市町村、その外郭団体および文化財関係機関が発行した資料は、積極的に選定する。
・官公庁が発行した資料については、利用が見込まれるものを選定する。
・南多摩郡および北多摩郡地区
・統計書・要覧などの行政資料を中心に選定する。
・歴史・生活・自然・文化などの各分野については、調査研究に利用できる基本的な資料を選定する。
・市町村、その外郭団体および文化財関係機関が発行した資料は、できるかぎり選定する。また、当該外郭団
体の発行した資料は、利用が見込まれるものを選定する。
・官公庁が発行した資料については、利用が見込まれるものを選定する。
・三多摩地区全般
・行政資料を中心に、青梅市と他市町村の比較ができるような資料または行政の参考となる資料を積極的に選
定する。
・三多摩地区として共通して利用できる、歴史・地理・自然・文化などに関する資料を選定する。
・東京都全般
・行政資料を中心に、東京都全体の調査ができ、各地区との比較ができるような資料を選定する。
⻘海市 ⻘梅市図書館資料除籍基準
３ 除籍の対象外資料
次の資料は、原則として除籍の対象としない。
(１) 青梅市に関する地域資料
清瀬市 清瀬市立図書館資料収集方針
（収集資料の種類）
第３条　収集資料は、図書、新聞、雑誌、パンフレット、行政資料、郷土資料、視聴覚資料及び障害者資料その
他形態並びに媒体を問わず、必要な資料とする。
（資料別収集方針）
第５条　資料の種類別収集方針は、次の各号に掲げるとおりとする。
（３）行政・郷土資料
ア　郷土資料は、清瀬市を中心に、関連性のある地域及び近隣市の資料その他清瀬市に特に関係ある資料
を、必要に応じて収集する。
イ　行政資料は、清瀬市を中心に、関連性のある地域、近隣市、東京都及び多摩全域の資料その他清瀬市に
特に関係ある資料を、必要に応じて収集する。
ウ　パンフレットは、清瀬市発行のものを中心に、必要に応じて収集する。
国立市 くにたち図書館資料選定基準
地域・行政資料
市民の調査・研究のため、国立市の歴史･文化を伝えていくために地域・行政資料を収集する。国立市に関する
地域行政資料は網羅的に収集し、東京都及び多摩地域の資料についても必要に応じて収集する。
地域・行政資料は、地方自治体を設置する公共図書館において、最終的に責任を負わなければならないため、
積極的に収集する。
収集の基本的考え方
・ 原則として和書を収集する。
・ 新刊書は、特に多摩地域を主題にしたものを中心に収集する。
・ 古書は、武蔵国に関するものを収集する．
・ 一般資料としてすでに収集済みの資料でも、必要に応じて地域資料用に収集する。
・ 図書形態の資料のみでなく、パンフレット類も収集する。
・ 収集方法は寄贈が主である。
収集範囲
A 歴史資料・・・・・・
①谷保村、国立町の資料　②北多摩、南多摩、西多摩郡の資料　③区部の資料　④東京府以外の武蔵国の資
料
B 現代資料・・・・・・
a 行政資料　① 国立市の資料　② 多摩地域の各市町村の資料　③ 多摩全域の資料 　④ 東京都の資料　 ⑤
区部・島しょの資料 　⑥ その他
b 市民資料　① 市内民間団体の資料　 ②公刊されていて国立市、多摩、東京を扱った資料　 ③市民の著作
（国立市に関する記述のあるものが中心） ④国立市に関する逐次刊行物・新聞類　⑤国立市に関する広告類
⑥写真資料　⑦地図類　⑧その他
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市町村名 方針・基準名 本文抜粋
国立市 くにたち図書館資料除籍基準
４． 部門別除籍基準
４．１ 一般書
(１ 哲学)
① 安丸良夫（歴史学・宗教思想史）、小阪修平、長谷川宏の著作が除籍対象となったときは地域資料担当と協
議を行う。
(２ 歴史)
③戦争・平和（特に第二次世界大戦前後）関連は図書館が昔から力を入れてきた分野
であり、市の平和事業の際には資料提供しているため、原則除籍しない。（319.8も同様）国立市について記述
のあるものは地域資料に移管する
(３ 社会科学)
⑤国旗国歌問題を扱った資料が除籍対象となったときは、地域資料担当者に協議する。
４．２ 地域資料
（ア）原則として除籍しない。
（イ）汚破損資料であっても、再入手不可能な資料は除籍しない。
（ウ）その他個別条件は別に定める
小金井市
小金井市立図書館運営方針（改
訂版）
第３章 図書館サービス基本方針
２ 資料の構成方針
⑶ 地域・行政資料
 資料のなかでも、特に小金井市及び周辺の地域の歴史・行政等の資料については、後世に伝えるために、図
書館が資料を作成・編成・収集・保存し、市内の関係機関の中心的役割を果たすように努めていきます。
国分寺市 国分寺市立図書館資料選定事務取扱い基準
【資料の種類・範囲】
・図書資料（一般図書・児童図書・地域資料）
3.地域資料
(1)国分寺市に関わるすべてのこと（歴史・地誌・行政・自然科学・民俗・郷土人による著作物等）の調査・研究・
学習に応えられるように網羅的に収集する。
(2)一般的な印刷物を中心に収集するが、それ以外の形態についても可能な限り収集する。国分寺市に関する
事項で、まだ冊子として発行されていないものは、積極的に自館で資料を作成する。
(3)パンフレット・リーフレット・ポスターなどについても可能な限り収集に努める。
(4)国分寺市に関する調査・研究などを補っていくために周辺市の資料や多摩地区全体をおおった資料・東京都
資料等も一部収集する。
(5)一枚ものの地図は、適当な尺度で国土地理院のものを収集する。住宅地図は、国分寺市のものを収集す
る。
(6)収集した国分寺市に関する資料については、保存分の資料も確保して永久に図書館資料とする。
(7)地域資料担当館で選定し収集する。
国分寺市 国分寺市立図書館資料除籍事務取扱い基準
［2］ 図書館資料の定義
この基準でいう図書館資料とは、図書資料（一般図書・児童図書・地域資料）、雑誌、障害者サービス用資料
（声の図書・点字本等）及びAV資料をいう。
3. 不用資料
(5)除籍するにあたり、以下の資料について留意する。
c.地域資料
＊国分寺市に関する地域資料
（汚損・破損資料は他に同じ資料があれば差し替える）
小平市 小平市立図書館資料選定基準
（共通事項）
(8) 資料の選定は、資料選定基準に基づき、図書館職員で構成する選書会議で行い、中央図書館長が決定す
る。
選書会議は、資料の種類別に小平市立図書館全館の選書を行う。ただし、参考資料、地域資料及びハンディ
キャップサービス用資料については、選書会議に代えて中央図書館で選定する。
（地域資料）
市民の教養、調査研究、レクリエーション等に役立てるため、次の収集分担及び収集範囲に沿って収集する。
１ 収集分担
 多様な資料要求に応えるために、次のとおり資料形態別に収集する。
(1) 中央図書館
図書資料・行政資料・地図・古文書・広告及びチラシ・特別文庫・逐次刊行物・その他
(2) 喜平図書館
郷土写真
(3) 上宿図書館
定点写真・新聞記事の切り抜き
(4) 津田図書館
ポスター
(5) 大沼図書館
市内在住著作者資料
２ 地域資料分類表
図書資料、行政資料、地図及び逐次刊行物は地域資料分類表に沿って収集する。
地域資料分類表
A 総記 N 福祉厚生
B 歴史 O 教育
C P 文化施設
D 地理・文化財・伝記 Q 自然科学
E 民俗・宗教 R 土木・建築
F 議会・選挙 S 都市整備
G 行政 T 保健衛生・清掃
H U 公害・災害
I 財政 V 産業
J 経済 W 交通・通信
K 統計 X
L 社会・生活 Y 文学・芸術
M 労働 Z 特別コレクション
３ 図書資料、行政資料、地図及び逐次刊行物は次の範囲で収集する。
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小平市 図書館サ―ビス計画
２．基本方針
【小平市立図書館の基本方針】
②地域の情報拠点としての役割を果たすために、インターネットを活用したシステムの整備を行い、図書館ホー
ムページに行政・生活・健康・医療・就職・ビジネス・地域情報等のリンク集を構築し、地域資料のデジタル化を
推進する。
３．サービス計画
３）資料・情報の収集
 資料・情報の収集に当たっては、市民の高度化・多様化する要求に配慮して知的好奇心が満たされ、読書意
欲が触発される蔵書構成に努める。また、地域の図書館の責務として小平市の政策決定や行政事務に必要な
資料及び市民生活に役立つ行政資料や情報を積極的に収集する。
 このことを明確にするために先進事例に習って下記の課題に取り組み、その内容を公開する。
①資料収集方針の改定
②蔵書管理要綱の作成
６）地域資料サービス
 地域活性化のためには地域に対する理解が根源である。地域資料は、地域の歴史的な経過と特性、現状と課
題、将来展望と可能性等を探り見出すために欠かせない基礎的な資料であることを認識し、次のように積極的
に資料及び情報の充実に努める。また、小平に関する新聞記事・郷土写真・古文書・こどもきょうどしりょう等の
デジタル化を促進し、ホームページで情報発信を図り、行政情報や地域情報等を必要な部署に選択して提供す
るＳＤＩサービスの導入について研究する。
①地域資料（小平という地域について知るためのあらゆる資料及び情報）を積極的に収集し、必要に応じて索
引・目録等を整備すると共にデータベース化等も検討し活用する。
②小平市で発行した行政資料及び関連地域のものを積極的に収集整備する。
③小平に関する新聞記事の切り抜きと新聞記事データベース化を促進し、ホームページで記事の抄録が検索で
きるようにする。
④小平市の変遷や生活を同時代の目で記録する定点撮影を継続し、デジタル化を促進してホームページに小
平市写真ミュージアムを構築する。
⑤小平市の古文書を編集して史料集を刊行する。また、古文書目録及び御用留内容目録のデジタル化を促進
し、ホームページで公開する。
⑥こどもきょうどしりょうのデジタル化を促進し、ホームページで公開する。
⑦地域情報リンク集の充実を図る。
⑧行政情報や地域情報に関するリンク集の充実を図り、選択的情報提供サービスの導入について研究する。
小平市 小平市立図書館資料収集方針
（館別収集方針）
中央図書館、地区図書館及び分室はそれぞれの機能に応じて、体系的な蔵書を形成するよう、分担して効率的
に資料を収集する。
また、別表「小平市立図書館収集分担表」を適宜参考として収集する。
(1) 中央図書館は、小平市立図書館の中心館として、参考図書、地域資料その他市民の教養、調査研究に役
立つ資料を中心に幅広く収集する。また、地区図書館及び分室を補完する機能を担う。
（館別収集方針）
中央図書館、地区図書館及び分室はそれぞれの機能に応じて、体系的な蔵書を形成するよう、分担して効率的
に資料を収集する。
また、別表「小平市立図書館収集分担表」を適宜参考として収集する。
(1) 中央図書館は、小平市立図書館の中心館として、参考図書、地域資料その他市民の教養、調査研究に役
立つ資料を中心に幅広く収集する。また、地区図書館及び分室を補完する機能を担う。
（収集資料の種類）
(5) 地域資料
（資料種類別収集方針）
(5) 地域資料
市民の教養、調査研究、レクリエーション等に役立てるため、小平市に関連のある資料は形態ごとに網羅的に
収集する。多摩六都、多摩地域、東京都、隣接県及び
姉妹都市に関する資料は、適宜その優先順位に基づいて収集する。
狛江市 狛江市立図書館資料収集に関する基準
第５条　郷土資料及びそれに準ずる資料は，次に掲げる事項に留意し，収集するものとする。
(１)　狛江市に関する地域資料及び各年度の行政資料を幅広く収集すること。
狛江市 狛江市立図書館資料除籍に関する基準
第３条　要綱第３条各号に定める除籍対象資料についての除籍の基準は，次のとおりとする。
(２)　汚損及び破損が著しく修理不可能な資料
ウ　ア及びイのうち，保存が必要とされる個人全集や種々の全集，郷土資料等については，補修製本したうえで
保存すること。
狛江市 狛江市立図書館資料収集に関する要綱
（収集資料ごとの収集方針）
第４条　収集資料ごとの収集方針は，次の表に定めるとおりとする。
 印刷資料　地域・行政資料　
調査研究に資するような狛江市に関する地域資料及び行政資料を幅広く収集する。
狛江市 狛江市立図書館資料除籍に関する要綱
第３条
２　前項の規定にかかわらず，次に掲げる図書館資料については，原則として除籍しないものとする。
(１)　狛江市に関する郷土資料
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立川市 立川市第2次図書館基本計画
１ 資料収集方針に基づいた計画的な蔵書構成
（１）計画的な資料の収集・保存
利用者にとって魅力的で、必要とされる図書館であるために、資料の利用状況や市民のニーズ、社会動向を常
に敏感に把握し、幅広くかつさまざまなレベルに応じて資料の充実を図っていく必要があります。そのために一
般書、児童書、地域・行政資料、視聴覚資料など各資料群ごとに定期的に収集計画を見直し、適切に資料を収
集していきます。（中略）
4 地域・行政資料の計画的な収集・保存
市の財産である地域・行政資料の収集の網羅性を確保するとともに、誰もが活用できるように整理し、提供しま
す。
２ 図書館サービスの拡充
（5）デジタル情報サービスの充実
13 デジタルアーカイブ化の推進
地域・行政資料、貴重資料等のデジタルアーカイブ化に取り組み、積極的に情報発信できる基盤整備を進めま
す。来館が困難な潜在利用者への広報手段としても有効活用し、新たな利用者層の拡大へとつなげていきま
す。
立川市 立川市図書館資料収集基本方針 
２、基本方針
（６）市民が地域社会の一員として、地域の行政や文化に関する理解を深めることに役立つ資料収集を行う。特
に、立川市に関する資料は、すべて収集する。
３、資料別の収集方針
（４）地域行政資料 生活の基盤となる地域や行政の情報、生活情報だけでなく、その地域の歴史・文化・地理そ
して風俗や習慣に関する情報を収集する。
多摩市 多摩市立図書館の基本方針・運営
＜運営方針＞
３　（市民や地域に役立つ図書館）
暮らしや地域の課題解決、豊かな読書を支える情報拠点として、多様な資料や情報を収集・提供し、市民や地
域に役立つ図書館を目指します。また、多摩市と多摩市に関係する地域資料の活用を通じて、地域文化の継承
と新たな創造を支えます。
多摩市 多摩市立図書館資料収集要綱
（資料収集の種類）
第４条　収集する資料の種類は、次のとおりとする。
(４)　行政・郷土資料
（資料別収集方針）
第５条　資料の種類別収集方針は、次のとおりとする。
(４)　行政・郷土資料
ア　行政・郷土資料は、市民が地域について関心を持ち、又は地域の行政について知識を得るために必要な資
料を収集する。
イ　多摩市に関する資料は、図書、新聞、雑誌、パンフレット類、地図、その他視聴覚資料等を幅広く収集する。
ウ　東京都、近隣自治体、友好都市に関する資料は、基本資料、歴史的資料及び多摩市に関係ある資料を中
心に必要に応じて収集する。
調布市 平成３０年度 調布市立図書館事業計画
１ 方針
（5） 調査支援サービスの充実
市民の学習・調査活動への人的な個別支援に加えて，テーマ別調べ方案内，ホームページでの調査事例の公
開など ，市民が自身で資料や情報にアクセスできるよう多様な方法で支援する。また，地域資料収集・整理・
保存体制の確立を図 り，資料提供，調査支援機能の充実を図る。映画のまち調布と しての事業を推進するた
め 資料収集及び提供 ，展示等の充実を図る。
調布市 調布市立図書館資料の収集・保存・除籍に関する基本的方針
(2)　資料別方針
エ　地域資料
調布市立図書館は調布に関する専門図書館としての役割を持つ。そのため地域の資料の収集・保存を責任を
持って行う。
(ア)　郷土資料
調布を理解し、その文化を次の世代に継承するため、調布の歴史・自然・産業・文化の記録などを収集する。
(イ)　行政資料
市民が、市政に積極的に参加する助けとなり、また身近な生活情報を得るために、市の刊行物は網羅的に収集
する。東京都の資料は、基本的な資料を系統的に収集する。
(ウ)　学校資料
市内にある学校が発行している要覧・学校史・学校だより・紀要などを収集する。
(エ)　住民資料
調布にゆかりのある市民の著作や、それら市民の業績を記した資料などを、様々な入手方法を講じて収集する
ことを目指す。
⻄東京市 ⻄東京市図書館資料収集基準
第二 （資料別、対象別収集方針）
（２）地域資料
 市民の「自分が居住する地域」についての様々な調査・研究・学習の要求に対して、図書館が資料をもって応
えることは重要な責務の一つである。
 西東京市に関する資料については、それらを西東京市以外の機関に委ねることはできないことからも、印刷物
を中心に可能な限り収集する。
 また、隣接する行政自治体の資料及び東京都の資料も収集する。
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八王子市 八王子市図書館資料収集要綱
資料収集方針
（中略）
［ 資料の種類 ］
 次の資料を収集する。
 （中略）
 ３ 官公庁出版物
 ４ 郷土資料
［ 各館の収集内容 ］
 収集する資料数は、各館の面積や書架数等の状況に応じた量とする。
１ 中央図書館
(４)官公庁出版物
(５)郷土資料
○ 資料別収集方針
５ 官公庁出版物
 政府諸機関等公的機関が発行する資料については、主要なものを収集する。
６ 郷土資料
 郷土の歴史を後世に伝えるため、また、市民が郷土を知り研究するうえで必要な資料（八王子市に関する行政
資料も含む）を収集する。
［ 官公庁出版物 ］
１中央官庁、東京都及び多摩地域が発行した出版物は、主要なものは収集する。
２その他公的機関の出版物は、可能な範囲で収集する。
［ 郷土資料 ］
１ 八王子市に関するもの。
２ 資料の一部に八王子の記述があるもの。
３ 八王子周辺の地域に関するもの。
４ 行政資料で、八王子市に関する記述があるもの。
５ 八王子在住の著者及び出版地が八王子であるもの。
羽村市 図書館資料選定方針
1 本館
1 図書
1.3 地域資料
羽村市および羽村市に関係する資料や、羽村市在住の方の著作などを幅広く収集する。
東久留米市 今後の東久留米市立図書館の運営
１．今後目指すべき図書館像
（２）市政やまちづくりを支援する図書館
(中略）
・市政情報の提供の体制を整え、市民が利用できる資料を備え、行政資料のデータベース化を進める。
・市の施策を推進するため所管課への資料提供と情報支援を行う。また、市各所管事業との連携を行う。
（４）東久留米の歴史と文化を継承する図書館
・東久留米に関わる資料を収集してきたこれまでの成果を継続し、さらに東久留米市史の近代編編纂やまちの
歴史保存に寄与する事業を行う。
・「語ろう！東久留米」事業をはじめ、地域の歴史や文化に関わる市民活動や関係機関と連携した事業を発展さ
せる。
・情報収集力や調査能力を生かし、東久留米について調査し、情報を発信していく。
・歴史的公文書保存について、資料管理のノウハウを生かして協力していく。
Ⅳ 運営方法についての検討
２．指定管理者の導入
（６） 市の役割は、次の３点となる。
① 直営業務（地域資料・行政資料関係とハンディキャップサービス）
東久留米市 東久留米市立図書館資料選定基準
３ 地域資料
「東久留米市立図書館地域資料収集基準」に準じる。
４ 行政資料
東久留米市が刊行した発行物は、網羅的に収集する。なお、東久留米市の関連団体の発行物及び東京都、多
摩地域、２３区、島しょの自治体の発行物は選択的に収集する。また、政府刊行物は選択的に収集する。
東久留米市 東久留米市立図書館地域資料収集
（目的）
地域資料は、その地域の公共図書館が収集しなければ散逸してしまう可能性が高いため、東久留米市立図書
館として資料や情報を継続して収集、整理、保存していく必要がある。
この基準は、地域資料の収集について、必要な事項を定めることを目的とする。
（地域資料の地理的範囲）
東久留米市域（市政施行以前の当該地域を含む）及び多摩地域、東京都、隣接県（旧武蔵国のうち埼玉県、神
奈川県の一部）を地理的範囲とする。なお、地域間交流先である群馬県高崎市榛名地域も含むものとする。
（収集の範囲）
１ 東久留米市域に関する資料については網羅的に収集することを原則とする。
・東久留米の歴史、文化、地理、地誌、自然、産業等に関する資料
・東久留米に伝来する事柄（民話、伝記、ことば、風俗、習慣等）を取り扱った資料
・東久留米を舞台とする作品
・東久留米について記述のある資料
・東久留米市内の学校が発行した資料
・その他東久留米市域に関するもので、収集が必要と判断される資料
なお、行政資料のうち、上記の内容に該当する資料は地域資料として収集する。
２ 多摩地域、東京都、隣接県及び群馬県高崎市榛名地域に関する資料は、選択的に収集する。
・当該自治体等が発行した資料
・群馬県高崎市榛名地域についての資料
・その他主要な資料
（資料の種類）
・図書
・新聞
・雑誌
・地図
・パンフレット、リーフレット、チラシ、ポスター
・その他の形態の資料（写真・音声資料・映像資料・地域限定品等）
（留意事項）
 図書館で管理・保存することが可能なものを収集する。
印刷刊行資料を中心に収集し、古文書等の原資料については収集の対象としない。
 博物資料は収集しないが、必要に応じて郷土資料室と協議し、収集の対象とする。
（保存）
東久留米市域の地域資料は原則として複本で３部を収集し、１部を永年保存する。また、特に劣化しやすい資料
については保存方法に留意する。
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東久留米市 東久留米市立図書館資料収集方針
（収集資料）
３ 地域資料
４ 行政資料
（館別収集）
 中央図書館及び地区館は、市立図書館として一体的な蔵書構成とし、それぞれの機能に応じて資料の充実を
図る。
２ 地域資料は、中央図書館で収集し、保存する。
（資料収集・提供における留意事項）
１ 地域資料、基本的な児童図書及びその他利用頻度の高い資料は、必要に応じて複本を収集する。
日野市 日野市立図書館資料収集方針
 （収集資料の種類）
第４条
収集する資料の種類は次のとおりとする。
（３）地域資料
 （資料別収集方針）
第６条
資料の種類別収集方針は、次のとおりとする。
（３）地域資料
   ア 日野市に関する資料は、日野市発行資料、日野市在住・在勤・在学者等の著作物及び日野市に関する記
述がある図書・地図・雑誌・新聞・ポスター・パンフレット・リーフレット・ちらし・電磁的記録等の網羅的な収集を
目指す。
 イ 東京都および都内区市町村に関する資料は、計画書、財政資料、事務報告書、調査報告書、統計書、広報
紙、新聞記事等を積極的に収集する。
 ウ 日野市と近隣地域の歴史・地理・民俗・自然等に関する資料は、自治体史誌、図書、雑誌、リーフレット、地
図、新聞記事等幅広く収集する。日野市に関係の深い幕末から民権運動に及ぶ時代等の資料は、特に積極的
に収集する
日野市 第３次日野市立図書館基本計画
４ 平山図書館
■地域の情報センターとしての図書館
・地域資料の収集に努め、見やすく探しやすい棚づくりを行います。
・より多くの方の目に触れるよう、玄関ロビーやブラウジングコーナーでも、地域に関する情報発信を拡充しま
す。
７ 市政図書室
市政図書室は、日野市立図書館の地域・行政資料センターの役割を果たしています。歴史資料だけでなく、市
民、議員、市職員が地方行政を知るために、また、それぞれの活動や職務に必要とする図書、雑誌や他の自治
体の行政資料・情報を収集して提供します。
① 地域の特長
・市政図書室は市役所内にあり、ひの煉瓦ホール（日野市民会館）や日野中央公園と隣接しています。
・市政図書室は行政資料・地域資料を収集する図書館で他の地域館とはその性格が異なっています。
② 利用者の特徴
・地域資料や行政情報を求めて来館する方が多いです。
・年齢的には高齢者の利用が多いですが、ビジネスマンも多く来館します。
③めざすべき姿と具体的な取り組み
■わかりやすい市の施策の発信
・市民に市（各課）が取り組む施策をわかりやすく情報発信する窓口としての役割を果たすとともに、行政に関す
る資料・情報の収集、提供、レファレンスサービスを積極的に行います。
・平成 32 年（2020 年）に実施予定の市役所本庁舎免震改修工事に伴う市政図書室のリニューアルにより、資
料の探しやすい環境をつくります。
・利用頻度等に応じて地域資料を保管する書庫を分け、速やかに提供できるようにします。
・オンラインデータベースの充実と利用促進を進めます。
・姉妹都市であるレッドランズ市（アメリカ合衆国カリフォルニア州）や岩手県紫波町の資料収集・情報発信をして
いきます。
・公文書館的機能について、今後も総務課、郷土資料館等と連携し、協議を進めます。
また、郷土資料館、新選組のふるさと歴史館、生涯学習課文化財係と定期的な連絡会を設け、所蔵資料・情報
の共有、郷土誌フェア等の合同事業の連携を強化します。
・行政資料、地域資料の電子化を検討します。
■地域の情報を発信
・地域の歴史や見どころを紹介し、それに関して知りたいことがあるときにどのように資料を探したらよいかの手
引きを作成・配布します。また、子どもたちにも利用してもらえるよう、子ども向け地域資料の作成や展示等を行
います。
・地域の情報は市政図書室に集中していますが、今後他の地域館との役割分担を検討します。
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府中市 府中市立図書館資料選定基準
６ 地域資料
府中市域に関する資料を網羅的に選定する。また、多摩地区、東京都などに関する資料は必要に応じて選定す
る。
なお、資料の選定は、次の各事項により判断する。
（１）現在の府中市は、武蔵国の国府の所在地であったという歴史的経緯や、現在の多摩地区が、明治２６年以
前神奈川県に所属していたという行政的経緯を踏まえて、地域資料の地理的範囲を次のように設定する。な
お、第一地域の資料収集を重点的に選定するものとし、資料選定の優先順位の高い地域から順に次のとおりと
する。
ア 第一地域 府中市（旧府中町、多磨村、西府村）
イ 第二地域 多摩地区
ウ 第三地域 東京都
エ 第四地域 武蔵国、相模国
（２）第一地域に関する地域資料は、網羅的に選定することを原則とし、次のものを選定する。
ア 府中の歴史、地理、地誌、自然などを取り扱ったもの（研究、記録、統計、目録、索引、写真集など）。
イ 府中の人物、府中の事柄を取り扱ったもの。
ウ 府中に伝来する事柄を取り扱ったもの（説話、伝記、民話、ことば、風俗、習慣など）。
エ 府中を主要な舞台とするフィクション、ノンフィクション作品。
オ 市内の各機関の要覧、統計、報告、社史、団史、目録など。
カ 府中について記述されている雑誌、パンフレットなど。
（３）第二地域から第四地域に関する資料は、次のような資料を選定する。
ア 市史、区史の類
イ 歴史、民族、地理、地誌、自然に関する資料
ウ 文化財に関する資料
エ 各図書館、各博物館などの発行した地域資料目録
オ その他主要な資料
（４）選定に際しては、次の点に留意する。
ア 江戸時代などの時代研究については、選定の対象としない。
イ 印刷刊行資料を中心に選定し、古文書などの原資料については、選定の対象としない。
ウ 博物資料については、選定の対象としない。
エ 地図、写真集などについては、選定の対象とする。
オ 視聴覚資料は、内容を検討し選定する。
カ 必要に応じて複製物であっても選定する。また、複製も行う。
キ 高価本、豪華本、限定本を問わず可能な範囲で選定する。
ク 複本は、保存と活用を考慮し、可能な範囲で選定する。
７ 特別コレクション
府中地域に特に深い関わりをもつ「国府・国分寺」「けやき並木」「甲州街道」「馬」「多摩川」「府中市在住著者
資料」「大賀一郎博士・ハス」の資料を選定する。
なお、資料の選定は、次の各事項により判断する。
福生市 福生市立図書館基本計画
第２章 福生市立図書館の現状と課題
3 蔵書
課題
図書館は貴重な資料を保存し後世に伝えていく役割があります。市立図書館レベルでは、保存が充分に出来な
いので、都立図書館や他の市区町村図書館との相互貸借を進めて市民の資料要求に応えていく必要がありま
す。しかし地域資料や貴重書などは、除籍をせず、後世に伝えていかなげればならないので、蔵書の増加を考
慮していく必要があります。
５ 市民へのいろいろなサービス
現状
図書館では、福生市に関する資料、中でも横田基地や多摩川、玉川上水に関連する資料を重点的に収集して
います。また、福生市に関する新聞記事をクリッピングし、朝日新聞・読売新聞・毎日新聞・産経新聞・東京新聞
の多摩版を昭和 47 年７月から製本・保存しています。平成 23 年度からは資料のデジタル化を進め、一部を
ホームページ上に公開しています。
課題
地域資料の課題は、地域に関する資料を漏れなく収集し、保存すること、提供のためのシステムを構築すること
です。地域資料のデジタル化についても継続的に進める必要があります。
（５） 地域資料
現状
課題解決型サービスとは、地域の課題解決のために図書館が資料・情報を提供するとともに、関連する講演会
などを開催するサービスです。
中央図書館と武蔵野台図書館ではビジネスや仕事、わかぎり図書館では健康をテーマに決めてコーナーを設
置しています。テーマに沿った分野の資料を広く収集することにより、利用しやすい課題解決に役立つサービス
を目指しています。
課題
課題解決型サービスは、時代の変化に図書館が応えていくためのサービス方法の一つです。今後も社会が変
化するなかで、テーマの定期的な見直しが必要です。関係機関との連携や講演会などを含めた総合的な情報
提供を行うことが必要です。特に地域の図書館では、市民の生活に密着したコーナーの設置が望まれていま
す。
第３章 基本理念と基本目標に沿った運営方針
基 本 目 標
⑤ 地域資料の充実を図り、地域文化の継承と創造に寄与する図書館
【基本目標３】市民の課題解決に役立つ図書館
■ 情報通信技術を活用し、市民の課題解決に役立つ図書館を目指します
○ デジタル資料の充実
町田市 町田市立図書館資料収集方針
第８ 地域資料収集方針
町田を知り研究するうえで必要な資料を地域資料とする。具体的には、町田について書かれた資料、町田で印
刷・刊行された資料、町田市の行政資料、町田関係者・地元出版社の資料、町田に関わりの深い地域の資料を
いう。
※町田関係者とは、著述業者と大学以上の教職者を除く、町田出身・在住・在勤・在学者、及び町田地域に関
係のあった歴史上の人物とする。ただし、収集にあたっては、町田に関する記述がある資料を中心とする。
１ 収集する資料は、図書、雑誌、新聞、パンフレット、リーフレット、地図、ポスター、 視聴覚資料、写真、絵葉
書、古文書等とする。
２ 多摩地域、神奈川県の本市隣接市、東京都、区部、島嶼部に関しては、歴史、地理、民俗、統計及び要覧等
の基本的な資料を選択して収集する。
３ 主として町田地域に関する記述があるものや、町田市が発行した資料は、原則として２ 冊以上収集する。そ
の他の資料は１冊以上収集する。
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町田市 図書館事業計画（2013 年度〜2017 年度）
Ⅱ．図書館運営理念と目標
【運営理念Ⅲ】図書館は、市民文化の創造・発展に貢献します。
【説明】 図書館は、市民が余暇や趣味を充実させるための資料・情報を提供します。図書館を利用することに
よって、市民がさまざまな価値を生み出し、人生をより深く豊かにいきることを支援します。
図書館は、歴史的なものに限らず、文化や生活の記録を含む過去を保存する機能を持っています。図書館は、
市民が過去を紐解くことによって、新しい市民文化を創造することに貢献したいと考えています。そして、図書館
は、次の世代のために、市民の創造した文化を保存します。
【運営目標】
Ⅲ-１. 市民文化に寄与するあらゆる資料・情報の提供に努めます。
Ⅲ-２. 地域資料および地方行政資料・情報の収集と提供に力を尽くします。
Ⅲ-３. 市民文化とまちづくりに役立つ図書館をめざします。
Ⅲ-4. 市民の文化活動のための機会と場を提供します。
Ⅲ-5. 多文化共生社会の視点に立つ図書館活動を進めます。
Ⅲ-6. 図書館から新しい地域情報の発信に努めます。
三鷹市 三鷹市立図書館資料収集基準
９ 地域（みたか市民文庫を含む。）・行政資料
(1) 三鷹市に関する地域資料と各年度の行政資料を幅広く収集する。
(2) みたか市民文庫は、原則として三鷹市在住・在勤・在学の著述業を生業としない著者（物故者を含む。）の資
料を寄贈により収集する。
(3) 冊子（パンフレット・リーフレット等）については、国、東京都、三鷹市に関連する資料で発行者が公的機関で
あるものを対象に厳選し収集する。
(4) 電子出版や配信型の電子資料については、社会の動向等を考慮し、導入を別途検討する。
三鷹市 三鷹市立図書館資料収集方針
（収集資料の種類）
３ 収集する資料の種類は、次のとおりとする。
(3) 地域・行政資料・参考資料
（資料種類別収集方針）
４ 資料種類別収集方針は、次のとおりとする。
(3) 地域・行政資料
三鷹市に関する地域資料と行政資料を幅広く収集して調査研究に資する。また、冊子（パンフレット・リーフレット
等）については、国、東京都、三鷹市関係のものを厳選し収集する。
（各館の資料収集）
５ 各館は、その施設の規模、地域性及び館の機能に応じた蔵書構成に留意し、市立図書館全体としての体系
的な資料の充実を図る。各館の役割については次のとおりとする。
(1) 本館
イ 地域の情報拠点として分館で満たせないより高度な情報要求を満たせるような資料を収集する。また、図書
館網の中心として、読書環境の整備に資する資料を収集する。
(ｱ) 地域資料、行政資料、参考資料の収集
三鷹市 三鷹市立図書館の基本的運営方針
第３章 三鷹市立図書館の基本的運営方針
２ ４つの柱に係る事業
エ 地域資料及び行政資料の収集
地域で生活する市民の課題解決、調査研究を支援するため、地域資料及び行政資料を収集し、保存します。ま
た、収集し、保存している地域資料などは、広く市民
に公開するため、デジタル化を進めます。
武蔵野市
資料別収集方針
（平成２９年度「武蔵野市の図
書館」）
資料別収集方針
３ 郷土・行政資料
（１） 武蔵野市に関する資料は、図書、新聞、雑誌、パンフレット、写真、地図等可能な限り収集する。特に市の
行政資料は網羅的、継続的に収集する。
（２） 武蔵国､相模国に関する資料のうち武蔵野市に特に関係のある資料を中心に収集する。
（３） 東京都及び都内、区、市町村に関する資料は基本的資料（歴史、地理、統計書、要覧等）を収集する。
武蔵野市
児童図書資料収集方針
（平成２９年度「武蔵野市の図
書館」）
（ジャンル別収集方針）
５ 郷土資料
（１） 武蔵野市の地域学習に役立つ資料
（２） 子どもに、武蔵野市の歴史や市の様子について、興味をもたせるもの
（３） それらのことがらが、わかりやすくかかれているもの
武蔵野市 武蔵野市図書館基本計画
第４章 実施計画
4 地域の情報拠点としての情報の蓄積
① 多様な情報資料の蓄積
５) 郷土・行政資料
 武蔵野市立図書館では、地図、雑誌を始めとする地域情報資料や自治体の発行する行政資料等、そして地域
の歴史、民俗に関する出版物等を、収集、保存しています。一方で、市においては、公文書に加えて民俗資料
館機能を持つ施設の設置も検討しており、当該施設では、組織的活動の産物として発生する文書その他の記
録を収集対象と考えています。
今後、図書館においては、市民や上記のような市の関係機関と連携しながら、市民の利用に供することが出来
る刊行物を中心に、郷土・行政資料を網羅的に収集、保存していきます。また、市役所内に設置されている「市
政資料コーナー」の資料等、市の他の部門が保有する資料データとの統合を検討するなど、行政資料の検索の
効率化を図ります。
 また、子どもや郷土史の入門者を含めた幅広い利用者層に対して適切な郷土資料が少ないことから、市民の
生涯学習や学校での調べ学習等に活用出来る郷土資料を、図書館において作成し、整備を進めます。武蔵国、
江戸・東京関係資料を集めた「武蔵野文庫」についても、図書館の保有する貴重な資料として、ホームページに
目録を公開するなど、その情報の発信方法について検討するとともに、貴重な郷土資料については、デジタル化
やホームページでの公開等を検討するとともに、文化を楽しみながら学べるよう、ＮＨＫが持つ映像資料に加え、
地域の映像、写真等を、地域アーカイブシステムで提供していきます。
そのほか、地域の市民活動の情報資料や各館の地域特性に応じた資料の収集を進めます。
 中央図書館では、市民の著作を『市民文庫』として収集に努めていますが、書架を参考図書室に配置している
こともあり、市民に広く認知されているとは言えません。今後、貴重な市民の著作の活用を進めるため、収集方
法の見直しや市民へのＰＲを行います。
［34］郷土・行政資料の網羅的な収集　市民の利用に供することが出来る刊行物を中心に、郷土・行政資料を網
羅的に収集し保存していきます。
［35］行政資料の検索の効率化　市役所内に設置されている「市政資料コーナー」の資料データの統合の検討
を進め、行政資料の検索の効率化を図ります。
［36］幅広い利用者が利用可能な郷土資料の作成　子どもが調べ学習等で利用したり郷土史の入門者が生涯
学習で利用することが出来るような、様々な利用者が利用可能な郷土資料を作成し提供します。
［37］「武蔵野文庫」に関する情報発信
武蔵国、江戸・東京関係資料を集めた貴重な郷土資料である「武蔵野文庫」について、目録のホームページ上
での公開など、その情報発信方法を検討します。
［38］郷土資料に関する電子アーカイブの構築と提供
貴重な郷土資料のデジタル化やホームページによる公開を検討します。また、ＮＨＫがもつ映像資料に加えて、
地域の映像や写真を提供する地域アーカイブシステムを構築します。
［39］地域特性に応じた資料の収集
各館において、各館が立地する地域固有の文化や市民活動に関する資料など、地域特性を踏まえた資料を収
集・整備します。
［40］市民文庫の利用促進
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Ⅳ レファレンス事例の公開状況と調査件数 
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市
東
大
和
市
立
中
央
図
書
館
-
6
2
1
0
0
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市
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市
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し
21
府
中
市
府
中
市
立
図
書
館
5
-
4
1
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市
武
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市
立
図
書
館
-
46
46
46
2
0
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0
0
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0
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武
蔵
村
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市
武
蔵
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館
-
26
26
26
1
0
26
5
5
0
0
5
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摩
町
奥
多
摩
町
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図
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館
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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出
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日
の
出
町
立
図
書
館
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
29
瑞
穂
市
瑞
穂
市
図
書
館
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
30
檜
原
村
檜
原
村
立
図
書
館
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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総
計
65
9
88
2
72
6
64
9
50
32
68
3
19
3
14
9
8
8
15
2
53
1
41
行
政
情
報
事
例
作
成
日
地
域
情
報
＆
行
政
情
報
行
政
-地
域
地
域
-行
政
連
番
掲
載
場
所
図
書
館
名
市
区
町
村
抽
出
デ
ー
タ
総
数
地
域
情
報
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V レファレンス事例における回答資料の発行元 
 
 
VI レファレンス事例における主題分類の件数内訳 
 
 
VII レファレンス事例調査データ 
（表掲載は次頁より） 
 
地域情報 行政情報 総データ
行政 253 128 271
行政・民間 327 50 343
民間 98 15 107
資料不明・提供なし 5 2 5
合計 683 195 726
発行元 件数
地域情報 行政情報 総データ
0.総記 21 18 23
1.哲学 32 0 32
2.歴史 318 24 328
3.社会科学 187 147 227
4.自然科学 43 5 51
5.技術 60 25 55
6.産業 67 9 70
7.芸術 64 14 62
8.言語 2 1 2
9.文学 21 0 20
合計 815 243 870
件数NDC類目
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
西
東
京
市
1
2
0
1
8
/8
/7
田
無
小
学
校
校
庭
で
発
見
さ
れ
た
銃
刀
剣
類
に
つ
い
て
何
か
、
い
つ
、
だ
れ
が
埋
め
た
の
か
。
*2
1
0
*文
献
紹
介
以
上
の
資
料
、
証
言
か
ら
現
時
点
で
は
、
当
時
、
多
く
の
生
徒
『
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
(田
無
市
史
編
纂
資
料
寄
贈
・
複
写
個
別
資
料
(大
正
～
昭
和
)
行
政
自
○
○
西
東
京
市
2
2
0
1
4
/5
/3
介
護
施
設
数
の
推
移
を
一
覧
で
見
た
い
。
約
１
０
年
分
。
3
6
9
文
献
紹
介
「
日
本
統
計
年
鑑
20
14
」
に
介
護
保
険
施
設
数
の
統
計
有
。
「
日
本
統
計
年
鑑
20
14
」
行
政
自
○
西
東
京
市
3
2
0
1
3
/1
1
/2
日
本
の
外
交
と
労
働
問
題
の
つ
な
が
り
を
探
し
て
い
ま
す
！
論
文
で
扱
う
予
定
な
の
で
す
が
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
3
1
9
4
9
8
文
献
紹
介
質
問
者
の
調
査
の
役
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
下
記
資
料
、
H
P
、
『
厚
生
労
働
白
書
』
（
厚
生
労
働
省
編
）
西
東
京
市
で
は
、
20
01
年
版
か
ら
20
12
年
行
政
・
民
間
自
○
西
東
京
市
4
2
0
1
1
/1
0
/2
9
青
梅
の
御
岳
山
の
地
図
の
所
蔵
*2
9
1
文
献
紹
介
以
下
の
情
報
を
提
供
し
た
。
『
青
梅
を
歩
く
－
青
梅
市
文
化
『
青
梅
を
歩
く
－
青
梅
市
文
化
財
地
図
－
』
行
政
協
・
自
○
○
西
東
京
市
5
2
0
1
1
/9
/2
0
戦
後
以
降
の
東
京
の
多
摩
西
部
地
域
（
田
無
・
武
蔵
野
・
三
鷹
・
小
金
井
等
の
）
大
地
主
に
つ
い
て
、
農
地
解
放
に
よ
り
取
*6
1
1
.2
3
*2
1
0
文
献
紹
介
以
下
の
情
報
を
提
供
し
た
。
1
か
ら
７
ま
で
は
西
東
京
市
図
書
『
西
東
京
市
勢
要
覧
－
歴
史
を
礎
に
未
来
を
ひ
ら
く
西
東
京
－
平
成
23
年
(2
01
1)
』
　
西
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
6
2
0
1
1
/9
/1
2
西
東
京
市
図
書
館
設
置
条
例
の
最
新
内
容
3
1
8
0
1
1
文
献
紹
介
最
新
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
『
西
東
京
市
例
規
集
　
平
成
２
『
西
東
京
市
例
規
集
　
平
成
２
３
年
度
版
』
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
7
2
0
1
1
/8
/2
6
西
東
京
市
図
書
館
の
平
成
22
年
度
事
業
概
要
の
決
算
報
告
に
お
け
る
費
用
区
分
の
内
容
3
4
9
事
実
調
査
西
東
京
市
で
は
、
図
書
な
ど
の
資
料
費
は
「
需
用
費
」
の
中
の
『
西
東
京
市
図
書
館
の
事
業
概
要
　
平
成
22
年
度
』
西
東
京
市
中
央
図
書
館
　
20
11
.6
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
8
2
0
1
1
/8
/1
6
「
農
地
法
」
の
中
の
「
農
地
法
施
行
規
則
」
、
「
市
民
農
園
整
備
促
進
法
」
、
「
農
業
推
進
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
3
2
0
文
献
紹
介
『
現
行
日
本
法
規
　
43
　
農
業
（
1）
総
則
　
農
地
』
（
ぎ
ょ
『
現
行
日
本
法
規
　
43
　
農
業
（
1）
総
則
農
地
』
民
間
協
・
自
○
西
東
京
市
9
2
0
1
1
/7
/3
1
西
東
京
市
、
下
保
谷
地
域
の
意
外
性
の
あ
る
特
色
や
、
歴
史
的
地
理
に
つ
い
て
*2
9
1
*文
献
紹
介
以
下
の
情
報
を
お
伝
え
し
た
。
1　
西
東
京
市
に
関
し
て
1　
西
東
京
市
に
関
し
て
『
西
東
京
市
勢
要
覧
　
平
成
23
年
度
行
政
・
民
間
自
○
○
西
東
京
市
1
0
2
0
1
1
/7
/2
7
狂
犬
病
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
6
4
5
3
2
0
事
実
調
査
以
下
の
資
料
を
提
供
し
た
。
『
ペ
ッ
ト
六
法
　
法
令
篇
　
第
『
ペ
ッ
ト
六
法
　
法
令
篇
　
第
２
版
』
（
ペ
ッ
ト
六
法
編
集
委
員
会
編
　
誠
文
堂
新
民
間
自
○
西
東
京
市
1
1
2
0
1
0
/1
2
/1
3
西
東
京
市
内
の
小
中
学
校
で
使
っ
て
い
る
教
科
書
（
「
こ
く
ご
」
と
「
道
徳
」
）
は
、
谷
戸
図
書
館
に
所
蔵
が
有
る
か
3
7
5
文
献
紹
介
所
蔵
確
認
市
内
各
館
で
所
蔵
し
て
お
り
、
谷
戸
図
書
館
で
も
所
蔵
あ
り
、
『
こ
く
ご
ー
小
学
校
用
教
科
書
ー
平
成
21
年
度
用
　
一
年
上
』
『
同
上
　
下
』
民
間
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
1
2
2
0
1
0
/1
0
/9
各
地
方
自
治
体
の
合
併
前
・
合
併
後
の
歳
入
・
歳
出
の
変
化
を
調
べ
て
い
る
。
全
国
的
な
調
査
結
果
と
比
較
し
た
資
料
は
あ
る
3
1
8
事
実
調
査
参
考
ま
で
に
以
下
の
情
報
を
ご
紹
介
し
た
。
　
『
日
本
都
市
年
鑑
』
『
全
国
市
区
町
村
便
覧
－
は
や
し
ら
べ
！
平
成
の
大
合
併
－
』
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
○
○
○
西
東
京
市
1
3
2
0
1
0
/9
/1
7
西
東
京
市
中
央
図
書
館
の
児
童
室
で
利
用
者
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
知
り
た
い
。
*0
1
5
*事
実
調
査
児
童
コ
ー
ナ
ー
の
配
置
は
入
り
口
付
近
に
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
*資
料
提
供
は
な
し
。
職
員
の
説
明
に
よ
る
回
答
。
自
○
○
○
西
東
京
市
1
4
2
0
1
0
/9
/1
5
西
東
京
市
中
央
図
書
館
で
は
選
書
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
詳
し
く
知
り
た
い
。
特
に
、
児
童
書
の
選
書
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
*0
1
5
*事
実
調
査
各
館
か
ら
選
書
担
当
者
が
集
ま
り
、
毎
週
一
般
書
と
児
童
書
の
*資
料
提
供
は
な
し
。
職
員
の
説
明
に
よ
る
回
答
。
自
○
○
○
西
東
京
市
1
5
2
0
1
0
/9
/1
2
「
西
東
京
市
農
業
委
員
会
」
に
つ
い
て
構
成
や
役
割
、
活
動
に
つ
い
て
知
り
た
い
の
で
、
参
考
資
料
な
ど
教
え
て
ほ
し
い
。
3
1
8
文
献
紹
介
『
西
東
京
市
例
規
集
　
平
成
２
２
年
度
版
』
（
西
東
京
市
『
西
東
京
市
例
規
集
　
平
成
２
２
年
度
版
』
『
西
東
京
市
事
務
報
告
書
　
平
成
２
０
年
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
1
6
2
0
1
0
/9
/1
菅
平
の
特
産
品
（
野
菜
、
果
物
な
ど
の
農
作
物
、
名
物
）
・
菅
平
の
伝
統
な
ど
に
つ
い
て
6
0
2
2
9
1
事
実
調
査
特
産
品
と
し
て
は
、
工
芸
品
等
に
つ
い
て
は
情
報
が
見
出
せ
な
『
郷
土
資
料
事
典
　
２
０
　
長
野
県
』
『
移
動
教
室
の
し
お
り
－
田
無
市
立
菅
平
少
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
1
7
2
0
1
0
/8
/2
0
東
京
都
（
特
別
区
、
多
摩
地
区
各
市
町
村
）
で
の
図
書
館
で
使
用
す
る
年
間
図
書
購
入
費
の
時
系
列
推
移
（
過
去
数
年
分
）
を
0
1
0
.5
事
実
調
査
『
日
本
の
図
書
館
－
統
計
と
名
簿
－
』
日
本
図
書
館
協
会
刊
に
『
日
本
の
図
書
館
－
統
計
と
名
簿
－
』
日
本
図
書
館
協
会
刊
に
年
民
間
自
○
○
○
西
東
京
市
1
8
2
0
1
0
/6
/9
西
東
京
市
保
谷
駅
前
図
書
館
の
蔵
書
数
、
職
員
数
と
そ
の
う
ち
の
有
資
格
者
数
、
資
料
費
を
知
り
た
い
0
1
1
事
実
調
査
1　
保
谷
駅
前
図
書
館
の
蔵
書
数
は
総
計
79
,6
05
冊
、
う
ち
児
『
西
東
京
市
図
書
館
事
業
概
要
　
平
成
２
０
年
度
（
２
０
０
８
年
４
月
～
２
０
０
９
年
３
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
1
9
2
0
1
0
/6
/3
西
東
京
市
図
書
館
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。
事
業
概
要
等
で
そ
の
内
容
、
利
用
実
績
は
わ
か
0
1
5
事
実
調
査
利
用
者
数
は
52
人
、
内
訳
は
視
覚
障
害
者
42
人
、
肢
体
不
自
由
『
西
東
京
市
事
務
報
告
書
　
平
成
２
０
年
度
』
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
2
0
2
0
1
0
/6
/2
『
西
東
京
市
図
書
館
事
業
概
要
平
成
２
１
年
６
月
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
児
童
サ
ー
ビ
ス
」
の
詳
細
に
つ
い
て
0
1
5
事
実
調
査
「
９
・
児
童
サ
ー
ビ
ス
」
の
（
１
）
～
（
７
）
内
容
に
つ
い
『
西
東
京
市
図
書
館
事
業
概
要
平
成
２
１
年
６
月
』
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
2
1
2
0
1
0
/5
/2
1
１
９
６
５
年
～
１
９
７
５
年
頃
の
新
宿
の
街
並
み
、
特
に
淀
橋
浄
水
場
あ
た
り
の
写
真
7
4
8
文
献
紹
介
『
新
宿
の
１
世
紀
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
－
写
真
で
甦
る
新
宿
１
０
０
『
新
宿
の
１
世
紀
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
－
写
真
で
甦
る
新
宿
１
０
０
年
の
軌
跡
－
』
『
新
宿
－
民
間
協
・
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
8
6
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
西
東
京
市
2
2
2
0
1
0
/5
/1
7
西
東
京
図
書
館
が
生
涯
学
習
と
し
て
提
供
し
て
い
る
各
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
と
し
て
い
る
市
民
の
人
数
及
0
1
5
事
実
調
査
以
下
の
資
料
を
紹
介
し
た
。
『
西
東
京
市
図
書
館
事
業
概
要
『
西
東
京
市
図
書
館
事
業
概
要
　
平
成
２
０
年
度
（
２
０
０
８
年
４
月
～
２
０
０
９
年
３
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
2
3
2
0
1
0
/5
/1
2
『
２
１
年
西
東
京
市
図
書
館
事
業
概
要
』
の
資
料
を
入
手
し
た
い
が
、
ど
こ
に
頼
め
ば
い
い
の
か
？
0
1
5
事
実
調
査
6月
下
旬
か
ら
7月
初
旬
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
最
寄
の
図
※
資
料
発
行
前
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
2
4
2
0
1
0
/5
/6
愛
知
県
岡
崎
市
に
あ
る
浄
土
真
宗
大
谷
派
「
聖
法
寺
」
の
住
職
名
1
8
8
事
実
調
査
「
住
職
の
名
前
が
知
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
名
簿
・
名
『
日
本
寺
院
総
鑑
　
平
成
６
年
版
』
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
2
5
2
0
1
0
/3
/1
8
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
１
０
月
３
日
判
決
し
た
板
橋
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
騒
音
の
裁
判
判
例
に
つ
い
て
3
2
0
文
献
紹
介
こ
の
事
例
の
判
決
番
号
は
東
京
地
裁
17
（
ワ
）
第
24
74
3号
で
「
判
例
タ
イ
ム
ズ
」
20
08
年
5月
10
日
臨
時
増
刊
号
民
間
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
2
6
2
0
1
0
/3
/1
8
成
人
年
齢
を
１
８
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
新
聞
報
道
が
知
り
た
い
。
3
2
4
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
し
た
。
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
　
２
０
０
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
　
２
０
０
９
－
７
』
（
朝
日
新
聞
社
　
東
京
　
朝
日
新
聞
出
版
民
間
自
○
西
東
京
市
2
7
2
0
1
0
/2
/1
1
昭
和
３
５
年
法
律
第
１
４
号
「
不
動
産
登
記
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」
に
つ
い
て
、
登
記
簿
と
土
地
台
帳
が
一
元
化
3
2
0
事
実
調
査
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
官
報
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
法
な
（
w
eb
）
「
官
報
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
」
「
法
な
び
法
令
検
索
」
→
「
不
動
産
登
記
法
行
政
・
民
間
協
・
自
○
西
東
京
市
2
8
2
0
1
0
/1
/2
1
全
国
の
公
共
図
書
館
で
、
ど
の
く
ら
い
司
書
が
配
置
さ
れ
て
い
る
か
が
掲
載
さ
れ
た
資
料
を
探
し
て
い
る
。
司
書
の
い
な
い
図
0
1
0
事
実
調
査
『
日
本
の
図
書
館
－
統
計
と
名
簿
－
２
０
０
８
』
日
本
図
書
館
『
日
本
の
図
書
館
－
統
計
と
名
簿
－
２
０
０
８
』
民
間
協
・
自
○
西
東
京
市
2
9
2
0
0
9
/1
2
/2
公
立
昭
和
病
院
の
医
師
の
患
者
に
対
す
る
倫
理
要
項
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
4
9
8
事
実
調
査
自
館
所
蔵
資
料
に
は
該
当
が
無
か
っ
た
の
で
、
公
立
昭
和
病
院
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
3
0
2
0
0
9
/7
/1
9
昭
和
４
５
年
制
定
の
法
律
「
過
疎
法
」
に
つ
い
て
、
法
律
の
正
式
名
称
と
条
文
が
知
り
た
い
。
3
2
0
事
実
調
査
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
「
日
本
法
令
索
引
」
、
「
法
な
び
法
令
行
政
協
・
自
○
西
東
京
市
3
1
2
0
0
9
/6
/2
7
文
化
庁
の
事
業
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
の
予
算
と
方
針
3
7
3
7
0
9
事
実
調
査
都
立
図
書
館
協
力
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
よ
り
、
以
下
の
回
答
有
り
。
『
文
教
予
算
の
あ
ら
ま
し
；
平
成
9年
度
』
（
w
eb
)文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
行
政
協
・
自
○
西
東
京
市
3
2
2
0
0
9
/6
/3
0
調
布
市
の
昔
話
・
伝
承
物
語
の
子
供
向
け
（
五
歳
か
ら
十
歳
）
の
資
料
3
8
8
文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
し
た
。
『
子
ど
も
の
た
め
の
調
布
の
む
『
子
ど
も
の
た
め
の
調
布
の
む
か
し
ば
な
し
』
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
3
3
2
0
0
9
/6
/2
新
潟
県
三
条
市
の
伝
統
産
業
「
金
物
」
に
つ
い
て
の
歴
史
な
ど
2
9
1
7
5
1
文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
。
『
人
づ
く
り
風
土
記
－
全
国
の
伝
承
江
『
人
づ
く
り
風
土
記
－
全
国
の
伝
承
江
戸
時
代
　
聞
き
書
き
に
よ
る
知
恵
シ
リ
ー
ズ
－
１
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
3
4
2
0
0
9
/2
/1
0
西
東
京
市
に
は
日
本
語
教
室
が
９
団
体
あ
り
、
詳
し
い
資
料
が
図
書
館
に
あ
る
と
生
活
文
化
課
で
確
認
し
た
の
で
資
料
が
見
た
8
1
0
2
1
3
文
献
紹
介
『
外
国
人
向
け
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
（
東
京
都
　
20
04
年
）
に
「
西
東
京
市
日
本
語
教
室
案
内
」
が
あ
り
、
提
供
し
た
。
『
外
国
人
向
け
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
（
東
京
都
）
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
3
5
2
0
0
8
/7
/3
1
最
高
裁
に
お
け
る
公
文
書
に
つ
い
て
の
判
決
に
つ
い
て
3
2
0
.9
*文
献
紹
介
裁
判
所
の
H
P
に
よ
る
判
例
検
索
シ
ス
テ
ム
で
検
索
。
①
裁
判
所
の
H
P
に
よ
る
判
例
検
索
シ
ス
テ
ム
で
検
索
。
①
S
23
04
05
判
決
文
を
提
供
。
②
行
政
自
○
西
東
京
市
3
6
2
0
0
8
/3
/1
3
東
京
都
多
摩
地
域
の
七
福
神
め
ぐ
り
が
し
た
い
の
で
、
載
っ
て
い
る
本
を
探
し
て
欲
し
い
2
9
1
文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
。
『
東
京
近
郊
ご
利
益
散
歩
ガ
イ
ド
－
の
『
東
京
近
郊
ご
利
益
散
歩
ガ
イ
ド
－
の
ん
び
り
歩
こ
う
－
』
『
日
本
全
国
七
福
神
め
ぐ
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
3
7
2
0
0
7
/6
/1
2
東
京
音
頭
・
炭
坑
節
の
振
り
付
け
お
よ
び
、
太
鼓
の
楽
譜
が
欲
し
い
3
8
8
.9
*文
献
紹
介
『
夏
だ
！
祭
り
だ
！
踊
り
に
行
こ
う
』
（
東
京
音
頭
）
、
『
日
『
夏
だ
!祭
り
だ
!踊
り
に
行
こ
う
(N
H
K
趣
味
悠
々
)　
日
本
放
送
出
版
協
会
　
20
02
.6
』
民
間
自
○
○
西
東
京
市
3
8
2
0
0
7
/4
/1
4
西
東
京
市
立
青
嵐
中
学
校
の
青
嵐
と
い
う
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
1
3
3
7
2
事
実
調
査
『
学
校
要
覧
　
－
東
京
都
保
谷
市
立
青
嵐
中
学
校
－
　
平
成
６
『
学
校
要
覧
　
－
東
京
都
保
谷
市
立
青
嵐
中
学
校
－
　
平
成
６
年
度
』
行
政
協
・
自
○
○
西
東
京
市
3
9
2
0
0
7
/4
/1
5
岡
山
地
判
　
昭
和
３
５
年
８
月
２
３
日
の
判
例
を
見
た
い
。
（
境
界
標
設
置
の
承
諾
を
隣
地
所
有
者
に
裁
判
に
よ
っ
て
請
求
3
2
4
.2
*文
献
紹
介
境
界
標
の
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
書
籍
に
判
例
の
記
述
有
り
。
岡
山
地
判
　
昭
和
35
年
8月
23
日
の
判
例
は
判
例
集
「
下
級
裁
判
民
事
裁
判
例
集
1１
１
行
政
・
民
間
自
○
西
東
京
市
4
0
2
0
0
6
/8
/5
瑞
宝
双
光
章
は
ど
の
よ
う
な
人
に
与
え
ら
れ
る
勲
章
か
知
り
た
い
.
3
1
7
*事
実
調
査
「
内
閣
府
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
に
「
勲
章
の
授
与
基
準
」
日
本
の
勲
章
・
褒
章
h
tt
p
:/
/w
w
w
8
.c
a
o
.g
o
.j
p
/i
n
tr
o
/k
u
n
s
h
o
行
政
協
○
西
東
京
市
4
1
2
0
0
6
/8
/1
0
東
京
の
街
路
、
高
層
ビ
ル
、
街
の
風
景
に
つ
い
て
の
大
型
カ
ラ
ー
写
真
集
が
見
た
い
。
7
4
8
2
9
1
事
実
調
査
以
下
の
資
料
を
提
供
し
た
。
『
Ｄ
ｙ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
ｃ
　
Ｔ
ｏ
ｋ
『
D
yn
am
ic
 T
ok
yo
－
写
真
集
　
三
洋
証
券
19
90
』
民
間
協
○
○
西
東
京
市
4
2
2
0
0
6
/5
/2
1
西
東
京
市
中
央
図
書
館
の
入
り
口
に
あ
る
碑
、
釋
迢
空
「
田
無
の
道
」
の
出
典
、
建
立
の
経
緯
な
ど
2
9
1
9
1
1
文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
。
『
詩
碑
釋
迢
空
「
田
無
の
道
」
』
（
釋
『
詩
碑
釋
迢
空
「
田
無
の
道
」
』
『
多
摩
の
文
学
散
歩
』
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
8
7
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
西
東
京
市
4
3
2
0
0
6
/4
/4
ひ
ば
り
が
丘
団
地
の
写
真
と
資
料
2
9
1
文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
。
『
西
東
京
市
広
報
広
聴
課
所
有
写
真
ア
『
西
東
京
市
広
報
広
聴
課
所
有
写
真
ア
ル
バ
ム
』
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
4
4
2
0
0
5
/1
2
/3
多
摩
湖
自
転
車
道
に
つ
い
て
の
資
料
2
9
2
文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
し
た
。
『
東
京
多
摩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
『
東
京
多
摩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
－
多
摩
２
４
地
域
４
６
コ
ー
ス
－
』
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
4
5
2
0
0
5
/1
1
/1
9
保
谷
の
昔
の
献
立
・
粉
を
使
っ
た
食
べ
も
の
*3
8
2
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
。
『
保
谷
市
史
　
通
史
編
４
民
俗
』
　
保
『
保
谷
市
史
　
通
史
編
４
民
俗
』
　
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
 1
98
9）
、
『
保
谷
の
昔
行
政
・
民
間
自
○
○
西
東
京
市
4
6
2
0
0
5
/1
1
/1
3
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
な
ど
の
多
摩
六
都
の
ウ
オ
－
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
近
郊
散
歩
コ
ー
ス
の
紹
介
2
9
3
文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
し
た
。
『
み
ん
な
の
た
ま
ろ
く
学
習
帳
『
み
ん
な
の
た
ま
ろ
く
学
習
帳
－
多
摩
六
都
圏
域
ガ
イ
ド
－
』
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
4
7
2
0
0
5
/1
0
/2
6
新
川
が
谷
戸
小
学
校
の
近
く
で
切
れ
て
い
る
が
そ
の
後
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
？
*2
9
1
*文
献
紹
介
新
川
の
源
流
は
、
谷
戸
小
学
校
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
の
資
料
『
保
谷
市
史
　
通
史
編
　
２
』
（
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
19
88
）
Ｐ
36
～
43
、
ｐ
行
政
自
○
○
西
東
京
市
4
8
2
0
0
5
/6
/2
3
英
語
表
記
の
外
国
人
雇
用
案
内
か
、
英
語
で
受
付
対
応
が
で
き
る
外
国
人
職
業
案
内
所
を
教
え
て
欲
し
い
。
3
6
6
*文
献
紹
介
都
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
連
絡
先
を
情
報
提
供
。
本
庁
舎
、
電
話
東
京
外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
	20
09
年
2月
24
日
行
政
自
○
○
○
西
東
京
市
4
9
2
0
0
4
/6
/2
5
国
内
の
死
亡
人
数
と
死
亡
原
因
の
統
計
（
で
き
る
だ
け
詳
し
い
も
の
）
が
知
り
た
い
。
原
因
別
・
年
齢
別
・
年
ご
と
の
推
移
3
5
8
.1
*文
献
紹
介
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
を
情
報
提
供
。
『
人
『
W
IB
A
－
保
健
+
医
療
+
福
祉
の
現
代
用
語
－
20
01
年
版
』
　
日
本
医
療
企
画
　
20
01
.3
	
行
政
自
○
西
東
京
市
5
0
2
0
0
3
/1
2
/1
6
区
議
会
な
ど
各
議
会
ご
と
に
、
選
挙
の
供
託
金
の
金
額
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
3
1
4
.8
*文
献
紹
介
『
六
法
全
書
　
平
成
15
年
版
』
（
有
斐
閣
）
、
「
公
職
選
挙
法
『
六
法
全
書
　
平
成
15
年
版
』
（
有
斐
閣
）
『
図
解
選
挙
制
度
の
し
く
み
－
わ
か
り
や
す
行
政
・
民
間
自
○
西
東
京
市
5
1
2
0
0
3
/1
2
/4
尉
殿
神
社
の
祭
の
由
来
・
内
容
に
つ
い
て
*3
8
2
*文
献
紹
介
『
上
保
谷
の
民
俗
　
資
料
報
告
』
（
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
上
保
谷
の
民
俗
　
資
料
報
告
』
（
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
保
谷
市
 1
98
3）
、
『
尉
行
政
・
民
間
自
○
○
西
東
京
市
5
2
2
0
0
3
/7
/5
旧
保
谷
市
の
「
荒
屋
敷
」
の
地
名
の
由
来
2
1
3
2
9
1
.3
6
事
実
調
査
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
。
『
保
谷
を
知
る
』
（
小
林
光
太
『
保
谷
を
知
る
』
『
保
谷
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
『
保
谷
の
歴
史
』
『
武
蔵
保
谷
村
郷
土
資
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
5
3
2
0
0
2
/8
/1
3
甲
武
鉄
道
（
現
・
Ｊ
Ｒ
中
央
線
）
敷
設
反
対
運
動
に
つ
い
て
*3
1
8
.8
*文
献
紹
介
『
田
無
町
報
縮
刷
版
　
昭
和
３
０
年
１
１
月
－
昭
和
４
１
年
１
『
田
無
町
報
縮
刷
版
　
昭
和
３
０
年
１
１
月
－
昭
和
４
１
年
１
２
月
』
（
田
無
市
行
政
・
民
間
自
○
○
西
東
京
市
5
4
2
0
0
1
/1
2
/6
旧
田
無
市
・
旧
保
谷
市
に
お
い
て
「
馬
市
」
が
行
わ
れ
た
か
。
場
所
は
ど
こ
だ
っ
た
か
。
*2
1
0
*事
実
調
査
旧
保
谷
市
に
関
し
て
は
、
『
保
谷
市
史
　
通
史
編
　
４
』
（
保
『
保
谷
市
史
　
通
史
編
　
４
』
（
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
 1
98
9 
）
、
『
武
蔵
保
谷
村
行
政
・
民
間
自
○
○
西
東
京
市
5
5
2
0
0
1
/1
1
/9
西
東
京
市
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
。
*2
1
0
*文
献
紹
介
旧
田
無
市
に
つ
い
て
は
、
『
田
無
地
方
史
研
究
会
紀
要
　
１
『
田
無
地
方
史
研
究
会
紀
要
　
１
８
』
（
田
無
地
方
史
研
究
会
 1
99
8）
、
『
「
郷
土
行
政
・
民
間
自
○
○
西
東
京
市
5
6
2
0
0
0
/5
/1
5
江
戸
時
代
『
悪
水
』
と
呼
ば
れ
な
が
ら
『
石
神
井
川
』
と
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
か
知
り
た
い
。
*2
1
0
*事
実
調
査
「
田
無
村
畑
田
成
場
所
絵
図
」
（
田
無
村
名
主
下
田
半
十
郎
他
「
田
無
村
畑
田
成
場
所
絵
図
」
（
田
無
村
名
主
下
田
半
十
郎
他
２
名
　
品
川
県
役
所
行
政
・
民
間
自
○
○
西
東
京
市
5
7
2
0
0
0
/1
/8
西
武
池
袋
線
よ
り
北
の
河
川
で
あ
る
「
白
子
川
」
が
、
今
は
暗
渠
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
*2
9
1
*文
献
紹
介
『
白
子
川
を
知
っ
て
い
ま
す
か
－
水
辺
再
生
に
向
け
て
－
』
白
子
川
を
知
っ
て
い
ま
す
か
－
水
辺
再
生
に
向
け
て
－
』
（
白
子
川
汚
濁
対
策
協
議
会
編
行
政
・
民
間
自
○
○
西
東
京
市
5
8
1
9
9
9
/1
0
/1
4
昔
、
田
無
や
保
谷
の
中
を
走
っ
て
い
た
鉄
道
で
今
は
廃
線
と
な
っ
て
い
る
幻
の
鉄
道
に
つ
い
て
2
1
3
2
1
0
6
8
6
事
実
調
査
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
で
作
ら
れ
た
エ
ン
ジ
ン
を
田
無
工
場
「
多
摩
の
あ
ゆ
み
－
戦
時
下
の
多
摩
－
79
号
」
行
政
協
・
自
○
○
西
東
京
市
5
9
1
9
9
9
/9
/2
4
文
化
文
政
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
田
無
の
医
者
お
よ
び
近
辺
の
医
療
に
つ
い
て
の
資
料
・
文
献
2
1
3
4
9
8
資
料
紹
介
『
下
田
家
文
書
目
録
－
田
無
市
史
調
査
資
料
－
』
（
田
無
市
『
下
田
家
文
書
目
録
－
田
無
市
史
調
査
資
料
－
』
行
政
協
・
自
○
○
西
東
京
市
6
0
1
9
9
9
/1
/1
2
田
無
の
飛
地
が
、
現
在
の
住
所
の
ど
こ
に
あ
た
る
か
2
1
3
事
実
調
査
以
下
の
資
料
か
ら
、
飛
地
の
歴
史
的
な
存
在
を
確
認
。
現
在
の
『
た
な
し
の
歴
史
－
市
史
研
究
－
１
』
「
地
租
改
正
絵
図
」
『
田
畑
其
他
取
調
野
帳
－
字
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
6
1
1
9
9
8
/1
2
/9
養
老
畑
に
つ
い
て
、
１
　
養
老
畑
と
田
無
神
社
の
関
係
　
２
対
象
の
７
０
才
以
上
の
老
人
数
2
1
4
事
実
調
査
１
に
つ
い
て
　
田
無
村
名
主
・
下
田
半
兵
衛
は
、
嘉
永
7年
『
養
老
畑
作
徳
割
渡
帳
』
（
田
無
村
名
主
下
田
半
兵
衛
　
18
59
　
田
無
市
史
編
纂
資
料
下
行
政
協
・
自
○
○
西
東
京
市
6
2
1
9
9
8
/1
2
/2
稗
倉
（
穀
物
蔵
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
１
　
稗
倉
は
市
内
に
何
棟
あ
る
か
　
２
　
稗
倉
は
全
国
的
な
も
の
か
　
３
　
下
田
家
2
1
3
2
1
0
3
8
3
事
実
調
査
１
　
市
内
に
３
棟
残
っ
て
い
る
と
い
う
記
述
あ
り
。
下
田
富
宅
『
田
無
市
史
　
第
４
巻
』
（
田
無
市
19
94
）
行
政
協
・
自
○
○
西
東
京
市
6
3
1
9
9
8
/1
1
/1
3
田
無
市
に
保
存
さ
れ
て
い
る
下
田
家
屋
敷
の
建
築
学
的
調
査
記
録
2
1
3
文
献
紹
介
『
田
無
の
民
家
　
旧
下
田
名
主
役
宅
』
　
「
下
田
家
所
蔵
古
地
『
田
無
の
民
家
　
旧
下
田
名
主
役
宅
』
「
下
田
家
所
蔵
古
地
図
」
『
田
無
市
史
　
第
行
政
協
・
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
8
8
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
西
東
京
市
6
4
1
9
9
8
/7
/2
2
田
無
市
の
石
神
井
川
に
架
る
橋
の
名
前
と
そ
の
由
来
2
1
3
文
献
紹
介
提
供
資
料
：
『
石
神
井
川
に
か
か
る
無
名
橋
の
命
名
に
つ
い
石
神
井
川
に
か
か
る
無
名
橋
の
命
名
に
つ
い
て
』
（
田
無
市
史
編
纂
資
料
寄
贈
・
複
写
個
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
6
5
1
9
9
8
/7
/2
2
明
治
２
６
年
（
１
８
９
３
）
三
多
摩
移
管
時
の
町
村
数
3
1
8
事
実
調
査
『
明
治
期
三
多
摩
市
町
村
行
政
制
度
の
沿
革
』
、
『
水
道
問
題
『
明
治
期
三
多
摩
市
町
村
行
政
制
度
の
沿
革
』
、
『
水
道
問
題
と
三
多
摩
編
入
』
行
政
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
6
6
1
9
9
8
/6
/2
6
田
無
市
指
定
文
化
財
第
２
４
号
の
「
尉
殿
大
権
現
現
神
号
額
」
記
載
の
文
に
あ
る
「
神
仏
判
然
令
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
1
6
2
事
実
調
査
提
供
資
料
：
『
神
々
の
明
治
維
新
』
　
（
安
丸
良
夫
著
　
岩
波
『
神
々
の
明
治
維
新
』
　
（
安
丸
良
夫
著
岩
波
書
店
　
19
79
）
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
6
7
1
9
9
8
/6
/9
田
無
駅
前
交
通
広
場
に
あ
る
四
角
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
*3
1
8
事
実
調
査
田
無
の
「
田
」
の
字
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
シ
ン
ボ
ル
照
明
、
愛
『
た
な
し
市
報
縮
刷
版
　
Ｎ
ｏ
．
１
２
　
平
成
８
年
１
月
１
日
－
平
成
８
年
１
２
月
１
５
行
政
協
・
自
○
○
西
東
京
市
6
8
1
9
9
8
/6
/9
西
東
京
市
の
「
ふ
れ
あ
い
の
こ
み
ち
」
「
や
す
ら
ぎ
の
こ
み
ち
」
の
由
来
・
完
成
ま
で
の
経
緯
2
9
1
事
実
調
査
玉
川
上
水
の
分
水
で
あ
る
田
無
用
水
の
水
路
の
一
部
を
市
制
施
『
た
な
し
・
ほ
う
や
む
か
し
む
か
し
』
『
田
無
い
ま
・
む
か
し
－
行
政
編
－
７
』
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
6
9
1
9
9
8
/5
/1
2
「
田
無
」
と
い
う
地
名
の
由
来
・
語
源
2
1
3
事
実
調
査
「
田
無
」
の
語
源
に
つ
い
て
諸
説
有
り
。
「
田
の
無
い
」
「
棚
『
田
無
市
史
第
三
巻
通
史
編
』
（
田
無
市
編
19
95
）
　
『
田
無
市
教
育
百
年
史
』
（
田
無
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
7
0
1
9
9
8
/3
/1
7
「
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
ガ
ラ
ス
」
に
つ
い
て
、
保
谷
市
で
創
業
さ
れ
た
当
時
の
様
子
2
1
3
5
7
3
文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
提
供
。
『
保
谷
市
史
　
通
史
編
　
３
』
（
保
谷
『
保
谷
市
史
　
通
史
編
　
３
』
（
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
　
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
西
東
京
市
7
1
1
9
9
8
/1
/1
1
旧
制
の
中
学
が
現
在
の
高
校
に
、
旧
制
の
専
門
学
校
が
現
在
の
大
学
に
変
遷
し
て
い
る
が
、
個
々
の
名
称
と
、
改
変
の
年
月
を
3
7
3
*文
献
紹
介
学
校
の
沿
革
は
受
験
案
内
で
あ
る
程
度
わ
か
る
。
個
々
の
新
制
学
校
の
沿
革
は
受
験
案
内
で
あ
る
程
度
わ
か
る
。
個
々
の
新
制
名
行
政
自
○
西
東
京
市
7
2
1
9
9
7
/1
2
/9
自
治
体
の
「
社
会
教
育
委
員
」
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
 保
谷
市
の
「
社
会
教
育
委
員
」
の
選
出
方
法
は
、
連
記
式
だ
が
、
単
記
3
7
9
文
献
紹
介
「
雑
誌
記
事
索
引
／
人
文
・
社
会
編
１
９
８
０
－
１
９
８
４
」
「
雑
誌
記
事
索
引
／
人
文
・
社
会
編
１
９
８
０
－
１
９
８
４
」
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
○
西
東
京
市
7
3
1
9
8
8
/8
/1
3
日
の
出
処
分
場
に
つ
い
て
（
谷
戸
沢
、
二
ツ
塚
）
　
住
民
の
反
対
運
動
、
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
5
1
8
所
蔵
機
関
調
査
図
書
で
は
な
し
。
市
民
運
動
団
体
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙
な
ど
は
多
摩
自
館
所
蔵
な
し
。
多
摩
社
会
教
育
会
館
、
市
民
活
動
サ
ー
ビ
ス
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
○
あ
き
る
野
1
不
明
「
あ
き
る
」
の
語
源
は
？
*2
9
1
*事
実
調
査
　
川
（
秋
川
）
が
氾
濫
し
て
畔
（
あ
ぜ
）
を
破
壊
す
る
の
で
"
　
 ・
『
秋
川
市
史
』
　
０
６
－
２
１
３
－
ア
　
 ・
『
秋
川
市
地
名
考
』
　
０
６
－
２
９
１
行
政
自
○
○
あ
き
る
野
2
不
明
市
内
の
寺
社
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*1
8
5
*1
7
5
*文
献
紹
介
あ
き
る
野
市
に
は
歴
史
あ
る
神
社
、
仏
閣
、
文
化
財
な
ど
が
数
 ・
「
あ
き
る
野
市
文
化
財
マ
ッ
プ
」
　
０
６
－
７
０
９
－
ア
行
政
自
○
○
あ
き
る
野
3
不
明
あ
き
る
野
市
に
あ
っ
た
城
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*事
実
調
査
　
『
東
京
都
遺
跡
地
図
』
に
は
、
戸
倉
城
・
網
代
城
・
二
宮
 ・
『
東
京
都
遺
跡
地
図
』
 　
最
新
版
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
→
行
政
・
民
間
自
○
○
あ
き
る
野
4
不
明
市
内
の
農
村
歌
舞
伎
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
8
0
*事
実
調
査
　
現
在
、
公
演
を
行
っ
て
い
る
の
は
「
栗
沢
一
座
（
市
川
一
座
 ・
『
秋
川
歌
舞
伎
』
　
０
６
－
３
８
６
－
ア
　
 ・
『
秋
川
市
史
』
　
０
６
－
２
１
３
－
ア
行
政
自
○
○
あ
き
る
野
5
不
明
五
日
市
鉄
道
に
つ
い
て
知
り
た
い
*6
8
6
.5
2
*事
実
調
査
　
五
鉄
（
ご
て
つ
）
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
た
五
日
市
鉄
道
　
 ・
「
五
日
市
鉄
道
～
そ
の
開
業
当
時
と
現
在
の
変
遷
～
」
　
０
７
－
６
８
６
－
イ
行
政
・
民
間
自
○
○
あ
き
る
野
6
不
明
こ
の
頃
よ
く
見
か
け
る
「
森
っ
こ
サ
ン
ち
ゃ
ん
」
っ
て
何
で
す
か
？
*3
1
8
*事
実
調
査
環
境
都
市
あ
き
る
野
'の
実
現
に
向
け
た
あ
き
る
野
市
の
イ
メ
ー
　
 ・
『
あ
き
る
野
市
く
ら
し
の
便
利
帳
　
２
０
１
４
』
　
０
６
－
３
１
８
－
ア
行
政
自
○
○
あ
き
る
野
7
不
明
五
日
市
音
頭
が
で
き
た
年
と
作
詞
・
作
曲
・
歌
手
は
？
*7
6
7
.6
*事
実
調
査
　
現
在
、
五
日
市
音
頭
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
の
は
、
・
『
五
日
市
町
史
』
　
０
６
－
２
１
３
－
イ
　
 ・
『
五
日
市
の
百
年
』
　
０
６
－
２
１
３
行
政
自
○
○
あ
き
る
野
8
不
明
市
内
に
七
福
神
め
ぐ
り
コ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
か
？
*1
8
5
*文
献
紹
介
　
「
武
蔵
五
日
市
七
福
神
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
22
年
の
正
月
 ・
「
武
蔵
五
日
市
七
福
神
」
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
　
０
６
－
３
８
７
－
ム
行
政
・
民
間
自
○
○
あ
き
る
野
9
不
明
ど
ん
ど
焼
き
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
8
6
*事
実
調
査
　
ど
ん
ど
焼
き
は
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
小
正
月
（
１
　
【
あ
き
る
野
市
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
新
聞
記
事
検
索
】
行
政
・
民
間
自
○
○
あ
き
る
野
1
0
不
明
字
名
の
由
来
を
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
　
あ
き
る
野
市
は
平
成
７
年
に
秋
川
市
と
五
日
市
町
が
合
併
し
 ・
『
五
日
市
町
の
古
道
と
地
名
』
　
０
６
－
２
９
１
－
イ
行
政
自
○
○
あ
き
る
野
1
1
不
明
あ
き
る
野
市
内
の
動
物
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*4
8
0
*文
献
紹
介
　
比
較
的
新
し
い
資
料
と
し
て
は
、
平
成
２
１
年
度
～
２
３
年
・
あ
き
る
野
市
自
然
環
境
調
査
報
告
書
　
０
６
-５
１
９
-ア
　
（
哺
乳
類
・
両
生
類
・
鳥
行
政
・
民
間
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
8
9
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
あ
き
る
野
1
2
不
明
あ
き
る
野
市
内
の
図
書
館
の
利
用
状
況
を
知
り
た
い
*0
1
5
*文
献
紹
介
　
図
書
館
で
は
、
毎
年
度
図
書
館
事
業
の
報
告
書
を
作
成
し
、
『
あ
き
る
野
市
図
書
館
事
業
報
告
書
』
行
政
自
○
○
○
稲
城
市
1
不
明
稲
城
の
「
迅
速
図
」
が
載
っ
て
い
る
本
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
*2
9
1
*文
献
紹
介
「
迅
速
図
」
と
は
、
正
式
に
は
「
迅
速
測
図
(じ
ん
そ
く
そ
く
『
写
真
で
見
る
稲
城
今
昔
』
(請
求
記
号
：
K
21
/イ
)
行
政
自
○
○
稲
城
市
2
不
明
以
前
新
聞
で
読
ん
だ
、
稲
城
で
起
こ
っ
た
傷
害
事
件
の
記
事
を
、
も
う
一
度
読
み
た
い
。
*2
1
0
*文
献
紹
介
ご
記
憶
に
あ
っ
た
新
聞
の
発
行
日
を
も
と
に
、
該
当
日
の
『
新
『
新
聞
月
報
い
な
ぎ
版
』
（
図
書
室
作
成
新
聞
記
事
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
）
民
間
自
○
○
稲
城
市
3
不
明
稲
城
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。
*2
9
1
*事
実
調
査
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
(請
求
記
号
：
R
29
1.
0/
カ
)に
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
『
稲
城
町
史
』
『
稲
城
市
の
地
名
と
旧
道
』
行
政
・
民
間
自
○
○
稲
城
市
4
不
明
多
摩
川
に
は
ど
ん
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
か
？
*4
8
0
*文
献
紹
介
『
水
辺
を
歩
こ
う
　
多
摩
川
』
(請
求
記
号
：
T
80
/カ
)内
に
、
『
水
辺
を
歩
こ
う
　
多
摩
川
』
『
多
摩
川
の
自
然
シ
リ
ー
ズ
』
『
多
摩
川
の
野
鳥
』
『
多
民
間
自
○
○
稲
城
市
5
不
明
明
治
時
代
の
東
京
の
地
図
が
見
た
い
。
*2
9
1
*文
献
紹
介
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
前
の
地
図
架
に
大
型
本
『
5千
分
『
5千
分
の
一
　
江
戸
-東
京
市
街
地
図
集
成
(1
)(
2)
』
『
明
治
の
東
京
～
江
戸
か
ら
東
京
民
間
自
○
○
稲
城
市
6
不
明
稲
城
市
の
都
市
計
画
の
状
況
を
知
り
た
い
。
*5
1
8
.8
*文
献
紹
介
『
稲
城
市
都
市
計
画
図
（
稲
城
市
）
』
(請
求
記
号
：
K
50
/イ
)
『
稲
城
市
都
市
計
画
図
（
稲
城
市
）
』
行
政
自
○
○
○
稲
城
市
7
不
明
稲
城
の
歴
史
の
流
れ
に
関
す
る
資
料
を
読
み
た
い
。
*2
1
0
*文
献
紹
介
『
稲
城
市
史
』
『
写
真
で
見
る
稲
城
今
昔
』
『
稲
城
の
あ
ゆ
『
稲
城
市
史
』
『
写
真
で
見
る
稲
城
今
昔
』
『
稲
城
の
あ
ゆ
み
』
行
政
自
○
○
稲
城
市
8
不
明
稲
城
の
昔
話
が
載
っ
て
い
る
も
の
が
見
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
あ
り
ま
す
か
？
*3
8
8
*文
献
紹
介
稲
城
の
昔
話
が
載
っ
て
い
る
本
は
『
坂
浜
と
平
尾
の
民
話
』
『
坂
浜
と
平
尾
の
民
話
』
『
ひ
ら
お
の
民
話
』
行
政
自
○
○
稲
城
市
9
不
明
城
山
公
園
っ
て
言
う
け
ど
、
ホ
ン
ト
に
お
城
が
あ
っ
た
の
？
*2
9
1
*文
献
紹
介
『
稲
城
市
の
地
名
と
旧
道
』
(請
求
記
号
:K
28
/イ
)の
中
『
稲
城
市
の
地
名
と
旧
道
』
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
『
稲
城
市
史
』
『
稲
城
市
の
文
化
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
1
不
明
 国
分
寺
の
昔
の
柄
(え
)鏡
(か
が
み
)型
住
居
に
つ
い
て
知
り
た
い
の
で
す
が
*3
8
2
*事
実
調
査
手
で
持
つ
こ
と
が
で
き
る
柄
の
つ
い
た
鏡
の
よ
う
な
形
を
し
た
『
大
昔
の
国
分
寺
』
『
ふ
る
さ
と
国
分
寺
の
あ
ゆ
み
平
成
19
年
改
訂
』
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
2
不
明
 市
役
所
の
裏
に
、
玉
川
上
水
の
分
水
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
載
っ
て
い
る
資
料
は
あ
り
ま
す
か
？
*2
9
1
*文
献
紹
介
『
国
分
寺
市
の
民
俗
 ６
』
（
国
分
寺
市
教
育
委
員
会
 1
99
7
『
国
分
寺
市
の
民
俗
 ６
』
『
地
形
圖
 青
梅
五
万
分
一
』
『
北
多
摩
郡
国
分
寺
町
全
図
行
政
・
民
間
自
○
○
国
分
寺
市
3
不
明
玉
川
上
水
に
つ
い
て
調
べ
た
い
の
で
す
が
（
小
学
生
）
*2
9
1
*文
献
紹
介
『
江
戸
に
水
が
や
っ
て
き
た
』
(岩
崎
書
店
19
82
年
)
『
江
戸
に
水
が
や
っ
て
き
た
』
『
玉
川
上
水
と
分
水
　
新
訂
増
補
版
』
行
政
・
民
間
自
○
○
国
分
寺
市
4
不
明
江
戸
時
代
の
国
分
寺
村
の
人
口
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
*3
3
4
.2
*文
献
紹
介
『
国
分
寺
市
史
　
上
巻
』
（
国
分
寺
市
19
86
年
）
Ｐ
33
0-
33
2
『
国
分
寺
市
史
　
上
巻
』
『
国
分
寺
市
の
今
昔
』
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
5
不
明
大
正
10
年
～
14
年
の
国
分
寺
の
人
口
が
分
か
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？
*3
3
4
.2
*文
献
紹
介
大
正
14
年
の
国
分
寺
市
の
人
口
に
つ
い
て
は
『
国
分
寺
市
史
『
国
分
寺
市
史
　
上
巻
』
民
俗
資
料
室
（
ふ
る
さ
と
文
化
財
課
）
所
蔵
『
事
務
報
告
書
』
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
6
不
明
 国
分
寺
市
に
伝
わ
る
昔
話
が
読
ん
で
み
た
い
の
で
す
が
*3
8
8
*文
献
紹
介
国
分
寺
市
観
光
協
会
が
発
行
し
て
い
る
『
武
蔵
こ
く
ぶ
ん
じ
む
『
武
蔵
こ
く
ぶ
ん
じ
む
か
し
む
か
し
』
『
こ
く
ぶ
ん
じ
む
か
し
む
か
し
』
『
こ
く
ぶ
ん
じ
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
7
不
明
本
多
の
周
辺
が
載
っ
て
い
る
、
迅
速
地
図
（
じ
ん
そ
く
ち
ず
）
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
*2
9
1
*文
献
紹
介
迅
速
地
図
と
は
、
日
本
に
お
い
て
明
治
時
代
初
期
か
ら
中
期
に
『
明
治
前
期
測
量
２
万
分
１
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地
図
　
東
京
９
　
東
京
都
多
摩
市
・
府
中
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
8
不
明
西
国
分
寺
駅
近
く
の
府
中
街
道
を
横
切
る
路
線
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
な
ん
と
い
う
路
線
で
し
ょ
う
か
？
 ま
た
そ
の
関
係
の
*6
8
6
.5
2
*文
献
紹
介
昭
和
48
年
に
武
蔵
野
線
が
開
業
し
た
際
に
廃
止
さ
れ
た
日
本
国
『
多
摩
幻
の
鉄
道
廃
線
を
行
く
』
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
　
88
号
』
『
新
廃
線
紀
行
』
行
政
・
民
間
自
○
○
○
国
分
寺
市
9
不
明
エ
ッ
ク
ス
山
は
何
故
こ
の
名
前
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
*2
9
1
*事
実
調
査
エ
ッ
ク
ス
山
近
く
の
日
吉
町
4
丁
目
の
信
号
位
置
に
古
道
が
『
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
エ
ッ
ク
ス
山
の
植
物
た
ち
』
民
間
自
○
○
国
分
寺
市
1
0
不
明
国
分
寺
市
の
歴
代
の
市
長
の
名
前
と
就
任
期
間
を
知
り
た
い
の
で
す
が
*3
1
8
*文
献
紹
介
『
国
分
寺
市
の
今
昔
』
（
国
分
寺
市
教
育
委
員
会
20
15
年
）
の
『
国
分
寺
市
の
今
昔
』
行
政
自
○
○
○
国
分
寺
市
1
1
不
明
国
分
寺
で
の
関
東
大
震
災
の
被
害
状
況
が
分
か
る
資
料
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
*2
1
0
*文
献
紹
介
国
分
寺
村
で
の
死
傷
者
な
ど
の
人
的
被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
『
国
分
寺
市
史
　
下
巻
』
行
政
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
0
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
国
分
寺
市
1
2
不
明
殿
ケ
谷
戸
庭
園
の
“殿
ケ
谷
戸
”の
地
名
の
由
来
は
？
*2
9
1
*事
実
調
査
現
在
の
南
町
二
丁
目
の
大
部
分
が
小
字
“殿
ケ
谷
戸
”に
あ
た
り
『
地
名
か
ら
見
る
国
分
寺
の
歴
史
』
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
1
3
不
明
本
多
図
書
館
の
近
く
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
工
場
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
そ
の
名
称
と
場
所
を
知
り
た
い
の
で
す
が
*2
1
0
*事
実
調
査
昭
和
40
年
頃
に
現
在
の
オ
ー
ケ
ー
ス
ト
ア
（
本
多
２
－
３
－
『
わ
た
し
た
ち
の
国
分
寺
』
民
間
自
○
○
国
分
寺
市
1
4
不
明
国
分
寺
で
起
き
た
過
去
の
火
災
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
*3
6
9
.3
*文
献
紹
介
『
半
世
紀
の
あ
ゆ
み
』
（
国
分
寺
消
防
署
開
署
50
周
年
記
念
事
『
半
世
紀
の
あ
ゆ
み
』
（
国
分
寺
消
防
署
開
署
50
周
年
記
念
事
19
98
年
）
行
政
自
○
○
○
国
分
寺
市
1
5
不
明
国
分
寺
は
宇
宙
開
発
発
祥
の
地
と
聞
い
た
の
で
す
が
そ
れ
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
本
は
あ
り
ま
す
か
？
*2
1
0
*文
献
紹
介
昭
和
30
年
に
日
本
発
の
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
実
験
が
市
内
（
本
『
国
分
寺
市
史
　
下
巻
』
（
国
分
寺
市
19
91
年
）
Ｐ
45
～
Ｐ
46
行
政
・
民
間
自
○
○
国
分
寺
市
1
6
不
明
“姿
見
の
池
”に
つ
い
て
（
池
の
水
の
歴
史
・
伝
説
等
）
調
べ
た
い
。
*2
9
1
*事
実
調
査
“姿
見
の
池
”（
西
恋
ヶ
窪
１
丁
目
８
番
）
は
、
鎌
倉
街
道
中
道
『
国
分
寺
市
史
　
中
巻
』
（
国
分
寺
市
19
90
年
）
Ｐ
59
4
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
1
7
不
明
 “
真
姿
の
池
”に
つ
い
て
（
池
の
水
の
歴
史
・
伝
説
等
）
調
べ
た
い
。
*2
9
1
*事
実
調
査
“真
姿
の
池
”（
西
元
町
１
丁
目
13
番
）
に
つ
い
て
は
、
“ら
い
『
国
分
寺
市
史
　
中
巻
』
（
国
分
寺
市
19
90
年
）
Ｐ
59
4-
59
6
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
1
8
不
明
国
分
寺
市
の
町
名
の
由
来
を
調
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。
*2
9
1
*文
献
紹
介
『
時
は
流
れ
て
』
（
国
分
寺
市
19
97
年
）
P
27
-3
1で
調
べ
る
『
時
は
流
れ
て
』
（
国
分
寺
市
19
97
年
）
P
2
7
-3
1
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
1
9
不
明
国
分
寺
市
に
住
ん
で
い
た
信
時
潔
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
『
信
時
潔
』
（
新
保
祐
司
著
・
構
想
社
20
05
年
）
や
『
バ
ッ
ハ
『
信
時
潔
』
（
新
保
祐
司
著
・
構
想
社
20
05
年
）
行
政
・
民
間
自
○
○
国
分
寺
市
2
0
不
明
殿
ケ
谷
戸
庭
園
に
つ
い
て
子
ど
も
（
小
学
生
）
が
調
べ
て
い
る
の
で
す
が
,子
ど
も
が
読
め
る
資
料
は
あ
り
ま
す
か
？
*5
1
8
.8
*文
献
紹
介
『
よ
く
わ
か
る
殿
ケ
谷
戸
庭
園
』
（
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
サ
ー
ビ
『
よ
く
わ
か
る
殿
ケ
谷
戸
庭
園
』
（
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 2
01
5）
行
政
自
○
○
国
分
寺
市
2
1
不
明
国
分
寺
街
道
の
沿
革
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
『
東
京
の
道
事
典
』
（
吉
田
之
彦
他
編
・
東
京
堂
出
版
の
13
『
東
京
の
道
事
典
』
吉
田
之
彦
他
編
・
東
京
堂
出
版
p
.1
3『
国
分
寺
市
の
今
昔
』
p
.3
6
行
政
・
民
間
自
○
○
国
分
寺
市
2
2
不
明
甲
武
鉄
道
が
明
治
２
２
年
に
開
通
し
た
当
時
の
国
分
寺
か
ら
新
宿
ま
で
の
運
賃
と
所
要
時
間
を
知
り
た
い
*6
8
6
.5
2
*2
1
0
*事
実
調
査
『
京
王
電
車
の
開
通
と
府
中
駅
』
（
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
『
京
王
電
車
の
開
通
と
府
中
駅
』
（
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
20
16
年
）
ｐ
.９
民
間
自
○
○
○
小
平
市
1
不
明
玉
川
上
水
の
生
物
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*4
8
0
*4
7
0
*文
献
紹
介
小
平
市
内
で
は
、
野
鳥
82
種
、
野
草
41
8種
、
樹
木
22
1種
、
1『
み
ん
な
で
し
ら
べ
た
こ
だ
い
ら
の
野
鳥
』
	Q
6/
10
	p
85
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
2
不
明
「
た
か
ら
道
」
の
由
来
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
9
1
*事
実
調
査
青
梅
街
道
の
南
側
に
あ
り
、
各
家
の
庭
先
を
結
ん
で
い
た
道
1	『
小
平
ち
ょ
っ
と
昔
』
	E
5/
10
	P
21
,2
2
2	『
小
川
四
番
の
女
た
ち
II
』
	E
3/
10
	p
15
,8
0
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
3
不
明
「
た
ぬ
き
掘
り
」
の
由
来
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
9
1
*事
実
調
査
新
堀
用
水
の
上
流
に
見
ら
れ
、
「
ほ
っ
こ
ぬ
き
」
「
胎
内
掘
1	『
玉
川
上
水
 水
と
緑
と
人
間
の
賛
歌
』
	Z
1/
00
	p
48
「
胎
内
掘
り
」
民
間
自
○
○
小
平
市
4
不
明
箱
根
土
地
会
社
に
よ
る
小
平
の
開
発
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*5
1
8
.8
*事
実
調
査
大
正
12
年
9月
1日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
後
の
住
宅
難
の
解
1	『
小
平
市
三
十
年
史
』
	B
1/
10
	
2	『
国
立
市
史
下
巻
』
	B
1/
23
	
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
5
不
明
府
中
街
道
沿
い
の
久
右
衛
門
橋
付
近
の
船
溜
ま
り
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
9
1
*事
実
調
査
船
溜
ま
り
と
は
、
玉
川
上
水
に
船
が
通
っ
て
い
た
こ
ろ
の
船
着
1	『
多
摩
東
京
移
管
前
史
資
料
展
図
録
』
	G
1/
10
	P
15
～
行
政
・
民
間
自
○
○
○
小
平
市
6
不
明
小
平
で
歴
史
的
に
著
名
な
外
国
人
ハ
ン
ス
・
ハ
ン
タ
ー
と
は
？
*2
8
9
*事
実
調
査
ハ
ン
ス
・
ハ
ン
タ
ー
(英
籍
)＝
範
多
範
三
郎
(日
本
籍
)。
父
が
1	『
小
平
市
三
十
年
史
』
	B
1/
10
	p
18
5～
18
6
2	『
日
光
鱒
釣
紳
士
物
語
』
	D
7/
90
	
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
7
不
明
小
平
市
内
に
ま
い
ま
い
ず
井
戸
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
が
？
*2
9
1
*事
実
調
査
ま
い
ま
い
ず
井
戸
は
別
名
「
す
り
鉢
井
戸
」
と
も
い
わ
れ
、
さ
1	『
こ
だ
い
ら
の
文
化
財
み
て
歩
き
』
	D
7
/1
0
	p
1
1
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
8
不
明
小
平
の
月
平
均
気
温
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*4
5
1
*文
献
紹
介
小
平
市
発
行
の
「
統
計
書
」
1
自
然
条
件
、
2気
象
の
ペ
ー
ジ
1	『
小
平
市
統
計
書
』
	K
1/
10
行
政
自
○
○
小
平
市
9
不
明
小
平
の
街
道
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*6
8
1
.8
*事
実
調
査
古
い
街
道
は
青
梅
街
道
（
成
木
街
道
）
、
東
京
街
道
（
江
戸
街
1	『
こ
だ
い
ら
の
文
化
財
み
て
歩
き
』
	D
7/
10
	p
13
～
行
政
自
○
○
小
平
市
1
0
不
明
小
平
の
屋
敷
森
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*3
8
0
*事
実
調
査
青
梅
街
道
、
東
京
街
道
、
五
日
市
街
道
な
ど
街
道
沿
い
に
今
で
1	『
郷
土
こ
だ
い
ら
』
	B
1/
10
	p
2～
2	『
多
摩
の
あ
ゆ
み
N
o
.5
3号
』
	B
0/
03
	p
18
行
政
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
1
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
小
平
市
1
1
不
明
小
平
の
地
名
や
地
番
の
変
遷
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
9
1
*事
実
調
査
小
平
と
い
う
地
名
が
誕
生
し
た
の
は
明
治
22
年
4月
に
小
平
村
1	『
小
平
町
誌
』
	B
1/
10
	p
40
3
2	『
小
平
市
三
○
年
史
』
	B
1/
10
	p
25
2
行
政
自
○
○
小
平
市
1
2
不
明
小
平
の
祭
り
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*3
8
6
*事
実
調
査
『
小
平
町
誌
』
に
は
、
村
ま
つ
り
と
一
年
間
の
年
中
行
事
が
季
1	『
小
平
町
誌
』
	B
1/
10
	p
12
05
～
12
22
2	『
き
き
が
き
　
小
川
四
番
の
女
た
ち
II
』
行
政
自
○
○
小
平
市
1
3
不
明
戦
時
中
、
小
平
・
国
分
寺
付
近
で
B
29
（
戦
闘
機
）
が
撃
墜
さ
れ
墜
落
し
た
と
聞
い
た
が
、
い
つ
頃
、
ど
の
辺
り
か
。
*2
1
0
*事
実
調
査
『
東
京
大
空
襲
・
戦
災
誌
 第
3
巻
』
、
『
国
分
寺
市
史
　
下
1	『
東
京
大
空
襲
・
戦
災
誌
 第
3巻
』
	Z
5
/0
0
	p
1
2
4
行
政
・
民
間
自
○
○
○
小
平
市
1
4
不
明
小
平
の
防
空
壕
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
9
1
*2
1
0
*事
実
調
査
小
平
の
区
域
内
で
は
、
多
く
の
軍
関
係
施
設
が
置
か
れ
て
い
た
1	『
き
き
が
き
　
そ
の
と
き
小
平
で
は
』
	Z
5/
10
	p
5～
19
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
1
5
不
明
玉
川
上
水
の
空
襲
跡
を
知
り
た
い
。
*2
9
1
*2
1
0
*事
実
調
査
『
東
京
都
水
道
史
』
に
は
、
施
設
の
戦
災
被
害
状
況
と
し
て
被
1	『
東
京
都
水
道
史
』
	Z
1/
00
	p
39
2～
39
3
2	『
小
平
市
三
○
年
史
』
	B
1/
10
	p
25
6
行
政
・
民
間
自
○
○
○
小
平
市
1
6
不
明
中
央
図
書
館
の
ラ
イ
オ
ン
は
い
つ
設
置
さ
れ
た
の
か
？
*0
1
0
*事
実
調
査
剥
製
の
ラ
イ
オ
ン
は
、
昭
和
60
年
、
中
央
図
書
館
が
開
館
し
た
1	『
小
平
市
立
図
書
館
20
年
の
あ
ゆ
み
　
年
表
・
資
料
』
	A
1/
10
	p
9
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
1
7
不
明
小
川
村
地
割
図
が
見
た
い
。
*2
9
1
*事
実
調
査
小
川
村
で
最
も
古
い
地
図
は
、
延
宝
二
年
（
16
74
）
こ
ろ
に
描
1	『
小
平
町
誌
　
折
込
地
図
』
	D
4/
10
	
2	『
小
平
市
史
料
集
 　
第
26
集
』
行
政
自
○
○
小
平
市
1
8
不
明
小
平
市
内
玉
川
上
水
の
橋
の
由
来
が
知
り
た
い
。
*2
9
1
*事
実
調
査
『
玉
川
上
水
文
化
財
調
査
報
告
』
P
12
2～
P
12
4に
橋
名
と
1	『
玉
川
上
水
文
化
財
調
査
報
告
』
	Z
1/
00
	p
12
2～
12
4,
p
19
1～
20
8
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
1
9
不
明
小
平
音
頭
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
か
？
歌
詞
も
知
り
た
い
。
*7
6
7
.6
*事
実
調
査
昭
和
36
年
10
月
、
小
平
音
頭
普
及
会
が
結
成
さ
れ
、
こ
こ
が
中
1	『
小
平
市
三
○
年
史
』
	B
1/
10
	p
47
0～
47
1
2	『
小
平
音
頭
』
	カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
	
行
政
自
○
○
小
平
市
2
0
不
明
小
平
の
名
産
・
名
物
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*6
0
0
 
*事
実
調
査
農
産
物
に
つ
い
て
は
『
こ
だ
い
ら
の
農
業
』
に
年
度
ご
と
の
統
1	『
こ
だ
い
ら
の
農
業
』
	V
4/
10
	
2	『
道
草
の
参
考
書
　
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
行
政
自
○
○
小
平
市
2
1
不
明
戦
後
、
小
平
に
米
軍
の
輸
送
機
グ
ロ
ー
ブ
マ
ス
タ
ー
が
墜
落
し
た
事
故
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
1
0
*事
実
調
査
『
小
平
町
誌
』
に
よ
る
と
、
昭
和
28
年
6月
18
日
午
後
4時
15
1	『
小
平
市
史
料
集
　
近
現
代
編
第
3集
小
平
市
関
連
新
聞
記
事
集
 下
巻
』
	B
2/
10
	p
42
6
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
2
2
不
明
小
平
の
昔
の
写
真
を
見
た
い
。
*7
4
8
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
小
平
の
昔
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
1	『
小
平
町
誌
』
	B
1/
10
	
2	『
こ
だ
い
ら
の
「
郷
土
写
真
」
　
小
平
市
行
政
・
民
間
自
○
○
小
平
市
2
3
不
明
小
平
の
古
い
地
図
を
見
た
い
。
*2
9
1
*文
献
紹
介
小
平
の
一
番
古
い
地
図
は
、
「
小
川
村
の
地
割
図
（
延
宝
２
1	『
小
平
町
誌
　
折
込
地
図
』
	D
4/
10
	
2	『
小
平
市
史
別
冊
図
録
　
近
世
の
開
発
と
行
政
自
○
○
小
平
市
2
4
不
明
小
平
市
内
に
あ
る
お
寺
や
神
社
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。
*1
8
5
*1
7
5
*文
献
紹
介
『
小
平
の
お
寺
』
（
N
o1
）
と
『
小
平
の
神
社
』
（
N
o2
）
の
1	『
小
平
の
お
寺
』
	E
9/
10
	
2	『
小
平
の
神
社
』
	E
9/
10
	
行
政
自
○
○
立
川
市
1
2
0
0
5
/1
0
/1
4
玉
川
上
水
の
植
生
に
つ
い
て
。
47
1*
8版
文
献
紹
介
『
玉
川
上
水
の
野
草
た
ち
』
（
桜
井
保
秋
写
真
　
桜
井
瑞
江
行
政
・
民
間
協
○
○
○
立
川
市
2
2
0
0
5
/7
/1
4
灯
台
に
対
し
て
図
書
の
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
事
例
を
知
り
た
い
。
01
0*
8版
事
実
調
査
『
近
代
日
本
図
書
館
の
歩
み
地
方
編
』
（
日
本
図
書
館
協
会
行
政
協
○
立
川
市
3
2
0
0
5
/7
/1
2
郵
便
局
を
表
す
　
〒
　
の
マ
ー
ク
に
は
規
格
が
あ
る
の
か
。
69
3　
*8
版
事
実
調
査
『
郵
政
百
科
事
典
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
　
１
９
９
０
　
６
９
３
）
民
間
協
○
立
川
市
4
2
0
0
5
/3
/1
9
戦
時
中
の
郵
便
物
に
対
す
る
検
閲
は
、
い
つ
か
ら
ど
う
い
う
根
拠
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
の
か
。
69
3　
*8
版
事
実
調
査
『
郵
便
百
年
史
年
表
』
（
郵
政
省
編
　
吉
川
弘
文
館
　
１
９
７
行
政
協
○
立
川
市
5
2
0
0
5
/2
/2
6
関
東
財
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
た
が
、
提
出
規
定
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
株
式
の
“大
量
保
有
報
告
書
”を
見
る
こ
と
が
で
*3
1
7
*事
実
調
査
　
関
東
財
務
局
（
03
-3
50
2-
94
63
）
の
サ
イ
ト
（
行
政
協
○
立
川
市
6
2
0
0
5
/2
/2
6
敬
老
の
日
が
今
年
は
9月
20
日
に
な
っ
て
い
る
根
拠
を
知
り
た
い
。
*3
1
7
事
実
調
査
『
現
行
日
本
法
規
　
38
巻
　
教
育
　
文
化
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
行
政
協
○
立
川
市
7
2
0
0
5
/2
/2
1
東
京
都
武
蔵
村
山
地
域
の
“村
山
絣
”及
び
こ
の
地
域
の
織
物
に
関
連
す
る
資
料
を
探
し
て
い
る
。
*3
8
2
所
蔵
調
査
村
山
繊
維
史
』
（
「
村
山
織
物
史
」
編
集
委
員
会
編
　
村
山
織
行
政
・
民
間
協
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
2
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
立
川
市
8
2
0
0
5
/2
/1
7
土
井
晩
翠
の
碑
を
会
津
若
松
市
に
建
て
る
運
動
を
し
て
い
る
。
陳
情
書
を
出
し
た
い
が
ど
の
よ
う
に
書
い
た
ら
い
い
の
か
？
*3
1
8
*事
実
調
査
書
式
に
関
す
る
本
を
あ
た
る
が
、
的
確
な
も
の
な
し
。
会
津
行
政
協
○
○
○
立
川
市
9
2
0
0
4
/7
/1
4
国
営
昭
和
記
念
公
園
が
で
き
た
経
過
が
分
か
る
資
料
は
な
い
か
62
9*
8版
事
実
調
査
『
国
営
昭
和
記
念
公
園
事
業
概
要
』
（
建
設
省
関
東
地
方
建
設
行
政
協
・
自
○
○
○
立
川
市
1
0
2
0
0
4
/6
/2
2
以
前
、
通
産
省
が
公
的
な
保
養
施
設
を
す
べ
て
廃
止
す
る
と
い
う
政
令
を
出
た
と
い
う
新
聞
記
事
を
見
た
。
確
認
し
た
い
*3
1
7
事
実
調
査
｢行
政
基
本
通
達
　
索
引
｣で
調
べ
る
が
、
な
し
。
行
政
協
○
立
川
市
1
1
2
0
0
4
/6
/1
水
道
メ
ー
タ
ー
の
構
造
、
及
び
一
般
家
庭
の
給
水
設
備
（
配
管
図
）
が
わ
か
る
資
料
は
な
い
か
*5
1
8
.1
事
実
調
査
『
絵
で
み
る
建
設
図
解
事
典
９
　
給
排
水
・
空
調
・
設
備
工
行
政
・
民
間
協
○
立
川
市
1
2
1
9
9
9
/9
/3
立
川
断
層
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
は
な
い
か
。
45
5　
*8
版
文
献
紹
介
『
立
川
断
層
に
関
す
る
調
査
概
要
報
告
書
＜
１
９
９
９
＞
』
行
政
・
民
間
協
○
○
立
川
市
1
3
1
9
9
8
/1
/1
3
立
川
市
の
旧
砂
川
町
地
区
が
江
戸
時
代
、
鷹
狩
り
の
「
御
鷹
場
」
だ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
頃
の
鷹
狩
り
の
様
子
に
つ
い
て
21
3*
8版
文
献
紹
介
『
立
川
市
史
　
下
』
（
立
川
市
史
編
纂
委
員
会
編
　
立
川
市
行
政
・
民
間
協
○
○
立
川
市
1
4
1
9
9
7
/7
/2
6
砂
川
闘
争
を
扱
っ
た
映
画
の
題
名
を
知
り
た
い
。
77
8　
*8
版
*事
実
調
査
『
爆
音
と
大
地
』
（
関
川
秀
雄
監
督
　
１
９
５
７
　
35
ミ
リ
行
政
・
民
間
協
○
○
立
川
市
1
5
1
9
9
7
/7
/1
8
砂
川
村
（
現
在
の
東
京
都
立
川
市
上
砂
町
）
に
あ
っ
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
関
す
る
資
料
が
見
た
い
。
19
8*
8版
文
献
紹
介
『
つ
む
ぐ
　
六
号
』
（
立
川
・
女
の
暮
ら
し
聞
き
書
き
の
会
行
政
・
民
間
協
○
○
立
川
市
1
6
1
9
9
7
/4
/2
7
昭
和
記
念
公
園
は
昔
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
を
知
り
た
い
。
62
9*
8版
事
実
調
査
『
昭
和
記
念
公
園
は
飛
行
場
だ
っ
た
　
改
訂
版
』
（
立
川
市
行
政
・
民
間
協
○
○
○
立
川
市
1
7
1
9
9
7
/1
/3
1
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
前
に
あ
る
「
若
山
牧
水
歌
碑
」
の
由
来
に
つ
い
て
。
91
1*
8版
*事
実
調
査
『
多
摩
の
文
学
碑
』
（
横
山
吉
男
著
　
武
蔵
野
郷
土
史
刊
行
会
行
政
・
民
間
協
○
○
立
川
市
1
8
不
明
「
立
川
」
や
「
砂
川
」
と
い
う
地
名
の
由
来
を
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
『
立
川
市
史
上
・
下
』
（
立
川
市
）
『
郷
土
た
ち
か
わ
』
（
立
川
市
）
行
政
・
民
間
自
○
○
立
川
市
1
9
不
明
立
川
に
も
国
宝
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
ど
ん
な
も
の
で
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
*7
0
9
*事
実
調
査
A
.『
立
川
市
の
歴
史
と
文
化
財
』
（
立
川
市
教
育
委
員
会
）
『
立
川
市
の
歴
史
と
文
化
財
』
（
立
川
市
教
育
委
員
会
）
行
政
自
○
○
立
川
市
2
0
不
明
立
川
市
議
会
の
議
事
録
が
見
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
中
央
図
書
館
に
『
立
川
市
議
会
会
議
録
』
が
あ
り
ま
す
。
19
72
『
立
川
市
議
会
会
議
録
』
行
政
自
○
○
○
立
川
市
2
1
不
明
立
川
の
古
い
住
宅
地
図
が
み
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
砂
川
地
区
で
は
19
67
年
か
ら
、
立
川
地
区
で
は
19
71
年
か
ら
の
行
政
自
○
○
立
川
市
2
2
不
明
立
川
特
産
の
う
ど
の
お
い
し
い
食
べ
方
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
？
*3
8
0
*文
献
紹
介
『
東
京
う
ど
物
語
』
（
東
京
う
ど
生
産
組
合
連
合
会
）
に
は
、
『
東
京
う
ど
物
語
』
（
東
京
う
ど
生
産
組
合
連
合
会
）
『
う
ど
の
レ
シ
ピ
』
（
立
川
市
・
行
政
・
民
間
自
○
○
立
川
市
2
3
不
明
立
川
の
人
口
の
推
移
を
戦
前
か
ら
現
在
に
か
け
て
調
べ
た
い
*3
3
4
.2
*文
献
紹
介
『
統
計
年
報
』
（
立
川
市
）
に
、
昭
和
11
年
か
ら
の
世
帯
数
『
統
計
年
報
』
（
立
川
市
）
行
政
自
○
○
立
川
市
2
4
不
明
玉
川
上
水
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
A
.次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
（
地
域
行
政
資
料
：
W
-1
『
玉
川
上
水
』
（
た
ま
し
ん
地
域
文
化
振
興
財
団
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
1
2
0
0
5
/4
/1
*
多
摩
市
一
ノ
宮
（
い
ち
の
み
や
）
の
小
野
神
社
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
1
7
5
事
実
調
査
『
武
蔵
国
一
之
宮
　
多
摩
市
一
ノ
宮
小
野
神
社
の
変
遷
』
（
パ
『
武
蔵
国
一
之
宮
（
む
さ
し
の
く
に
の
い
ち
の
み
や
）
　
多
摩
市
一
ノ
宮
小
野
神
社
の
変
行
政
・
民
間
協
○
○
多
摩
市
2
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
内
容
、
成
果
を
知
り
た
い
。
0
1
6
0
1
0
事
実
調
査
『
多
摩
市
の
図
書
館
（
多
摩
市
立
図
書
館
事
業
報
告
書
）
』
『
多
摩
市
の
図
書
館
（
多
摩
市
立
図
書
館
事
業
報
告
書
）
』
（
多
摩
市
立
図
書
館
）
行
政
・
民
間
協
○
○
○
多
摩
市
3
2
0
0
5
/4
/1
た
ま
が
わ
に
あ
っ
た
「
せ
き
ど
の
わ
た
し
」
の
し
ゃ
し
ん
・
え
は
あ
り
ま
す
か
2
1
3
.6
5
7
2
1
.2
5
1
7
.2
資
料
提
供
Ｋ
ロ
５
１
７
．
８
『
多
摩
川
は
語
る
・
写
真
集
』
（
け
や
き
出
1	多
摩
川
は
語
る
－
写
真
集
　
け
や
き
出
版
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
4
2
0
0
5
/4
/1
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
（
多
摩
市
落
合
）
の
ホ
ー
ル
な
ど
施
設
の
収
容
人
数
が
知
り
た
い
。
7
0
6
3
7
9
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
６
７
．
７
『
地
域
デ
ビ
ュ
ー
手
引
書
』
に
施
設
案
	地
域
デ
ビ
ュ
ー
手
引
書
－
20
16
年
度
版
　
事
業
・
施
設
紹
介
編
　
多
摩
市
く
ら
し
と
文
化
行
政
自
○
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
3
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
多
摩
市
5
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
ナ
イ
タ
ー
利
用
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。
7
8
0
.6
7
3
7
9
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
１
８
．
２
『
多
摩
市
の
便
利
な
本
』
公
園
内
の
運
動
施
多
摩
市
の
便
利
な
本
－
平
成
29
年
3月
　
多
摩
市
　
20
17
.3
地
域
デ
ビ
ュ
ー
手
引
書
－
行
政
自
○
○
多
摩
市
6
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
と
近
隣
の
市
を
比
較
で
き
る
資
料
は
な
い
か
。
3
1
8
.2
1
4
資
料
提
供
Ｋ
ア
３
５
１
『
多
摩
地
域
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』
（
東
京
市
町
村
自
1	東
京
と
し
と
う
け
い
－
第
53
号
 平
成
25
年
度
版
(2
01
3)
　
東
京
都
市
統
計
協
議
会
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
紹
介
す
る
資
料
が
見
た
い
。
3
7
9
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
６
７
．
７
『
地
域
デ
ビ
ュ
ー
手
引
書
 －
市
民
活
動
1	地
域
デ
ビ
ュ
ー
手
引
書
－
市
民
活
動
団
体
紹
介
編
－
20
17
-1
8年
度
版
　
多
摩
市
く
ら
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
8
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
バ
ス
路
線
を
知
り
た
い
。
6
8
5
.5
2
9
1
.3
6
5
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
９
１
．
３
６
『
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
多
摩
市
全
図
』
に
あ
1	ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
多
摩
市
全
図
－
T
A
M
A
C
IT
Y
 G
U
ID
E
－
平
成
29
年
2月
　
多
摩
市
行
政
自
○
○
多
摩
市
9
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
す
る
資
料
が
見
た
い
。
3
6
9
.7
3
1
8
.8
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
６
９
．
７
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
』
（
パ
ン
フ
レ
ッ
1	ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
(パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
料
)
多
摩
市
社
会
福
祉
協
議
会
多
摩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
1
0
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
事
業
所
数
と
従
業
員
数
を
知
り
た
い
。
6
0
5
.9
3
3
5
資
料
提
供
Ｋ
６
０
５
．
９
『
事
業
所
企
業
統
計
調
査
報
告
』
（
東
京
都
）
1	統
計
た
ま
－
平
成
28
年
版
(2
01
6)
　
多
摩
市
企
画
政
策
部
企
画
課
　
20
17
.3
				
行
政
自
○
○
多
摩
市
1
1
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
調
査
し
た
資
料
が
見
た
い
。
3
6
1
.9
3
1
8
.2
1
3
6
資
料
提
供
多
摩
市
で
は
昭
和
５
２
年
（
１
９
７
７
年
）
か
ら
毎
年
市
政
に
1	多
摩
市
世
論
調
査
結
果
報
告
書
－
第
1回
昭
和
52
年
6月
　
多
摩
市
　
19
77
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
1
2
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
各
地
域
の
住
宅
の
種
類
別
（
一
戸
建
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
）
の
世
帯
数
を
知
り
た
い
。
3
5
8
資
料
提
供
国
勢
調
査
の
結
果
を
町
丁
別
に
集
計
し
た
『
東
京
都
区
市
町
村
1	東
京
都
区
市
町
村
町
丁
別
報
告
(市
町
村
部
編
)－
平
成
12
年
国
勢
調
査
－
第
2巻
　
東
京
行
政
自
○
○
多
摩
市
1
3
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
に
つ
い
て
の
資
料
が
見
た
い
。
3
7
6
.1
3
6
9
.4
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
６
９
．
４
『
子
ど
も
・
子
育
て
　
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
』
1	子
ど
も
・
子
育
て
 サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
－
平
成
29
年
度
　
多
摩
市
　
20
17
.4
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
1
4
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
桜
の
名
所
案
内
が
見
た
い
2
9
1
.3
6
5
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
９
１
．
３
６
『
桜
の
見
ど
こ
ろ
マ
ッ
プ
』
　
Ｋ
ウ
３
７
1	関
戸
公
民
館
の
楽
し
い
情
報
紙
　
多
摩
市
立
関
戸
公
民
館
	ｖ
ｏ
ｌ
．
１
Ｅ
（
２
０
０
５
行
政
自
○
○
多
摩
市
1
5
2
0
0
5
/4
/1
標
高
差
が
わ
か
る
多
摩
市
内
の
地
図
が
見
た
い
。
2
9
1
.3
6
5
4
5
4
資
料
提
供
（
1）
Ｋ
ウ
２
９
１
．
３
６
『
多
摩
市
域
地
形
図
２
万
分
の
1	多
摩
市
防
災
環
境
指
標
報
告
書
(昭
和
62
年
11
月
)－
多
摩
市
防
災
ま
ち
づ
く
り
基
礎
調
行
政
自
○
○
多
摩
市
1
6
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
橋
の
名
前
と
場
所
と
竣
工
年
が
知
り
た
い
。
5
1
5
資
料
提
供
Ｋ
ウ
５
１
５
『
道
路
・
橋
り
ょ
う
名
マ
ッ
プ
』
（
多
摩
市
）
市
1	道
路
・
橋
り
ょ
う
名
マ
ッ
プ
(地
図
)　
多
摩
市
　
19
93
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
1
7
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
民
生
委
員
の
名
前
が
わ
か
る
資
料
3
6
9
.1
7
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
６
９
．
１
７
『
あ
な
た
と
民
生
児
童
委
員
（
パ
ン
フ
1	あ
な
た
と
民
生
児
童
委
員
(パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
料
)－
20
12
.3
～
(第
30
号
)　
多
摩
市
民
生
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
1
8
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
犯
罪
発
生
状
況
、
件
数
を
知
り
た
い
。
3
6
8
.6
資
料
提
供
Ｋ
３
１
７
．
７
『
警
視
庁
の
統
計
』
（
警
視
庁
）
に
刑
法
犯
、
1	広
報
け
い
し
ち
ょ
う
/た
ま
中
央
(パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
料
)　
警
視
庁
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
1
9
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
病
院
・
医
院
を
紹
介
す
る
資
料
が
見
た
い
。
4
9
8
.1
6
資
料
提
供
Ｋ
イ
２
９
１
．
３
６
５
『
お
医
者
さ
ん
ガ
イ
ド
／
健
康
ガ
イ
1	お
医
者
さ
ん
ガ
イ
ド
/健
康
ガ
イ
ド
－
も
し
も
し
し
ん
ぶ
ん
特
別
号
20
14
保
存
版
(　
も
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
2
0
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
組
織
図
が
見
た
い
。
3
1
8
.1
1
資
料
提
供
多
摩
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
組
織
と
直
通
番
号
一
覧
が
掲
載
1	<
フ
ァ
イ
ル
資
料
>
多
摩
市
人
事
一
覧
　
多
摩
市
総
務
部
人
事
課
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
2
1
2
0
0
5
/4
/1
過
去
の
選
挙
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
3
1
4
.8
3
1
8
.4
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
１
４
．
８
『
選
挙
の
記
録
』
（
多
摩
市
選
挙
管
理
委
員
1	選
挙
の
記
録
－
昭
和
21
年
～
昭
和
37
年
多
摩
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
19
75
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
2
2
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
高
齢
者
に
つ
い
て
調
査
し
た
資
料
が
見
た
い
。
3
6
7
.7
3
6
9
.2
6
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
６
９
．
２
６
『
多
摩
市
高
齢
者
実
態
調
査
報
告
書
』
な
1	多
摩
市
高
齢
者
実
態
調
査
報
告
書
－
平
成
16
年
度
版
　
多
摩
市
　
20
05
.3
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
2
3
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
公
園
の
数
・
面
積
・
設
備
な
ど
が
一
覧
で
き
る
資
料
が
見
た
い
。
6
2
9
.3
5
1
8
.8
5
資
料
提
供
Ｋ
ウ
６
２
９
．
３
『
公
園
緑
地
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
に
公
園
緑
地
一
1	多
摩
市
の
便
利
な
本
－
平
成
29
年
3月
　
多
摩
市
　
20
17
.3
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
2
4
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
内
容
、
成
果
を
知
り
た
い
。
0
1
6
.2
1
3
6
0
1
0
.5
9
資
料
提
供
Ｋ
ウ
０
１
６
．
２
『
多
摩
市
の
図
書
館
（
多
摩
市
立
図
書
館
事
1	多
摩
市
の
教
育
－
平
成
28
年
度
　
多
摩
市
教
育
委
員
会
　
20
16
.9
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
2
5
2
0
0
5
/4
/1
開
催
中
の
多
摩
市
議
会
の
一
般
質
問
と
答
弁
の
内
容
が
知
り
た
い
。
3
1
8
.4
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
１
８
．
４
『
＜
フ
ァ
イ
ル
資
料
＞
多
摩
市
議
会
定
例
1	<
フ
ァ
イ
ル
資
料
>
平
成
29
年
12
月
(第
4
回
)多
摩
市
議
会
定
例
会
　
多
摩
市
議
会
行
政
自
○
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
4
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
多
摩
市
2
6
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
議
会
の
会
議
録
を
見
た
い
。
3
1
8
.4
資
料
提
供
昭
和
４
７
年
第
１
回
定
例
会
か
ら
の
Ｋ
ウ
３
１
８
．
４
『
多
摩
1	多
摩
市
議
会
	20
06
年
11
月
14
日
	会
議
録
の
検
索
と
閲
覧
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
2
7
2
0
0
5
/4
/1
島
田
療
育
園
（
多
摩
市
中
沢
１
丁
目
３
１
番
の
１
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
3
6
9
.2
7
資
料
提
供
島
田
療
育
園
は
昭
和
３
６
年
に
東
京
都
南
多
摩
郡
多
摩
町
（
当
1	同
行
者
た
ち
－
「
重
症
児
施
設
」
島
田
療
育
園
の
二
十
年
　
千
書
房
　
19
83
.4
				
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
2
8
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
市
議
会
議
員
の
名
前
と
写
真
、
略
歴
を
知
り
た
い
。
3
1
8
.4
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
１
８
．
４
『
市
議
会
だ
よ
り
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
1	た
ま
市
議
会
だ
よ
り
(パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
料
)
－
平
成
13
年
10
月
28
日
(第
15
1号
)～
　
多
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
2
9
2
0
0
5
/4
/1
歴
代
総
理
大
臣
の
名
前
が
知
り
た
い
（
代
と
名
前
の
読
み
も
）
2
1
0
3
1
4
.1
資
料
提
供
Ｒ
３
１
４
．
１
『
国
会
便
覧
（
第
２
集
）
写
真
略
歴
編
』
1	国
会
便
覧
－
第
2集
 写
真
略
歴
編
　
日
本
政
経
新
聞
社
　
19
84
				
行
政
自
○
多
摩
市
3
0
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
範
囲
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
。
5
1
8
.8
 
資
料
提
供
Ｋ
ウ
５
１
８
．
８
『
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
　
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
1	多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
基
本
構
想
図
－
昭
和
56
年
8月
修
正
　
東
京
都
南
多
摩
新
都
市
開
行
政
自
○
○
多
摩
市
3
1
2
0
0
5
/4
/1
「
多
摩
よ
こ
や
ま
の
道
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
9
1
.3
6
5
5
1
8
.8
4
資
料
提
供
多
摩
よ
こ
や
ま
の
道
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
整
備
さ
れ
1	多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
然
歩
道
計
画
 7
7年
1月
－
多
摩
の
よ
こ
や
ま
の
道
　
日
本
住
宅
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
3
2
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
川
に
あ
っ
た
「
関
戸
の
渡
し
」
の
写
真
か
絵
が
見
た
い
。
2
1
3
.6
5
5
1
7
.2
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
１
３
．
６
『
写
真
で
綴
る
多
摩
百
年
―
パ
ル
テ
ノ
ン
多
1	写
真
で
綴
る
多
摩
10
0年
－
19
90
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
行
政
自
○
○
多
摩
市
3
3
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
が
見
た
い
。
3
7
5
.9
 
資
料
提
供
多
摩
市
の
小
・
中
学
校
で
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
は
、
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
3
4
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
お
寺
の
名
前
や
宗
派
、
由
来
な
ど
が
知
り
た
い
。
1
8
5
2
1
3
.6
5
資
料
提
供
Ｋ
ウ
１
７
５
『
多
摩
市
の
社
寺
め
ぐ
り
』
Ｋ
ア
１
７
５
．
９
1	多
摩
市
の
社
寺
め
ぐ
り
　
多
摩
市
教
育
委
員
会
　
19
82
				
行
政
自
○
○
多
摩
市
3
5
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
内
の
名
所
や
旧
跡
の
案
内
が
見
た
い
。
2
9
1
.3
6
7
0
9
.1
資
料
提
供
行
政
・
郷
土
資
料
の
多
摩
市
の
分
野
か
ら
文
化
財
や
史
蹟
に
関
1	多
摩
市
の
文
化
財
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
(解
説
編
)
多
摩
市
教
育
委
員
会
　
19
89
				
行
政
自
○
○
多
摩
市
3
6
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
地
質
、
地
層
、
地
盤
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
4
5
5
4
5
0
.9
1
3
6
資
料
提
供
Ｋ
ウ
４
６
２
『
多
摩
市
の
自
然
（
地
学
・
植
物
目
録
・
動
1	多
摩
市
防
災
環
境
指
標
報
告
書
(昭
和
62
年
11
月
)－
多
摩
市
防
災
ま
ち
づ
く
り
基
礎
調
行
政
自
○
○
多
摩
市
3
7
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
市
街
化
調
整
区
域
を
示
し
た
地
図
が
見
た
い
。
5
1
8
.8
 
資
料
提
供
Ｋ
ウ
５
１
８
．
８
『
多
摩
市
都
市
計
画
図
』
（
多
摩
市
）
に
示
1	多
摩
市
都
市
計
画
図
－
平
成
29
年
(2
01
7)
多
摩
市
　
20
17
.1
0
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
3
8
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
町
名
の
読
み
方
や
地
名
の
由
来
を
知
り
た
い
。
2
9
0
.1
8
2
9
1
.0
3
3
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
９
０
．
１
８
９
『
多
摩
市
の
町
名
』
（
多
摩
市
）
Ｒ
２
1	多
摩
市
の
町
名
－
市
政
施
行
20
周
年
記
念
多
摩
市
　
19
92
				
行
政
自
○
○
多
摩
市
3
9
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
航
空
写
真
が
見
た
い
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
前
と
比
較
で
き
る
も
の
。
5
1
8
.8
7
4
8
資
料
提
供
Ｋ
イ
７
４
８
『
航
空
斜
写
真
で
見
る
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
 』
1	多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
－
T
A
M
A
 N
E
W
T
O
W
N
－
(2
00
4)
　
多
摩
市
　
20
04
.3
	昭
和
行
政
自
○
○
多
摩
市
4
0
2
0
0
5
/4
/1
関
戸
の
花
火
大
会
は
い
つ
頃
始
ま
っ
た
か
。
5
7
5
.9
8
3
1
8
.2
1
3
6
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
１
８
．
２
『
市
政
概
要
』
（
多
摩
市
）
の
歴
史
年
表
1	市
政
概
要
－
20
03
　
多
摩
市
　
20
04
.3
	年
表
を
参
照
	16
		
行
政
自
○
○
多
摩
市
4
1
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
の
近
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
炭
焼
き
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。
6
5
8
.2
 
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
１
３
．
６
『
多
摩
市
史
・
民
俗
編
』
１
８
５
～
１
９
1	雑
木
林
と
人
々
の
く
ら
し
(　
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
)　
多
行
政
自
○
○
多
摩
市
4
2
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
火
工
廠
（
戦
後
、
米
軍
が
摂
取
し
多
摩
弾
薬
庫
と
し
て
使
用
し
た
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
1
3
.6
5
3
9
5
.3
9
資
料
提
供
多
摩
火
工
廠
と
は
、
昭
和
１
３
年
に
板
橋
か
ら
南
多
摩
郡
（
稲
1	多
摩
市
史
－
通
史
編
2　
近
現
代
　
多
摩
市
19
99
.3
	①
多
摩
火
工
廠
と
戦
車
道
路
②
米
軍
行
政
自
○
○
多
摩
市
4
3
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
連
光
寺
に
あ
る
多
摩
聖
蹟
記
念
館
を
建
て
た
田
中
光
顕
に
つ
い
て
、
ま
た
設
計
者
と
竣
工
年
月
日
を
知
り
た
い
。
平
面
5
2
3
.1
2
8
9
資
料
提
供
Ｋ
５
２
３
．
０
６
『
東
京
の
近
代
洋
風
建
築
』
（
東
京
都
）
に
1	日
本
近
代
建
築
総
覧
－
各
地
に
遺
る
明
治
大
正
昭
和
の
建
物
　
技
報
堂
出
版
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
4
4
2
0
0
5
/4
/1
大
正
時
代
の
小
学
校
低
学
年
の
教
科
書
を
み
た
い
3
7
5
.9
資
料
提
供
３
７
５
．
９
『
図
説
教
科
書
の
歴
史
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
写
真
の
み
。
　
３
７
５
．
９
『
尋
常
小
学
修
身
書
』
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
出
版
局
）
複
製
版
。
　
３
７
５
．
９
『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
出
版
局
）
複
製
版
。
　
３
７
５
．
９
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
出
版
局
）
複
製
版
。
７
６
７
．
７
『
新
訂
　
尋
常
小
学
唱
歌
』
（
日
本
音
楽
教
育
セ
ン
タ
ー
）
昭
和
７
年
の
復
刻
１
～
６
学
年
。
３
７
５
．
９
『
尋
常
小
学
算
術
』
（
新
興
出
版
社
啓
林
館
）
復
刻
１
～
６
学
年
。
＜
資
料
最
終
確
認
２
０
１
７
年
９
月
９
日
＞
1	図
説
教
科
書
の
歴
史
　
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
　
19
96
.5
				
行
政
・
民
間
自
○
多
摩
市
4
5
2
0
0
5
/4
/1
富
澤
家
（
多
摩
市
連
光
寺
）
に
伝
わ
る
日
記
が
読
み
た
い
。
2
1
3
.6
5
2
1
0
.0
8
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
１
０
．
０
８
８
『
農
民
の
日
記
』
（
名
著
出
版
）
は
富
1	農
民
の
日
記
(　
史
料
叢
書
)　
名
著
出
版
20
01
.3
	安
政
７
年
（
１
８
６
０
）
か
ら
明
治
行
政
自
○
○
多
摩
市
4
6
2
0
0
5
/4
/1
対
鴎
荘
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
1
3
.6
5
2
8
8
.4
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
１
０
．
０
８
８
『
対
鴎
荘
関
係
資
料
集
』
(多
摩
市
教
1	対
鴎
荘
と
多
摩
聖
蹟
記
念
館
－
旧
多
摩
聖
蹟
記
念
館
特
別
展
－
20
02
年
11
月
　
多
摩
市
行
政
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
5
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
多
摩
市
4
7
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
連
光
寺
の
対
鴎
荘
跡
に
あ
る
石
碑
の
小
野
小
町
の
歌
「
武
蔵
野
の
　
む
か
ひ
の
お
か
の
　
く
さ
な
れ
ば
　
ね
を
た
ず
9
1
1
 
資
料
提
供
『
多
摩
文
学
散
歩
　
文
学
碑
・
墓
碑
を
歩
く
』
（
有
峰
書
店
新
1	多
摩
の
文
学
碑
－
百
三
十
碑
余
の
詳
細
解
説
　
武
蔵
野
郷
土
史
刊
行
会
　
19
81
.1
2	“
対
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
4
8
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
一
ノ
宮
の
小
野
神
社
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
1
7
5
.9
 
資
料
提
供
『
武
蔵
国
一
之
宮
　
多
摩
市
一
ノ
宮
小
野
神
社
の
変
遷
』
（
パ
1	武
蔵
国
一
之
宮
(む
さ
し
の
く
に
の
い
ち
の
み
や
)－
多
摩
市
一
ノ
宮
小
野
神
社
の
変
遷
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
4
9
2
0
0
5
/4
/1
戦
前
（
昭
和
１
５
年
頃
）
に
京
王
線
関
戸
駅
（
現
在
の
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
、
多
摩
市
）
近
辺
に
あ
っ
た
病
院
の
名
前
を
知
り
た
2
1
3
.6
5
4
9
8
.1
6
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
１
３
．
６
『
多
摩
市
史
・
通
史
編
　
近
現
代
』
年
表
1	桜
ヶ
丘
保
養
院
四
十
年
の
軌
跡
　
桜
ヶ
丘
社
会
事
業
会
桜
ヶ
丘
保
養
院
　
19
81
				
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
5
0
2
0
0
5
/4
/1
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
多
摩
市
内
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
の
は
ど
の
巻
か
。
2
9
1
.3
6
5
 
資
料
提
供
Ｋ
２
９
１
．
３
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
 ５
』
（
雄
山
閣
）
巻
1	新
編
武
蔵
風
土
記
稿
－
第
5巻
(　
大
日
本
地
誌
大
系
 1
1)
　
雄
山
閣
　
19
72
				
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
5
1
2
0
0
5
/4
/1
明
治
以
降
の
多
摩
市
の
地
図
が
見
た
い
。
2
9
1
.3
6
5
 
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
９
１
．
３
６
『
多
摩
市
域
地
形
図
（
フ
ァ
イ
ル
）
－
１
1	多
摩
市
域
地
形
図
(フ
ァ
イ
ル
)－
5万
分
の
1地
形
図
 八
王
子
－
明
治
43
年
～
昭
和
60
年
行
政
自
○
○
多
摩
市
5
2
2
0
0
5
/4
/1
昭
和
４
０
年
代
文
部
省
中
教
審
の
答
申
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
3
7
2
.1
3
7
0
.3
資
料
提
供
答
申
名
：
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡
充
整
備
の
1	戦
後
日
本
教
育
史
料
集
成
－
第
10
巻
　
中
教
審
答
申
と
教
育
改
革
　
三
一
書
房
行
政
・
民
間
自
○
多
摩
市
5
3
2
0
0
5
/4
/1
東
京
周
辺
の
山
が
一
望
で
き
る
写
真
あ
る
い
は
図
の
載
っ
て
い
る
本
2
9
1
7
8
6
.1
2
9
1
.3
6
資
料
提
供
２
９
１
『
車
窓
展
望
の
山
旅
』
（
実
業
之
日
本
社
）
７
８
６
．
1	車
窓
展
望
の
山
旅
－
鉄
道
で
楽
し
む
山
実
業
之
日
本
社
　
20
00
.1
1	１
８
４
～
１
８
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
5
4
2
0
0
5
/4
/1
多
摩
市
関
戸
に
墓
が
あ
る
横
溝
八
郎
の
戦
死
の
話
は
「
太
平
記
」
の
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
か
。
9
1
3
.4
3
5
2
8
9
資
料
提
供
『
太
平
記
人
名
索
引
』
（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
）
に
よ
り
1	太
平
記
人
名
索
引
　
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
　
19
74
				
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
5
5
2
0
0
5
/4
/1
相
沢
五
流
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
7
2
1
.3
2
1
3
.6
5
2
8
9
資
料
提
供
Ｋ
ウ
７
２
１
．
３
『
相
沢
五
流
』
が
あ
る
他
、
Ｋ
ア
２
１
1	相
沢
五
流
(　
多
摩
市
史
叢
書
)　
多
摩
市
1
9
9
8
				
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
5
6
2
0
0
5
/4
/1
通
学
路
を
決
定
す
る
権
限
は
学
校
長
に
あ
る
と
い
う
が
、
多
摩
市
に
お
い
て
そ
の
根
拠
と
な
る
要
綱
を
見
た
い
。
3
7
3
 
資
料
提
供
教
育
委
員
会
学
校
支
援
課
（
２
０
０
５
年
当
時
「
学
務
課
」
）
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
5
7
2
0
0
5
/4
/1
霞
の
関
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
1
3
.6
2
1
3
.6
5
資
料
提
供
Ｋ
ウ
２
１
３
．
６
『
多
摩
市
史
通
史
編
 １
』
６
１
０
～
６
１
1	多
摩
市
史
－
通
史
編
1　
自
然
環
境
 植
物
・
動
物
 原
始
お
よ
び
古
代
 中
世
・
近
世
行
政
自
○
○
多
摩
市
5
8
2
0
1
1
/4
/1
	多
摩
市
の
個
人
宅
が
載
っ
て
い
る
昔
の
電
話
帳
が
見
た
い
6
9
4
 
資
料
提
供
個
人
宅
が
載
っ
て
い
る
電
話
帳
Ｋ
イ
６
９
４
．
６
５
『
ハ
ロ
ー
1	ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
 5
0音
順
 東
京
都
稲
城
・
多
摩
・
府
中
版
－
19
87
年
2月
2日
現
在
　
N
T
T
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
5
9
2
0
1
0
/9
/8
多
摩
第
一
小
学
校
の
新
校
舎
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
を
見
た
い
5
2
6
 
資
料
提
供
国
立
国
会
図
書
館
雑
誌
記
事
索
引
で
「
多
摩
第
一
小
学
校
」
で
1	新
建
築
　
新
建
築
社
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
6
0
2
0
0
8
/1
/1
多
摩
市
の
白
地
図
を
入
手
し
た
い
2
9
1
.3
6
5
 
資
料
提
供
『
多
摩
市
全
図
』
（
平
成
１
９
年
３
月
作
成
）
を
、
行
政
・
郷
行
政
自
○
○
多
摩
市
6
1
2
0
0
7
/1
0
/6
多
摩
市
民
の
歌
と
い
う
も
の
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
歌
詞
と
楽
譜
が
掲
載
さ
れ
た
資
料
は
な
い
か
7
6
7
 
資
料
提
供
「
か
が
や
く
太
陽
に
照
り
映
え
て
」
で
始
ま
る
「
空
は
虹
晴
れ
1	多
摩
市
－
市
勢
要
覧
－
'7
6　
多
摩
市
19
76
	表
紙
裏
に
掲
載
行
政
自
○
○
多
摩
市
6
2
2
0
0
7
/1
0
/6
「
多
摩
音
頭
」
ま
た
は
「
多
摩
村
音
頭
」
の
歌
詞
と
楽
譜
が
掲
載
さ
れ
た
資
料
は
な
い
か
。
7
6
7
.5
1
 
資
料
提
供
「
春
は
武
蔵
の
チ
ョ
イ
ト
向
の
丘
に
」
で
始
ま
る
「
多
摩
村
音
1	多
摩
市
`7
6　
多
摩
市
　
19
76
	表
紙
裏
に
「
多
摩
村
音
頭
」
の
歌
詞
掲
載
			
行
政
自
○
○
多
摩
市
6
3
2
0
0
7
/1
0
/5
昭
和
２
０
年
の
多
摩
村
の
の
人
口
が
知
り
た
い
。
3
5
1
 
資
料
提
供
『
多
摩
町
誌
』
第
１
編
に
「
人
口
動
態
」
の
項
に
、
明
治
２
２
1	多
摩
町
誌
　
多
摩
町
役
場
　
19
70
	p
.2
7
「
人
口
増
加
表
」
 p
.2
9「
昭
和
１
８
年
～
２
行
政
自
○
○
多
摩
市
6
4
2
0
0
7
/8
/1
4
多
摩
市
の
坂
（
坂
道
）
の
名
前
や
由
来
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
9
1
.3
6
 
資
料
提
供
『
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
そ
の
周
辺
の
さ
カ
ー
ド
』
に
市
内
１
1	多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
そ
の
周
辺
の
さ
カ
ー
ド
－
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
行
政
自
○
○
多
摩
市
6
5
2
0
0
7
/2
/1
7
よ
こ
や
ま
の
道
（
多
摩
市
に
あ
る
遊
歩
道
）
の
由
来
と
さ
れ
て
い
る
「
多
摩
の
横
山
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
歌
は
、
「
万
葉
集
」
9
1
1
.1
2
 
資
料
提
供
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
 別
巻
５
 万
葉
集
索
引
』
（
岩
波
1	万
葉
集
各
句
索
引
　
塙
書
房
　
19
66
.1
0				
2	万
葉
集
注
釈
－
索
引
篇
　
中
央
公
論
社
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
6
6
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
人
口
を
予
測
し
た
資
料
は
な
い
か
。
3
5
8
資
料
提
供
多
摩
市
が
毎
年
予
測
し
た
資
料
と
し
て
『
＜
フ
ァ
イ
ル
資
料
＞
1	<
フ
ァ
イ
ル
資
料
>
多
摩
市
将
来
人
口
推
計
多
摩
市
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
6
7
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
外
国
人
人
口
が
知
り
た
い
。
ま
た
、
出
身
国
別
の
人
口
が
わ
か
る
資
料
が
見
た
い
。
3
5
8
資
料
提
供
Ｋ
ウ
３
５
８
『
＜
フ
ァ
イ
ル
資
料
＞
 地
区
別
人
口
集
計
表
／
1	<
フ
ァ
イ
ル
資
料
>
多
摩
市
の
台
帳
人
口
多
摩
市
　
19
97
				
行
政
自
○
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
6
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
多
摩
市
6
8
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
昼
間
人
口
を
知
り
た
い
。
3
5
8
資
料
提
供
『
国
勢
調
査
に
よ
る
東
京
都
の
昼
間
人
口
』
を
参
照
す
る
。
＜
1	東
京
都
昼
間
人
口
調
査
結
果
表
－
昭
和
30
年
　
東
京
都
　
19
57
.3
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
6
9
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
最
新
の
人
口
が
知
り
た
い
。
3
5
8
資
料
提
供
「
多
摩
市
の
台
帳
人
口
」
が
毎
月
１
日
現
在
で
＜
フ
ァ
イ
ル
資
1	<
フ
ァ
イ
ル
資
料
>
多
摩
市
の
台
帳
人
口
多
摩
市
　
19
97
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
0
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
町
丁
別
、
男
女
別
、
年
齢
別
人
口
が
知
り
た
い
。
町
丁
ご
と
に
よ
り
細
か
く
知
り
た
い
。
3
5
8
資
料
提
供
「
多
摩
市
住
民
基
本
台
帳
町
丁
別
人
口
調
べ
」
が
毎
月
１
日
現
1	<
フ
ァ
イ
ル
資
料
>
年
齢
・
町
丁
別
住
民
基
本
台
帳
人
口
(昭
和
33
・
34
・
38
～
46
年
)/
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
1
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
移
動
人
口
（
転
入
・
転
出
）
、
転
入
先
、
転
出
先
が
わ
か
る
資
料
は
な
い
か
。
3
5
8
資
料
提
供
『
市
民
課
の
概
要
』
に
毎
月
の
転
入
、
転
出
の
届
出
件
数
が
記
1	市
民
課
の
概
要
－
平
成
19
(2
00
7)
年
度
多
摩
市
　
20
08
.1
0	平
成
１
９
年
度
月
別
転
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
2
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
高
齢
者
の
人
口
が
知
り
た
い
。
高
齢
化
率
が
示
さ
れ
て
い
る
資
料
が
見
た
い
。
地
域
別
に
わ
か
る
資
料
は
な
い
か
。
3
5
8
3
6
7
.7
資
料
提
供
『
＜
フ
ァ
イ
ル
資
料
＞
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
東
京
都
の
世
帯
1	<
フ
ァ
イ
ル
資
料
>
多
摩
市
将
来
人
口
推
計
多
摩
市
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
3
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
見
た
い
。
3
4
9
.3
資
料
提
供
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
資
産
や
負
債
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
情
報
1	<
フ
ァ
イ
ル
資
料
>
多
摩
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
&
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
－
平
成
13
年
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
4
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
住
宅
地
図
（
航
空
地
図
）
の
古
い
も
の
が
見
た
い
。
2
9
1
.3
6
5
資
料
提
供
１
９
６
９
年
か
ら
所
蔵
し
て
い
る
（
所
蔵
の
な
い
年
も
あ
1	全
住
宅
案
内
地
図
帳
 多
摩
町
全
区
－
昭
和
44
年
(1
96
9)
　
公
共
施
設
地
図
航
空
民
間
自
○
○
多
摩
市
7
5
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
の
決
算
カ
ー
ド
が
見
た
い
。
3
4
9
.4
資
料
提
供
決
算
カ
ー
ド
と
は
、
各
地
方
自
治
体
の
普
通
会
計
決
算
の
状
況
1	地
方
財
政
状
況
調
査
調
査
表
(決
算
統
計
)お
よ
び
決
算
カ
ー
ド
－
平
成
12
年
度
　
多
摩
市
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
6
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
立
学
校
の
通
学
区
域
を
知
り
た
い
。
3
7
4
資
料
提
供
資
料
を
参
照
。
関
係
部
署
・
学
校
支
援
課
＜
資
料
最
終
確
認
２
1	多
摩
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
図
－
平
成
17
年
11
月
改
定
版
　
多
摩
市
教
育
委
員
会
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
7
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
立
学
校
（
小
学
校
・
中
学
校
）
の
校
歌
の
歌
詞
、
楽
譜
を
見
た
い
。
3
7
6
7
6
7
.6
資
料
提
供
多
摩
市
の
市
立
学
校
の
記
念
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
1	多
摩
市
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
校
歌
・
校
旗
一
覧
　
多
摩
市
	歌
詞
の
み
（
楽
譜
な
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
8
2
0
0
7
/1
/1
多
摩
村
、
多
摩
町
時
代
の
広
報
も
含
め
、
多
摩
市
の
昔
の
広
報
が
見
た
い
。
3
1
8
.5
資
料
提
供
「
多
摩
村
広
報
」
に
つ
い
て
は
第
１
号
(昭
和
３
６
年
５
月
１
1	た
ま
広
報
縮
刷
版
－
昭
和
26
年
(第
2号
)～
昭
和
46
年
(7
2号
)　
多
摩
市
　
19
80
3.
3				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
7
9
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
で
行
わ
れ
た
選
挙
に
つ
い
て
、
過
去
の
選
挙
公
報
が
見
た
い
。
3
1
4
.8
3
1
8
.5
資
料
提
供
資
料
参
照
。
選
挙
公
報
は
行
政
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
1	選
挙
公
報
(国
政
)衆
議
院
議
員
選
挙
/参
議
院
議
員
選
挙
(パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
料
)－
平
成
7
行
政
自
○
○
○
○
多
摩
市
8
0
2
0
0
7
/2
/1
多
摩
市
内
の
十
三
仏
霊
場
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
1
8
5
.9
資
料
提
供
多
摩
市
仏
教
会
が
平
成
６
年
８
月
に
、
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
十
三
仏
1	多
摩
市
史
－
民
俗
編
　
多
摩
市
　
19
97
				
2	多
摩
市
内
寺
院
ガ
イ
ド
(複
写
版
)　
19
94
行
政
自
○
○
多
摩
市
8
1
2
0
0
7
/1
/1
多
摩
市
に
昔
あ
っ
た
と
い
う
ア
パ
ッ
チ
砦
と
は
何
か
。
写
真
が
見
た
い
。
	2
9
1
.3
6
2
1
3
.6
資
料
提
供
	ア
パ
ッ
チ
砦
は
多
摩
市
（
現
在
の
聖
ヶ
丘
１
丁
目
付
近
）
に
自
1	馬
引
沢
昭
和
史
－
写
真
に
残
す
ふ
る
さ
と
の
面
影
　
馬
引
沢
区
画
整
理
竣
工
記
念
事
業
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
8
2
2
0
0
7
/2
/2
国
税
局
が
出
し
て
い
る
路
線
価
の
多
摩
市
の
部
分
が
見
た
い
。
3
3
4
.6
資
料
提
供
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
閲
覧
で
き
る
。
『
路
線
価
図
』
1	路
線
価
図
－
財
産
評
価
基
準
書
－
平
成
9年
分
 第
6分
冊
　
大
蔵
省
印
刷
局
　
19
97
.8
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
8
3
2
0
0
7
/1
/1
外
国
語
で
書
か
れ
た
多
摩
市
の
生
活
情
報
が
ほ
し
い
。
3
1
8
.2
3
6
5
資
料
提
供
『
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
　
Ｃ
Ｉ
1	L
IV
IN
G
 G
U
ID
E
 T
O
 T
A
M
A
 C
IT
Y
－
(2
00
6年
版
)　
多
摩
市
　
20
06
.1
0				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
8
4
2
0
0
6
/1
1
/1
世
界
各
国
の
、
国
会
議
員
に
占
め
る
女
性
議
員
数
を
比
較
し
た
資
料
が
み
た
い
3
6
7
資
料
提
供
Ｒ
３
６
７
．
１
『
世
界
の
女
性
２
０
０
５
』
（
日
本
統
計
協
1	世
界
の
女
性
－
20
05
　
統
計
に
お
け
る
進
展
　
日
本
統
計
協
会
　
20
06
.8
				
行
政
・
民
間
自
○
多
摩
市
8
5
2
0
0
6
/1
1
/1
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
進
捗
状
況
を
知
り
た
い
。
5
1
8
.8
資
料
提
供
昭
和
４
６
～
平
成
元
年
度
は
東
京
都
南
多
摩
新
都
市
開
発
本
部
1	事
業
概
要
(製
本
資
料
)－
昭
和
46
年
版
～
昭
和
50
年
版
　
東
京
都
南
多
摩
新
都
市
開
発
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
8
6
2
0
0
6
/1
1
/1
多
摩
川
の
水
質
や
汚
染
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。
参
考
に
な
る
資
料
は
な
い
か
。
5
1
9
.4
5
1
7
.2
資
料
提
供
水
質
調
査
の
報
告
書
と
し
て
『
水
質
年
報
』
（
東
京
都
）
1	区
市
町
村
・
水
道
局
公
共
用
水
域
水
質
測
定
結
果
－
平
成
14
年
度
　
東
京
都
　
20
04
				
行
政
・
民
間
自
○
○
○
多
摩
市
8
7
2
0
0
6
/1
1
/1
多
摩
市
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
見
た
い
3
5
8
資
料
提
供
『
市
民
課
の
概
要
』
『
統
計
た
ま
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
＜
1	市
民
課
の
概
要
－
平
成
19
(2
00
7)
年
度
多
摩
市
　
20
08
.1
0				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
8
8
2
0
0
6
/1
1
/1
町
名
地
番
変
更
に
よ
り
変
わ
っ
た
古
い
町
名
と
新
し
い
町
名
を
対
照
し
た
い
5
1
8
.8
6
 2
9
0
.1
8
9
資
料
提
供
多
摩
市
の
行
政
資
料
の
中
で
土
地
区
画
整
理
に
関
す
る
資
料
の
1	町
名
地
番
変
更
対
照
表
－
多
摩
市
関
戸
一
丁
目
～
三
丁
目
(地
番
別
)　
多
摩
市
　
19
87
				
行
政
自
○
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
7
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
多
摩
市
8
9
2
0
0
6
/1
1
/1
多
摩
市
の
死
亡
人
口
を
知
り
た
い
。
3
5
8
3
3
4
.2
資
料
提
供
『
市
民
課
の
概
要
』
(多
摩
市
)
に
「
月
別
転
入
・
転
出
・
出
1	東
京
都
統
計
年
鑑
－
第
59
回
(平
成
19
年
)
東
京
都
総
務
局
統
計
部
調
整
課
　
20
09
.3
				
行
政
自
○
○
○
多
摩
市
9
0
2
0
0
6
/1
1
/1
多
摩
市
内
の
各
駅
の
乗
降
客
数
を
知
り
た
い
。
6
8
6
.5
2
資
料
提
供
『
東
京
都
統
計
年
鑑
』
(東
京
都
)に
「
私
鉄
乗
降
車
人
1	統
計
た
ま
－
平
成
28
年
版
(2
01
6)
　
多
摩
市
企
画
政
策
部
企
画
課
　
20
17
.3
	多
摩
市
内
行
政
自
○
○
多
摩
市
9
1
2
0
0
6
/1
1
/1
多
摩
国
民
学
校
に
あ
っ
た
奉
安
殿
の
写
真
が
見
た
い
。
3
7
2
.1
資
料
提
供
『
多
摩
町
誌
』
(多
摩
町
)、
『
多
摩
市
の
写
真
郷
土
史
誌
』
1	多
摩
町
誌
　
多
摩
町
役
場
　
19
70
		p
56
6		
2	多
摩
市
の
写
真
郷
土
史
誌
　
酒
井
宗
一
郎
行
政
・
民
間
自
○
○
多
摩
市
9
2
2
0
0
6
/1
1
/1
多
摩
市
内
で
見
ら
れ
る
野
鳥
の
種
類
を
知
り
た
い
。
4
8
8
資
料
提
供
『
多
摩
市
史
 通
史
編
　
１
』
(多
摩
市
)、
『
多
摩
市
の
自
然
1	多
摩
市
史
－
通
史
編
1　
自
然
環
境
 植
物
・
動
物
 原
始
お
よ
び
古
代
 中
世
・
近
世
行
政
自
○
○
多
摩
市
9
3
2
0
0
6
/1
1
/1
『
多
摩
町
誌
』
（
多
摩
町
）
の
乞
田
村
の
説
明
に
あ
る
「
徳
常
郷
」
は
、
何
と
読
む
の
か
。
2
9
0
.1
8
9
2
9
1
.3
6
5
資
料
提
供
『
東
京
都
の
地
名
(日
本
歴
史
地
名
大
系
　
１
３
）
』
(平
凡
1	日
本
歴
史
地
名
大
系
－
13
　
東
京
都
の
地
名
　
平
凡
社
　
20
02
.7
民
間
自
○
○
多
摩
市
9
4
2
0
0
6
/1
1
/1
京
王
電
鉄
が
開
発
し
た
桜
ヶ
丘
団
地
（
昭
和
３
５
年
着
工
，
現
在
の
多
摩
市
桜
ヶ
丘
）
の
範
囲
が
知
り
た
い
。
5
1
8
.8
3
6
5
.3
資
料
提
供
『
多
摩
村
を
町
と
す
る
処
分
申
請
書
』
の
地
勢
及
び
市
外
図
に
1	多
摩
村
を
町
と
す
る
処
分
申
請
書
　
多
摩
村
　
19
64
行
政
自
○
○
多
摩
市
9
5
2
0
0
6
/1
1
/1
「
武
蔵
野
は
月
の
入
る
べ
き
峰
も
な
く
…
」
で
始
ま
る
和
歌
の
全
文
・
作
者
が
知
り
た
い
。
注
釈
つ
き
が
望
ま
し
い
。
9
1
1
.1
資
料
提
供
大
納
言
通
方
（
源
通
方
）
の
作
「
む
さ
し
の
は
つ
き
の
い
る
べ
1	典
拠
検
索
名
歌
辞
典
　
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
　
19
78
				
民
間
自
○
○
多
摩
市
9
6
2
0
0
6
/8
/1
最
近
の
市
町
村
合
併
の
結
果
に
よ
り
合
併
し
た
自
治
体
の
一
覧
が
見
た
い
3
1
8
.1
1
3
5
1
資
料
提
供
Ｒ
２
９
１
．
０
３
８
『
日
本
大
地
図
帳
　
９
訂
版
』
（
平
凡
1	日
本
大
地
図
帳
　
平
凡
社
　
20
06
.5
				
2	地
図
で
知
る
平
成
大
合
併
　
平
凡
社
行
政
・
民
間
自
○
多
摩
市
9
7
2
0
0
6
/3
/1
「
建
築
基
準
法
施
行
令
」
が
見
た
い
5
2
0
.9
1
資
料
提
供
施
行
令
は
六
法
全
書
に
載
っ
て
い
な
い
。
　
Ｒ
５
２
０
．
９
１
1	建
築
基
準
法
令
集
－
20
09
年
版
　
オ
ー
ム
社
　
20
08
.1
1				
行
政
・
民
間
自
○
多
摩
市
9
8
2
0
0
6
/3
/1
日
本
の
政
党
の
変
遷
が
一
覧
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
見
た
い
3
1
5
.1
2
1
0
.0
3
資
料
提
供
Ｒ
２
１
０
．
０
３
３
『
日
本
史
広
辞
典
』
（
山
川
出
版
社
）
巻
1	日
本
史
広
辞
典
　
山
川
出
版
社
　
19
97
.1
0				
2	岩
波
日
本
史
辞
典
　
岩
波
書
店
　
19
99
.1
0				
民
間
自
○
多
摩
市
9
9
2
0
0
6
/3
/1
隅
田
川
で
毎
年
行
わ
れ
る
、
早
慶
レ
ガ
ッ
タ
の
写
真
が
見
た
い
7
8
0
.2
1
資
料
提
供
７
８
０
．
２
１
『
写
真
・
絵
画
集
成
　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
史
1	日
本
ス
ポ
ー
ツ
史
－
写
真
・
絵
画
集
成
－
2
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
現
在
　
日
本
図
書
セ
ン
民
間
自
○
○
府
中
市
1
2
0
0
9
/2
/6
京
王
電
気
軌
道
が
明
治
43
（
19
10
）
年
に
創
立
さ
れ
た
時
、
森
村
銀
行
が
資
金
を
融
資
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
知
68
6*
8版
文
献
紹
介
事
実
調
査
①
『
大
正
期
鉄
道
史
資
料
　
第
2集
 第
11
巻
』
に
創
業
時
の
役
①
『
大
正
期
鉄
道
史
資
料
　
第
2集
 第
11
巻
』
　
野
田
 正
穂
／
[ほ
か
]編
集
　
日
本
経
民
間
協
○
○
府
中
市
2
2
0
0
6
/5
/2
4
昭
和
初
期
（
～
１
５
年
頃
ま
で
）
の
京
王
線
に
女
性
の
車
掌
が
い
た
か
知
り
た
い
。
68
6*
8版
事
実
調
査
資
料
を
当
た
っ
た
が
、
該
当
す
る
記
事
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
①
『
東
京
急
行
電
鉄
　
50
年
史
』
　
東
京
急
行
社
史
編
纂
事
務
局
／
編
　
東
京
急
行
電
鉄
民
間
協
○
○
府
中
市
3
2
0
1
0
/2
/2
1
大
正
2年
に
京
王
電
気
軌
道
株
式
会
社
が
笹
塚
～
調
布
間
の
営
業
を
開
始
し
た
が
、
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
新
宿
～
笹
塚
間
・
調
68
5*
8版
68
2*
8版
事
実
調
査
購
入
金
額
が
出
て
い
る
資
料
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
そ
①
『
バ
ス
の
缶
詰
』
　
日
本
バ
ス
友
の
会
／
編
著
　
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
　
19
96
年
民
間
協
○
○
府
中
市
4
2
0
1
0
/3
/1
3
か
つ
て
、
東
京
都
府
中
市
の
御
旅
所
（
お
た
び
し
ょ
）
辺
り
に
遊
郭
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
特
に
戦
前
戦
後
に
関
し
て
書
か
れ
2
1
3
文
献
紹
介
関
連
資
料
と
し
て
、
①
～
③
を
提
供
。
し
か
し
、
明
治
か
ら
戦
①
『
府
中
市
女
性
史
通
史
』
（
府
中
市
／
編
ド
メ
ス
出
版
）
行
政
・
民
間
協
○
○
福
生
市
1
不
明
福
生
の
歴
史
が
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
町
誌
』
　
福
生
町
誌
編
集
委
員
会
／
編
　
福
生
町
役
行
政
自
○
○
福
生
市
2
不
明
福
生
の
地
名
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
町
誌
』
　
記
載
：
p
21
-2
8（
第
四
章
　
古
代
の
福
行
政
自
○
○
福
生
市
3
不
明
福
生
の
寺
社
に
つ
い
て
知
り
た
い
*1
7
5
*1
8
5
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
町
誌
』
　
記
載
：
p
49
-5
3（
第
五
章
　
中
世
の
福
行
政
自
○
○
福
生
市
4
不
明
福
生
の
遺
跡
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
8
2
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
史
　
上
巻
』
　
記
載
：
p
20
-7
4（
第
一
編
　
原
始
・
古
代
行
政
自
○
○
福
生
市
5
不
明
戦
中
戦
後
の
福
生
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
8
2
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
史
　
下
巻
』
　
記
載
：
p
11
5-
14
2（
第
五
編
　
近
代
　
第
行
政
自
○
○
福
生
市
6
不
明
福
生
の
昔
の
写
真
が
見
た
い
*7
4
8
*文
献
紹
介
な
し
『
写
真
で
た
ど
る
福
生
の
百
年
』
　
福
生
市
郷
土
資
料
室
／
編
　
福
生
市
郷
土
行
政
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
8
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
福
生
市
7
不
明
福
生
の
文
化
財
が
知
り
た
い
*7
0
9
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
史
　
下
巻
』
　
記
載
：
p
84
1-
85
4（
第
七
編
　
教
育
・
文
行
政
自
○
○
福
生
市
8
不
明
暮
ら
し
の
情
報
が
欲
し
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
な
し
『
ふ
っ
さ
　
わ
た
し
の
便
利
帳
』
　
福
生
市
企
画
財
政
部
秘
書
広
報
課
／
編
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
9
不
明
観
光
ガ
イ
ド
が
見
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
』
　
福
生
市
生
活
環
境
部
地
域
振
興
課
／
編
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
1
0
不
明
地
図
が
見
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
な
し
『
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
　
福
生
市
』
　
ゼ
ン
リ
ン
　
39
cm
行
政
・
民
間
自
○
○
福
生
市
1
1
不
明
子
育
て
の
情
報
が
ほ
し
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
な
し
『
ふ
っ
さ
市
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
　
福
生
市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
／
編
行
政
自
○
○
○
福
生
市
1
2
不
明
外
国
語
で
書
い
た
情
報
が
欲
し
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
な
し
『
外
国
人
の
た
め
の
生
活
便
利
手
帳
　
福
生
市
　
２
０
１
２
　
日
本
語
・
英
語
・
ス
ペ
イ
行
政
自
○
○
○
福
生
市
1
3
不
明
福
生
の
祭
り
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
8
6
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
史
　
上
巻
』
　
記
載
：
p
10
31
（
第
四
編
　
民
俗
　
第
二
行
政
・
民
間
自
○
○
福
生
市
1
4
不
明
福
生
の
自
然
に
つ
い
て
知
り
た
い
*4
0
0
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
町
誌
』
　
記
載
：
p
4-
11
（
第
二
章
　
福
生
の
自
然
行
政
自
○
○
福
生
市
1
5
不
明
福
生
の
産
業
に
つ
い
て
知
り
た
い
*6
0
0
 
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
町
誌
』
　
記
載
：
p
95
-1
01
（
第
六
章
　
近
世
の
福
行
政
・
民
間
自
○
○
福
生
市
1
6
不
明
福
生
の
企
業
に
つ
い
て
知
り
た
い
*6
0
0
 
*文
献
紹
介
な
し
『
五
十
年
の
歩
み
［
武
陽
ガ
ス
株
式
会
社
］
』
民
間
自
○
○
福
生
市
1
7
不
明
福
生
の
酒
造
に
つ
い
て
知
り
た
い
*5
8
0
 
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
史
　
上
巻
』
　
記
載
：
p
66
7-
71
1（
第
三
編
　
近
世
　
第
行
政
・
民
間
自
○
○
福
生
市
1
8
不
明
福
生
の
養
蚕
業
に
つ
い
て
知
り
た
い
*6
3
0
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
町
誌
』
　
記
載
：
p
17
3-
17
8（
第
七
章
　
現
代
の
福
行
政
・
民
間
自
○
○
福
生
市
1
9
不
明
福
生
の
交
通
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
町
誌
』
　
記
載
：
p
11
4-
11
8（
第
六
章
　
近
世
の
福
行
政
・
民
間
自
○
○
福
生
市
2
0
不
明
福
生
の
駅
に
つ
い
て
知
り
た
い
*6
8
6
.5
2
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
史
　
下
巻
』
　
記
載
：
p
67
5-
67
6（
第
六
編
　
現
代
　
第
行
政
・
民
間
自
○
○
福
生
市
2
1
不
明
福
生
出
身
者
の
作
品
に
つ
い
て
知
り
た
い
*9
1
3
*文
献
紹
介
な
し
『
街
道
の
日
本
史
　
１
８
　
多
摩
と
甲
州
道
中
』
行
政
・
民
間
自
○
○
福
生
市
2
2
不
明
福
生
（
元
）
在
住
者
の
作
品
に
つ
い
て
知
り
た
い
*9
1
3
*文
献
紹
介
な
し
『
こ
の
本
読
ん
だ
？
お
ぼ
え
て
る
？
』
　
あ
か
ぎ
か
ん
こ
／
著
　
フ
ェ
リ
シ
モ
出
版
民
間
自
○
○
福
生
市
2
3
不
明
福
生
（
元
）
在
学
者
・
勤
務
者
の
作
品
に
つ
い
て
知
り
た
い
*9
1
3
*文
献
紹
介
な
し
『
稲
川
淳
二
青
春
す
と
お
り
い
』
　
飯
塚
幸
郎
／
著
　
昭
和
印
刷
出
版
　
19
87
民
間
自
○
○
福
生
市
2
4
不
明
福
生
が
出
て
く
る
作
品
に
つ
い
て
知
り
た
い
*9
1
3
*文
献
紹
介
な
し
『
大
田
南
畝
展
　
―
福
生
ゆ
か
り
の
江
戸
文
化
人
―
』
行
政
・
民
間
自
○
○
福
生
市
2
5
不
明
多
摩
川
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
史
　
上
巻
』
　
記
載
：
p
58
7-
61
2（
第
三
編
　
近
世
　
第
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
2
6
不
明
多
摩
川
の
源
流
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
な
し
『
た
ま
河
源
流
地
誌
考
』
　
田
辺
薫
／
著
　
近
代
文
芸
社
　
19
95
年
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
2
7
不
明
多
摩
川
の
自
然
に
つ
い
て
知
り
た
い
*4
0
0
*文
献
紹
介
な
し
『
多
摩
川
の
小
さ
な
仲
間
た
ち
』
　
竹
本
久
志
／
著
　
ア
ー
ト
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
民
間
自
○
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
9
9
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
福
生
市
2
8
不
明
多
摩
川
の
自
然
に
つ
い
て
知
り
た
い
；
魚
*4
8
0
*文
献
紹
介
な
し
『
東
京
の
川
魚
　
ミ
ニ
図
鑑
』
　
秋
川
漁
業
協
同
組
合
／
編
　
秋
川
漁
業
協
民
間
自
○
○
○
福
生
市
2
9
不
明
多
摩
川
の
自
然
に
つ
い
て
知
り
た
い
；
鳥
*4
8
0
*文
献
紹
介
な
し
『
多
摩
川
の
鳥
　
原
田
孝
一
写
真
集
』
　
原
田
孝
一
／
著
 　
オ
リ
ジ
ン
社
　
19
88
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
0
不
明
多
摩
川
の
自
然
に
つ
い
て
知
り
た
い
；
自
然
再
生
*4
0
0
*文
献
紹
介
な
し
『
ア
ユ
百
万
匹
が
か
え
っ
て
き
た
　
い
ま
多
摩
川
で
お
き
て
い
る
奇
跡
』
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
1
不
明
多
摩
川
の
自
然
に
つ
い
て
知
り
た
い
；
石
*4
0
0
*文
献
紹
介
な
し
『
か
わ
ら
の
小
石
の
図
鑑
　
日
本
列
島
の
生
い
立
ち
を
考
え
る
』
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
2
不
明
多
摩
川
を
散
策
し
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
な
し
『
父
と
子
の
多
摩
川
探
検
隊
　
河
口
か
ら
水
源
へ
』
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
3
不
明
玉
川
上
水
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
町
誌
』
　
記
載
：
p
61
-6
2（
第
六
章
　
近
世
の
福
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
4
不
明
熊
川
分
水
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
史
　
下
巻
』
　
記
載
：
p
25
4-
28
2（
第
五
編
　
近
世
　
第
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
5
不
明
水
喰
土
の
伝
承
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
8
8
*文
献
紹
介
な
し
『
玉
川
上
水
「
水
喰
土
」
伝
承
を
め
ぐ
る
諸
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
6
不
明
玉
川
上
水
を
散
策
し
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
な
し
『
玉
川
上
水
　
水
と
緑
と
花
の
径
』
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
7
不
明
横
田
基
地
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
町
誌
』
　
記
載
：
p
24
9-
26
2（
第
八
章
　
基
地
の
変
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
8
不
明
前
身
の
多
摩
飛
行
場
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
歴
史
物
語
　
福
生
市
普
及
版
　
改
訂
版
』
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
3
9
不
明
名
前
の
由
来
が
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
な
し
『
福
生
市
と
横
田
基
地
』
　
記
載
：
２
横
田
基
地
の
概
要
（
1）
概
要
行
政
・
民
間
自
○
○
○
福
生
市
4
0
不
明
米
軍
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
な
し
『
ト
ー
キ
ン
グ
ア
バ
ウ
ト
フ
ッ
サ
　
坂
野
正
人
写
真
集
』
行
政
・
民
間
自
○
○
○
東
大
和
市
1
不
明
お
菓
子
作
り
を
す
る
人
の
資
格
を
定
め
た
「
製
菓
衛
生
師
法
」
を
見
た
い
の
で
す
が
、
『
六
法
全
書
』
を
調
べ
て
も
、
載
っ
て
*3
2
0
*文
献
紹
介
法
は
、
利
用
度
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
載
っ
て
行
政
自
○
東
大
和
市
2
不
明
昔
、
東
大
和
市
の
多
摩
湖
や
狭
山
の
近
辺
に
、
水
田
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
*2
9
1
*文
献
紹
介
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
に
は
、
東
大
和
に
関
す
る
資
料
を
集
め
た
地
行
政
・
民
間
自
○
○
東
村
山
市
1
2
0
0
5
/9
/2
9
く
め
が
わ
電
車
図
書
館
の
成
り
立
ち
や
活
動
が
わ
か
る
資
料
0
1
6
文
献
紹
介
「
で
ん
し
ゃ
」
（
く
め
が
わ
電
車
図
書
館
の
機
関
紙
）
行
政
協
○
○
○
武
蔵
村
山
1
2
0
0
5
/9
/2
9
か
っ
て
市
長
だ
っ
た
荒
田
重
之
さ
ん
の
経
歴
が
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
１
．
『
多
摩
の
人
物
史
』
（
武
蔵
野
郷
土
史
刊
行
会
　
１
９
７
多
摩
の
人
物
史
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
2
2
0
0
8
/8
/2
9
『
新
編
武
蔵
野
風
土
記
稿
』
（
雄
山
閣
　
１
９
８
１
）
第
６
巻
２
６
６
－
２
６
７
ｐ
よ
り
、
後
ケ
谷
村
（
現
東
大
和
市
）
を
天
*2
8
9
*文
献
紹
介
１
．
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
索
引
　
多
摩
の
部
』
（
た
ま
し
ん
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
索
引
　
多
摩
の
部
民
間
自
○
○
○
武
蔵
村
山
3
2
0
0
8
/9
/2
引
又
街
道
に
つ
い
て
*2
9
1
*文
献
紹
介
１
．
「
村
山
町
史
」
（
村
山
町
教
育
委
員
会
　
１
９
６
８
）
村
山
町
史
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
4
2
0
0
8
/8
/2
9
昔
の
武
蔵
村
山
市
の
様
子
が
わ
か
る
写
真
が
見
た
い
*7
4
8
*文
献
紹
介
１
．
『
写
真
集
　
東
大
和
市
・
武
蔵
村
山
市
・
瑞
穂
町
の
昭
和
東
大
和
市
・
武
蔵
村
山
市
・
瑞
穂
町
の
昭
和
史
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
5
2
0
0
8
/8
/2
9
武
蔵
村
山
市
の
「
字
」
が
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
１
．
『
武
蔵
村
山
・
東
大
和
市
全
図
』
（
昭
文
社
　
19
71
）
武
蔵
村
山
・
東
大
和
市
全
図
行
政
・
民
間
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
0
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
武
蔵
村
山
6
2
0
0
8
/8
/2
9
『
指
田
日
記
』
文
久
元
年
の
巻
頭
に
あ
る
詔
旨
の
読
み
下
し
文
が
見
た
い
。
*2
1
0
*文
献
紹
介
１
．
『
注
解
　
指
田
日
記
下
』
（
武
蔵
村
山
市
教
育
委
員
注
解
　
指
田
日
記
　
下
巻
行
政
自
○
○
武
蔵
村
山
7
2
0
0
8
/8
/2
9
雷
塚
公
園
は
何
時
で
き
た
の
か
知
り
た
い
。
*5
1
8
.8
*文
献
紹
介
１
．
『
統
計
書
　
平
成
１
９
年
度
』
（
東
京
都
武
蔵
村
山
市
統
計
書
　
平
成
１
９
年
度
行
政
自
○
○
○
武
蔵
村
山
8
2
0
0
8
/8
/2
9
陸
軍
少
年
飛
行
学
校
の
資
料
が
み
た
い
。
*2
1
0
*文
献
紹
介
こ
れ
は
、
昭
和
１
３
年
９
月
開
校
し
た
東
京
陸
軍
航
空
学
校
の
武
蔵
村
山
市
史
　
資
料
編
　
近
代
・
現
代
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
9
2
0
0
8
/8
/2
9
武
蔵
村
山
市
の
古
い
地
図
が
見
た
い
。
*2
9
1
*文
献
紹
介
＊
戦
前
の
も
の
は
、
以
下
の
図
書
（
１
～
３
）
に
あ
る
が
，
現
明
治
前
期
・
昭
和
前
期
東
京
都
市
地
図
　
４
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
1
0
2
0
0
8
/8
/2
9
村
山
の
自
治
会
の
沿
革
が
わ
か
る
資
料
が
見
た
い
。
*3
1
8
*文
献
紹
介
１
．
『
村
山
町
史
』
（
村
山
町
教
育
委
員
会
　
１
９
６
８
）
村
山
町
史
行
政
自
○
○
○
武
蔵
村
山
1
1
2
0
0
8
/9
/2
村
山
の
歴
代
の
村
長
・
町
長
・
市
長
の
名
前
と
任
期
が
知
り
た
い
。
*3
1
8
*文
献
紹
介
１
．
『
武
蔵
村
山
市
史
　
通
史
編
　
下
巻
』
（
武
蔵
村
山
市
武
蔵
村
山
市
史
　
通
史
編
　
下
巻
行
政
自
○
○
○
武
蔵
村
山
1
2
2
0
0
8
/8
/2
9
市
の
年
間
の
ゴ
ミ
の
量
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
知
り
た
い
。
で
き
れ
ば
こ
こ
５
年
間
の
増
減
も
知
り
た
い
。
*3
6
1
.9
 
*文
献
紹
介
１
．
『
統
計
書
　
平
成
19
年
度
』
（
武
蔵
村
山
市
　
２
０
０
統
計
書
　
平
成
１
９
年
度
行
政
自
○
○
○
武
蔵
村
山
1
3
2
0
0
8
/8
/2
9
武
蔵
村
山
市
の
犬
猫
の
捕
獲
件
数
を
知
り
た
い
。
*3
6
1
.9
 
*文
献
紹
介
１
．
『
東
京
都
衛
生
年
報
』
（
東
京
都
健
康
局
総
務
部
企
画
東
京
都
衛
生
年
報
　
平
成
１
４
年
度
　
第
５
４
号
行
政
自
○
○
○
武
蔵
村
山
1
4
2
0
0
8
/8
/2
9
当
市
に
お
け
る
、
火
災
に
よ
る
焼
死
者
ゼ
ロ
の
記
録
が
あ
れ
ば
見
た
い
。
*3
6
9
.3
*文
献
紹
介
『
統
計
書
　
平
成
１
９
年
度
』
（
武
蔵
村
山
市
　
２
０
０
８
）
統
計
書
　
平
成
１
９
年
度
行
政
自
○
○
○
武
蔵
村
山
1
5
2
0
0
8
/8
/2
9
当
市
で
生
産
さ
れ
て
い
る
野
菜
類
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
く
ら
い
作
ら
れ
て
い
る
か
知
り
た
い
。
*6
1
0
*文
献
紹
介
１
．
『
統
計
書
　
平
成
１
９
年
度
』
（
武
蔵
村
山
市
　
２
０
０
統
計
書
　
平
成
１
９
年
度
行
政
自
○
○
武
蔵
村
山
1
6
2
0
0
8
/8
/2
9
	武
蔵
村
山
市
に
昔
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
が
本
当
で
す
か
？
*6
8
6
.5
2
*文
献
紹
介
１
．
『
村
山
を
通
っ
た
軽
便
鉄
道
　
特
別
展
　
－
え
っ
！
わ
が
村
山
を
通
っ
た
軽
便
鉄
道
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
1
7
2
0
0
8
/8
/2
9
市
内
の
小
中
学
校
の
校
歌
の
歌
詞
が
知
り
た
い
*3
7
6
*7
6
7
.6
*文
献
紹
介
１
．
『
義
務
教
育
の
あ
ゆ
み
』
（
武
蔵
村
山
郷
土
の
会
　
２
０
義
務
教
育
の
あ
ゆ
み
行
政
自
○
○
武
蔵
村
山
1
8
2
0
0
8
/8
/2
9
村
山
の
古
い
言
葉
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*3
8
2
*文
献
紹
介
１
．
『
武
蔵
村
山
の
昔
が
た
り
－
村
山
こ
と
ば
に
よ
る
口
頭
伝
武
蔵
村
山
の
昔
が
た
り
行
政
自
○
○
武
蔵
村
山
1
9
2
0
0
8
/8
/2
9
村
山
の
風
習
で
繭
玉
を
飾
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
ら
し
い
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
知
り
た
い
。
*3
8
2
*文
献
紹
介
１
．
『
武
蔵
村
山
市
史
　
民
俗
編
』
（
武
蔵
村
山
市
教
育
委
員
武
蔵
村
山
の
昔
が
た
り
行
政
自
○
○
武
蔵
村
山
2
0
2
0
0
8
/8
/2
9
武
蔵
村
山
市
の
子
ど
も
の
儀
礼
に
関
す
る
資
料
が
み
た
い
。
（
お
七
夜
，
お
宮
参
り
、
お
食
い
初
め
な
ど
）
*3
8
2
*文
献
紹
介
１
．
『
武
蔵
村
山
市
史
　
民
俗
編
』
（
武
蔵
村
山
市
　
２
０
０
武
蔵
村
山
市
史
　
民
俗
編
行
政
自
○
○
武
蔵
村
山
2
1
2
0
0
8
/8
/2
9
武
蔵
村
山
の
郷
土
料
理
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
資
料
が
み
た
い
。
*3
8
2
*文
献
紹
介
	１
．
『
武
蔵
村
山
市
史
 民
俗
編
』
（
武
蔵
村
山
市
 ２
０
０
武
蔵
村
山
市
史
　
民
俗
編
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
2
2
2
0
0
8
/8
/2
9
武
蔵
村
山
の
植
物
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
た
資
料
が
見
た
い
。
*2
9
1
*文
献
紹
介
１
．
『
武
蔵
村
山
市
史
　
自
然
植
物
・
キ
ノ
コ
・
動
物
』
（
武
武
蔵
村
山
市
史
　
資
料
編
　
自
然
＝
植
物
・
キ
ノ
コ
・
動
物
＝
里
山
の
輝
き
行
政
自
○
○
武
蔵
村
山
2
3
2
0
0
8
/8
/2
9
市
内
を
流
れ
て
い
る
川
に
関
す
る
資
料
が
見
た
い
。
*2
9
1
*文
献
紹
介
１
．
『
空
堀
川
－
誰
も
知
ら
な
い
川
の
歴
史
と
現
状
』
（
空
堀
空
堀
川
橋
も
の
が
た
り
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
2
4
2
0
0
8
/8
/2
9
市
内
の
神
社
の
由
来
が
わ
か
る
資
料
が
見
た
い
。
*1
7
5
*文
献
紹
介
１
．
『
北
多
摩
神
社
誌
』
（
む
ら
さ
き
会
　
１
９
７
６
）
北
多
摩
神
社
誌
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
2
5
2
0
0
8
/8
/2
9
狭
山
三
十
三
観
音
の
市
内
札
所
（
寺
院
）
の
由
来
を
知
り
た
い
。
*1
8
5
*文
献
紹
介
１
．
『
会
報
郷
土
む
ら
や
ま
20
号
』
（
武
蔵
村
山
郷
土
の
会
会
報
　
郷
土
む
ら
や
ま
　
創
刊
号
－
第
２
０
号
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
村
山
2
6
2
0
0
8
/8
/2
9
	村
山
音
頭
の
歌
詞
を
知
り
た
い
*7
6
7
.6
*文
献
紹
介
１
．
『
武
蔵
村
山
市
史
　
資
料
編
　
近
代
・
現
代
』
（
武
蔵
村
武
蔵
村
山
市
史
　
資
料
編
　
近
代
・
現
代
行
政
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
1
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
三
鷹
市
1
2
0
1
5
/1
2
/1
6
吉
村
昭
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
昭
和
44
（
19
69
）
年
か
ら
三
鷹
市
井
の
頭
に
住
『
吉
村
昭
』
（
河
出
書
房
新
社
　
20
08
）
L
91
0.
2　
10
0 
資
料
コ
ー
ド
：
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
2
2
0
1
5
/1
2
/1
5
津
村
節
子
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
昭
和
44
（
19
69
）
年
か
ら
、
三
鷹
市
井
の
頭
に
住
『
三
鷹
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
』
（
三
鷹
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
　
20
10
）
L
91
0.
26
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
3
2
0
1
5
/1
1
/2
5
三
鷹
市
名
誉
市
民
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
現
在
、
武
者
小
路
実
篤
氏
（
小
説
家
）
・
山
本
有
三
氏
（
作
『
三
鷹
市
議
会
史
　
記
述
編
』
（
三
鷹
市
議
会
 1
98
2）
L
31
8　
10
0　
P.
41
0～
41
2
行
政
・
民
間
自
○
○
○
三
鷹
市
4
2
0
1
5
/1
1
/2
5
武
者
小
路
実
篤
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
劇
作
家
、
小
説
家
。
昭
和
11
（
19
36
）
年
か
ら
昭
和
21
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
70
～
91
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
5
2
0
1
5
/1
1
/2
5
山
本
有
三
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
劇
作
家
、
小
説
家
。
昭
和
11
（
19
36
）
年
か
ら
昭
和
21
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
70
～
91
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
6
2
0
1
5
/1
1
/2
5
太
宰
治
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
昭
和
14
（
19
39
）
年
か
ら
昭
和
23
（
19
48
）
年
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
35
～
69
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
7
2
0
1
5
/1
1
/2
5
森
鴎
外
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
禅
林
寺
（
三
鷹
市
下
連
雀
）
に
墓
が
あ
る
。
元
々
は
『
て
く
て
く
・
み
た
か
　
第
3版
－
市
内
歴
史
散
歩
　
新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
（
三
鷹
市
教
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
8
2
0
1
5
/1
1
/2
5
田
中
英
光
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
昭
和
10
（
19
35
）
年
、
太
宰
治
に
弟
子
入
り
す
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
10
8～
12
1資
料
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
9
2
0
1
5
/1
1
/2
5
瀬
戸
内
晴
美
（
寂
聴
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
昭
和
26
（
19
51
）
年
か
ら
昭
和
29
（
19
54
）
年
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
12
2～
13
1資
料
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
0
2
0
1
5
/7
/3
今
官
一
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
昭
和
17
（
19
42
）
年
か
ら
昭
和
40
（
19
65
）
年
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
13
3～
15
1
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
1
2
0
1
5
/7
/3
武
田
繁
太
郎
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
昭
和
27
（
19
52
）
年
か
ら
三
鷹
に
住
む
。
昭
和
61
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
24
7～
25
5
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
2
2
0
1
5
/7
/3
吉
野
左
衛
門
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
俳
人
。
明
治
12
（
18
79
）
年
、
三
鷹
市
野
崎
に
生
ま
れ
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2 
10
0　
P.
15
2～
15
7
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
3
2
0
1
5
/7
/3
亀
井
勝
一
郎
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
評
論
家
。
昭
和
9（
19
34
）
年
か
ら
昭
和
11
（
19
36
）
年
ま
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
17
1～
19
3
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
4
2
0
1
5
/7
/3
大
仏
次
郎
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
大
正
9（
19
20
）
年
か
ら
大
正
10
（
19
21
）
年
に
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
16
1～
17
0
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
5
2
0
1
5
/7
/3
三
木
露
風
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
詩
人
。
昭
和
3（
19
28
）
年
か
ら
三
鷹
市
牟
礼
に
住
む
。
昭
和
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
21
5～
24
6
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
6
2
0
1
5
/7
/3
小
林
美
代
子
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
小
説
家
。
昭
和
30
（
19
55
）
年
頃
、
三
鷹
に
住
む
。
昭
和
48
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
25
6～
26
9
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
7
2
0
1
5
/7
/3
吉
田
一
穂
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
詩
人
。
昭
和
16
（
19
41
）
年
か
ら
三
鷹
市
井
の
頭
に
住
む
。
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
27
3～
30
0
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
8
2
0
1
5
/7
/3
宮
柊
二
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*事
実
調
査
歌
人
。
昭
和
31
（
19
56
）
年
か
ら
三
鷹
市
井
の
頭
に
住
む
。
『
三
鷹
文
学
散
歩
』
（
三
鷹
市
立
図
書
館
19
90
）
L
91
0.
2　
10
0　
P.
30
1～
32
0
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
1
9
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
「
三
鷹
」
と
い
う
名
称
が
で
き
た
の
は
明
治
22
（
18
89
）
『
三
鷹
市
史
　
補
・
資
料
編
』
（
三
鷹
市
20
00
）
L
21
3.
6　
10
0　
P.
72
4～
72
5
行
政
自
○
○
三
鷹
市
2
0
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
市
内
の
地
名
の
由
来
を
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
三
鷹
の
地
名
の
ほ
と
ん
ど
は
、
江
戸
初
期
に
成
立
し
た
牟
礼
『
三
鷹
市
史
　
補
・
資
料
編
』
（
三
鷹
市
20
00
）
L
21
3.
6　
10
0　
P.
74
1～
75
8
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
2
1
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
市
の
古
い
地
図
を
見
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
古
い
一
般
図
は
明
治
以
降
、
住
宅
地
図
は
昭
和
47
(1
97
2)
年
か
『
明
治
前
期
・
昭
和
前
期
東
京
都
市
地
図
2　
東
京
北
部
』
（
柏
書
房
　
19
96
）
L
29
1
民
間
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
2
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
三
鷹
市
2
2
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
の
河
川
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
三
鷹
市
内
に
は
、
野
川
・
玉
川
上
水
・
仙
川
・
神
田
川
の
４
つ
『
三
鷹
市
史
』
（
三
鷹
市
　
19
70
）
L
21
3.
6
10
0　
P.
93
～
10
1
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
2
3
2
0
1
5
/7
/3
天
文
台
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*事
実
調
査
大
正
13
（
19
24
）
年
に
麻
布
板
倉
か
ら
、
三
鷹
の
大
沢
に
移
『
三
鷹
市
史
　
補
・
資
料
編
』
（
三
鷹
市
20
00
）
L
21
3.
6　
10
0　
P.
63
0～
63
1
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
2
4
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
市
内
の
文
学
碑
に
つ
い
て
知
り
た
い
*9
1
3
*事
実
調
査
市
内
に
は
、
三
木
露
風
、
山
本
有
三
、
武
者
小
路
実
篤
、
太
宰
『
三
鷹
文
学
散
歩
マ
ッ
プ
（
第
３
版
）
』
（
三
鷹
市
 2
00
4）
L
91
0.
2　
10
0
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
2
5
2
0
1
5
/7
/3
赤
と
ん
ぼ
の
碑
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
三
木
露
風
の
詩
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
赤
と
ん
ぼ
の
碑
」
が
、
三
『
広
報
み
た
か
縮
刷
版
N
o.
6』
（
三
鷹
市
19
91
）
L
31
8　
10
0　
P.
24
3
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
2
6
2
0
1
5
/7
/3
万
助
橋
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
吉
祥
寺
通
り
の
玉
川
上
水
に
か
か
る
橋
。
名
の
由
来
は
下
連
雀
『
て
く
て
く
・
み
た
か
　
第
3版
－
市
内
歴
史
散
歩
　
新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
（
三
鷹
市
教
行
政
自
○
○
三
鷹
市
2
7
2
0
1
5
/7
/3
丸
池
の
里
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
か
つ
て
仙
川
流
域
（
新
川
）
の
湧
水
池
「
丸
池
」
は
千
釜
と
も
『
緑
と
水
の
公
園
都
市
を
め
ざ
し
て
－
緑
と
水
の
回
遊
ル
ー
ト
整
備
計
画
－
』
（
三
鷹
市
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
2
8
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
阿
波
踊
り
に
つ
い
て
知
り
た
い
*7
0
9
*事
実
調
査
昭
和
43
（
19
68
）
年
に
三
鷹
駅
南
口
の
中
央
通
り
商
店
街
が
『
み
た
か
の
熱
い
夏
　
三
鷹
阿
波
踊
り
30
周
年
記
念
誌
』
（
三
鷹
阿
波
踊
り
振
興
会
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
2
9
2
0
1
5
/7
/3
市
の
無
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
三
鷹
の
お
囃
子
に
つ
い
て
知
り
た
い
*7
0
9
*事
実
調
査
現
在
、
三
鷹
囃
子
（
大
沢
）
と
新
川
囃
子
（
新
川
）
は
市
の
無
『
て
く
て
く
・
み
た
か
　
第
3版
－
市
内
歴
史
散
歩
　
新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
（
三
鷹
市
教
行
政
自
○
○
○
三
鷹
市
3
0
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
事
件
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
ま
た
、
慰
霊
碑
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*事
実
調
査
昭
和
24
（
19
49
）
年
7月
15
日
、
三
鷹
駅
構
内
の
無
人
電
車
『
三
鷹
市
史
』
（
三
鷹
市
　
19
70
）
L
21
3.
6
10
0　
P.
62
0～
62
7
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
3
1
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
市
内
戦
没
記
念
碑
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*事
実
調
査
三
鷹
市
内
に
は
、
明
治
の
近
代
国
家
建
設
以
降
の
戦
争
に
お
け
『
三
鷹
市
史
』
（
三
鷹
市
　
19
70
）
L
21
3.
6
10
0　
P.
44
0・
62
8
行
政
自
○
○
三
鷹
市
3
2
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
光
器
に
つ
い
て
知
り
た
い
*5
0
9
 
*事
実
調
査
昭
和
41
（
19
66
）
年
、
三
鷹
光
器
株
式
会
社
創
立
（
旧
製
作
『
東
京
人
　
20
09
年
8月
増
刊
（
N
o.
27
1）
』
（
都
市
出
版
　
20
09
）
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
3
3
2
0
1
5
/7
/3
富
士
重
工
に
つ
い
て
知
り
た
い
*5
0
9
 
*事
実
調
査
富
士
重
工
（
株
）
東
京
事
業
所
（
三
鷹
市
大
沢
）
の
前
身
は
、
『
富
士
重
工
業
三
十
年
史
』
（
富
士
重
工
業
19
84
）
L
53
0　
10
0
民
間
自
○
○
三
鷹
市
3
4
2
0
1
5
/7
/3
中
島
飛
行
機
に
つ
い
て
知
り
た
い
*5
0
9
 
*事
実
調
査
中
島
飛
行
機
は
戦
前
、
国
内
最
大
級
の
航
空
機
企
業
で
、
昭
和
『
中
島
飛
行
機
の
研
究
』
（
日
本
経
済
評
論
社
 1
98
8）
L
53
8　
21
6
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
3
5
2
0
1
5
/7
/3
日
本
無
線
に
つ
い
て
知
り
た
い
*5
0
9
 
*事
実
調
査
昭
和
24
（
19
49
）
年
日
本
無
線
株
式
会
社
設
立
（
母
体
と
な
『
五
十
五
年
の
歩
み
』
（
日
本
無
線
19
71
）
L
54
7　
10
0
民
間
自
○
○
三
鷹
市
3
6
2
0
1
5
/7
/3
麻
生
屋
敷
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
三
鷹
市
中
原
に
あ
る
中
原
遺
跡
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
新
編
『
て
く
て
く
・
み
た
か
　
第
3版
－
市
内
歴
史
散
歩
　
新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
－
』
（
三
鷹
市
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
3
7
2
0
1
5
/7
/3
御
鷹
場
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
江
戸
時
代
、
幕
府
は
狩
猟
を
行
う
鷹
狩
り
の
た
め
、
江
戸
城
を
『
て
く
て
く
・
み
た
か
　
第
3版
－
市
内
歴
史
散
歩
　
新
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
－
』
（
三
鷹
市
行
政
・
民
間
自
○
○
三
鷹
市
3
8
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
の
遺
跡
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*事
実
調
査
三
鷹
市
内
に
は
、
旧
石
器
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
な
ど
が
分
布
し
『
三
鷹
市
史
　
補
・
資
料
編
』
（
三
鷹
市
20
00
）
L
21
3.
6　
10
0　
P.
82
1～
84
5
行
政
自
○
○
三
鷹
市
3
9
2
0
1
5
/7
/3
市
民
憲
章
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
1
8
*事
実
調
査
郷
土
三
鷹
を
愛
し
、
平
和
な
、
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
『
三
鷹
市
史
　
補
・
資
料
編
』
（
三
鷹
市
20
00
）
L
21
3.
6　
10
0　
P.
17
～
18
行
政
自
○
○
○
三
鷹
市
4
0
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
市
民
の
歌
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
1
8
*事
実
調
査
昭
和
28
（
19
53
）
年
、
市
制
施
行
3周
年
記
念
と
し
て
公
募
『
三
鷹
市
史
』
（
三
鷹
市
　
19
70
）
L
21
3.
6
10
0　
P.
86
0～
86
1
行
政
自
○
○
○
三
鷹
市
4
1
2
0
1
5
/7
/3
三
鷹
市
の
木
、
花
、
市
章
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
1
8
*事
実
調
査
「
木
」
い
ち
ょ
う
、
「
花
」
は
な
か
い
ど
う
、
「
市
章
」
三
鷹
『
三
鷹
市
史
　
補
・
資
料
編
』
（
三
鷹
市
20
00
）
L
21
3.
6　
10
0　
P.
17
～
20
行
政
自
○
○
○
三
鷹
市
4
2
2
0
1
5
/7
/3
川
上
郷
自
然
の
村
(川
上
村
)に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
7
3
*事
実
調
査
校
外
学
習
施
設
と
し
て
、
平
成
2（
19
90
）
年
長
野
県
南
佐
久
『
三
鷹
の
教
育
　
平
成
20
年
度
版
』
（
三
鷹
市
教
育
委
員
会
　
20
08
）
L
37
3.
0　
10
0
行
政
自
○
○
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
3
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
三
鷹
市
4
3
2
0
1
5
/7
/3
井
の
頭
恩
賜
公
園
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
1
8
*事
実
調
査
大
正
2（
19
13
）
年
、
皇
室
御
料
地
か
ら
東
京
市
に
下
賜
さ
『
井
の
頭
公
園
』
（
郷
学
舎
 1
98
0）
L
62
9
1
0
0
行
政
・
民
間
自
○
○
○
日
野
市
1
不
明
日
野
市
住
宅
地
図
（
航
空
地
図
）
の
古
い
も
の
が
見
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
市
政
図
書
室
で
は
19
62
年
版
か
ら
、
中
央
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
自
○
○
日
野
市
2
不
明
日
野
市
の
航
空
写
真
の
古
い
も
の
が
見
た
い
*7
4
8
*文
献
紹
介
市
政
図
書
室
で
下
記
の
年
度
の
も
の
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
自
○
○
日
野
市
3
不
明
明
治
か
ら
昭
和
期
の
日
野
市
の
地
図
が
見
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
【
S
C
0】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
館
外
貸
出
は
し
* 　
『
明
治
前
期
・
昭
和
前
期
東
京
都
市
地
図
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
4
不
明
１
０
０
年
以
上
前
の
日
野
市
の
地
図
は
な
い
か
*2
9
1
*文
献
紹
介
【
S
C
0】
に
あ
る
日
野
市
郷
土
資
料
館
講
座
の
「
村
絵
図
を
楽
* 『
村
絵
図
を
楽
し
む
　
1（
改
訂
版
）
　
－
行
政
自
○
○
日
野
市
5
不
明
日
野
市
の
地
名
の
由
来
が
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
市
史
　
民
俗
編
』
　
日
野
市
史
編
さ
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
6
不
明
日
野
市
の
大
字
（
お
お
あ
ざ
）
・
小
字
（
こ
あ
ざ
）
が
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
《
大
字
》
町
村
内
の
区
画
の
名
。
大
字
と
小
字
が
あ
り
、
普
* 『
日
野
市
史
　
民
俗
編
』
　
日
野
市
史
編
さ
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
7
不
明
日
野
市
内
の
遺
跡
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
【
S
C
6】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
市
の
遺
跡
』
日
野
市
教
育
委
員
会
教
行
政
自
○
○
日
野
市
8
不
明
ヒ
ノ
ク
ジ
ラ
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*事
実
調
査
*文
献
紹
介
　
ヒ
ノ
ク
ジ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
昭
和
46
* 『
市
史
余
話
（
日
野
市
史
 別
巻
）
』
　
日
野
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
9
不
明
平
山
陸
稲
（
ひ
ら
や
ま
お
か
ぼ
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
　
平
山
陸
稲
と
は
、
明
治
45
年
に
平
山
の
篤
農
家
・
林
丈
太
郎
* 日
野
市
史
　
通
史
編
三
　
近
代
（
一
）
』
日
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
1
0
不
明
日
野
に
ゆ
か
り
の
平
山
季
重
（
ひ
ら
や
ま
す
え
し
げ
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
平
山
季
重
は
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
武
将
で
* 【
S
B
1】
『
日
野
氏
史
　
通
史
編
二
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
1
1
不
明
鮫
陵
源
（
こ
う
り
ょ
う
げ
ん
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
　
　
鮫
陵
源
と
は
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
実
業
家
・
鮫
島
亀
之
助
* 『
日
野
市
史
 通
史
編
四
 近
代
（
二
）
・
現
行
政
自
○
○
日
野
市
1
2
不
明
「
三
多
摩
」
が
東
京
府
に
編
入
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
　
明
治
26
（
18
93
）
年
4月
1
日
、
「
三
多
摩
」
は
神
奈
川
県
* 『
な
ぜ
多
摩
は
東
京
都
と
な
っ
た
か
（
け
や
行
政
・
民
間
自
○
○
○
○
日
野
市
1
3
不
明
日
野
市
に
競
馬
場
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
が
本
当
か
*2
1
0
*事
実
調
査
*文
献
紹
介
そ
れ
は
〈
八
王
子
競
馬
場
〉
で
す
。
昭
和
3（
19
28
）
年
、
現
* 『
八
王
子
の
歴
史
と
文
化
　
6』
　
八
王
子
行
政
自
○
○
日
野
市
1
4
不
明
関
東
大
震
災
当
時
の
日
野
市
の
状
況
を
調
べ
た
い
*2
1
0
*事
実
調
査
*文
献
紹
介
関
東
大
震
災
は
、
大
正
12
（
19
23
）
年
9月
1日
午
前
11
* 【
S
B
1】
『
日
野
市
史
　
通
史
編
四
　
近
代
行
政
自
○
○
○
日
野
市
1
5
不
明
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
日
野
市
内
の
空
襲
の
被
害
を
調
べ
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
 　
昭
和
16
年
12
月
に
始
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
で
の
B
29
に
よ
* 『
一
枚
の
は
が
き
』
　
日
野
市
中
央
公
民
館
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
1
6
不
明
少
し
昔
の
日
野
の
写
真
は
あ
る
か
*7
4
8
*文
献
紹
介
【
S
G
0】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 【
S
G
0】
『
日
野
の
あ
ゆ
み
　
市
制
施
行
20
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
1
7
不
明
日
野
市
内
の
石
仏
・
庚
申
塔
・
板
碑
に
つ
い
て
知
り
た
い
*1
8
5
*文
献
紹
介
【
S
D
6】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
の
石
仏
散
歩
』
　
日
野
の
歴
史
と
民
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
1
8
不
明
日
野
市
に
伝
わ
る
伝
説
・
昔
話
を
調
べ
た
い
*3
8
8
*文
献
紹
介
【
S
D
7】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
武
蔵
野
の
民
話
と
伝
説
』
　
有
峰
書
店
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
1
9
不
明
日
野
市
の
文
化
財
に
つ
い
て
知
り
た
い
*7
0
9
*文
献
紹
介
【
S
C
5】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
市
の
文
化
財
』
日
野
市
指
定
文
化
財
行
政
自
○
○
○
日
野
市
2
0
不
明
日
野
市
の
神
社
・
寺
院
・
教
会
に
つ
い
て
知
り
た
い
*1
7
5
*1
8
5
*1
9
5
*文
献
紹
介
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
市
史
　
民
俗
編
』
　
日
野
市
史
編
さ
行
政
・
民
間
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
4
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
日
野
市
2
1
不
明
日
野
市
の
方
言
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*8
0
1
.8
 
*文
献
紹
介
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
市
史
　
民
俗
編
』
　
日
野
市
史
編
さ
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
2
2
不
明
日
野
市
内
の
植
物
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*4
7
0
*文
献
紹
介
【
S
Y
6】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
の
植
物
』
　
播
本
 正
常
／
著
 日
野
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
2
3
不
明
日
野
市
内
の
動
物
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*4
8
0
*文
献
紹
介
【
S
Y
7】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
新
・
日
野
の
動
物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
　
日
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
2
4
不
明
東
京
都
多
摩
動
物
公
園
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*5
1
8
.8
*文
献
紹
介
多
摩
動
物
公
園
は
、
昭
和
33
（
19
58
）
年
5月
5日
に
開
園
* 『
事
業
概
要
』
（
毎
年
）
　
東
京
都
多
摩
動
行
政
・
民
間
自
○
○
○
日
野
市
2
5
不
明
立
川
断
層
に
つ
い
て
の
資
料
は
あ
る
か
*4
5
5
*文
献
紹
介
【
S
Y
2】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
立
川
断
層
に
関
す
る
調
査
概
要
報
告
書
 平
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
2
6
不
明
日
野
市
の
過
去
の
気
象
や
天
気
を
知
り
た
い
*4
5
1
*文
献
紹
介
  
た
い
へ
ん
難
し
い
質
問
で
す
。
日
野
市
内
に
は
公
式
の
気
* 『
日
野
市
気
象
観
測
月
報
・
日
報
』
　
日
野
行
政
自
○
○
日
野
市
2
7
不
明
日
野
の
湧
水
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
《
湧
水
》
地
下
水
が
自
然
の
状
態
で
地
表
面
に
わ
き
出
て
き
た
* 『
多
摩
の
湧
水
め
ぐ
り
（
け
や
き
ブ
ッ
ク
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
2
8
不
明
日
野
の
用
水
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
【
S
Y
4】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
（
☆
資
料
は
小
学
生
が
読
め
る
* 『
日
野
用
水
開
削
四
五
○
周
年
記
念
特
別
展
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
2
9
不
明
多
摩
川
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
【
S
Y
4】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
新
多
摩
川
誌
（
全
８
巻
）
』
新
多
摩
川
誌
行
政
・
民
間
自
○
○
○
日
野
市
3
0
不
明
多
摩
川
に
架
か
る
橋
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
多
摩
川
橋
め
ぐ
り
‐
大
師
橋
か
ら
日
野
橋
行
政
・
民
間
自
○
○
○
日
野
市
3
1
不
明
浅
川
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
【
S
Y
4】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
み
ん
な
の
浅
川
‐
豊
か
な
川
を
め
ざ
し
て
行
政
・
民
間
自
○
○
○
日
野
市
3
2
不
明
日
野
の
渡
し
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
の
渡
し
‐
日
野
の
渡
し
碑
建
立
記
念
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
3
3
不
明
日
野
市
で
行
わ
れ
て
い
た
川
漁
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
　
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
昭
和
30
年
代
ま
で
* 『
企
画
展
　
清
流
と
な
り
わ
い
－
日
野
の
川
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
3
4
不
明
日
野
煉
瓦
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*事
実
調
査
*文
献
紹
介
日
野
煉
瓦
と
は
、
明
治
21
（
18
88
）
年
1月
か
ら
明
治
23
* 『
日
野
の
近
代
化
と
赤
煉
瓦
‐
甲
武
鉄
道
開
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
3
5
不
明
日
野
市
の
農
作
物
を
知
り
た
い
*6
1
0
*文
献
紹
介
【
S
M
3】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
多
摩
の
農
業
統
計
』
 （
毎
年
）
 関
東
農
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
3
6
不
明
日
野
市
内
の
工
場
に
つ
い
て
知
り
た
い
*5
0
9
 
*文
献
紹
介
【
S
M
5】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
大
工
場
が
や
っ
て
き
た
‐
産
業
で
振
り
返
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
3
7
不
明
日
野
市
内
の
業
者
を
探
し
て
い
る
が
、
名
簿
は
あ
る
か
*5
0
9
 
*6
0
0
*文
献
紹
介
「
電
話
帳
」
を
引
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
日
野
市
* [i
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
] 
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
3
8
不
明
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ａ
　
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
に
つ
い
て
知
り
た
い
*5
8
0
 
*文
献
紹
介
次
の
資
料
が
あ
り
ま
す
『
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ａ
　
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
* 『
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ａ
　
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
　
多
摩
地
域
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
3
9
不
明
桑
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*7
0
9
*事
実
調
査
*文
献
紹
介
日
野
市
域
で
は
明
治
10
年
代
以
降
盛
ん
に
養
蚕
が
行
わ
れ
、
多
* 『
日
野
町
誌
』
　
日
野
町
役
場
　
19
55
.3
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
4
0
不
明
日
野
市
の
人
口
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*3
3
4
.2
*文
献
紹
介
『
と
う
け
い
日
野
』
（
毎
年
10
月
頃
刊
行
）
【
S
N
4】
* 『
と
う
け
い
日
野
』
（
毎
年
10
月
頃
刊
行
）
行
政
自
○
○
○
日
野
市
4
1
不
明
日
野
市
の
ご
み
有
料
化
の
経
緯
が
知
り
た
い
*3
1
8
*事
実
調
査
*文
献
紹
介
日
野
市
は
、
平
成
12
（
20
00
）
年
10
月
に
ご
み
の
* 『
日
野
市
の
ご
み
情
報
誌
エ
コ
ー
』
日
野
市
行
政
自
○
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
5
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
日
野
市
4
2
不
明
日
野
市
に
つ
い
て
英
語
で
書
い
て
い
る
資
料
は
あ
る
か
*3
1
8
*文
献
紹
介
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
H
IN
O
 H
A
N
D
B
O
O
K
 F
O
R
 F
O
R
E
IG
N
行
政
自
○
○
日
野
市
4
3
不
明
過
去
の
『
広
報
ひ
の
』
が
見
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
【
S
G
5】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
町
広
報
』
（
昭
和
27
年
8月
15
日
～
行
政
自
○
○
日
野
市
4
4
不
明
日
野
の
条
例
・
要
綱
が
見
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
【
S
K
9】
に
『
日
野
市
例
規
集
』
『
日
野
市
要
綱
集
』
が
あ
* 『
日
野
市
例
規
集
』
行
政
自
○
○
○
日
野
市
4
5
不
明
日
野
市
議
会
の
会
議
録
が
見
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
【
S
J4
】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* [日
野
市
H
P
]
行
政
自
○
○
○
日
野
市
4
6
不
明
過
去
の
選
挙
公
報
が
見
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
【
S
J8
】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
～
選
挙
の
記
録
』
日
野
市
選
挙
管
理
委
員
行
政
自
○
○
○
日
野
市
4
7
不
明
日
野
市
の
予
算
書
・
決
算
書
が
見
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
【
S
H
3】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* [日
野
市
行
政
自
○
○
○
日
野
市
4
8
不
明
決
算
カ
ー
ド
と
い
う
も
の
を
見
た
い
*3
4
9
*文
献
紹
介
「
決
算
カ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
総
務
省
が
地
方
公
* 『
市
町
村
決
算
状
況
調
査
結
果
』
東
京
都
総
行
政
自
○
○
○
日
野
市
4
9
不
明
日
野
市
歌
の
楽
譜
は
あ
る
か
*7
6
7
.6
*3
1
8
*文
献
紹
介
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
市
歌
‐
楽
譜
付
‐
』
日
野
市
行
政
自
○
○
○
日
野
市
5
0
不
明
日
野
市
の
ど
こ
に
ど
ん
な
公
園
が
あ
る
か
知
り
た
い
*5
1
8
.8
*文
献
紹
介
【
S
W
9】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
こ
ど
も
と
楽
し
む
日
野
市
公
園
マ
ッ
プ
』
行
政
自
○
○
○
日
野
市
5
1
不
明
日
野
市
内
の
記
念
碑
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
次
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。
『
ひ
の
ふ
る
さ
と
歳
時
記
』
ひ
* 『
ひ
の
ふ
る
さ
と
歳
時
記
』
ひ
の
ふ
る
さ
と
行
政
・
民
間
自
○
○
日
野
市
5
2
不
明
日
野
市
内
の
サ
ー
ク
ル
が
わ
か
る
も
の
が
あ
る
か
*3
7
9
 
*文
献
紹
介
『
サ
ー
ク
ル
団
体
施
設
ガ
イ
ド
』
日
野
市
教
育
委
員
会
* 『
サ
ー
ク
ル
団
体
施
設
ガ
イ
ド
』
日
野
市
教
行
政
自
○
○
日
野
市
5
3
不
明
日
野
市
立
小
学
校
・
中
学
校
の
学
区
域
が
知
り
た
い
*3
7
3
 
*文
献
紹
介
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
日
野
市
例
規
集
』
 【
S
K
9】
行
政
自
○
○
○
日
野
市
5
4
不
明
日
野
市
立
小
学
校
・
中
学
校
の
校
章
・
校
歌
が
知
り
た
い
*3
7
6
*文
献
紹
介
【
S
U
2】
に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
* 『
地
域
と
共
に
受
け
継
が
れ
る
文
化
』
－
日
行
政
自
○
○
○
日
野
市
5
5
不
明
日
野
市
立
小
学
校
・
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
を
知
り
た
い
*3
7
5
*文
献
紹
介
S
U
2に
資
料
が
あ
り
ま
す
。
『
学
校
教
育
要
覧
』
（
毎
年
）
* 『
学
校
教
育
要
覧
』
（
毎
年
）
　
日
野
市
教
行
政
自
○
○
○
東
久
留
米
1
2
0
1
7
/5
/1
4
昭
和
20
年
代
の
市
議
会
議
員
を
知
り
た
い
。
人
と
な
り
や
所
信
に
つ
い
て
。
人
に
聞
く
こ
と
も
出
来
る
が
、
記
録
さ
れ
て
い
る
2
1
3
3
1
8
事
実
調
査
市
議
会
議
員
の
名
簿
に
つ
い
て
は
下
記
の
資
料
で
確
認
で
き
る
【
資
料
1】
ひ
が
し
く
る
め
市
議
会
だ
よ
り
縮
刷
版
　
創
刊
号
～
第
66
号
. 東
久
留
米
市
行
政
・
民
間
協
○
○
○
東
久
留
米
2
2
0
1
7
/4
/2
2
憲
法
の
草
案
原
文
が
読
み
た
い
。
（
た
く
さ
ん
の
方
が
草
案
を
書
い
て
い
る
は
ず
）
3
2
3
2
1
3
文
献
紹
介
『
五
日
市
憲
法
草
案
と
そ
の
起
草
者
た
ち
』
に
関
連
記
事
が
記
【
資
料
1】
伊
藤
真
, 長
倉
洋
海
 著
 , 
伊
藤
,
真
, 1
95
8-
 , 
長
倉
, 洋
海
, 1
95
2-
. 伊
藤
真
・
民
間
協
○
東
久
留
米
3
2
0
1
7
/1
/1
5
平
成
8（
19
96
）
年
の
東
京
都
教
職
員
の
人
事
異
動
の
新
聞
記
事
が
見
た
い
*3
7
3
文
献
紹
介
平
成
8年
3月
29
日
　
東
京
新
聞
別
刷
　
を
提
供
【
資
料
1】
東
久
留
米
市
に
関
す
る
新
聞
記
事
索
引
　
19
96
年
　
平
成
8(
19
96
)年
. 東
久
行
政
協
○
○
○
○
東
久
留
米
4
2
0
1
6
/1
2
/4
現
在
、
東
久
留
米
市
は
8つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
各
地
域
に
対
応
す
る
町
名
を
知
り
た
い
。
2
9
1
事
実
調
査
『
東
久
留
米
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
　
平
成
24
年
5
【
資
料
1】
[東
久
留
米
市
]都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
 編
集
 , 
[東
久
留
米
市
]都
市
建
設
部
行
政
協
○
○
東
久
留
米
5
2
0
1
6
/9
/1
0
全
国
都
道
府
県
別
死
因
（
病
名
）
・
死
者
数
を
年
度
別
に
見
た
い
。
3
5
1
文
献
紹
介
『
日
本
統
計
年
鑑
　
第
65
回
(2
01
6)
』
/R
35
1/
　
総
務
省
統
【
資
料
1】
総
務
省
統
計
局
／
編
集
 , 
総
務
省
. 日
本
統
計
年
鑑
 第
６
５
回
（
２
０
１
行
政
協
○
東
久
留
米
6
2
0
1
6
/7
/1
7
小
金
井
街
道
が
い
つ
で
き
た
か
知
り
た
い
。
2
1
3
2
9
1
事
実
調
査
次
の
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
吉
田
之
彦
, 渡
辺
晋
, 樋
口
州
男
,
武
井
弘
一
 編
 , 
吉
田
, 之
彦
 , 
渡
辺
, 晋
 , 
樋
行
政
・
民
間
協
○
○
東
久
留
米
7
2
0
1
6
/7
/1
0
20
0年
位
前
の
長
野
の
新
田
開
発
し
た
人
物
　
坂
本
養
川
（
ヨ
ウ
セ
ン
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
出
か
け
る
前
に
こ
ち
ら
で
情
2
1
5
文
献
紹
介
『
長
野
県
百
科
事
典
』
/R
21
5.
2/
　
信
濃
毎
日
新
聞
社
【
資
料
1】
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
集
部
 編
, 日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
. 人
物
レ
民
間
協
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
6
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
東
久
留
米
8
2
0
1
6
/6
/6
東
久
留
米
の
成
蹊
学
校
は
吉
祥
寺
の
成
蹊
（
学
園
）
の
関
連
施
設
な
の
か
？
2
1
3
3
7
2
事
実
調
査
そ
れ
ぞ
れ
の
設
立
経
緯
等
が
異
な
る
の
で
関
連
施
設
で
は
な
い
【
資
料
1】
東
久
留
米
市
教
育
委
員
会
. 東
久
留
米
の
近
代
史
 :
 明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
.
行
政
・
民
間
協
○
○
東
久
留
米
9
2
0
1
6
/5
/2
ひ
ば
り
が
丘
団
地
が
で
き
る
前
の
地
図
を
み
た
い
*2
9
1
文
献
紹
介
下
記
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
東
久
留
米
市
地
図
　
東
久
留
米
市
教
育
委
員
会
　
20
10
行
政
・
民
間
協
○
○
東
久
留
米
1
0
2
0
1
6
/4
/9
明
治
期
の
事
件
「
御
門
訴
（
ご
も
ん
そ
）
事
件
」
に
つ
い
て
の
本
が
見
た
い
。
2
1
3
文
献
紹
介
下
記
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
索
引
. 平
凡
社
, 1
99
4.
 (
日
本
史
大
事
典
)
行
政
・
民
間
協
○
○
○
東
久
留
米
1
1
2
0
1
6
/4
/7
北
海
道
と
九
州
の
月
別
気
温
が
分
か
る
も
の
が
み
た
い
。
4
5
1
事
実
調
査
『
日
本
の
地
誌
 3
 北
海
道
』
/R
29
1/
　
朝
倉
書
店
 2
01
1
【
資
料
1】
国
立
天
文
台
‖
編
 , 
国
立
天
文
台
‖
編
. 理
科
年
表
 第
89
冊
(平
成
28
年
).
行
政
・
民
間
協
○
○
東
久
留
米
1
2
2
0
1
6
/4
/6
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
中
、
東
久
留
米
の
こ
と
は
ど
こ
に
載
っ
て
い
る
か
。
*2
9
1
文
献
紹
介
『
大
日
本
地
誌
大
系
 新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
第
6巻
【
資
料
1】
蘆
田
伊
人
 編
集
校
訂
 , 
根
本
誠
二
 補
訂
 , 
蘆
田
, 伊
人
, 1
87
7-
19
60
 , 
根
本
,
行
政
・
民
間
協
○
○
東
久
留
米
1
3
2
0
1
6
/2
/2
1
柳
久
保
小
麦
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
（
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
か
ら
の
質
問
）
6
1
2
事
実
調
査
下
記
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
た
ま
し
ん
歴
史
・
美
術
館
歴
史
資
料
室
 編
 , 
た
ま
し
ん
歴
史
・
美
術
館
歴
史
民
間
協
○
○
東
久
留
米
1
4
2
0
1
6
/2
/2
1
市
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
載
っ
て
い
る
「
子
育
て
地
蔵
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
人
々
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
か
知
り
た
1
8
5
文
献
紹
介
事
実
調
査
以
下
の
資
料
・
情
報
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
東
久
留
米
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
文
化
課
 編
 , 
東
久
留
米
市
教
育
委
員
行
政
・
民
間
協
○
○
東
久
留
米
1
5
2
0
1
5
/3
/1
0
浄
牧
院
の
歴
代
の
お
坊
さ
ん
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
1
8
5
2
1
3
文
献
紹
介
事
実
調
査
都
立
図
書
館
、
国
会
図
書
館
所
蔵
『
曹
洞
宗
全
書
』
の
中
に
資
料
1】
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
 編
. 曹
洞
宗
全
書
 第
8 
史
傳
 上
. 曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
,
行
政
・
民
間
協
○
○
東
久
留
米
1
6
2
0
1
3
/1
1
/1
6
千
葉
県
銚
子
、
勝
浦
、
館
山
に
お
け
る
年
間
の
最
高
気
温
と
最
低
気
温
を
知
り
た
い
。
4
5
1
事
実
調
査
下
記
サ
イ
ト
の
デ
ー
タ
を
参
照
し
た
。
【
資
料
1】
総
務
省
統
計
研
修
所
／
編
集
 ,
総
務
省
統
計
研
修
所
. 日
本
統
計
年
鑑
 ２
０
行
政
協
○
○
東
久
留
米
1
7
2
0
1
3
/5
/2
3
日
照
権
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
3
2
4
文
献
紹
介
下
記
資
料
を
提
供
し
た
。
資
料
1】
淡
路
剛
久
 編
集
代
表
 , 
淡
路
, 剛
久
, 1
94
2-
. 環
境
法
辞
典
. 有
斐
閣
, 2
00
2.
民
間
協
○
東
久
留
米
1
8
2
0
1
3
/1
/1
7
ひ
ば
り
が
丘
団
地
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。
ま
た
、
久
留
米
町
時
代
の
人
口
の
推
移
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
3
6
5
5
2
7
3
3
4
文
献
紹
介
下
記
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
日
本
団
地
年
鑑
編
集
委
員
会
 編
.
日
本
団
地
年
鑑
 首
都
圏
版
 1
96
7年
度
版
. 日
行
政
・
民
間
協
○
○
東
久
留
米
1
9
2
0
1
0
/1
1
/2
4
公
正
証
書
が
ど
う
い
う
書
式
か
見
た
い
。
3
1
7
3
2
7
文
献
紹
介
下
記
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
ぎ
ょ
う
せ
い
／
編
 , 
ぎ
ょ
う
せ
い
. 最
新
行
政
大
事
典
 :
 行
政
一
般
・
地
方
民
間
協
○
東
久
留
米
2
0
2
0
0
7
/1
2
/1
柳
窪
（
柳
久
保
）
小
麦
に
関
す
る
資
料
が
見
た
い
。
6
1
6
文
献
紹
介
下
記
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
岡
田
芳
朗
 監
修
 , 
岡
田
, 芳
朗
,
19
30
-2
01
4.
 東
久
留
米
の
江
戸
時
代
 :
 文
化
行
政
・
民
間
協
○
○
○
東
久
留
米
2
1
2
0
0
1
/1
0
/2
7
多
摩
六
都
の
各
市
の
市
章
の
マ
ー
ク
と
由
来
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
3
1
8
事
実
調
査
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
小
平
市
立
図
書
館
 編
 , 
小
平
市
立
図
書
館
. と
し
ょ
か
ん
こ
ど
も
き
ょ
う
ど
行
政
協
○
○
○
○
東
久
留
米
2
2
2
0
0
1
/8
/1
4
東
久
留
米
市
内
の
橋
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。
2
9
1
文
献
紹
介
下
記
資
料
を
提
供
。
【
資
料
1】
東
久
留
米
市
教
育
委
員
会
文
化
課
 編
 , 
東
久
留
米
市
教
育
委
員
会
. 東
久
留
行
政
協
○
○
東
久
留
米
2
3
1
9
8
8
/3
/3
1
神
藤
庄
太
郎
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
大
正
期
の
久
留
米
の
人
で
、
武
蔵
野
鉄
道
関
係
者
で
あ
る
。
2
1
0
2
8
1
6
8
6
文
献
紹
介
◎
『
東
久
留
米
市
史
』
/H
21
･
51
/　
東
久
留
米
市
史
編
さ
ん
【
資
料
1】
東
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
 , 
東
久
留
米
市
. 東
久
留
米
市
史
. 東
久
留
行
政
協
○
○
東
久
留
米
2
4
1
9
8
8
/3
/3
1
玉
川
上
水
、
神
田
上
水
、
玉
川
兄
弟
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
1
0
文
献
紹
介
『
ぼ
く
ら
の
東
京
都
』
/H
29
･
20
/　
山
鹿
誠
次
／
編
著
　
ポ
【
資
料
1】
山
鹿
 誠
次
／
ほ
か
著
 , 
山
鹿
‖
誠
‖
次
. ぼ
く
ら
の
東
京
都
. ポ
プ
ラ
社
,
民
間
協
○
○
東
久
留
米
2
5
1
9
8
5
/7
/2
8
多
摩
各
市
の
マ
ー
ク
・
花
・
鳥
・
木
等
を
調
べ
た
い
。
3
1
8
*文
献
紹
介
下
記
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
丹
羽
基
二
 著
 , 
丹
羽
, 基
二
,
19
19
-2
00
6.
 日
本
の
市
章
 東
日
本
. 保
育
民
間
協
○
○
○
○
東
久
留
米
2
6
1
9
8
3
/7
/2
1
東
京
の
各
区
・
市
の
マ
ー
ク
と
そ
の
作
者
、
制
定
年
を
調
べ
た
い
。
2
9
1
3
1
8
事
実
調
査
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
【
資
料
1】
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
 編
. 角
川
日
本
地
名
大
辞
典
 1
3
民
間
協
○
○
○
○
町
田
市
1
2
0
1
7
/2
/1
7
19
73
（
昭
和
48
）
年
に
町
田
市
の
一
部
が
多
摩
市
に
編
入
し
た
が
、
そ
の
場
所
が
わ
か
る
地
図
や
記
述
の
あ
る
資
料
が
見
た
*2
9
1
文
献
紹
介
M
22
-S
1『
区
画
整
理
事
業
誌
多
摩
市
小
野
路
地
区
』
　
p
.4
広
報
ま
ち
だ
縮
刷
版
　
２
０
１
号
－
３
０
０
号
町
田
市
企
画
部
秘
書
課
広
報
係
／
編
町
田
行
政
協
○
○
○
町
田
市
2
2
0
1
6
/0
7
/0
1
	
昔
の
地
域
名
（
旧
国
名
）
と
、
現
在
の
地
名
を
市
の
単
位
ま
で
対
照
で
き
る
も
の
は
あ
る
か
。
20
0*
8版
文
献
紹
介
R
21
0.
03
『
読
史
総
覧
』
　
ｐ
85
3～
　
国
郡
沿
革
一
覧
あ
読
史
総
覧
人
物
往
来
社
全
国
市
町
村
名
変
遷
総
覧
日
本
加
除
出
版
株
民
間
協
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
7
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
町
田
市
3
2
0
1
6
/5
/2
0
JR
町
田
駅
に
か
つ
て
あ
っ
た
、
昭
和
天
皇
用
の
ホ
ー
ム
（
お
召
し
ホ
ー
ム
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
1
0
文
献
紹
介
M
05
-W
04
『
横
浜
線
物
語
１
～
５
８
』
　
昭
和
53
年
10
月
ま
ち
だ
と
戦
争
ま
ち
だ
戦
後
５
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
編
東
京
都
教
職
員
組
合
町
田
支
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
4
2
0
1
6
/5
/6
町
田
市
の
第
１
回
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
者
を
知
り
た
い
。
30
0*
8版
文
献
紹
介
第
１
回
の
選
挙
は
昭
和
33
年
3
月
9日
に
行
わ
れ
た
。
町
田
歴
史
人
物
事
典
町
田
地
方
史
研
究
会
／
編
小
島
資
料
館
行
政
協
○
○
○
町
田
市
5
2
0
1
5
/5
/2
1
「
目
籠
（
め
か
い
）
」
と
い
う
も
の
が
町
田
市
の
小
山
田
、
小
野
路
あ
た
り
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
ど
う
い
う
も
の
3
8
3
文
献
紹
介
小
型
の
竹
籠
の
こ
と
で
、
作
り
方
は
『
多
摩
の
め
か
い
』
『
か
岩
井
宏
實
 監
修
 , 
工
藤
員
功
 編
 , 
中
林
啓
治
作
画
 , 
岩
井
, 宏
実
, 1
93
2-
 , 
工
藤
, 員
功
,
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
6
2
0
1
5
/1
/1
7
根
岸
の
こ
な
や
踊
り
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
粉
屋
踊
り
　
こ
な
や
お
ど
り
38
0*
8版
文
献
紹
介
Ｍ
10
-Ｃ
0『
町
田
地
方
史
研
究
17
号
』
ｐ
14
4～
15
3「
根
岸
町
田
地
方
史
研
究
第
１
７
号
井
上
　
恭
一
／
編
町
田
地
方
史
研
究
会
行
政
協
○
○
町
田
市
7
2
0
1
4
/1
2
/2
6
昭
和
３
８
年
７
月
３
１
日
付
厚
生
事
務
次
官
通
知
２
５
２
号
が
見
た
い
。
（
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
基
準
）
36
9*
8版
文
献
紹
介
昭
和
３
８
年
７
月
３
１
日
付
厚
生
事
務
次
官
通
知
２
５
２
号
は
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
. 老
人
ク
ラ
ブ
活
動
 :
そ
の
事
例
と
内
容
. 全
国
社
会
福
祉
協
議
会
,
行
政
協
○
町
田
市
8
2
0
1
4
/1
2
/1
8
町
田
市
の
新
庁
舎
（
20
12
年
7月
）
の
設
計
業
者
と
建
設
業
者
を
そ
れ
ぞ
れ
知
り
た
い
。
52
0*
8版
事
実
調
査
町
田
市
Ｈ
Ｐ
＞
市
政
情
報
＞
新
庁
舎
計
画
＞
新
庁
舎
建
設
設
計
町
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
　
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
書
２
０
０
７
年
８
月
町
田
行
政
協
○
○
○
町
田
市
9
2
0
1
4
/1
1
/6
香
雪
園
（
コ
ウ
セ
ツ
エ
ン
）
に
つ
い
て
、
情
報
が
ほ
し
い
。
29
0*
8版
文
献
紹
介
以
下
の
資
料
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。
わ
が
山
旅
、
ま
ち
だ
文
学
散
歩
寺
田
　
和
雄
／
著
町
田
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
 (
p
.7
9)
民
間
協
○
○
町
田
市
1
0
2
0
1
4
/8
/3
0
ま
い
ま
い
ず
井
戸
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
51
8*
8版
38
0*
8版
文
献
紹
介
【
井
戸
に
つ
い
て
】
Ｍ
55
-C
1『
は
む
ら
の
歴
史
』
は
む
ら
の
歴
史
羽
村
町
郷
土
博
物
館
／
編
羽
村
町
教
育
委
員
会
行
政
・
民
間
協
○
○
○
町
田
市
1
1
2
0
1
4
/6
/2
0
町
田
市
内
で
の
関
東
大
震
災
に
関
す
る
資
料
21
0*
8版
文
献
紹
介
■
全
般
M
10
-C
1『
町
田
市
史
　
下
町
田
市
史
　
下
巻
町
田
市
史
編
纂
委
員
会
／
編
町
田
市
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
1
2
2
0
1
4
/6
/1
9
女
人
街
道
に
あ
る
”地
蔵
が
原
”の
地
図
が
見
た
い
。
2
9
1
6
8
2
所
蔵
調
査
『
軽
井
沢
も
の
が
た
り
』
の
昭
和
25
年
の
観
光
地
図
に
”地
蔵
①
今
井
金
吾
 著
 , 
今
井
, 金
吾
, 1
92
0-
. 今
昔
中
山
道
独
案
内
. 日
本
交
通
公
社
出
版
事
行
政
・
民
間
協
○
町
田
市
1
3
2
0
1
4
/5
/1
7
町
田
ぼ
た
ん
園
の
牡
丹
の
種
類
が
知
り
た
い
。
47
0*
8版
事
実
調
査
M
10
-D
2『
花
散
歩
東
京
を
歩
く
』
　
品
種
数
と
品
種
名
数
例
花
散
歩
東
京
を
歩
く
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
編
集
部
／
編
実
業
之
日
本
社
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
1
4
2
0
1
4
/4
/1
1
最
高
裁
判
所
長
官
の
歴
代
一
覧
表
が
見
た
い
。
3*
8版
文
献
紹
介
R
32
7『
裁
判
所
百
年
史
』
p
.5
36
-5
39
に
「
大
審
院
長
・
裁
判
所
百
年
史
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
／
編
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
 (
p
.5
36
-5
39
)
行
政
・
民
間
協
○
町
田
市
1
5
2
0
1
4
/3
/2
5
横
浜
水
道
に
つ
い
て
(歴
史
、
ル
ー
ト
、
取
水
、
現
状
な
ど
)幅
広
く
知
り
た
い
。
51
8*
8版
29
1*
8版
文
献
紹
介
所
蔵
機
関
調
『
水
道
道
た
ん
け
ん
が
は
じ
ま
っ
た
』
が
詳
し
い
。
そ
の
①
笠
原
秀
 著
 , 
笠
原
, 秀
, 1
93
7-
. 「
水
道
道
た
ん
け
ん
」
が
は
じ
ま
っ
た
!.
 ア
リ
ス
館
,
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
1
6
2
0
1
3
/1
2
/1
5
町
田
音
頭
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
76
0*
8版
文
献
紹
介
町
田
音
頭
の
楽
譜
は
以
下
の
資
料
に
載
っ
て
い
る
。
(町
田
市
日
本
の
お
ど
り
中
山
　
義
夫
／
著
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
出
版
社
 (
p
.3
96
)
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
1
7
2
0
1
3
/1
2
/4
小
田
急
線
相
模
大
野
駅
の
前
身
で
あ
る
、
「
大
野
信
号
所
」
の
写
真
が
見
た
い
。
68
6*
8版
21
3*
8版
文
献
紹
介
事
実
調
査
大
野
信
号
所
の
写
真
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
石
井
篁
 監
修
. ふ
る
さ
と
相
模
原
 : 
政
令
指
定
都
市
移
行
記
念
決
定
版
写
真
集
 :
 ふ
る
さ
行
政
・
民
間
協
○
○
○
町
田
市
1
8
2
0
1
3
/1
1
/8
千
葉
県
匝
瑳
市
（
そ
う
さ
し
）
の
巨
樹
・
巨
木
の
本
を
探
し
て
い
る
。
65
3*
8版
文
献
紹
介
『
巨
樹
・
巨
木
』
ｐ
.1
41
「
安
久
山
（
あ
ぐ
や
ま
）
の
大
渡
辺
典
博
 著
. 巨
樹
・
巨
木
 : 
日
本
全
国
67
4本
. 山
と
溪
谷
社
, 1
99
9.
 (
ヤ
マ
ケ
イ
情
民
間
協
○
○
町
田
市
1
9
2
0
1
3
/1
0
/2
3
江
戸
時
代
、
江
戸
城
に
上
納
さ
れ
て
い
た
鮎
の
運
搬
方
法
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
川
魚
な
の
で
、
足
が
早
い
は
ず
で
あ
る
が
、
21
0*
8版
38
3*
8版
事
実
調
査
①
～
⑦
の
資
料
か
ら
、
鮎
は
籠
に
入
れ
ら
れ
て
運
搬
さ
れ
た
よ
『
大
江
戸
意
外
な
は
な
し
36
6日
事
典
』
（
大
石
学
、
講
談
社
、
19
94
）
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
2
0
2
0
1
3
/1
0
/2
2
津
久
井
地
方
で
採
れ
た
鮎
を
江
戸
ま
で
運
ん
だ
道
「
鮎
の
道
」
は
、
現
在
の
津
久
井
街
道
と
同
じ
道
な
の
か
？
29
1*
8版
21
0*
8版
事
実
調
査
「
鮎
の
道
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
①
の
資
料
の
み
。
『
ま
ち
だ
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
２
』
（
み
ど
り
の
ゆ
び
、
20
11
）
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
2
1
2
0
1
3
/1
0
/1
8
「
井
出
の
沢
の
戦
い
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
町
田
市
菅
原
神
社
脇
の
古
戦
場
跡
。
2
1
3
文
献
紹
介
１
３
３
５
年
（
建
武
２
年
）
７
月
２
２
日
（
も
し
く
は
２
３
町
田
市
史
編
纂
委
員
会
 編
. 町
田
市
史
 上
巻
. 町
田
市
, 1
97
4.
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
2
2
2
0
1
3
/9
/3
0
小
野
路
か
ら
布
田
道
を
使
っ
て
江
戸
へ
柿
（
禅
寺
丸
な
ど
）
が
運
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
出
荷
な
ど
わ
か
る
資
料
*2
1
0
文
献
紹
介
布
田
道
を
使
っ
て
柿
が
運
ば
れ
た
記
述
が
あ
る
資
料
は
見
つ
け
探
検
し
よ
う
ぼ
く
ら
の
ま
ち
の
多
摩
丘
陵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ど
り
の
ゆ
び
／
編
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
2
3
2
0
1
3
/9
/1
9
伊
豆
七
島
の
新
島
で
出
る
抗
火
石
（
こ
う
か
せ
き
/こ
う
が
せ
き
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
4
5
8
2
9
1
事
実
調
査
淡
色
な
い
し
白
色
の
著
し
く
気
泡
に
富
む
ガ
ラ
ス
質
流
紋
岩
質
『
日
本
大
百
科
全
書
　
２
版
　
８
　
け
－
こ
う
の
』
民
間
協
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
8
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
町
田
市
2
4
2
0
1
3
/3
/6
昭
和
30
年
代
に
原
町
田
で
起
き
た
米
軍
機
墜
落
事
件
に
つ
い
て
の
資
料
は
あ
る
か
。
21
0*
8版
文
献
紹
介
事
件
は
昭
和
39
（
19
64
）
年
4
月
5日
、
原
町
田
2丁
目
で
起
き
ま
ち
び
と
町
田
市
市
民
部
市
民
協
働
推
進
課
２
０
１
３
０
３
０
５
　
０
４
０
６
　
春
号
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
2
5
2
0
1
2
/1
2
/1
幕
末
か
ら
明
治
維
新
ご
ろ
の
町
田
の
生
糸
・
養
蚕
に
関
す
る
資
料
が
ほ
し
い
。
特
に
生
産
・
売
買
に
つ
い
て
。
2
1
3
6
3
0
文
献
紹
介
『
町
田
市
史
　
下
巻
』
と
『
町
田
市
史
史
料
集
　
第
２
･７
･８
『
町
田
市
史
　
下
巻
』
　
町
田
市
史
編
纂
委
員
会
　
町
田
市
　
１
９
８
４
年
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
2
6
2
0
1
2
/1
0
/7
町
田
市
歌
の
楽
譜
が
見
た
い
。
76
0*
8版
文
献
紹
介
S
38
年
の
町
田
市
広
報
「
市
制
施
行
５
周
年
記
念
特
別
号
」
に
広
報
ま
ち
だ
縮
刷
版
　
１
号
－
２
０
０
号
町
田
市
企
画
部
秘
書
課
広
報
係
／
編
町
田
市
行
政
協
○
○
○
町
田
市
2
7
2
0
1
2
/3
/2
7
江
戸
時
代
に
①
町
田
市
相
原
地
区
に
水
車
が
あ
っ
た
（
武
蔵
風
土
記
に
上
相
原
２
基
、
中
相
原
２
基
、
下
相
原
１
基
）
と
あ
る
2
1
0
2
1
3
5
3
4
文
献
紹
介
①
に
関
し
て
は
『
わ
が
町
大
蔵
』
　
ｐ
．
１
２
３
～
　
時
代
『
わ
が
町
大
蔵
』
　
町
田
市
大
蔵
町
町
内
会
20
08
年
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
2
8
2
0
1
1
/6
/1
3
現
・
法
政
大
学
の
敷
地
に
あ
っ
た
、
多
摩
送
信
所
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
国
際
電
気
通
信
株
式
会
社
多
摩
送
信
所
跡
21
0*
8版
文
献
紹
介
M
19
-C
1『
堺
村
誌
』
　
p
.9
4-
96
　
「
国
際
電
気
通
信
(株
)多
堺
村
誌
堺
村
誌
編
集
委
員
会
／
編
堺
村
誌
編
纂
委
員
会
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
2
9
2
0
1
0
/4
/2
8
戦
車
道
路
・
尾
根
緑
道
の
歴
史
・
由
来
な
ど
を
知
り
た
い
。
20
0*
8版
文
献
紹
介
所
蔵
の
資
料
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
町
田
市
史
　
下
巻
町
田
市
史
編
纂
委
員
会
／
編
町
田
市
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
3
0
2
0
0
9
/1
1
/1
8
『
御
取
締
筋
御
改
革
』
（
文
政
１
０
年
２
月
）
の
本
文
を
見
た
い
。
原
文
で
な
く
て
も
良
い
。
2
1
3
文
献
紹
介
自
館
所
蔵
の
以
下
の
図
書
を
提
供
す
る
。
『
町
田
市
史
』
上
巻
　
町
田
市
史
編
纂
委
員
会
　
町
田
市
　
１
９
７
４
年
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
3
1
2
0
0
9
/4
/1
5
絹
の
道
を
歩
き
た
い
。
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
あ
る
か
？
29
1*
8版
文
献
紹
介
町
田
市
立
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
資
料
の
う
ち
、
絹
の
道
に
横
浜
開
港
と
横
浜
へ
の
絹
の
道
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
国
際
貿
易
観
光
会
館
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
3
2
2
0
0
7
/2
/1
3
神
奈
川
県
中
郡
（
大
磯
、
二
ノ
宮
、
平
塚
）
で
、
ど
ん
ど
焼
き
の
こ
と
を
「
せ
い
と
ば
れ
え
」
と
呼
ぶ
。
38
2*
8版
文
献
紹
介
”道
祖
神
の
在
る
所
”の
意
。
ま
た
、
回
答
プ
ロ
セ
ス
に
も
あ
『
町
田
市
史
』
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
3
3
2
0
0
6
/1
0
/3
境
川
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
走
っ
て
い
る
が
、
そ
の
距
離
を
知
り
た
い
。
29
0*
8版
事
実
調
査
町
田
市
の
境
川
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
の
整
備
済
区
間
は
約
東
京
周
辺
自
転
車
散
歩
和
田
義
弥
／
著
山
と
溪
谷
社
行
政
・
民
間
協
○
○
町
田
市
3
4
2
0
0
6
/6
/2
7
長
崎
県
の
伊
王
島
灯
台
の
灯
台
番
号
、
国
際
番
号
、
灯
質
等
を
知
り
た
い
。
50
0*
8版
事
実
調
査
『
灯
台
表
；
第
１
巻
　
平
成
１
６
年
２
月
』
（
海
上
保
安
庁
海
行
政
協
○
○
町
田
市
3
5
2
0
0
6
/4
/1
5
京
都
府
宇
治
市
に
あ
る
橋
姫
神
社
に
「
（
タ
イ
ト
ル
読
め
ず
）
宇
治
川
の
砂
の
夕
焼
け
・
・
・
」
の
よ
う
な
字
で
始
ま
る
短
歌
*9
1
1
事
実
調
査
宇
治
市
歴
史
資
料
館
の
資
料
『
宇
治
の
碑
』
ｐ
２
７
に
記
載
行
政
協
○
○
町
田
市
3
6
2
0
0
6
/2
/1
日
光
祭
祀
の
具
体
的
な
内
容
を
知
り
た
い
。
20
0*
8版
文
献
紹
介
R
29
1.
32
『
栃
木
県
百
科
事
典
』
　
下
野
新
聞
社
　
19
90
栃
木
県
大
百
科
事
典
栃
木
県
大
百
科
事
典
刊
行
会
／
編
下
野
新
聞
社
民
間
協
○
○
町
田
市
3
7
2
0
0
5
/1
2
/2
2
長
野
県
の
八
ヶ
岳
で
な
ぜ
縄
文
文
化
が
栄
え
た
の
か
参
考
に
な
る
資
料
は
な
い
か
。
20
0*
8版
文
献
紹
介
急
ぎ
の
よ
う
で
し
た
の
で
、
現
在
所
蔵
中
の
資
料
か
ら
探
し
、
Ａ
『
全
国
古
代
遺
跡
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
（
P
H
P
研
究
所
）
民
間
協
○
○
町
田
市
3
8
2
0
0
5
/8
/2
3
「
東
京
市
の
歌
」
の
楽
譜
を
探
し
て
い
る
。
昭
和
１
７
年
か
ら
１
８
年
頃
の
音
楽
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
。
7*
8版
文
献
紹
介
『
山
田
耕
作
全
集
７
　
国
民
歌
謡
曲
集
』
（
山
田
耕
作
　
春
秋
『
山
田
耕
筰
作
品
資
料
目
録
』
（
遠
山
音
楽
財
団
付
属
図
書
館
　
19
84
）
行
政
・
民
間
協
○
○
○
○
調
布
市
1
2
0
1
5
/6
/1
2
昭
和
30
年
代
、
調
布
市
域
の
旧
米
軍
関
東
村
住
宅
地
区
に
お
い
て
、
駐
留
米
軍
人
が
家
族
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
に
野
球
を
教
え
7
8
3
事
実
調
査
調
布
リ
ト
ル
リ
ー
グ
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
以
下
の
資
料
に
記
[資
料
1]
少
年
野
球
と
甲
子
園
－
中
学
野
球
の
組
織
と
現
場
－
　
手
束
仁
著
　
三
修
社
行
政
・
民
間
協
○
○
調
布
市
2
2
0
0
5
/1
2
/2
4
『
怪
談
』
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
著
）
の
「
雪
女
」
の
舞
台
に
つ
い
て
，
前
書
き
に
武
蔵
の
国
西
多
摩
郡
調
布
村
と
あ
る
9
3
3
2
9
1
事
実
調
査
『
怪
談
』
を
確
認
す
る
と
，
前
書
き
に
「
西
多
摩
郡
調
布
村
」
怪
談
－
不
思
議
な
こ
と
の
物
語
と
研
究
－
改
版
（
岩
波
文
庫
　
３
２
－
２
４
４
－
１
）
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
調
布
市
3
2
0
0
5
/1
1
/9
調
布
の
お
年
寄
り
に
向
く
散
歩
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
*2
9
1
文
献
紹
介
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ま
ち
ガ
イ
ド
・
調
布
市
ふ
く
し
マ
ッ
プ
」
行
政
・
民
間
協
○
○
調
布
市
4
2
0
0
5
/1
/3
0
2
0
0
4
/1
2
/4
深
大
寺
の
赤
駒
（
わ
ら
馬
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
7
5
9
*文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
日
本
の
郷
土
玩
具
（
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
　
１
０
）
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
調
布
市
5
2
0
0
5
/1
/3
0
鴨
プ
リ
ズ
ン
の
服
役
者
た
ち
が
現
在
の
関
東
村
で
行
っ
た
と
い
う
水
耕
農
場
に
つ
い
て
の
資
料
が
み
た
い
2
1
0
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
図
説
戦
争
裁
判
ス
ガ
モ
プ
リ
ズ
ン
事
典
著
者
 茶
園
義
男
編
著
行
政
・
民
間
協
○
○
調
布
市
6
2
0
0
5
/1
/3
0
多
摩
川
遊
泳
場
に
つ
い
て
書
い
た
本
は
あ
り
ま
す
か
2
1
0
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
多
摩
川
水
泳
五
十
年
著
者
 原
育
夫
著
行
政
・
民
間
協
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
0
9
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
調
布
市
7
2
0
0
5
/1
/3
0
だ
る
ま
・
深
大
寺
だ
る
ま
市
の
本
3
8
7
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
深
大
寺
出
版
者
 深
大
寺
行
政
・
民
間
協
○
○
調
布
市
8
2
0
0
4
/1
2
/2
2
調
布
近
辺
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
知
り
た
い
2
1
0
3
8
7
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
調
布
こ
ぼ
れ
話
　
２
　
第
３
版
著
者
 調
布
市
総
務
部
市
長
室
広
報
担
当
編
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
調
布
市
9
2
0
0
5
/1
/3
0
調
布
市
及
び
東
京
都
の
野
球
に
関
す
る
本
を
探
し
て
い
る
7
8
3
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
球
音
－
調
布
リ
ト
ル
リ
ー
グ
史
－
著
者
 調
布
リ
ト
ル
リ
ー
グ
編
民
間
協
○
○
○
○
調
布
市
1
0
2
0
0
5
/1
/3
0
品
川
道
の
歴
史
や
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
9
1
事
実
調
査
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
多
摩
の
あ
ゆ
み
　
５
号
出
版
者
 た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
行
政
・
民
間
協
○
○
調
布
市
1
1
2
0
0
5
/1
/3
0
	2
0
0
4
/1
2
/2
2
深
大
寺
そ
ば
の
由
来
*2
1
0
事
実
調
査
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
深
大
寺
そ
ば
－
テ
ー
マ
展
　
１
９
９
１
．
１
０
．
１
２
－
１
２
．
１
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
調
布
市
1
2
2
0
0
5
/1
/3
0
深
大
寺
の
龍
の
絵
「
河
鍋
暁
斎
の
絵
」
に
つ
い
て
*7
2
0
文
献
紹
介
史
談
会
誌
１
５
号
Ｐ
２
に
記
述
が
あ
る
く
ら
し
の
便
利
帳
　
１
９
８
０
（
市
報
ち
ょ
う
ふ
　
別
冊
）
行
政
・
民
間
協
○
○
調
布
市
1
3
2
0
0
5
/1
/3
0
戦
争
体
験
に
関
す
る
郷
土
の
出
版
本
2
1
0
所
蔵
調
査
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
わ
た
し
の
戦
争
体
験
－
昭
和
四
十
九
年
憲
法
記
念
日
に
際
し
編
纂
－
行
政
・
民
間
協
○
○
調
布
市
1
4
2
0
0
5
/1
/3
0
外
環
や
環
状
方
向
の
交
通
に
つ
い
て
*6
8
1
文
献
紹
介
広
報
誌
「
外
環
Jo
u
rn
al
」
他
下
記
の
資
料
を
参
照
し
て
く
だ
東
京
外
か
く
環
状
道
路
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
報
告
書
行
政
協
○
○
○
○
○
調
布
市
1
5
2
0
0
4
/1
2
/4
調
布
市
音
頭
の
成
立
過
程
7
6
7
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
調
布
音
頭
コ
メ
ン
ト
 藤
間
哲
郎
（
作
詩
）
・
山
口
俊
郎
行
政
協
○
○
調
布
市
1
6
*2
0
0
5
/1
2
/1
0
2
0
0
3
/1
2
/1
6
１
９
５
０
年
代
の
独
立
映
画
・
中
央
映
画
撮
影
所
に
つ
い
て
（
現
在
の
上
石
原
，
東
宝
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
付
近
に
あ
っ
た
中
央
7
7
8
事
実
調
査
１
９
５
０
年
代
に
設
立
し
た
独
立
プ
ロ
作
品
の
撮
影
所
。
独
立
1	映
画
年
鑑
－
17
(戦
後
編
)	中
央
映
画
は
19
54
年
に
新
世
紀
、
新
星
映
画
、
キ
ヌ
タ
の
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
調
布
市
1
7
*2
0
0
5
/1
2
/1
0
１
９
３
５
年
に
日
活
多
摩
川
撮
影
所
で
製
作
さ
れ
た
映
画
「
た
め
ら
ふ
勿
れ
若
人
よ
」
の
あ
ら
す
じ
、
ス
チ
ー
ル
写
真
が
み
た
*7
7
8
*7
4
8
*文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
永
遠
の
マ
ド
ン
ナ
原
節
子
の
す
べ
て
出
版
者
 出
版
協
同
社
民
間
協
○
○
調
布
市
1
8
*2
0
0
5
/1
2
/1
0
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
調
布
市
の
地
図
*2
9
1
*文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
戦
災
復
興
期
東
京
１
万
分
１
地
形
図
集
成
解
題
民
間
協
○
○
調
布
市
1
9
*2
0
0
5
/1
2
/9
調
布
の
香
具
師
（
や
し
）
*2
1
0
*文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
調
布
の
近
世
史
料
　
下
（
調
布
市
史
研
究
資
料
　
７
）
行
政
協
○
○
調
布
市
2
0
*2
0
0
5
/1
2
/9
調
布
の
花
火
大
会
*3
8
6
*文
献
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
調
布
市
花
火
大
会
」
 （
調
布
市
花
火
大
会
子
ど
も
の
た
め
の
調
布
市
の
歴
史
　
第
２
版
著
者
 調
布
市
立
図
書
館
編
集
行
政
協
○
○
調
布
市
2
1
2
0
0
4
/1
2
/5
調
布
の
七
福
神
に
つ
い
て
の
っ
て
い
る
本
が
見
た
い
。
1
8
5
3
8
7
*文
献
紹
介
「
京
王
ニ
ュ
ー
ス
　
１
９
９
８
．
１
　
№
５
１
６
」
　
１
９
全
国
霊
場
巡
拝
事
典
著
者
 大
法
輪
閣
編
集
部
編
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
調
布
市
2
2
*2
0
0
5
/1
2
/6
調
布
で
明
治
４
２
年
に
発
刊
さ
れ
た
「
週
刊
多
摩
新
聞
」
（
発
行
人
　
中
西
悟
玄
）
の
復
刻
ま
た
は
原
紙
で
み
ら
れ
る
も
の
は
0
7
1
所
蔵
調
査
原
紙
は
個
人
蔵
で
非
公
開
で
す
。
明
治
末
期
週
刊
多
摩
新
聞
全
集
－
調
布
史
談
会
複
刻
－
民
間
協
○
○
調
布
市
2
3
*2
0
0
5
/1
2
/6
調
布
市
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
の
教
育
に
つ
い
て
最
新
の
情
報
が
ほ
し
い
3
7
6
文
献
紹
介
Ｗ
Ｅ
Ｂ
情
報
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
－
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
を
実
践
す
る
－
民
間
協
○
○
調
布
市
2
4
*2
0
0
5
/1
2
/6
調
布
市
の
地
名
の
由
来
2
9
0
文
献
紹
介
調
布
市
郷
土
博
物
館
解
説
シ
ー
ト
 №
１
７
万
葉
武
蔵
野
紀
行
著
者
 谷
馨
著
行
政
・
民
間
協
○
○
調
布
市
2
5
*2
0
0
5
/1
2
/6
調
布
市
の
大
量
出
土
古
銭
に
つ
い
て
調
べ
て
ほ
し
い
2
1
0
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
調
布
市
史
　
上
巻
著
者
 調
布
市
市
史
編
集
委
員
会
編
行
政
協
○
○
調
布
市
2
6
2
0
0
4
/1
2
/4
調
布
市
内
の
掩
体
壕
(え
ん
た
い
ご
う
）
に
つ
い
て
2
1
0
6
8
7
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
調
布
史
談
会
誌
－
合
冊
綴
－
第
２
１
号
～
第
３
０
号
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
調
布
市
2
7
*2
0
0
5
/1
2
/1
0
2
0
0
2
/1
1
/3
0
図
書
館
だ
よ
り
で
「
映
画
特
集
」
を
組
ん
だ
の
は
い
つ
か
*0
1
5
書
誌
的
事
項
調
査
下
記
の
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
図
書
館
だ
よ
り
－
特
集
　
映
画
の
町
＊
調
布
－
８
９
行
政
協
・
自
○
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
1
0
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
調
布
市
2
8
2
0
1
7
/1
2
/2
0
調
布
市
が
１
９
６
４
（
昭
和
３
９
）
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
録
映
画
を
作
成
し
た
と
聞
い
た
が
、
い
つ
頃
で
き
た
か
知
り
た
7
8
0
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
文
献
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
史
－
下
巻
	「
広
報
・
公
聴
の
重
視
」
の
項
に
、
本
多
市
長
が
広
報
活
動
を
重
行
政
自
○
○
○
調
布
市
2
9
2
0
1
7
/1
1
/3
0
調
布
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
が
全
日
本
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た
年
を
知
り
た
い
。
7
8
3
事
実
調
査
全
日
本
選
手
権
大
会
の
優
勝
は
19
75
年
、
19
77
年
、
19
78
1	3
0年
25
年
の
あ
ゆ
み
	全
日
本
大
会
（
全
日
本
選
手
権
）
優
勝
年
の
記
載
が
各
ペ
ー
ジ
に
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
3
0
2
0
1
7
/8
/6
国
領
神
社
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
ま
で
は
多
摩
川
沿
い
に
あ
っ
た
と
資
料
に
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
場
所
は
ど
こ
か
。
当
時
は
1
7
5
.9
事
実
調
査
今
の
染
地
２
－
２
８
－
８
に
あ
っ
た
。
（
参
考
資
料
を
参
1	子
ど
も
の
た
め
の
調
布
市
の
歴
史
 第
2版
	
「
国
領
神
社
」
の
項
に
、
「
昔
、
国
領
宿
の
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
3
1
2
0
1
7
/7
/6
調
布
市
で
行
な
っ
て
い
る
「
平
和
祈
念
祭
」
と
「
平
和
の
塔
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
3
1
9
.8
事
実
調
査
19
73
（
昭
和
48
）
年
に
「
平
和
の
塔
」
の
除
幕
式
が
行
わ
1	読
売
新
聞
武
蔵
野
版
－
平
成
2年
5月
～
6月
	19
90
（
平
成
2）
年
5月
3日
（
22
）
「
戦
争
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
3
2
2
0
1
7
/5
/1
8
粕
谷
家
に
は
、
明
治
天
皇
が
行
幸
の
際
に
休
憩
所
と
し
て
立
ち
寄
っ
た
こ
と
か
ら
お
褒
め
の
松
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
2
1
0
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
1	郷
土
の
七
十
年
	「
蓮
慶
寺
（
中
略
）
少
し
東
の
名
主
の
家
柄
と
言
わ
れ
た
粕
谷
さ
ん
の
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
3
3
2
0
1
7
/5
/2
調
布
の
佐
須
あ
た
り
に
忍
者
が
い
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
1
0
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
1	晃
華
学
園
中
学
校
高
等
学
校
－
19
63
-
20
13
	「
４
．
近
世
の
佐
須
村
と
伊
賀
者
」
の
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
3
4
2
0
1
7
/4
/1
6
大
岡
信
氏
は
１
９
７
１
（
昭
和
４
６
）
年
か
ら
３
０
年
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
調
布
市
に
住
ん
で
い
た
。
大
岡
氏
と
調
布
と
の
つ
な
9
1
0
 
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
1	〈
新
研
究
資
料
〉
現
代
日
本
文
学
－
第
7巻
	
鶴
岡
喜
久
「
大
岡
信
」
に
、
大
岡
信
の
生
ま
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
3
5
2
0
1
7
/4
/7
１
９
５
７
（
昭
和
３
２
）
年
頃
の
多
摩
川
住
宅
周
辺
の
地
図
で
、
縦
の
区
割
り
、
畑
の
間
の
道
、
上
ケ
給
（
あ
げ
き
ゅ
う
）
2
9
0
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
染
地
新
旧
町
名
地
番
対
照
図
－
昭
和
41
年
7月
1日
施
行
	１
９
６
６
（
昭
和
４
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
3
6
2
0
1
7
/3
/2
0
東
京
新
聞
の
２
０
１
７
（
平
成
２
９
）
年
３
月
１
５
日
の
３
２
面
に
上
野
公
園
の
樹
木
伐
採
中
止
に
関
す
る
記
事
お
よ
び
作
家
5
1
8
3
1
8
7
8
0
事
実
調
査
下
記
の
U
R
L
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
上
野
公
園
の
再
整
備
以
前
1	朝
日
新
聞
縮
刷
版
－
平
成
27
年
9月
号
	２
０
１
５
（
平
成
２
７
）
年
９
月
５
日
朝
刊
７
面
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
3
7
2
0
1
7
/3
/9
１
９
５
３
（
昭
和
２
８
）
年
に
製
作
さ
れ
た
、
成
瀬
巳
喜
男
監
督
の
映
画
「
あ
に
い
も
う
と
」
の
撮
影
場
所
に
つ
い
て
7
7
8
事
実
調
査
下
記
の
参
考
資
料
を
紹
介
し
た
。
撮
影
場
所
は
１
９
５
３
年
1	成
瀬
巳
喜
男
－
日
常
の
き
ら
め
き
	「
あ
に
い
も
う
と
」
に
つ
い
て
記
述
あ
り
。
ｐ
.2
04
民
間
自
○
○
調
布
市
3
8
2
0
1
6
/1
0
/1
4
甲
州
街
道
４
４
宿
に
つ
い
て
6
8
2
2
9
1
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
1	甲
州
道
中
	表
「
甲
州
道
中
宿
概
要
一
覧
」
あ
り
。
４
４
宿
と
内
藤
新
宿
の
、
次
宿
へ
の
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
3
9
2
0
1
6
/1
0
/1
禅
寺
丸
柿
に
つ
い
て
歴
史
等
を
知
り
た
い
。
6
2
5
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	多
摩
川
を
渡
っ
て
来
た
禅
寺
丸
柿
－
調
布
か
ら
見
た
人
と
柿
の
道
	禅
寺
丸
柿
の
発
見
か
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
4
0
2
0
1
6
/9
/1
7
多
摩
川
住
宅
は
自
前
で
汚
水
処
理
を
行
っ
て
い
た
が
，
公
共
下
水
道
に
切
り
替
わ
っ
た
時
期
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
5
1
8
3
1
8
文
献
紹
介
多
摩
川
住
宅
が
公
共
下
水
道
に
切
り
替
わ
っ
た
時
期
に
関
す
る
1	狛
江
市
史
	「
下
水
道
」
の
項
目
あ
り
。
「
昭
和
五
十
年
第
二
期
工
事
と
し
て
西
部
排
行
政
自
○
○
○
調
布
市
4
1
2
0
1
6
/7
/1
7
京
王
線
調
布
駅
の
南
口
に
あ
る
調
布
駅
前
公
園
（
通
称
「
タ
コ
公
園
」
）
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
5
1
8
2
1
3
文
献
紹
介
下
記
の
文
献
及
び
U
R
L
を
紹
介
し
た
。
1	市
報
ち
ょ
う
ふ
 縮
刷
版
－
昭
和
46
年
～
47
年
版
	19
71
（
昭
和
46
）
年
8月
20
日
号
に
、
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
4
2
2
0
1
6
/5
/2
4
神
代
植
物
公
園
の
う
め
、
つ
ば
き
園
連
絡
路
下
に
あ
る
道
路
の
両
脇
の
石
積
み
が
、
い
つ
、
何
の
た
め
に
積
ま
れ
た
の
か
知
り
5
1
8
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	深
大
寺
寺
報
－
第
1号
～
第
40
号
	第
12
号
（
19
87
（
昭
和
62
）
年
3月
10
日
）
p
.1
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
4
3
2
0
1
6
/3
/3
0
	主
に
調
布
市
周
辺
の
野
川
に
お
け
る
昭
和
年
代
の
改
修
工
事
や
な
ぜ
緑
を
残
す
よ
う
な
工
事
が
行
わ
れ
た
の
か
知
り
た
い
。
5
1
7
5
1
9
文
献
紹
介
野
川
の
治
水
・
改
修
工
事
と
関
連
し
た
環
境
保
全
の
歴
史
に
関
1	多
摩
の
あ
ゆ
み
－
第
61
号
～
第
65
号
	第
61
号
は
野
川
流
域
の
特
集
。
p
.9
5-
97
 戦
前
か
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
4
4
2
0
1
6
/2
/2
6
調
布
市
の
晃
華
学
園
内
に
あ
っ
た
井
伊
家
の
別
荘
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
1
0
文
献
紹
介
井
伊
直
弼
の
孫
、
井
伊
直
忠
伯
爵
の
別
荘
は
、
調
布
市
佐
須
町
1	調
布
市
史
－
下
巻
	「
調
布
・
神
代
地
区
の
地
形
概
念
図
と
別
荘
所
在
地
」
に
井
伊
直
忠
行
政
自
○
○
調
布
市
4
5
2
0
1
6
/1
/2
1
多
摩
川
住
宅
を
建
設
す
る
と
き
の
土
地
の
収
用
に
関
す
る
資
料
が
み
た
い
。
か
な
り
難
航
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
2
1
0
3
6
5
文
献
紹
介
多
摩
川
住
宅
の
土
地
収
用
に
関
す
る
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
1	狛
江
市
史
	湿
田
の
た
め
宅
地
開
発
が
遅
れ
て
い
た
の
を
、
19
59
（
昭
和
34
）
年
頃
地
主
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
4
6
2
0
1
6
/1
/2
1
日
活
多
摩
川
撮
影
所
建
設
時
の
土
地
の
収
用
に
つ
い
て
7
7
8
文
献
紹
介
日
活
に
よ
る
農
地
買
収
に
際
し
，
新
薬
工
場
の
設
立
と
い
う
1	調
布
市
史
－
下
巻
	買
収
費
高
騰
へ
の
警
戒
か
ら
新
薬
工
場
の
設
立
と
い
う
ふ
れ
こ
み
で
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
4
7
2
0
1
6
/1
/1
7
柴
崎
（
大
町
）
に
あ
る
八
剣
（
八
剱
、
八
劍
）
神
社
（
や
つ
る
ぎ
じ
ん
じ
ゃ
）
と
そ
の
御
神
体
の
十
一
面
観
音
に
つ
い
て
知
り
1
7
5
7
1
8
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
の
文
化
財
案
内
－
歴
史
の
お
く
り
も
の
	八
剣
神
社
の
項
あ
り
。
由
来
、
御
神
体
で
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
4
8
2
0
1
5
/1
1
/2
3
関
東
村
に
あ
っ
た
水
耕
農
場
司
令
官
の
エ
リ
オ
ッ
ト
中
佐
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
8
9
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
域
の
空
襲
と
敗
戦
－
2(
敗
戦
・
占
領
編
)	「
調
布
中
学
校
建
設
と
エ
リ
オ
ッ
ト
行
政
・
民
間
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
1
1
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
調
布
市
4
9
2
0
1
5
/1
1
/9
調
布
駅
南
口
に
あ
っ
た
噴
水
の
完
成
年
が
知
り
た
い
。
3
1
8
5
1
8
事
実
調
査
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
議
会
20
年
史
	19
64
（
昭
和
39
）
年
の
年
表
に
「
12
.1
0.
調
布
駅
南
口
広
場
完
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
5
0
2
0
1
5
/9
/1
5
調
布
市
内
の
高
射
砲
台
に
関
す
る
資
料
を
探
し
て
い
る
。
2
1
0
文
献
紹
介
下
記
の
資
料
を
提
供
し
た
。
1	太
平
洋
戦
争
と
調
布
	p
.3
7-
38
「
仙
川
の
高
射
砲
陣
地
」
に
７
人
の
投
稿
文
あ
り
。
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
5
1
2
0
1
5
/9
/1
調
布
市
内
に
あ
る
映
画
関
連
施
設
や
映
画
関
連
事
業
所
が
掲
載
さ
れ
た
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
か
。
ま
ち
歩
き
の
た
め
7
7
8
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	映
画
の
ま
ち
調
布
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
－
調
布
は
ま
る
ご
と
映
画
の
ま
ち
	調
布
市
内
の
映
画
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
5
2
2
0
1
5
/3
/5
神
代
植
物
公
園
に
あ
る
ツ
バ
キ
「
神
代
都
鳥
（
じ
ん
だ
い
み
や
こ
ど
り
）
」
（
神
代
植
物
公
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
品
種
）
が
発
見
6
2
7
事
実
調
査
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	神
代
植
物
公
園
開
園
50
周
年
記
念
誌
	「
つ
ば
き
園
の
神
代
都
鳥
」
の
欄
に
、
特
徴
と
名
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
5
3
2
0
1
5
/2
/2
0
調
布
町
と
神
代
村
［
神
代
町
（
１
９
５
２
～
）
］
が
合
併
し
て
調
布
市
に
な
っ
た
１
９
５
５
（
昭
和
３
０
）
年
に
、
な
る
べ
く
2
9
1
事
実
調
査
下
記
の
参
考
文
献
の
情
報
を
提
供
し
た
。
1	調
布
町
沿
革
誌
	巻
頭
に
調
布
町
全
図
あ
り
。
本
は
１
９
５
１
（
昭
和
２
６
）
年
刊
で
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
5
4
2
0
1
5
/1
/2
2
以
前
見
た
西
調
布
一
番
街
に
関
す
る
読
売
新
聞
の
記
事
が
見
た
い
。
イ
ラ
ス
ト
地
図
の
あ
る
記
事
だ
っ
た
。
商
店
街
が
で
き
た
0
7
0
事
実
調
査
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	読
売
新
聞
縮
刷
版
－
昭
和
52
年
5月
	19
77
（
昭
和
52
）
年
5月
30
日
朝
刊
都
民
版
「
ス
民
間
自
○
○
調
布
市
5
5
2
0
1
4
/1
0
/6
深
大
寺
通
り
（
深
大
寺
小
学
校
）
が
景
観
整
備
で
受
賞
し
た
日
は
い
つ
か
、
ま
た
、
何
と
い
う
賞
だ
っ
た
か
。
5
1
8
.8
6
8
9
.1
事
実
調
査
下
記
の
文
献
及
び
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
紹
介
し
た
。
1	深
小
－
い
の
ち
ゆ
た
か
に
心
清
ら
に
 開
校
14
0周
年
記
念
誌
－
平
成
25
年
度
	平
成
５
年
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
5
6
2
0
1
4
/4
/5
調
布
の
水
質
の
変
化
に
つ
い
て
経
年
的
に
分
か
る
資
料
が
見
た
い
。
5
1
8
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水
質
測
定
結
果
－
平
成
24
年
度
	昭
和
56
（
19
81
）
年
度
行
政
自
○
○
○
調
布
市
5
7
2
0
1
3
/1
0
/1
1
近
年
、
調
布
市
内
で
ど
ん
な
作
物
が
ど
こ
で
ど
の
く
ら
い
作
ら
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
。
農
地
面
積
分
布
図
も
あ
れ
ば
な
お
	6
1
0
文
献
紹
介
現
在
の
調
布
市
で
作
ら
れ
て
い
る
作
物
と
収
穫
量
を
示
し
た
下
1	調
布
市
統
計
書
－
平
成
23
年
版
	p
.6
5
20
10
（
平
成
２
２
）
年
の
「
農
業
集
落
別
農
行
政
自
○
○
調
布
市
5
8
2
0
1
3
/7
/1
5
明
治
期
、
川
崎
市
柿
生
村
（
現
川
崎
市
麻
生
区
）
王
禅
寺
か
ら
東
京
方
面
へ
行
く
旧
道
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
9
1
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	津
久
井
街
道
－
登
戸
・
生
田
・
柿
生
を
た
ず
ね
て
	津
久
井
街
道
を
歩
き
な
が
ら
、
街
道
民
間
自
○
○
調
布
市
5
9
2
0
1
3
/6
/6
多
摩
川
の
渡
し
が
い
つ
ま
で
あ
っ
た
の
か
知
り
た
い
。
ま
た
、
当
時
の
写
真
が
あ
っ
た
ら
見
た
い
。
6
8
4
文
献
紹
介
*な
し
1	調
布
今
昔
写
真
集
	ｐ
.7
3　
渡
し
場
、
ｐ
.8
0
矢
の
口
の
渡
し
、
ｐ
.8
1　
多
摩
川
の
渡
し
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
6
0
2
0
1
3
/5
/2
8
仙
川
駅
前
商
店
街
の
昭
和
４
０
年
代
（
１
９
６
５
～
１
９
７
４
）
の
様
子
が
わ
か
る
資
料
が
欲
し
い
。
地
図
や
写
真
等
。
6
7
2
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	東
京
都
調
布
市
広
域
商
業
診
断
報
告
書
－
昭
和
45
年
度
	p
.1
00
　
仙
川
商
栄
会
の
改
善
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
6
1
2
0
1
3
/3
/2
8
昭
和
３
５
（
１
９
６
０
）
年
頃
か
ら
現
在
ま
で
の
『
国
民
栄
養
の
現
状
』
が
見
た
い
。
4
9
8
所
蔵
機
関
調
査
該
当
資
料
の
所
蔵
館
調
査
を
行
っ
た
。
調
布
市
立
図
書
館
で
1	国
民
栄
養
の
現
状
－
昭
和
55
年
版
1	国
民
栄
養
の
現
状
	20
13
年
6月
14
日
	昭
和
行
政
自
○
調
布
市
6
2
2
0
1
3
/3
/8
「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」
（
平
成
１
３
（
２
０
０
１
）
年
１
２
月
２
８
日
閣
議
決
定
）
の
全
文
と
説
明
が
見
た
い
。
3
6
7
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
の
提
供
及
び
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
紹
介
し
た
。
1	高
齢
社
会
白
書
－
平
成
24
年
版
	p
.8
6-
13
3
第
２
章
に
、
大
綱
の
位
置
付
け
や
策
定
目
行
政
自
○
調
布
市
6
3
2
0
1
3
/1
/3
0
調
布
市
内
に
あ
る
祇
園
寺
の
８
８
代
目
住
職
の
中
西
悟
玄
（
１
８
６
４
（
元
治
元
）
年
－
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
）
の
写
真
2
8
9
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	明
治
末
期
週
刊
多
摩
新
聞
全
集
－
調
布
史
談
会
複
刻
	p
.1
中
西
悟
玄
の
不
鮮
明
な
白
黒
民
間
自
○
○
調
布
市
6
4
2
0
1
2
/1
2
/1
9
明
治
神
宮
の
森
に
あ
る
植
物
に
つ
い
て
分
か
る
資
料
が
見
た
い
。
ど
ん
な
種
類
の
樹
木
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
種
類
だ
け
で
6
5
2
1
7
5
文
献
紹
介
下
記
の
文
献
及
び
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
紹
介
し
た
。
1	代
々
木
の
森
	場
所
を
明
示
し
た
図
は
な
い
。
p
.2
1-
24
　
御
苑
の
植
生
に
つ
い
て
記
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
6
5
2
0
1
2
/1
2
/7
鎌
倉
時
代
の
武
士
、
「
津
戸
三
郎
為
守
」
（
１
１
６
３
－
１
２
４
３
）
に
つ
い
て
、
近
松
門
左
衛
門
が
書
い
た
も
の
を
読
み
た
2
8
9
9
1
2
文
献
紹
介
近
松
門
左
衛
門
作
と
さ
れ
る
「
津
戸
三
郎
」
の
主
人
公
・
津
1	演
劇
百
科
大
事
典
－
第
4巻
	近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
「
津
戸
三
郎
」
は
津
戸
三
郎
菅
原
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
6
6
2
0
1
2
/1
1
/1
0
１
９
７
０
年
代
以
降
か
ら
現
在
の
調
布
飛
行
場
周
辺
の
地
価
が
分
か
る
資
料
が
見
た
い
。
3
3
4
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	東
京
都
地
価
図
 加
除
式
－
平
成
3年
版
	東
京
都
内
の
〈
実
勢
価
格
〉
（
3.
3平
方
メ
ー
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
6
7
2
0
1
2
/1
0
/2
5
太
田
塚
（
調
布
市
下
石
原
３
－
５
０
）
に
関
す
る
資
料
を
探
し
て
い
る
。
太
田
道
灌
の
子
孫
、
太
田
家
と
調
布
に
つ
い
て
書
か
	2
1
3
2
8
9
文
献
紹
介
太
田
塚
は
太
田
道
灌
の
弟
で
あ
る
資
忠
の
孫
・
太
田
対
馬
守
盛
1	調
布
市
史
－
上
巻
	p
.3
62
「
両
上
杉
氏
と
太
田
道
灌
」
に
太
田
氏
と
調
布
市
域
の
関
わ
り
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
6
8
2
0
1
2
/1
0
/2
5
調
布
市
と
狛
江
市
に
あ
る
万
葉
歌
碑
の
一
覧
が
見
た
い
。
9
1
1
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	全
国
文
学
碑
総
覧
	調
布
（
多
摩
川
３
丁
目
）
と
狛
江
（
中
和
泉
４
丁
目
）
の
歌
碑
の
民
間
自
○
○
調
布
市
6
9
2
0
1
2
/9
/9
２
０
２
５
（
平
成
３
７
）
年
の
日
本
の
推
定
人
口
を
知
り
た
い
。
3
3
4
3
5
8
3
5
1
事
実
調
査
20
25
(平
成
37
)年
の
推
定
人
口
は
1億
20
00
万
人
前
後
で
あ
る
1	日
本
の
将
来
推
計
人
口
－
平
成
14
年
1月
推
計
	国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公
行
政
・
民
間
自
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
1
2
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
調
布
市
7
0
2
0
1
2
/7
/1
8
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
２
０
０
７
（
平
成
１
９
）
年
４
月
に
3
6
9
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	法
令
解
説
資
料
総
覧
	改
正
の
経
緯
と
背
景
、
改
正
の
概
要
あ
り
。
改
正
法
は
一
部
を
行
政
・
民
間
自
○
調
布
市
7
1
2
0
1
2
/7
/1
8
国
会
議
員
の
収
入
（
歳
費
）
等
が
い
く
ら
く
ら
い
な
の
か
知
り
た
い
3
1
4
3
1
5
事
実
調
査
国
会
議
員
の
収
入
は
、
「
国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
1	国
会
議
員
の
仕
事
－
職
業
と
し
て
の
政
治
	
個
人
の
収
支
は
歳
費
月
額
13
0万
、
期
末
手
行
政
・
民
間
自
○
調
布
市
7
2
2
0
1
2
/6
/2
4
調
布
の
青
年
学
校
（
青
年
訓
練
所
）
に
関
す
る
資
料
が
見
た
い
。
3
7
6
3
3
5
文
献
紹
介
青
年
学
校
令
は
19
35
（
昭
和
10
）
年
に
公
布
さ
れ
て
い
る
。
1	調
布
市
教
育
史
	青
年
学
校
と
青
年
師
範
学
校
に
つ
い
て
記
載
あ
り
。
p
.2
91
 東
京
重
機
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
7
3
2
0
1
2
/6
/6
調
布
市
域
初
の
女
性
教
員
・
校
長
の
氏
名
、
学
校
名
が
知
り
た
い
。
１
９
５
５
（
昭
和
３
０
）
年
に
調
布
町
と
神
代
村
が
合
併
3
7
2
3
6
2
事
実
調
査
文
献
で
確
認
で
き
た
、
最
も
古
い
調
布
市
域
初
の
女
性
校
長
1	調
布
の
近
現
代
史
料
－
第
2集
	p
.1
14
金
子
尋
常
小
学
校
設
立
者
と
し
て
金
子
シ
ン
の
名
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
7
4
2
0
1
2
/4
/1
5
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
か
ら
１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
頃
に
京
王
多
摩
川
駅
か
ら
調
布
の
砂
利
を
運
搬
す
る
た
め
走
っ
て
い
6
8
6
文
献
紹
介
以
下
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	風
雪
－
調
布
に
生
き
て
…
明
治
・
大
正
・
昭
和
	京
王
砂
利
会
社
が
軽
便
軌
道
を
調
布
か
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
7
5
2
0
1
2
/4
/8
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
に
植
え
ら
れ
て
い
る
桜
が
、
日
本
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
２
０
１
２
年
３
月
で
１
０
０
周
年
を
迎
3
0
2
3
1
9
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	ポ
ト
マ
ッ
ク
の
桜
－
津
軽
の
外
交
官
珍
田
夫
妻
物
語
	珍
田
捨
己
(ち
ん
だ
す
て
み
)氏
が
民
間
自
○
○
調
布
市
7
6
2
0
1
2
/3
/2
3
調
布
市
立
中
央
図
書
館
で
閉
館
時
に
流
れ
る
音
楽
の
曲
名
が
知
り
た
い
。
7
6
0
0
1
0
文
献
紹
介
20
:1
3か
ら
は
「
G
線
上
の
ア
リ
ア
」
(J
.S
.バ
ッ
ハ
)、
20
:2
0か
1	カ
ン
タ
ー
タ
 第
20
8番
:《
狩
の
カ
ン
タ
ー
タ
》
, 第
21
0番
/[
バ
ッ
ハ
]	「
A
ri
a
: 
S
ch
a
fe
民
間
自
○
○
○
調
布
市
7
7
2
0
1
2
/3
/6
「
山
谷
地
区
」
と
表
記
さ
れ
る
地
区
が
調
布
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
知
り
た
い
（
山
野
と
は
違
う
）
。
2
9
1
事
実
調
査
「
山
野
」
と
「
山
谷
」
と
が
別
の
地
域
を
示
す
地
名
で
あ
る
と
1	門
前
そ
ば
一
代
記
－
深
大
寺
の
四
季
	「
昭
和
16
年
ご
ろ
の
深
大
寺
周
辺
図
」
と
い
う
手
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
7
8
2
0
1
2
/1
/2
7
関
東
大
震
災
の
時
の
調
布
の
被
害
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
数
値
、
写
真
、
新
聞
記
事
な
ど
ど
ん
な
情
報
で
も
構
わ
な
い
。
2
1
0
3
1
8
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
史
－
下
巻
	p
.5
03
 府
営
水
泳
場
が
破
損
さ
れ
た
と
い
う
記
述
あ
り
。
p
.5
11
-
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
7
9
2
0
1
1
/1
1
/1
4
か
つ
て
下
石
原
（
現
在
の
上
石
原
３
丁
目
あ
た
り
）
に
あ
っ
た
東
京
府
営
水
泳
場
第
１
号
に
関
す
る
記
事
が
見
た
い
。
ま
た
、
2
1
0
7
8
5
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	郷
土
の
七
十
年
	「
上
石
原
の
水
泳
場
」
の
記
事
あ
り
。
プ
ー
ル
の
大
き
さ
や
、
各
大
学
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
8
0
2
0
1
1
/1
0
/2
7
調
布
音
頭
が
い
つ
頃
作
ら
れ
た
の
か
知
り
た
い
。
3
1
8
2
1
0
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
報
縮
刷
版
－
第
1号
～
第
20
0号
	昭
和
33
年
2月
5日
(2
)「
調
布
音
頭
吹
き
込
み
行
政
自
○
○
○
調
布
市
8
1
2
0
1
1
/9
/1
8
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
京
王
線
の
旧
路
線
を
知
り
た
い
。
2
1
0
6
8
6
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
史
－
下
巻
	図
版
　
京
王
電
気
軌
道
路
線
図
（
明
治
43
年
）
あ
り
。
	44
5		
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
8
2
2
0
1
1
/8
/1
9
明
治
時
代
末
～
大
正
時
代
に
か
け
て
の
調
布
か
ら
八
王
子
あ
た
り
ま
で
の
銀
行
（
農
協
な
ど
お
金
を
貸
す
機
関
も
可
）
に
つ
い
2
1
0
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
史
－
下
巻
	p
.4
41
-4
15
　
調
布
銀
行
設
立
に
つ
い
て
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
8
3
2
0
0
7
/1
1
/7
か
つ
て
調
布
市
柴
崎
に
あ
っ
た
「
日
本
針
布
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
5
8
6
事
実
調
査
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
史
－
下
巻
	昭
和
２
０
年
頃
の
工
場
の
全
景
の
写
真
あ
り
。
昭
和
７
年
に
神
代
村
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
8
4
2
0
0
5
/8
/1
3
赤
線
廃
止
前
の
調
布
市
内
特
飲
街
の
写
真
な
ど
の
資
料
が
見
た
い
。
3
8
4
3
6
7
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	昭
和
史
－
決
定
版
－
15
	「
調
布
市
内
の
特
飲
街
を
視
察
す
る
婦
人
代
議
士
の
一
行
（
昭
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
8
5
2
0
0
5
/1
/5
調
布
市
、
府
中
市
周
辺
の
地
盤
に
つ
い
て
わ
か
る
資
料
が
み
た
い
。
4
5
5
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
の
地
層
	調
布
市
の
理
科
教
員
が
作
成
し
た
資
料
集
。
調
布
の
地
形
的
特
徴
、
武
蔵
行
政
・
民
間
自
○
○
○
調
布
市
8
6
2
0
0
4
/1
2
/2
7
亀
島
に
ま
つ
わ
る
伝
説
に
つ
い
て
載
っ
て
い
る
資
料
が
み
た
い
。
1
8
8
2
1
0
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	深
大
寺
学
術
総
合
調
査
報
告
書
－
第
3分
冊
文
書
・
寺
史
・
地
誌
・
自
然
環
境
・
史
料
・
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
8
7
2
0
0
4
/1
2
/2
4
間
橋
の
コ
マ
に
つ
い
て
の
資
料
を
見
た
い
。
*3
8
0
文
献
紹
介
間
橋
の
コ
マ
は
、
戦
後
調
布
の
間
橋
正
明
氏
の
工
房
で
生
ま
れ
1	ち
ょ
う
ふ
と
ー
く
	挽
物
工
作
所
・
間
橋
正
明
氏
の
記
事
に
コ
マ
作
り
に
つ
い
て
記
述
あ
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
8
8
2
0
0
4
/1
2
/2
2
京
王
閣
競
輪
場
の
前
身
で
あ
る
遊
園
地
の
様
子
が
わ
か
る
資
料
が
見
た
い
。
6
8
9
6
2
9
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
史
－
下
巻
	京
王
閣
概
要
、
設
備
概
要
、
京
王
閣
全
景
図
の
写
真
あ
り
。
	52
1-
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
8
9
2
0
0
4
/1
2
/2
2
現
在
の
白
百
合
女
子
大
の
所
在
地
に
あ
っ
た
と
い
う
津
村
順
天
堂
の
薬
用
植
物
園
に
関
す
る
情
報
を
し
り
た
い
。
4
9
9
	
6
1
7
文
献
紹
介
津
村
順
天
堂
の
薬
用
植
物
園
は
，
19
24
（
大
正
13
）
年
6月
1	せ
ん
が
わ
21
－
第
14
号
	年
表
中
の
、
19
24
（
大
正
13
）
年
7月
下
仙
川
字
千
羽
（
現
緑
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
9
0
2
0
0
4
/1
2
/1
6
近
藤
勇
生
家
が
史
跡
指
定
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
9
1
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
の
教
育
－
'7
7	「
文
化
財
保
護
」
件
名
、
所
在
地
、
位
置
、
面
積
、
参
考
文
行
政
・
民
間
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
1
3
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
調
布
市
9
1
2
0
0
4
/1
2
/1
0
佐
須
町
に
あ
る
虎
狛
神
社
の
石
碑
に
漢
文
で
刻
ま
れ
て
い
る
文
の
内
容
が
知
り
た
い
。
*2
9
1
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	深
大
寺
及
附
近
の
歴
史
	碑
文
解
説
あ
り
。
	5
4
-6
7
		
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
9
2
2
0
0
4
/1
2
/4
深
大
寺
用
水
と
富
沢
松
之
助
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
	2
1
0
6
1
4
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	子
ど
も
の
た
め
の
調
布
市
の
歴
史
 第
2版
	
深
大
寺
用
水
と
富
沢
松
之
助
に
つ
い
て
記
載
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
9
3
2
0
0
4
/1
2
/4
現
在
の
調
布
市
に
あ
た
る
場
所
に
あ
っ
た
水
車
（
小
屋
）
に
関
す
る
こ
と
が
書
か
れ
た
資
料
を
読
み
た
い
。
5
3
4
6
1
4
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
市
 郷
土
博
物
館
だ
よ
り
－
n
o
.1
～
n
o
.5
0(
昭
和
53
年
7月
～
平
成
8年
3月
)	深
大
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
9
4
2
0
0
4
/1
2
/4
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
前
、
昭
和
３
８
年
１
０
月
～
昭
和
４
２
年
頃
の
野
川
の
洪
水
と
、
そ
の
後
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
知
り
*2
9
1
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	調
布
の
防
災
－
平
成
14
年
度
版
	「
市
内
に
お
け
る
過
去
の
風
水
害
被
害
状
況
」
（
昭
和
行
政
自
○
○
○
調
布
市
9
5
2
0
0
4
/1
1
/2
1
明
治
～
昭
和
３
０
年
代
ま
で
の
調
布
市
の
地
図
を
見
た
い
。
*2
9
1
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	明
治
・
大
正
・
昭
和
東
京
1万
分
1地
形
図
集
成
	p
.9
4「
昭
和
12
年
測
図
　
井
之
頭
」
、
行
政
・
民
間
自
○
○
調
布
市
9
6
2
0
0
3
/4
/8
京
王
線
の
切
符
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
向
け
の
本
が
見
た
い
。
*6
8
6
.5
2
文
献
紹
介
下
記
の
参
考
資
料
を
提
供
し
た
。
1	み
ん
な
で
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
－
調
べ
て
体
験
!－
2	「
定
期
券
や
切
符
が
生
ま
れ
変
わ
民
間
自
○
○
八
王
子
市
1
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
市
の
市
の
名
前
の
由
来
が
知
り
た
い
。
29
0*
8版
文
献
調
査
北
条
氏
照
（
ほ
う
じ
ょ
う
う
じ
て
る
）
が
八
王
子
城
を
築
い
た
B
11
21
92
36
 八
王
子
市
史
 上
巻
 八
王
子
市
史
編
纂
委
員
会
／
編
集
 八
王
子
市
役
所
行
政
協
・
自
○
○
八
王
子
市
2
2
0
1
5
/1
0
/5
江
戸
時
代
の
八
王
子
の
全
体
の
地
図
を
見
た
い
。
29
0*
8版
文
献
調
査
江
戸
時
代
の
地
図
に
つ
い
て
は
、
八
王
子
宿
や
現
在
の
千
人
B
11
35
08
67
 八
王
子
宿
の
う
つ
り
か
わ
り
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
／
編
集
 八
王
子
市
教
行
政
協
・
自
○
○
八
王
子
市
3
2
0
1
5
/1
0
/5
信
松
尼
（
松
姫
）
に
つ
い
て
、
そ
の
生
涯
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
り
た
い
。
28
9*
8版
文
献
調
査
武
田
信
玄
の
娘
で
あ
る
松
姫
は
織
田
信
長
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
B
11
71
58
73
 武
田
信
玄
息
女
　
松
姫
さ
ま
展
  
武
田
信
玄
息
女
　
松
姫
さ
ま
委
員
会
／
行
政
・
民
間
協
・
自
○
○
八
王
子
市
4
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
市
の
晴
れ
、
く
も
り
、
程
度
の
簡
単
な
過
去
の
天
気
を
知
り
た
い
。
45
1*
8版
文
献
調
査
八
王
子
市
天
気
相
談
所
は
、
平
成
22
年
4月
1日
か
ら
無
人
化
さ
B
11
70
18
64
 八
王
子
の
気
象
  
八
王
子
市
天
気
相
談
所
／
編
 八
王
子
市
 1
98
9.
2 
45
1.
9
行
政
協
・
自
○
○
八
王
子
市
5
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
織
物
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
子
ど
も
で
も
分
か
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
見
た
い
。
75
3*
8版
文
献
調
査
児
童
・
生
徒
向
け
に
は
、
『
は
ち
お
う
じ
の
教
育
』
（
八
王
子
B
11
68
11
87
 は
ち
お
う
じ
の
教
育
  
八
王
子
市
教
育
委
員
会
／
編
 八
王
子
市
教
育
委
員
会
行
政
協
・
自
○
○
八
王
子
市
6
2
0
1
5
/1
0
/5
１
９
８
９
年
の
朝
日
新
聞
多
摩
版
が
見
た
い
。
07
1*
8版
文
献
調
査
新
聞
は
刊
行
時
期
に
よ
り
現
物
、
縮
刷
版
、
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
新
聞
一
覧
（
八
王
子
市
図
書
館
）
h
tt
p
:/
/w
w
w
.l
ib
ra
ry
.c
it
y.
h
a
c
h
io
ji
.t
o
k
yo
行
政
協
・
自
○
○
八
王
子
市
7
2
0
1
7
/3
/1
4
八
王
子
城
跡
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
事
典
』
（
20
01
年
か
た
く
ら
書
店
）
p
.6
89
-6
90
B
11
71
67
15
 八
王
子
事
典
  
八
王
子
事
典
の
会
／
編
 か
た
く
ら
書
店
 2
00
1.
1 
4-
90
62
3-
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
8
2
0
1
7
/3
/1
4
八
王
子
に
生
息
す
る
動
物
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。
48
9*
8版
文
献
調
査
『
新
八
王
子
市
史
　
自
然
編
』
（
20
14
年
　
八
王
子
市
市
史
編
B
12
44
26
46
 新
八
王
子
市
史
 自
然
編
 八
王
子
市
市
史
編
集
委
員
会
 八
王
子
市
市
史
編
集
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
9
2
0
1
7
/3
/1
4
「
行
ノ
沢
（
ぎ
ょ
う
の
さ
わ
）
」
、
「
前
ノ
沢
（
ま
え
の
さ
わ
）
」
と
い
う
場
所
が
、
高
尾
山
の
ど
の
あ
た
り
に
あ
る
か
知
29
1*
8版
事
実
調
査
『
ま
る
ご
と
！
高
尾
山
こ
だ
わ
り
ガ
イ
ド
』
（
20
12
年
　
メ
イ
B
12
11
04
73
 ま
る
ご
と
!高
尾
山
こ
だ
わ
り
ガ
イ
ド
  
ス
タ
ジ
オ
パ
ラ
ム
／
著
 メ
イ
ツ
出
民
間
協
○
○
八
王
子
市
1
0
2
0
1
7
/3
/1
4
あ
き
る
野
市
雨
間
地
区
の
千
人
同
心
、
丸
山
家
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
21
3*
8版
文
献
調
査
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
 1
48
号
』
（
20
12
年
　
た
ま
し
ん
地
域
文
B
12
24
89
15
 多
摩
の
あ
ゆ
み
 1
48
号
 た
ま
し
ん
歴
史
・
美
術
館
　
歴
史
資
料
室
／
編
集
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
1
1
2
0
1
7
/3
/1
4
滝
山
城
跡
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
事
典
』
（
20
01
年
か
た
く
ら
書
店
）
p
.4
87
「
滝
B
11
71
67
15
 八
王
子
事
典
  
八
王
子
事
典
の
会
／
編
 か
た
く
ら
書
店
 2
00
1.
1 
4-
90
62
3-
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
1
2
2
0
1
7
/3
/1
4
都
立
富
士
森
高
校
の
名
前
の
由
来
が
知
り
た
い
。
37
6*
8版
事
実
調
査
『
O
n
e　
Tw
o 
え
い
と
20
02
/9
 ふ
の
号
』
（
20
02
年
B
11
84
31
06
 Ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｔ
ｗ
ｏ
　
え
い
と
20
02
/9
 ふ
 の
号
 え
い
と
舎
 2
00
2.
09
.0
1
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
1
3
2
0
1
7
/3
/1
4
八
王
子
市
域
の
合
併
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
29
0*
8版
文
献
調
査
『
統
計
八
王
子
 平
成
28
年
版
』
（
20
17
年
　
八
王
子
市
）
B
12
77
07
91
 統
計
八
王
子
 平
成
28
年
版
 総
務
部
統
計
調
査
課
／
編
 八
王
子
市
 2
01
7.
4
行
政
協
○
○
○
八
王
子
市
1
4
2
0
1
7
/3
/1
4
長
房
の
「
陸
軍
幼
年
学
校
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
21
3*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
 V
ol
.8
1』
（
20
07
年
　
八
B
11
70
51
56
 八
王
子
市
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
  
八
王
子
市
教
育
委
員
会
 八
王
子
市
教
育
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
1
5
2
0
1
7
/3
/1
4
駒
木
野
宿
の
旅
籠
屋
「
ふ
ぢ
や
新
兵
衛
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
68
9*
8版
事
実
調
査
『
今
昔
三
道
中
独
案
内
』
（
20
04
年
　
JT
B
出
版
事
業
B
10
38
03
25
 今
昔
三
道
中
独
案
内
  
今
井
金
吾
／
著
 J
T
B
出
版
事
業
局
 2
00
4.
3 
29
1.
09
行
政
・
民
間
協
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
1
4
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
八
王
子
市
1
6
2
0
1
6
/8
/9
八
王
子
に
あ
る
「
蛙
合
戦
」
の
お
寺
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
市
文
化
財
調
査
研
究
報
告
書
』
（
19
93
年
　
八
王
子
B
11
84
30
97
 Ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｔ
ｗ
ｏ
　
え
い
と
20
00
/6
 て
 の
号
 え
い
と
舎
 2
00
0.
06
.0
1
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
1
7
2
0
1
6
/8
/9
植
田
孟
縉
（
も
う
し
ん
）
の
お
墓
は
、
都
の
文
化
財
か
、
市
の
文
化
財
か
知
り
た
い
。
70
9*
8版
事
実
調
査
中
央
図
書
館
参
考
室
、
郷
土
資
料
の
棚
で
、
八
王
子
(地
域
区
B
11
40
41
91
 八
王
子
市
の
文
化
財
 第
1集
(1
96
5年
版
) 
八
王
子
市
文
化
財
委
員
会
／
編
行
政
協
○
○
○
八
王
子
市
1
8
2
0
1
6
/8
/9
中
山
勘
解
由
（
か
げ
ゆ
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
21
0*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
事
典
』
（
20
01
年
か
た
く
ら
書
店
）
p
.6
04
「
中
B
11
71
67
15
 八
王
子
事
典
  
八
王
子
事
典
の
会
／
編
 か
た
く
ら
書
店
 2
00
1.
1 
29
1.
3 
4-
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
1
9
2
0
1
6
/8
/9
八
王
子
の
白
地
図
が
ほ
し
い
。
町
名
の
み
載
っ
て
い
る
な
ど
、
八
王
子
に
限
定
し
た
も
の
で
、
出
来
る
だ
け
大
き
な
も
の
が
ほ
29
0*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
市
全
図
』
（
20
16
年
八
王
子
市
役
所
）
は
、
B
1版
、
B
11
94
51
79
 八
王
子
市
全
図
 平
成
4年
 八
王
子
市
役
所
／
編
 八
王
子
市
役
所
 1
99
2.
5
行
政
協
○
○
八
王
子
市
2
0
2
0
1
6
/8
/9
桑
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
い
る
校
章
は
市
内
の
学
校
で
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
37
4*
8版
事
実
調
査
『
八
王
子
市
公
立
小
・
中
学
校
の
校
歌
・
校
章
』
（
20
01
年
B
11
71
63
34
 八
王
子
市
公
立
小
・
中
学
校
の
校
歌
・
校
章
  
八
王
子
市
教
育
委
員
会
／
行
政
協
○
○
八
王
子
市
2
1
2
0
1
6
/8
/9
テ
レ
ビ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
「
八
王
子
の
肥
沼
医
師
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
第
二
次
大
戦
の
際
に
ド
イ
ツ
で
民
衆
を
助
け
た
28
9*
8版
文
献
調
査
キ
ー
ワ
ー
ド
「
肥
沼
」
「
大
戦
」
「
ド
イ
ツ
」
が
分
か
っ
て
B
10
33
18
80
 ド
イ
ツ
人
に
敬
愛
さ
れ
た
医
師
・
肥
沼
信
次
  
舘
沢
貢
次
／
文
 瑞
雲
舎
民
間
協
○
○
八
王
子
市
2
2
2
0
1
6
/8
/9
八
王
子
中
野
村
(今
は
東
中
野
・
別
所
と
い
う
）
の
江
戸
～
明
治
時
代
の
物
産
・
稼
業
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。
21
3*
8版
文
献
調
査
中
野
村
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
資
料
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
B
12
31
91
29
 八
王
子
市
東
部
地
域
　
由
木
の
民
俗
  
八
王
子
市
市
史
編
集
専
門
部
会
民
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
2
3
2
0
1
6
/8
/9
大
平
公
園
に
あ
る
「
タ
マ
ノ
ホ
シ
ザ
ク
ラ
」
の
い
わ
れ
を
知
り
た
い
。
47
9*
8版
事
実
調
査
南
大
沢
図
書
館
所
蔵
の
図
鑑
や
事
典
等
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
B
11
84
63
91
 朝
日
新
聞
縮
刷
版
 2
00
3/
03
朝
日
新
聞
社
出
版
局
 2
00
3.
04
.2
0
民
間
協
○
○
八
王
子
市
2
4
2
0
1
6
/8
/9
江
戸
時
代
の
八
王
子
の
人
口
が
知
り
た
い
。
33
4*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
市
史
　
上
巻
』
（
19
80
年
　
八
王
子
市
役
所
）
B
11
21
92
36
 八
王
子
市
史
 上
巻
 八
王
子
市
史
編
纂
委
員
会
／
編
集
 八
王
子
市
役
所
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
2
5
2
0
1
6
/8
/9
八
王
子
消
防
署
の
設
立
年
月
日
及
び
そ
の
資
料
が
見
た
い
。
31
7*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
の
消
防
　
19
90
』
（
19
90
年
　
東
京
消
防
庁
八
王
B
11
70
19
15
 八
王
子
の
消
防
 １
９
９
０
 東
京
消
防
庁
八
王
子
消
防
署
／
編
 東
京
消
防
庁
行
政
協
○
○
○
八
王
子
市
2
6
2
0
1
6
/8
/9
浅
川
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
化
石
林
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
45
7*
8版
文
献
調
査
郷
土
「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」
で
検
索
し
た
資
料
の
う
ち
、
『
浅
川
B
12
44
26
46
 新
八
王
子
市
史
 自
然
編
 八
王
子
市
市
史
編
集
委
員
会
 八
王
子
市
市
史
編
集
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
2
7
2
0
1
6
/8
/9
八
王
子
の
人
物
が
い
ろ
い
ろ
出
て
い
る
本
が
見
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
『
東
京
都
八
王
子
市
人
物
・
人
材
情
報
リ
ス
ト
』
（
20
14
年
B
12
49
64
41
 東
京
都
八
王
子
市
人
物
・
人
材
情
報
リ
ス
ト
 2
01
5 
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
2
8
2
0
1
6
/8
/9
八
王
子
の
田
町
遊
郭
の
歴
史
を
知
り
た
い
。
38
4*
8版
文
献
調
査
『
哀
愁
の
田
町
遊
廓
浜
田
楼
』
（
20
05
年
　
文
芸
社
）
は
、
敗
B
10
49
43
66
 哀
愁
の
田
町
遊
廓
浜
田
楼
  
鈴
木
ナ
ミ
／
著
 文
芸
社
 2
00
5.
6 
91
6 
4-
民
間
協
○
○
八
王
子
市
2
9
2
0
1
6
/8
/9
ひ
で
こ
節
(民
謡
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
38
8*
8版
文
献
調
査
『
日
本
民
謡
大
事
典
』
（
19
83
年
　
雄
山
閣
)p
.4
27
に
、
「
秋
B
11
15
36
36
 日
本
民
謡
大
事
典
  
浅
野
建
二
／
編
 雄
山
閣
 1
98
3.
6 
38
8.
91
 4
-6
39
-
民
間
協
○
○
八
王
子
市
3
0
2
0
1
6
/8
/9
裏
高
尾
町
に
「
摺
指
」
（
す
る
さ
し
）
と
い
う
地
区
名
が
あ
る
が
、
バ
ス
停
は
「
摺
差
」
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
。
ま
た
、
29
7*
8版
事
実
調
査
由
来
を
確
認
す
る
た
め
、
『
八
王
子
地
名
考
』
（
19
86
年
　
か
B
11
28
02
28
 八
王
子
地
名
考
  
鈴
木
樹
造
／
著
 か
た
く
ら
書
店
 1
98
6 
29
1.
36
5
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
3
1
2
0
1
6
/8
/9
御
陵
線
・
武
蔵
横
山
駅
の
写
真
が
見
た
い
。
68
6*
8版
文
献
調
査
『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
（
19
86
年
　
八
王
子
市
立
横
山
第
二
小
B
11
69
87
43
 五
十
年
の
あ
ゆ
み
  
五
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
／
編
 八
王
子
市
立
横
山
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
3
2
2
0
1
6
/8
/9
戦
争
中
に
「
湯
の
花
（
い
の
は
な
）
ト
ン
ネ
ル
銃
撃
」
と
い
う
の
が
八
王
子
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
詳
し
い
資
料
が
見
た
い
。
21
0*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
事
典
』
（
20
01
年
か
た
く
ら
書
店
）
で
「
い
の
は
B
11
71
67
15
 八
王
子
事
典
  
八
王
子
事
典
の
会
／
編
 か
た
く
ら
書
店
 2
00
1.
1 
29
1.
3 
4-
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
3
3
2
0
1
6
/8
/9
明
治
天
皇
が
八
王
子
で
、
兎
狩
り
を
し
た
時
の
資
料
が
見
た
い
。
21
0*
8版
文
献
調
査
自
館
所
蔵
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
「
明
治
天
皇
」
、
資
料
区
分
B
11
42
76
08
 多
摩
歴
史
散
歩
 1
 佐
藤
孝
太
郎
／
著
 有
峰
書
店
新
社
 1
99
5.
11
 2
91
.3
65
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
3
4
2
0
1
6
/8
/9
京
王
片
倉
駅
南
口
周
辺
の
戦
前
か
ら
30
年
く
ら
い
前
の
航
空
写
真
が
見
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
市
片
倉
土
地
区
画
整
理
事
業
竣
工
記
念
誌
』
（
19
95
B
11
70
55
22
 八
王
子
市
片
倉
土
地
区
画
整
理
事
業
竣
工
記
念
誌
  
宝
島
社
／
編
 八
王
子
民
間
協
○
○
八
王
子
市
3
5
2
0
1
6
/6
/2
0
八
王
子
町
村
合
併
の
前
、
合
併
時
、
合
併
後
の
人
口
動
態
が
知
り
た
い
。
地
図
も
あ
れ
ば
見
た
い
。
31
8*
8版
文
献
調
査
南
多
摩
郡
小
宮
町
が
八
王
子
市
に
編
入
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
16
B
11
21
92
38
 八
王
子
市
史
 附
編
 八
王
子
市
史
編
さ
ん
委
員
会
／
編
集
 八
王
子
市
役
所
行
政
協
○
○
○
八
王
子
市
3
6
2
0
1
6
/6
/2
0
「
御
殿
峠
」
の
峠
名
の
由
来
が
知
り
た
い
。
29
1*
8版
事
実
調
査
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
13
』
（
19
78
年
　
角
川
書
店
）
（
1）
八
王
子
事
典
の
会
 編
著
. 八
王
子
事
典
 改
訂
版
. か
た
く
ら
書
店
, 2
00
1.
民
間
協
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
1
5
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
八
王
子
市
3
7
2
0
1
5
/1
0
/6
明
治
時
代
の
八
王
子
の
古
い
地
図
が
見
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
明
治
時
代
の
地
図
に
つ
い
て
は
次
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
B
11
71
09
88
 明
治
前
期
測
量
２
万
分
１
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地
図
　
第
一
軍
管
地
方
二
万
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
3
8
2
0
1
5
/1
0
/5
市
内
の
あ
る
場
所
の
容
積
率
・
建
ぺ
い
率
を
知
り
た
い
。
*3
1
8
事
実
調
査
『
八
王
子
都
市
計
画
図
　
平
成
25
年
』
（
20
13
年
　
八
王
子
B
12
29
24
51
 八
王
子
都
市
計
画
図
 平
成
25
年
 八
王
子
市
役
所
／
編
 八
王
子
市
役
所
行
政
協
○
○
八
王
子
市
3
9
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
市
で
使
わ
れ
て
い
る
小
・
中
・
高
の
教
科
書
が
見
た
い
。
37
5*
8版
文
献
調
査
中
央
図
書
館
と
南
大
沢
図
書
館
の
参
考
室
教
科
書
コ
ー
ナ
ー
八
王
子
市
Ｈ
Ｐ
h
tt
p
:/
/w
w
w
.c
it
y.
h
a
c
h
io
ji
.t
o
k
yo
.j
p
/
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
4
0
2
0
1
5
/1
0
/5
絹
の
道
の
昔
と
今
の
様
子
の
違
い
を
調
べ
た
い
の
で
、
古
い
時
代
（
明
治
頃
）
の
地
図
が
見
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
「
絹
の
道
」
と
は
『
八
王
子
事
典
』
(2
00
1年
　
か
た
く
ら
書
B
10
11
14
87
 浜
街
道
  
馬
場
喜
信
／
著
 か
た
く
ら
書
店
 2
00
1.
3 
68
2.
13
65
 4
-9
06
23
7-
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
4
1
2
0
1
5
/1
0
/5
江
戸
や
八
王
子
の
町
づ
く
り
を
し
た
と
い
う
大
久
保
長
安
（
な
が
や
す
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
2
8
9
文
献
調
査
も
と
も
と
は
武
田
氏
の
家
臣
だ
っ
た
大
久
保
長
安
は
武
田
氏
B
12
50
28
91
 長
安
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
  
吉
田
美
江
/文
 揺
籃
社
 2
01
5.
1
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
4
2
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
市
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
八
人
の
王
子
の
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
知
り
た
い
。
*3
8
8
事
実
調
査
八
王
子
市
の
由
来
は
牛
頭
天
王
の
八
人
の
王
子
（
八
王
子
）
が
B
10
11
93
75
 日
本
の
神
仏
の
辞
典
  
大
島
建
彦
／
[ほ
か
]編
 大
修
館
書
店
 2
00
1.
7 
16
2.
1
民
間
協
○
○
八
王
子
市
4
3
2
0
1
5
/1
0
/5
長
池
公
園
の
長
池
見
附
橋
に
つ
い
て
知
り
た
い
 。
*5
1
5
事
実
調
査
『
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道
』
（
20
06
年
　
八
王
子
市
教
育
委
B
11
95
83
65
 歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道
  
八
王
子
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
部
文
行
政
協
○
○
八
王
子
市
4
4
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
町
名
の
読
み
方
の
一
覧
が
見
た
い
。
*3
1
8
文
献
調
査
八
王
子
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
 >
 く
ら
し
の
情
報
B
12
01
56
16
 八
王
子
市
例
規
類
集
 ２
３
－
１
 八
王
子
市
総
務
部
法
制
課
／
編
 八
王
子
行
政
・
民
間
協
○
○
○
八
王
子
市
4
5
2
0
1
5
/1
0
/5
高
尾
山
の
縁
起
を
読
み
た
い
。
原
本
は
あ
る
の
か
も
知
り
た
い
。
18
8*
8版
所
蔵
・
所
在
調
査自
館
所
蔵
検
索
で
「
高
尾
山
」
「
縁
起
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
B
12
07
41
24
 武
州
高
尾
山
の
歴
史
と
信
仰
外
山
徹
／
著
 同
成
社
 2
01
1.
11
 1
88
.5
5
民
間
協
○
○
八
王
子
市
4
6
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
に
あ
っ
た
片
倉
製
糸
の
工
場
や
片
倉
製
糸
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
6
3
0
文
献
調
査
片
倉
製
糸
は
、
現
在
の
片
倉
工
業
株
式
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
B
11
33
75
34
 戦
間
期
日
本
蚕
糸
業
史
研
究
松
村
敏
／
著
 東
京
大
学
出
版
会
 1
99
2.
6
民
間
協
○
○
八
王
子
市
4
7
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
に
あ
る
町
や
地
名
の
由
来
や
い
わ
れ
が
知
り
た
い
。
29
0*
8版
事
実
調
査
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
13
』
東
京
都
（
19
78
年
　
角
川
書
B
11
09
07
51
 角
川
日
本
地
名
大
辞
典
 1
3
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
／
民
間
協
○
○
八
王
子
市
4
8
2
0
1
5
/1
0
/5
明
治
時
代
に
北
村
透
谷
（
き
た
む
ら
と
う
こ
く
）
が
川
口
地
区
に
住
ん
で
い
た
時
の
様
子
、
川
口
を
訪
れ
た
と
き
の
記
述
の
あ
91
0*
8版
文
献
調
査
北
村
透
谷
は
明
治
時
代
の
文
学
者
・
自
由
民
権
家
で
、
川
口
地
B
11
68
27
39
 川
口
の
郷
土
史
  
川
口
地
区
社
教
郷
土
史
研
究
会
／
編
 川
口
地
区
社
教
郷
土
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
4
9
2
0
1
5
/1
0
/5
今
住
ん
で
い
る
八
王
子
の
町
の
歴
史
を
知
り
た
い
。
21
3*
8版
文
献
調
査
た
と
え
ば
七
国
・
み
な
み
野
エ
リ
ア
な
ら
『
み
な
み
野
シ
テ
ィ
B
11
96
23
60
 み
な
み
野
シ
テ
ィ
の
ル
ー
ツ
宇
津
貫
・
片
倉
　
谷
戸
の
く
ら
し
  
宇
津
貫
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
5
0
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
に
住
ん
で
い
た
横
山
党
を
含
む
武
蔵
七
党
（
む
さ
し
し
ち
と
う
）
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
あ
れ
ば
見
た
い
。
（
中
21
3*
8版
文
献
調
査
『
郷
土
み
て
あ
る
記
 』
（
19
95
年
　
八
王
子
）
p
.9
に
B
11
71
05
46
 郷
土
み
て
あ
る
記
  
八
王
子
市
生
活
文
化
部
広
報
課
／
編
 八
王
子
市
 1
99
5
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
5
1
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
ゆ
か
り
の
作
家
を
知
り
た
い
。
*9
1
0
文
献
調
査
中
央
図
書
館
２
階
参
考
室
に
、
八
王
子
出
身
・
在
住
な
ど
八
王
B
10
87
03
25
 東
京
都
八
王
子
市
人
物
・
人
材
情
報
リ
ス
ト
 2
00
9 
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
5
2
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
民
謡
と
わ
ら
べ
唄
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
38
8*
8版
文
献
調
査
地
域
別
に
な
り
ま
す
が
、
『
八
王
子
市
西
部
地
域
　
恩
方
の
民
B
11
21
92
37
 八
王
子
市
史
 下
巻
 八
王
子
市
史
編
さ
ん
委
員
会
／
編
集
 八
王
子
市
役
所
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
5
3
2
0
1
5
/1
0
/5
明
治
時
代
に
八
王
子
で
大
火
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
い
つ
頃
か
知
り
た
い
。
*2
1
0
*3
6
9
.3
事
実
調
査
C
D
-R
O
M
『
明
治
の
読
売
新
聞
』
で
「
八
王
子
」
「
大
火
」
B
11
71
93
89
 年
表
に
見
る
八
王
子
の
近
現
代
史
  
松
岡
　
喬
一
／
著
 か
た
く
ら
書
店
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
5
4
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
市
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
一
番
古
い
住
宅
地
図
は
い
つ
か
知
り
た
い
。
29
1*
8版
所
蔵
・
所
在
調
査地
域
に
よ
り
、
異
な
り
ま
す
。
南
部
は
『
住
宅
地
図
　
八
王
子
B
11
68
33
93
 住
宅
地
図
　
八
王
子
市
 8
1年
南
部
 ゼ
ン
リ
ン
／
編
 ゼ
ン
リ
ン
 1
98
0 
29
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
5
5
2
0
1
5
/1
0
/5
横
山
宿
な
ど
、
八
王
子
宿
の
古
い
地
図
が
見
た
い
。
*2
9
1
文
献
調
査
八
王
子
宿
は
『
新
八
王
子
市
史
資
料
編
　
3』
（
20
13
年
　
八
B
11
35
08
67
 八
王
子
宿
の
う
つ
り
か
わ
り
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
／
編
集
 八
王
子
市
教
行
政
協
○
○
八
王
子
市
5
6
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
市
の
迅
速
図
（
二
万
分
の
一
）
を
見
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
迅
速
図
と
は
正
式
に
は
迅
速
測
図
と
い
い
、
八
王
子
市
図
書
館
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧
シ
ス
テ
ム
h
tt
p
:/
/h
a
b
s
.d
c
.a
ff
rc
.g
o
.j
p
/i
n
d
e
x.
h
tm
l
行
政
協
○
○
八
王
子
市
5
7
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
色
々
な
場
所
か
ら
見
え
る
山
並
み
（
陵
線
）
で
山
の
名
前
が
分
か
る
も
の
が
見
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
『
O
n
e 
Tw
o 
え
い
と
』
や
の
号
vo
l.3
6(
 2
00
4年
 え
い
と
舎
)
B
10
29
95
58
 多
摩
10
0山
  
守
屋
竜
男
／
著
新
ハ
イ
キ
ン
グ
社
 2
00
3.
4 
29
1.
36
5 
4-
民
間
協
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
1
6
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
八
王
子
市
5
8
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
市
内
の
甲
州
街
道
沿
い
の
商
店
街
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
写
真
や
地
図
な
ど
あ
れ
ば
見
た
い
。
*2
9
1
文
献
調
査
（
明
治
時
代
）
『
八
王
子
商
店
研
究
会
創
立
60
周
年
記
念
誌
B
11
68
07
92
 八
王
子
商
店
研
究
会
創
立
６
０
周
年
記
念
誌
  
伊
奈
　
繁
男
／
編
 ６
０
周
行
政
協
○
○
八
王
子
市
5
9
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
百
貨
店
や
大
型
店
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
変
遷
を
知
り
た
い
。
67
3*
8版
事
実
調
査
『
八
王
子
事
典
』
（
19
91
年
か
た
く
ら
書
店
)で
個
々
に
調
B
11
32
86
04
 八
王
子
事
典
  
八
王
子
事
典
の
会
／
編
 か
た
く
ら
書
店
 1
99
1.
12
 2
91
.3
65
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
6
0
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
昔
の
市
（
い
ち
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
*2
1
0
文
献
調
査
八
王
子
の
市
（
い
ち
）
は
江
戸
時
代
の
初
期
に
開
設
さ
れ
た
六
B
11
71
67
15
 八
王
子
事
典
 改
訂
版
 八
王
子
事
典
の
会
／
編
 か
た
く
ら
書
店
 2
00
1
民
間
協
○
○
八
王
子
市
6
1
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
和
菓
子
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
59
6*
8版
文
献
調
査
八
王
子
の
和
菓
子
屋
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
『
八
王
子
和
菓
子
食
B
11
72
11
87
 八
王
子
和
菓
子
食
べ
歩
き
マ
ッ
プ
  
八
王
子
和
菓
子
商
工
業
組
合
 八
王
民
間
協
○
○
八
王
子
市
6
2
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
は
た
お
り
う
た
が
聞
き
た
い
。
58
6*
8版
文
献
調
査
「
は
た
お
り
う
た
」
に
つ
い
て
は
、
『
八
王
子
周
辺
の
機
織
り
B
11
70
18
23
 八
王
子
周
辺
の
機
織
り
唄
  
長
坂
　
孝
吉
／
著
 八
王
子
　
長
坂
孝
吉
 1
96
0
民
間
協
○
○
八
王
子
市
6
3
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
市
の
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
全
て
わ
か
る
資
料
を
見
た
い
。
45
3*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
市
史
　
附
編
』
（
19
80
年
　
八
王
子
市
役
所
）
B
11
21
92
38
 八
王
子
市
史
 附
編
 八
王
子
市
史
編
さ
ん
委
員
会
／
編
集
 八
王
子
市
役
所
行
政
協
○
○
○
八
王
子
市
6
4
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
目
籠
（
め
か
ご
、
め
か
い
）
に
つ
い
て
の
資
料
を
探
し
て
い
る
。
写
真
が
見
た
い
。
38
3*
8版
文
献
調
査
『
め
か
ご
』
（
19
97
年
　
由
井
地
区
「
ふ
る
さ
と
資
料
館
」
建
B
11
71
06
11
 め
か
ご
  
由
井
地
区
「
ふ
る
さ
と
資
料
館
」
建
設
推
進
委
員
会
 由
井
地
区
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
6
5
2
0
1
5
/1
0
/5
玉
南
鉄
道
の
創
始
者
が
知
り
た
い
。
68
6*
8版
事
実
調
査
『
八
王
子
の
り
も
の
百
年
史
』
（
19
89
年
　
清
水
正
之
）
や
B
11
28
13
71
 京
王
帝
都
電
鉄
三
十
年
史
  
京
王
帝
都
電
鉄
株
式
会
社
総
務
部
／
編
集
 京
王
民
間
協
○
○
八
王
子
市
6
6
2
0
1
5
/1
0
/5
御
陵
線
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
68
6*
8版
文
献
調
査
御
陵
線
と
は
昭
和
6年
3月
20
日
、
多
摩
御
陵
参
拝
者
を
輸
送
B
11
71
20
30
 多
摩
の
あ
ゆ
み
 第
93
号
 た
ま
し
ん
歴
史
・
美
術
館
／
編
 た
ま
し
ん
地
域
文
民
間
協
○
○
八
王
子
市
6
7
2
0
1
5
/1
0
/5
明
治
時
代
の
鉄
道
の
運
賃
を
知
り
た
い
(特
に
国
鉄
）
。
33
7*
8版
事
実
調
査
『
値
段
史
年
表
　
明
治
・
大
正
・
昭
和
』
（
19
88
年
　
朝
日
B
11
25
05
91
 値
段
史
年
表
  
週
刊
朝
日
／
編
朝
日
新
聞
社
 1
98
8.
6 
33
7.
82
1 
4-
02
-
民
間
協
○
○
八
王
子
市
6
8
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
古
い
写
真
が
見
た
い
。
*7
4
8
文
献
調
査
『
八
王
子
市
史
』
（
19
80
年
八
王
子
市
役
所
）
の
上
・
下
B
11
69
90
08
 写
真
で
つ
づ
る
八
王
子
の
歴
史
  
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
／
編
 八
王
子
市
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
6
9
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
の
地
質
が
知
り
た
い
。
地
図
も
見
た
い
。
45
0*
8版
事
実
調
査
キ
ー
ワ
ー
ド
「
地
質
」
「
八
王
子
」
で
自
館
所
蔵
検
索
を
行
っ
B
11
21
87
52
 郷
土
の
自
然
史
  
蒔
田
真
一
郎
／
著
 か
た
く
ら
書
店
 1
98
3 
45
0.
91
36
5
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
7
0
2
0
1
5
/1
0
/5
浅
川
地
下
壕
に
関
す
る
資
料
を
読
み
た
い
。
*2
9
1
文
献
調
査
浅
川
地
下
壕
と
は
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
浅
川
地
下
壕
』
B
10
50
90
67
 フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
浅
川
地
下
壕
  
浅
川
地
下
壕
の
保
存
を
す
す
め
る
会
民
間
協
○
○
八
王
子
市
7
1
2
0
1
5
/1
0
/5
浅
川
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。
特
に
水
質
に
つ
い
て
分
か
る
資
料
は
あ
る
か
。
51
7*
8版
文
献
調
査
浅
川
は
多
摩
川
の
支
流
の
ひ
と
つ
で
、
市
内
で
の
全
長
は
約
３
B
12
44
26
46
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八
王
子
市
史
 自
然
編
 八
王
子
市
市
史
編
集
委
員
会
 八
王
子
市
市
史
編
集
行
政
協
○
○
八
王
子
市
7
2
2
0
1
5
/1
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/5
八
王
子
の
あ
た
り
の
活
断
層
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
。
45
3*
8版
事
実
調
査
『
新
八
王
子
市
史
 自
然
編
』
（
20
14
年
　
八
王
子
市
市
史
編
B
12
44
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八
王
子
市
史
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然
編
 八
王
子
市
市
史
編
集
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会
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王
子
市
市
史
編
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行
政
・
民
間
協
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○
八
王
子
市
7
3
2
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1
5
/1
0
/5
御
岳
山
に
咲
く
「
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
」
の
漢
字
表
記
と
由
来
を
知
り
た
い
。
47
1*
8版
文
献
調
査
『
植
物
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典
』
（
1）
（
20
04
年
　
日
外
ア
ソ
B
10
37
45
23
 植
物
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典
 [
1]
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
集
部
／
編
集
 日
外
ア
民
間
協
○
○
八
王
子
市
7
4
2
0
1
5
/1
0
/5
ル
バ
ン
グ
島
に
つ
い
て
、
八
王
子
出
身
の
小
塚
金
七
関
係
の
本
が
読
み
た
い
。
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4*
8版
28
9*
8版
文
献
調
査
小
塚
金
七
さ
ん
は
南
多
摩
郡
元
八
王
子
村
（
現
：
八
王
子
市
）
B
11
69
86
22
 声
は
と
ど
い
て
い
た
の
に
，
追
悼
　
ル
バ
ン
グ
島
の
小
－
  
小
塚
　
金
七
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
7
5
2
0
1
5
/1
0
/5
20
11
年
に
高
尾
駅
で
高
校
野
球
部
員
が
窃
盗
し
た
男
を
捕
ま
え
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
記
事
を
読
み
た
い
。
29
1*
8版
文
献
調
査
八
王
子
市
に
関
係
す
る
20
11
年
の
新
聞
記
事
を
八
王
子
市
図
書
B
12
15
17
33
 八
王
子
市
に
関
す
る
新
聞
記
事
索
引
 2
01
1 
八
王
子
市
中
央
図
書
館
／
編
行
政
協
○
○
八
王
子
市
7
6
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
に
あ
っ
た
中
島
飛
行
機
の
工
場
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
21
0*
8版
文
献
調
査
自
館
所
蔵
検
索
で
キ
ー
ワ
ー
ド
「
中
島
飛
行
機
」
で
検
索
し
て
B
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30
54
29
 地
下
秘
密
工
場
  
斉
藤
勉
／
著
の
ん
ぶ
る
舎
 1
99
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47
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民
間
協
○
○
八
王
子
市
7
7
2
0
1
5
/1
0
/5
高
尾
山
の
全
景
・
山
の
形
が
分
か
る
も
の
を
探
し
て
い
る
。
（
絵
を
描
く
参
考
に
し
た
い
）
29
1*
8版
文
献
調
査
高
尾
山
の
全
景
・
山
の
形
が
分
か
る
も
の
は
、
『
日
本
の
名
山
B
11
47
39
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 日
本
の
名
山
 別
巻
2 
串
田
孫
一
／
[ほ
か
]編
 博
品
社
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99
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91
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9
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
7
8
2
0
1
5
/1
0
/5
小
仏
の
関
所
に
あ
る
、
尾
崎
行
雄
が
書
い
た
石
碑
の
全
文
が
原
文
で
見
た
い
。
*9
1
1
文
献
調
査
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
館
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
多
摩
地
域
の
B
11
70
17
82
 八
王
子
金
石
誌
  
村
田
　
光
彦
／
編
 八
王
子
　
多
摩
文
化
研
究
会
 1
96
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民
間
協
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
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区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
八
王
子
市
7
9
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
空
襲
の
被
害
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
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8版
文
献
調
査
19
45
(昭
和
20
)年
8月
2日
未
明
、
八
王
子
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
B
11
23
88
35
 八
王
子
の
空
襲
と
戦
災
の
記
録
 市
民
の
記
録
編
 八
王
子
市
郷
土
資
料
館
行
政
協
○
○
八
王
子
市
8
0
2
0
1
5
/1
0
/5
卜
山
禅
師
（
ぼ
く
ざ
ん
ぜ
ん
じ
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
18
2*
8版
文
献
調
査
『
八
王
子
事
典
』
（
20
01
年
か
た
く
ら
書
店
）
で
「
卜
山
舜
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12
36
79
03
 卜
山
  
卜
山
講
／
編
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山
講
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間
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八
王
子
市
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5
/1
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/5
歴
代
内
閣
の
顔
ぶ
れ
や
、
何
人
か
の
歴
代
首
相
の
年
譜
が
で
て
い
る
本
が
見
た
い
。
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1
7
文
献
調
査
『
歴
代
内
閣
総
覧
』
（
19
91
年
リ
ッ
チ
マ
イ
ン
ド
出
版
事
業
B
11
32
79
20
 歴
代
内
閣
総
覧
  
リ
ッ
チ
マ
イ
ン
ド
出
版
事
業
部
 1
99
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17
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行
政
・
民
間
協
○
八
王
子
市
8
2
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
市
内
に
あ
る
神
社
や
お
寺
に
つ
い
て
載
っ
て
い
る
本
は
あ
る
か
。
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8版
所
蔵
・
所
在
調
査神
社
に
つ
い
て
は
『
東
京
都
神
社
名
鑑
　
下
巻
』
（
19
86
年
B
12
24
85
77
 東
京
都
神
社
名
鑑
 下
巻
 東
京
都
神
社
庁
 東
京
都
神
社
庁
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98
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3
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
8
3
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0
1
5
/1
0
/5
「
高
尾
山
」
は
な
ぜ
「
高
尾
山
」
と
い
う
名
前
な
の
か
。
そ
の
由
来
を
知
り
た
い
。
45
4*
8版
事
実
調
査
『
日
本
山
岳
ル
ー
ツ
大
辞
典
』
（
19
97
年
　
竹
書
房
)の
p
.4
67
B
11
47
68
29
 日
本
山
岳
ル
ー
ツ
大
辞
典
  
村
石
利
夫
／
編
著
 竹
書
房
 1
99
7.
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33
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
8
4
2
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1
5
/1
0
/5
千
人
同
心
の
史
跡
を
め
ぐ
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
い
の
で
、
そ
れ
が
わ
か
る
も
の
が
あ
る
か
。
特
に
千
人
同
心
の
屋
敷
*2
9
1
事
実
調
査
『
八
王
子
千
人
同
心
の
群
像
』
(1
99
4年
　
八
王
子
市
教
育
委
B
11
97
42
47
 八
王
子
千
人
町
拝
領
屋
敷
図
八
王
子
千
人
同
心
旧
交
会
 八
王
子
千
人
同
心
行
政
・
民
間
協
○
○
八
王
子
市
8
5
2
0
1
5
/1
0
/5
八
王
子
に
あ
っ
た
市
電
の
始
点
と
終
点
を
知
り
た
い
。
68
6*
8版
事
実
調
査
自
館
所
蔵
検
索
で
「
八
王
子
電
車
」
と
検
索
し
た
中
か
ら
、
B
10
01
44
84
 日
本
の
路
面
電
車
 2
 原
口
隆
行
／
著
 J
T
B
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6.
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民
間
協
○
○
八
王
子
市
8
6
2
0
1
4
/2
/1
6
平
成
26
年
2月
に
八
王
子
で
大
雪
が
降
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
以
前
の
記
録
で
、
八
王
子
に
お
け
る
最
大
積
雪
量
と
そ
の
日
付
が
*4
5
1
事
実
調
査
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
　
13
2号
』
59
ペ
ー
ジ
に
平
成
20
年
9月
30
『
八
王
子
の
気
象
　
空
を
見
つ
め
て
20
余
年
』
（
原
嶋
宏
昌
/か
た
く
ら
書
店
/昭
和
56
行
政
・
民
間
協
○
○
武
蔵
野
市
1
2
0
1
6
/1
2
/1
1
中
島
飛
行
機
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
*2
1
0
*事
実
調
査
昭
和
13
（
19
38
）
年
、
戦
闘
機
用
エ
ン
ジ
ン
を
作
る
中
島
飛
『
富
士
重
工
業
三
十
年
史
』
『
武
蔵
野
市
百
年
史
 記
述
編
－
1』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
2
2
0
1
7
/2
/2
8
地
図
を
見
る
と
、
吉
祥
寺
・
関
前
・
西
久
保
の
土
地
は
、
短
冊
状
に
区
切
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
*2
9
1
*事
実
調
査
江
戸
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
が
開
墾
さ
れ
た
と
き
、
道
を
挟
ん
『
武
藏
野
史
』
『
武
蔵
野
市
史
』
行
政
自
○
○
武
蔵
野
市
3
2
0
1
7
/3
/2
7
御
門
訴
事
件
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
に
記
念
碑
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
ど
こ
に
あ
る
か
？
*2
1
0
*事
実
調
査
明
治
3（
18
70
）
年
、
品
川
県
が
布
達
し
た
社
倉
制
度
（
飢
饉
『
武
蔵
野
市
史
』
『
武
蔵
野
市
史
－
続
資
料
編
 1
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
4
2
0
1
6
/3
/3
戦
後
、
市
内
に
野
球
場
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
が
本
当
か
？
*2
1
0
*事
実
調
査
昭
和
26
（
19
51
）
年
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
球
場
（
東
京
ス
『
武
蔵
野
市
百
年
史
 記
述
編
－
2』
『
ア
ル
バ
ム
武
蔵
野
百
年
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
5
2
0
1
8
/7
/1
9
武
蔵
野
市
の
古
い
地
図
を
探
し
て
い
る
*2
9
1
*文
献
紹
介
①
住
宅
地
図
で
当
市
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
は
以
下
『
商
工
住
宅
名
鑑
(住
宅
地
図
) 
武
蔵
野
市
－
昭
和
46
年
(1
97
1年
)』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
6
2
0
1
7
/2
/1
4
武
蔵
野
市
の
地
名
の
由
来
を
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
①
武
蔵
野
・
吉
祥
寺
・
西
久
保
（
西
窪
）
・
関
前
・
境
・
御
殿
『
武
蔵
野
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
－
改
訂
版
』
『
武
蔵
野
市
史
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
7
2
0
1
7
/3
/5
武
蔵
野
市
の
空
襲
被
害
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
中
島
飛
行
機
の
あ
る
武
蔵
野
町
（
当
時
）
は
東
京
大
空
襲
の
最
『
戦
争
の
記
憶
を
武
蔵
野
に
た
ず
ね
て
－
武
蔵
野
地
域
の
戦
争
遺
跡
ガ
イ
ド
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
8
2
0
1
6
/1
2
/6
町
名
整
理
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
昭
和
37
（
19
62
）
年
よ
り
、
町
名
整
理
が
実
施
さ
れ
ま
し
『
武
蔵
野
市
百
年
史
 記
述
編
－
2』
『
市
報
む
さ
し
の
 縮
刷
版
－
昭
和
23
年
~
昭
行
政
自
○
○
○
武
蔵
野
市
9
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0
1
6
/3
/8
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
朝
永
振
一
郎
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
朝
永
振
一
郎
略
歴
明
治
39
（
19
06
）
年
～
昭
和
『
追
想
朝
永
振
一
郎
』
『
回
想
の
朝
永
振
一
郎
』
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
1
0
2
0
1
6
/1
1
/7
三
鷹
駅
北
口
に
あ
る
国
木
田
独
歩
の
文
学
碑
『
山
林
に
自
由
存
す
』
の
読
み
方
が
知
り
た
い
*9
1
1
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
』
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
1
1
2
0
1
6
/2
/9
作
家
の
丹
羽
文
雄
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
丹
羽
文
雄
略
歴
明
治
37
（
19
04
）
年
～
平
成
『
評
伝
丹
羽
文
雄
』
『
追
悼
丹
羽
文
雄
』
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
1
2
2
0
1
6
/3
/8
作
家
の
新
田
次
郎
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
新
田
次
郎
略
歴
明
治
45
（
19
12
）
年
～
昭
和
『
新
田
次
郎
文
学
事
典
』
『
新
田
次
郎
の
跫
音
(あ
し
お
と
)』
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
1
3
2
0
1
6
/3
/8
彫
刻
家
の
北
村
西
望
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
北
村
西
望
略
歴
明
治
17
（
18
84
）
年
～
昭
和
『
東
京
都
井
の
頭
自
然
文
化
園
彫
刻
園
－
北
村
西
望
展
示
作
品
目
録
』
民
間
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
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8
区
分
N
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.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
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D
C
2
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D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
武
蔵
野
市
1
4
2
0
1
6
/4
/1
3
『
武
蔵
野
』
を
書
い
た
国
木
田
独
歩
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
国
木
田
独
歩
略
歴
明
治
4（
18
71
）
年
～
41
『
国
木
田
独
歩
－
人
と
作
品
』
『
武
蔵
野
の
文
学
－
企
画
展
 国
木
田
独
歩
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
1
5
2
0
1
8
/7
/1
9
武
蔵
野
市
の
名
誉
市
民
に
は
ど
ん
な
人
が
い
る
か
？
*2
8
9
*事
実
調
査
杉
村
隆
氏
（
癌
生
化
学
者
）
長
倉
三
郎
氏
（
物
理
学
者
）
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武
蔵
野
市
市
勢
要
覧
－
武
蔵
野
市
市
制
施
行
70
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年
記
念
－
20
17
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
1
6
2
0
1
6
/1
1
/7
童
謡
作
家
の
野
口
雨
情
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
野
口
雨
情
略
歴
明
治
15
（
18
82
）
年
～
昭
和
『
近
代
作
家
研
究
叢
書
－
58
』
『
野
口
雨
情
－
詩
と
人
と
時
代
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
1
7
2
0
1
6
/1
1
/7
評
論
家
の
亀
井
勝
一
郎
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
亀
井
勝
一
郎
略
歴
明
治
40
（
19
07
）
年
～
昭
和
『
遍
歴
の
求
道
者
亀
井
勝
一
郎
』
『
亀
井
勝
一
郎
－
そ
の
人
生
と
思
索
』
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
1
8
2
0
1
6
/1
1
/7
詩
人
の
金
子
光
晴
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
8
9
*文
献
紹
介
金
子
光
晴
略
歴
明
治
28
（
18
95
）
年
～
昭
和
『
評
伝
金
子
光
晴
』
『
金
子
光
晴
論
』
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
1
9
2
0
0
9
/1
/2
9
「
む
さ
し
の
ば
や
し
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
そ
の
写
真
も
見
た
い
*7
0
9
*文
献
紹
介
昭
和
46
（
19
71
）
年
に
武
蔵
野
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
『
武
蔵
野
市
の
文
化
財
 第
9版
』
『
季
刊
 武
蔵
野
－
V
ol
.2
6~
36
』
行
政
自
○
○
武
蔵
野
市
2
0
2
0
0
7
/1
2
/2
0
「
む
さ
し
の
音
頭
」
、
「
井
の
頭
音
頭
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
*7
6
7
.6
*文
献
紹
介
む
さ
し
の
音
頭
：
昭
和
52
（
19
77
）
年
に
市
制
『
市
報
む
さ
し
の
 縮
刷
版
－
昭
和
51
年
~
昭
和
54
年
(第
72
5号
~
第
85
6号
)－
N
o
.4
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
2
1
2
0
0
7
/1
2
/2
0
市
内
の
寺
・
神
社
の
一
覧
を
見
た
い
*1
8
5
*1
7
5
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
史
』
行
政
自
○
○
武
蔵
野
市
2
2
2
0
1
6
/5
/1
4
武
蔵
野
に
伝
わ
る
民
謡
に
つ
い
て
知
り
た
い
*7
6
7
.6
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
史
－
続
資
料
編
 1
』
行
政
自
○
○
武
蔵
野
市
2
3
2
0
1
8
/8
/2
8
武
蔵
野
市
の
市
章
、
木
、
花
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
、
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
『
武
蔵
野
市
わ
た
し
の
便
利
帳
－
平
成
30
・
31
年
度
版
』
行
政
自
○
○
○
武
蔵
野
市
2
4
2
0
1
6
/6
/7
武
蔵
野
市
の
路
上
喫
煙
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
1
8
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
、
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
『
季
刊
 む
さ
し
の
－
N
o
.6
0~
67
』
武
蔵
野
市
H
P
行
政
自
○
○
○
武
蔵
野
市
2
5
2
0
1
6
/6
/7
第
１
回
武
蔵
野
桜
ま
つ
り
の
写
真
が
見
た
い
*3
8
6
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
季
刊
 武
蔵
野
－
V
ol
.1
6~
25
』
『
グ
ラ
フ
む
さ
し
の
－
第
4号
』
行
政
自
○
○
○
武
蔵
野
市
2
6
2
0
1
5
/1
/3
1
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に
つ
い
て
分
か
る
資
料
は
な
い
か
？
*6
7
0
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
』
『
吉
祥
寺
「
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
」
の
記
憶
』
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
2
7
2
0
0
7
/1
2
/2
0
吉
祥
寺
う
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
8
2
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
東
京
う
ど
物
語
－
東
京
う
ど
生
産
組
合
連
合
会
創
立
45
周
年
記
念
誌
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
2
8
2
0
1
5
/1
/3
1
市
内
の
大
型
店
舗
は
い
つ
頃
出
来
た
か
？
*6
7
0
*事
実
調
査
市
内
の
主
な
大
型
店
舗
：
名
店
会
館
…
昭
和
34
『
21
世
紀
へ
の
基
盤
づ
く
り
－
吉
祥
寺
駅
周
辺
再
開
発
事
業
誌
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
2
9
2
0
1
6
/6
/7
武
蔵
野
市
の
農
業
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
*6
1
2
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
史
－
続
資
料
編
 1
』
『
ち
っ
と
ん
べ
ぇ
む
か
し
展
 解
説
と
目
録
－
行
政
自
○
○
武
蔵
野
市
3
0
2
0
1
8
/7
/1
9
市
内
の
学
校
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
*3
7
6
*7
6
7
.6
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
教
育
史
 第
一
巻
』
『
武
蔵
野
市
教
育
史
 第
二
巻
』
行
政
自
○
○
武
蔵
野
市
3
1
2
0
1
8
/7
/1
9
市
立
小
・
中
学
校
の
校
歌
の
楽
譜
は
な
い
か
*3
7
6
*7
6
7
.6
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
立
小
・
中
学
校
学
校
要
覧
－
平
成
30
年
度
』
行
政
自
○
○
武
蔵
野
市
3
2
2
0
1
8
/7
/1
9
井
の
頭
文
化
園
に
い
る
象
の
は
な
子
に
つ
い
て
知
り
た
い
*4
8
0
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
祝
60
歳
「
は
な
子
お
め
で
と
う
」
20
07
』
『
父
が
愛
し
た
ゾ
ウ
の
は
な
子
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
3
3
2
0
1
6
/1
1
/8
武
蔵
野
中
央
公
園
の
出
来
た
経
緯
を
知
り
た
い
*5
1
8
.8
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
都
立
武
蔵
野
中
央
公
園
の
歴
史
』
『
武
蔵
野
中
央
公
園
』
行
政
自
○
○
○
武
蔵
野
市
3
4
2
0
1
6
/1
1
/8
武
蔵
野
市
の
天
気
・
気
温
を
ま
と
め
た
調
査
は
な
い
か
？
*4
5
1
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
、
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
『
80
箇
年
気
象
観
測
報
告
－
昭
和
元
年
(1
92
6)
よ
り
平
成
17
年
(2
00
5)
に
至
る
』
行
政
自
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
1
9
区
分
N
O
.
事
例
作
成
日
質
問
内
容
N
D
C
1
N
D
C
2
N
D
C
3
回
答
形
態
回
答
本
文
参
照
・
提
供
資
料
発
行
者
種
別
掲
載
場
所
地
域
情
報
（
自
地
域
）
地
域
情
報
（
三
多
摩
）
地
域
情
報
（
他
・
都
）
地
域
情
報
（
合
計
）
行
政
情
報
武
蔵
野
市
3
5
2
0
1
6
/1
1
/8
武
蔵
野
市
は
緑
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
実
際
は
ど
う
か
？
*2
9
1
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
の
み
ど
り
－
武
蔵
野
市
自
然
環
境
等
実
態
調
査
報
告
書
－
平
成
29
年
4月
』
行
政
自
○
○
武
蔵
野
市
3
6
2
0
1
8
/7
/1
9
Ｊ
Ｒ
吉
祥
寺
駅
の
乗
降
者
数
の
推
移
が
わ
か
る
資
料
は
な
い
か
？
*6
8
1
.8
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
百
年
史
 記
述
編
－
1』
『
市
勢
統
計
－
20
17
 平
成
29
年
版
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
3
7
2
0
1
7
/2
/2
7
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
“ム
ー
バ
ス
”に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
*6
8
1
.8
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
ム
ー
バ
ス
快
走
す
－
一
通
の
手
紙
か
ら
生
ま
れ
た
武
蔵
野
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
』
行
政
・
民
間
自
○
○
○
武
蔵
野
市
3
8
2
0
1
7
/4
/3
井
の
頭
線
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
*2
1
0
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
百
年
史
 記
述
編
－
1』
『
京
王
線
・
井
の
頭
線
 む
か
し
物
語
 総
集
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
3
9
2
0
0
9
/1
/2
9
井
の
頭
通
り
は
、
か
つ
て
「
水
道
道
路
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
の
名
前
の
由
来
が
知
り
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
杉
並
風
土
記
 下
巻
』
『
東
京
の
道
事
典
』
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
4
0
2
0
1
8
/7
/1
9
市
内
の
Ｊ
Ｒ
吉
祥
寺
、
三
鷹
、
武
蔵
境
駅
の
歴
史
を
知
り
た
い
。
昔
の
駅
の
写
真
も
見
た
い
*6
8
6
.5
2
*2
1
0
*7
4
8
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
百
年
史
 記
述
編
－
1』
『
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
中
央
線
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
4
1
2
0
1
8
/7
/1
9
市
内
の
放
置
自
転
車
台
数
が
知
り
た
い
*3
6
1
.9
 
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
事
務
報
告
書
－
平
成
28
年
度
』
行
政
自
○
○
武
蔵
野
市
4
2
2
0
1
7
/2
/2
8
玉
川
上
水
・
千
川
上
水
に
つ
い
て
調
べ
た
い
*2
9
1
*文
献
紹
介
玉
川
上
水
：
承
応
元
（
16
52
）
年
、
幕
府
『
玉
川
上
水
清
流
の
復
活
』
『
玉
川
上
水
を
あ
る
く
－
改
訂
第
6版
』
行
政
・
民
間
自
○
○
○
武
蔵
野
市
4
3
2
0
1
7
/3
/2
9
甲
武
鉄
道
（
中
央
線
の
前
身
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
*6
8
6
.5
2
*2
1
0
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
武
蔵
野
市
百
年
史
 記
述
編
－
1』
『
中
央
線
誕
生
－
甲
武
鉄
道
の
開
業
に
賭
け
行
政
・
民
間
自
○
○
○
武
蔵
野
市
4
4
2
0
1
6
/6
/1
6
「
写
し
絵
」
と
い
う
の
は
ど
ん
な
も
の
か
？
*3
8
2
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
写
し
絵
』
『
う
つ
し
絵
』
行
政
・
民
間
自
○
○
武
蔵
野
市
4
5
2
0
1
6
/6
/1
6
武
蔵
野
国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
知
り
た
い
*7
0
9
*文
献
紹
介
以
下
の
資
料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
『
季
刊
 武
蔵
野
－
創
刊
号
~
V
ol
.8
』
『
季
刊
 武
蔵
野
－
V
ol
.1
6~
25
』
行
政
自
○
○
○
武
蔵
野
市
4
6
2
0
1
8
/5
/2
4
武
蔵
野
市
の
友
好
都
市
は
ど
こ
か
？
*3
1
8
*事
実
調
査
岩
手
県
遠
野
市
、
山
形
県
酒
田
市
、
新
潟
県
長
岡
市
、
長
野
県
『
武
蔵
野
市
の
交
流
事
業
－
20
11
年
2月
』
『
武
蔵
野
市
市
勢
要
覧
－
武
蔵
野
市
市
制
施
行
政
自
○
○
○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
調
査
デ
ー
タ
1
2
0
